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茨城県は　昭和諏年に筑波研究学園都市計画地域の指定を受けて以
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例 に詔

l　本書は　茨城県の委託によ勘財団法人茨城県教育財団が平成10年度及び平成は年度に発掘調査を実施し
くま　や藍

たプ茨城県つくば市大字島名に所在する熊の山遺跡の一部（2せ405p8区）の発掘調査報告書である。

2　当遺跡の発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

調査　平成用年4月1日～平成12年3月3日ヨ

整理　平成12年4月1日～平成13年3月3日ヨ

3　当遺跡の発掘調査は　平成摘年度においては調査第二課長小泉光正の指揮のもと，調査第二課第一班長横

堀孝胤主任調査員江幡良夫，藤田哲也，三谷正，川上直登，稲田義弘が担当した。平成11年度においては

調査第二課長小泉光正の指揮のもとタ調査第二課第二班長横堀孝徳，主任調査員原信田正夫が4月1日から

H月諏目まで　主任調査員平松孝志が4月1日から9月30ヨまでタ主任調査腰三谷正プ稲田義弘が4月用

から6月3胱信　＝用日日から11月30日まで担当した。

4　当遺跡の整理及び本書の執筆き編集は，整理課長川井正一，首賠請を且萩野谷悟の指揮のもと，主任調査

員藤田哲也，三谷正，原信田正美夕川上直登夕稲田義弘が担当した。執筆分担は，以下のとおりである。な

おタ第3章第3節1～頼）竪穴住居跡言2）掘立柱建物跡及びその他の主な遺構については，遺構番号を記し

た。

藤　田　第3章第3節2

第407の963の968の971010160102101023。1024も1027～102901037つ043の1049つ05301059～

1（捕1・1157へ1159・11（う2へ11（う（主1171へ117：「つ176号住居跡

第55～57号掘立柱建物跡

その他の主な遺構（第1号鍛冶工房臥第12060号温第21号地下式凌，第9～15号方形竪穴状遺

構芦　第5号柵列跡，第203号ピット群，第鋸7～鋸9号土坑）

第3章第3節4

第514。1200～1222の123101232el23501239つ2姐～1243号住居跡

第72～81888689。100～HO号掘立柱建物跡

その他の主な遺構（第16号鼠第21号方形竪穴状逮胤第403ト33号井戸臥第847。881の886

号上坑）

三　谷　第3章第3節2

第20～23029。954～9618964～967896969700972～1014。1017～102001030～1035つ039・

104001042・1044～1048つ05巨1052つ054elO62～1080号住居跡

第53854859や600130号掘立柱建物跡

その他の主な遺構（第35A号温第28号井戸眺第384号柵列臥　第4号ピット群）

第3章第4節まとめ

2　古墳時代の集落の様相（1）

3　奈良∴平安時代の集落の様相（3）

原信田　第i章～第3章第1。2節，第3節4

第50405080509ゆ520や鋸8・919・9268927。931・9334939。9射・943～945・1223～12288



1230つ23381234。1236～1238。1401・1404つ405つ408～141501420～1432つ43481438～

1圭は・1415A・B・14廿号住居跡

第37・41。42。44～47・70。71e82～87A・Bつ18～121e123～127号掘立柱建物跡

その他の主な遺構（第35B号溝，第29e30号井戸跡，第5・9号道路状遺構）

第3章第4節まとめ

3　奈良。平安時代の集落の様相（1）言2）

川　上　第3章第3節1

第1244つ245つ246号住居跡，第80号溝

第3章第3節3

第748つ451～1455つ458～1460号住居跡，第128号掘立柱建物跡

その他の主な遺構（第18。91号溝，第1408つ409号土坑）

稲　田　第3章第3節2

第129つ30つ055つ056つ100～1156つ160つ161つ170・1456つ461～1465号住居跡

第58つ29号掘立柱建物跡

その他の主な遺構（第22～26号地下式境，第16～19号方形竪穴状遺構，第736・812号土坑）

第3章第4節まとめ

2　古墳時代の集落の様相（2）

5　本書の作成にあたり，郡衛周辺域の様相及び末端支配機構については奈良国立文化財研究所埋蔵文化財セ

ンターの集落遺跡研究室長山中敏史氏に，律令期における地方社会の構造及び河内郡における集落構成につ

いては，埼玉県埋蔵文化財調査事業団の主任調査員田中広明氏に，御教示いただいた。墨書・刻書の判読に

ついては国立歴史民俗博物館教授の平川南氏に，住居跡から検出された人骨片については国立歴史民俗博物

館教授の西本豊弘氏に鑑定・分析をいただいた。第30号井戸跡から出土した馬骨については茨城大学農学部

教授の足立吉薮氏，同教授の松澤安夫氏に御教示いただいた。

6　当遺跡から出土した炭化物・灰の材質の自然科学分析は，パリノ・サーヴェイ株式会社の考古学研究室に，

木製品の樹種の同定は株式会社吉田生物研究所に依頼して実施し，成果は付章として収録した。

7　発掘調査及び整理に際し御指導・御協力を賜った関係各棟関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を表し

ます。



凡 例

1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し，Ⅹ＝＋7，320m，Y＝＋20，160mの交点を

基準点（Alal）とした。

この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東西・

南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C……，西から東へ1，2，3

…とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した。大調査区内の小調査区は，北から南へa，b，C……j，

西から東へ1，2，3……0とし，名称は，大調査区の名称を冠して「Alal区」，「B2b2区」のように呼称し

た。

その他，調査年次等による調査区の名称は第4図に示した。

2　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

遺構　住居跡－SI　掘立柱建物跡－SB　柵列跡－SA　土坑－SK　井戸跡－SE　溝－SD

道路状遺構－SF　不明遺構－SX　ピットーP

遺物　土器・陶器－P　土製品rDP　石器・石製品－Q　金属製品・古銭－M　拓本記録土器－TP

土層　　撹乱－K

計測値　現存値－（）　推定値－［］

3　遺構番号は平成7年度調査からの継続である。

4　土層観察と遺物における色調の判定には，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

（1）遺跡全体図は600分の1，調査区ごとの遺構全体図は，調査2・4・5・8区を300分の1とした。

遺構は60分の1，または80分の1に縮尺して掲載した。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もある。

（3）　遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

［コ竃・粘土□黒色処理
焼土・施粕・赤彩
竃覆土・柱痕・柱抜き取り痕

子由煙

漆・煤

●土器　○土製品　□石器・石製品　△金属製品　▲拓本記録土器　一一一一一硬化面範囲

6　遺物観察表の作成方法については，次のとおりである。

（1）土器の計測値の表示は，口径－A　器高－B　底径－C　高台径－D　高台高－E　つまみ径qF

つまみ高一Gとし，単位はcmである。

（2）備考の欄は，残存率，実測番号（Pなど）及びその他必要と思われる事項を記した。

7　「主軸」は，竃を持つ竪穴住居跡については竃を通る軸線とし，他の遺構については長軸（径）を主軸と

みなした。「主軸・長軸方向」は主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示し

た（例　N－100　－E）。



抄 録
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書　　 名 棒 針 馴 掛 一條塑特定土地区画整理事業地内捜蔵文化財調登載 告書

副　 書　 名 i 熊の山遺跡

巻＋ ＋次序
シ リー ズ 名　 茨城県教曹財団濃機財調査報告

シリーズ番骨　 第璃開麓

著　 者　 名　 藤田　 哲也　 三谷　 荘　 原信田正義撃　メ　上　 渡登　 稲田　 義弘

編 集 機 関 i 財団法泉 茨城県教暫財団

所　在　地十測冊削翻朗朗蜘膵彿彿料√義議論霹靂
発 衡 機 関 ！財団法鬼 茨城県教曹財団

所　在　地十醐冊削翻朗朋繍元高彿料√議論読霹靂
発　 行　 日恒柳 澤成齢 牢3月凱措

宗鵠 轟 在が新 一中 監緯i東経i標高i細期間i調査面積i調査原因
くま　　　　 やま　　　　　　　　　 いばらきけん　　　　　　　 し

熊の山凋摘勘茨鳳雛璃 ば満雄肥肝欄射 ，師資吊都度「臓＋ 「潤馳親 ！別瀾地目島名欄摘灘

鰐畑辛贅度「鮮
所収遺跡名 i種 別 i 主な時代　 主 な 遺 構 i 主 な 遺 物 i 特 記 事 項

熊の山遺跡　 集落跡　古　　　 墳　 竪穴住居跡　　 臓　軒　 土師器　須恵器　 丑　熊の山遺跡では　平成は
掘立社建物跡　 棟 慧 ）霊 譜 表　 年度整理分を含めて過去

（紡錘車の勾玉 の砥　 5か年間で撃古墳時代か
…　　　　　　　 憺 話 芸篭 芦 銑 ら平安時代に位置づ鋳

れる1300軒以上の竪穴住

奈良な平安　竪穴住居跡　　 膵　軒　土師器　須恵器　 土　居捗芦　は 樵以上の掘立

萱軍漂霊跡5；茎i董撃遠敷≡窯警≡警蔓菜蔓曇蓋
土塊　　　　　　 基　 鎌 の蝕 の紡錘車 の鋤　 域は　 古代の行政組織で

i　　　　 芸濃欝豊新 豊 票 霊

i　　　　　　 j凱禁太欝幸二榊 転的集落跡になる‖ 蛋 甘 辛

孟坑　 3慧；蓋　 i
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給　田　次

一上　巻－

序

例　言

凡　例

抄　録

第1章　調査経緯

第1節　調査に至る経過

第2節　調査経過

第2章　位置と環境

第1節　地理的環境

第2節　歴史的環境

第3牽　調査の成果

第1節　遺跡の概要

第2節　基本層序の検討

第3節　遺構と遺物

1　2区の遺構と遺物

（1）竪穴住居跡

②　古墳時代

②　奈良e平安時代

（2）溝

川　遺構外出上遺物

2　4区の遺構と遺物

（1）竪穴住居跡

小　吉墳時代

②　奈良e平安時代

②　奈良0平安時代

（2）掘立柱建物跡

①　古墳時代

②　奈良8平安時代

（3）鍛冶工房跡

（4）柵列跡

（5）溝

（6）井戸跡

（7）地下式痍

（8）方形竪穴状遺構

（9）ピット群
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餉　土坑

①　陥し穴

②　火葬施設

③　墓療

④　墓頻の可能性がある土坑

帥　遺構外出土遺物

3　5区の遺構と遣物

（1）竪穴住居跡

①　古墳時代

②　奈良∴平安時代

（2）掘立柱建物跡

①　奈良∴平安時代

（3）溝

（4）土坑

（5）遺構外出土遣物

4　8区の遺構と遣物

（1）竪穴住居跡

①　古墳時代

②　奈良・平安時代

（2）掘立柱建物跡

①　古墳時代

②　奈良・平安時代

（3）溝

（4）井戸跡

（5）道路状遺構

（6）方形竪穴状遺構

（7）土坑

①　火葬施設

②　墓療

③　その他の土坑

（8）遺構外出土遺物

第4節　まとめ

付　章

熊の山遺跡の自然科学分析

1熊の山遺跡第1425A号住居跡から出土した炭化物の分析

2　熊の山遺跡第881号土坑覆土中の灰の材質について
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3　熊の山遺跡第31号井戸出土木製品の樹種同定結果
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粥　　第m図　砥石集成図（2）

987

988

988

989

989

963　　第715図　鍬（鋤）党形土製品集成図「……………＋餅猶

96　　第m図　鉄製農具集成図も………………………4　9鮮

964　　第717図　調査8区（8世紀）遺構配置図（1）…1002

965　　第718図　調査8区（8世紀）遺構配置図（2「‥用鵬

965　第719図　調査8区（8世紀）遺構配置図（3）‥elOO4

966　　第720図　説集成図0

967　　第721図　腰帯具集成図

第722図　文字資料集成図五「………………………∵臓腑

968　　第723図　文字資料集成図（2）………………………㍉用は

第724図　文字資料集成層拇「……………………0用は

969　　第725図　説，腰帯具，文字資料出土位置図…つ鋸3
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4区方形竪穴状遺構一覧表

8区住居跡一覧表

8区据立柱建物跡一覧表

8区溝一覧表

8区井戸一覧表

8区道路状遺構一覧表

8区方形竪穴状遺構一覧表

8区土坑一覧表

518　　表10　5区溝一覧表

52　　表は　　区土坑一覧表
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851　表19　各期。各区住居跡数

926　　表20　石器8着製品一覧表

948　　表21土製品一覧表

966　　表22　鉄製農具一覧表

968　　表23　硯一覧表

970　　表24　腰帯具一覧表

977　　表25　文字資料一覧表



写薬園版図次
一下　巻－

PL1　2区遺構群，4区北部遺構群

㌘軋ノ2　4区北西部遺構群，4区中央部遺構群（1）

㌘監　3　4区中央部遺構群（2），5区遺構群

PL　4　　8区北部遺構群

PL　5　8区全景，8区南部遺構群

PL6　第8私A∵l怒号掘立柱建物跡完掘状況，第35

B号溝遺物出土状況

2区

㌘監7　第1244号住居跡完掘状況夕　第1245号住居跡

完掘状況，第1246号住居跡遺物出土状況

4区

㌘L8　第20821号住居跡完掘状況，第20号住居跡

竃遣物出土状況・第21号住居跡竃完掘状

況，第22号住居跡完掘状況

PL9　第22号住居跡竃完掘状況，第23号住居跡完

掘状況，第23号住居跡遺物出土状況

㌘監10　第29号住居跡完掘状況，第129号住居跡完

掘状況，第130号住居跡完掘状況

PL H　第130号住居跡竃完掘状況，第407号住居跡

完掘状況，第954号住居跡完掘状況

Pm12　第954号住居跡竃遣物出土状況，第9558

977・995号住居跡完掘状況，第956号住居

跡完掘状況

Pm13　第956号住居跡遣物出土状況，第956号住居

跡貯蔵穴遺物出土状況，第957号住居跡完

掘状況

PL14　第958号住居跡完掘状況，第959号住居跡完

掘状況，第960号住居跡完掘状況

PL15　第960号住居跡竃遺物出土状況，第961号住

居跡完掘状況，第961号住居跡竃完掘状況

PL16　第963号住居跡完掘状況，第965・966号住

居跡完掘状況，第967号住居跡完掘状況

PL17　第968号住居跡完掘状況，第968号住居跡竃

完掘状況，第969号住居跡完掘状況

PL18　第970・972・973号住居跡完掘状況，第

970・972・973号住居跡遺物出土状況，第

970号住居跡遺物出土状況

PL19　第973号住居跡竃完掘状況，第971号住居跡

完掘・遺物出土状況，第974号住居跡完掘

状況

PL20　第975号住居跡完掘状況，第975号住居跡竃

完掘状況，第976号住居跡完掘状況

PL21第976号住居跡竃土層断面・遺物出土状況，

第976号住居跡竃完掘状主監第977号住居跡

完掘状況

㌘監22　第977号住居跡竃遣物出土状況，第978号住

居跡完掘状況，第978号住居跡竃完掘状況

㌘L23　第979・985号住居跡完掘状況，第979号住

居跡竃完掘状況，第980号住居跡完掘状況

PL24　第981号住居跡完掘状況，第983号住居跡完

掘状況，第984号住居跡完掘状況

PL25　第987号住居跡完掘状況，第987号住居跡貯

蔵穴遣物出土状況，第988号住居跡完掘状

況

PL26　第988号住居跡竃遺物出土状汎　第989号住

居跡完掘状況，第990号住居跡完掘状況

PL27　第991号住居跡完掘状主監第993号住居跡完

掘状況，第993号住居跡竃完掘状況

PL28　第993号住居跡竃遺物出土状況，第994号住

居跡完掘状況，第994号住居跡竃完掘状況

PL29　第996号住居跡完掘状況，第997号住居跡完

掘状況，第997号住居跡遺物出土状況（1）

PL30　第997号住居跡遺物出土状況（2），第997号住

居跡竃遺物出土状況，第998号住居跡完掘

状況

PL31第999号住居跡完掘状況，第999号住居跡遣

物出土状況，第999号住居跡竃遺物出土状

況

PL32　第1000号住居跡完掘状況，第1001号住居跡

遣物出土状況，第1002号住居跡完掘状況



㌘監33　第用鵬号住居跡竃完掘状況　第用鵬号住居

跡完掘状況，第1掴3号住居跡竃遺物出土状

況

PL34　第1006号住居跡完掘状況　第用酵号住居跡

完掘8遺物出土状況　第用08号住居跡完掘

状況

PL35　第1009号住居跡完掘状況　第mH号住居跡

完掘状況，第1鋸2号住居跡完掘状況

Pm36　第1の号住居跡遺物出土状況，第1012号住

居跡竃完掘状況，第1飢3号住居跡完掘状況

㌘L37　第10国号住居跡完掘状況，第1017号住居跡

完掘状況，第1の8号住居跡竃完掘状況

㌘監38　第1鋸号住居跡完掘状況，第1019号住居跡

竃灰出土状況，第1020号住居跡完掘状況

Pm39　第1023号住居跡完掘状況，第1024号住居跡

完掘状況，第1027号住居跡完掘状況

㌘監40　第1027号住居跡遣物出土状況，第1028号住

居跡完掘状況，第1028号住居跡竃完掘状況

㌘監射　第1鵬号住居跡完掘状況　第川鍋号住居跡

竃灰出土状況　第用封号住居跡完掘状況

PL42　第1032号住居跡完掘状況，第1032号住居跡

竃遺物出土状況，第1033号住居跡完掘状況

㌘監43　第1033号住居跡竃遺物出土状況，第1034号

住居跡完掘状況，第1034号住居跡竃遺物出

土状況

PL44　第1035号住居跡完掘状況，第1035号住居跡

竃完掘状況，第1037号住居跡完掘状況

㌘監45　第1掴号住居跡完掘状況，第柑細号住居跡

竃遺物出土状況，第1042号住居跡完掘状況

PL46　第1043号住居跡完掘状況，第1044月載路号

住居跡完掘状況，第1045号住居跡竃完掘状

況

PL47　第1046号住居跡完掘状況，第1047号住居跡

完掘状況，第1047号住居跡竃遣物出土状況

PL48　第1047・1048号住居跡完掘状況，第1掴9号

住居跡完掘状況，第1049号住居跡遺物出土

状況

PL49　第1049号住居跡遺物出土状況，第1掴号住

居跡竃完掘状況　第摘別号住居跡完掘状況

㌘監50　第1052号住居跡完掘状況，第1053号住居跡

完掘状況，第1053号住居跡竃遺物出土状況

㌘監51第105号住居跡完掘状況　第m別号住居跡

遺物出土状況，第1055号住居跡遺物出土状

況

㌘L52　第1055号住居跡ピット3遺物出土状況，第

1055号住居跡ピット4遺物出土状況，第

1056号住居跡完掘状況

㌘監53　第1鵬号住居跡竃完掘状況，第1059号住居

跡完掘状況　第川鍋号住居跡竃遺物出土状

況

㌘L54　第1060号住居跡完掘状況，第1060号住居跡

遺物出土状況ア　第臓腑号住居跡竜遺物出土

状況

PL55　第1061号住居跡完掘状況　第用鋸号住居跡

遺物出土状況，第1062号住居跡完据状況

㌘監56　第1063号住居跡完掘状況プ　第1063号住居跡

壁掘　方状況　第摘鋸号住居跡竃遣物出土

状況

㌘監57　第1064号住居跡完掘状況，第1064号住居跡

遺物出土状況，第1065号住居跡完掘状況

㌘監58　第1065号住居跡遣物出土状況，第1鵬号住

居跡完掘状況，第1067号住居跡竃完掘状況

Pm59　第用68号住居跡完掘状況，第1068号住居跡

遣物出土状況夕　第1068号住居跡竃遣物出土

状況

㌘監6　第用の号住居跡完掘状況　第用の号住居跡

竃完掘状況　第用の号住居跡竃遺物出土状

況

㌘監61第1070号住居跡完掘状況　第相関号住居跡

竃遣物出土状況，第1071号住居跡完掘状況

PL62　第1071号住居跡竃遣物出土状況，第1072号

住居跡完掘状況，第1073号住居跡完掘状況

Pm63　第1073号住居跡竃遣物出土状況，第1074号

住居跡完掘状況，第1074号住居跡竃遣物出

土状況

㌘監64　第1075号住居跡遺物出土状況（1）e（2），第



1075号住居跡竜灰出土状況

PL65　第l（汀（う号住居跡完掘状況，第1析出封も居跡

遺物出土状況　第用7号住居跡完掘状況

㌘監礪　第用符号住居跡竃遺物出土状況　第摘7号

住居跡竃袖部内遺物出土状況，第1078号住

居跡完掘状況

㌘監繹　第相関号住居跡竃完掘状況　第摘鋤号住居

跡完据状況，第1冊甘号住居跡遺物出土状況

Pm68　第1080号住居跡竃完掘状況，第は0号住居

跡完掘状況，第1101号住居跡完掘状況

㌘監栖　第日鵬号住居跡完掘状況　第は掴号住居跡

完掘状況，第11＿06号住居跡完掘状況

㌘監7　第は鮮号住居跡完掘状況　第H錮号住居跡

完据状況，第111（）号住居跡完掘状況

PL71第日用号住居跡貯蔵穴完掘状況　第m摘号

住居跡遺物出土状況　第HB号住居跡完掘

状況

Pm7　第は蟻号住居跡完掘状況夕　第m蟻号住居跡

遺物出土状況（1）0（2）

㌘監7　第iH号住居跡完掘状況　第1m号住居跡

完掘状況，第1120号住居跡完掘状況

㌘監7　第は別号住居跡完掘状況　第H畏号住居跡

完掘状況　第日2号住居跡遺物出土状況

PL75　第は23号住居跡完掘状況　第は2号住居跡

遺物出土状況　第日器号住居跡竃完掘状況

㌘監76　第1128号住居跡完掘状況，第113上目36・

1138つ139号住居跡完掘（1）・（＿2）

㌘監77　第H33号住居跡完掘状況　第は別号住居跡

完掘状況，第113301134号住居跡遺物出土

状況

㌘監開　第は舶号住居跡完掘状況　第は初号住居跡

完掘状況　第日初号住居跡遣物出土状況

㌘監79　第1144号住居跡竃完掘状況，第1摘5号住居

跡完掘状況夕　第1145号住居跡遣物出土状況

㌘L80　第1145号住居跡竃遣物出土状況　第日媚号

住居跡完掘状況，第1146号住居跡遺物出土

状況

㌘L8　第は贈号住居跡完掘状況　第日48号住居跡

完掘状況　第は舶号住居跡遣物出土状況

PL82　第は舶号住居跡遺物出土状況「第は鯛号住

居跡竃完掘状況　第H別号住居跡完掘状況

㌘監8　第は別号住居跡竃完掘状況，第1155号住居

跡完掘状況，第1157号住居跡完掘状況

㌘監84　第は58号住居跡完掘状況，第H59号住居跡

完掘状況，第1161号住居跡完掘状況

㌘監85　第1162号住居跡完掘状況，第1163号住居跡

完掘状況，第1163号住居跡遣物出土状況（1）

㌘監86　第H63号住居跡遣物出土状況（2），第日鋸号

住居跡竃完掘状況　第日銅号住居跡完掘状

況

㌘監87　第1165号住居跡完掘状況　第は桁号住居跡

遺物出土状況，第1166号住居跡完掘状況

㌘監88　第1166号住居跡竃完掘状況，第1168号住居

跡完掘状況　第nm号住居跡完掘状況

Pm89　第Hm号住居跡完掘状況，第1172号住居

跡0第82且号土坑完掘状況，第1172号住居

跡竃完掘状況

㌘監9　第は符号住居跡遺物出土状況　第摘舗号住

居跡完掘状況，第1461号住居跡完掘状況

㌘監91第1463号住居跡完掘状況，第1464号住居跡

完掘状況，第1465号住居跡完掘状況

㌘亙二92　第1465号住居跡竃遺物出土状況，第53号掘

立柱建物跡完掘状況，第54号掘立柱建物跡

完掘状況

㌘監93　第55号掘立柱建物跡完掘状況，第55号掘立

柱建物跡ピット7完掘状況，第56号掘立柱

建物跡完掘状況

PL94　第57号掘立柱建物跡完掘状況，第57号掘立

柱建物跡掘り方完掘状況，第57号掘立柱建

物跡ピット6掘り方完掘状況

Pm95　第58号掘立柱建物跡完掘状況夕　第59号掘立

柱建物跡完掘状況，第60号掘立柱建物跡完

掘状況

㌘監96　第129号掘立柱建物跡完掘状況，第1号鍛

冶工房跡完掘状況，第9号方形竪穴状遺

構完掘状況



PL97　第10号方形竪穴状遺構完掘状況，第日号方

形竪穴状遺構完掘状況，第12号方形竪穴状

遺構完掘状況

㌘監98　第13号方形竪穴状遺構完掘状況，第14号方

形竪穴状遺構完掘状況，第15号方形竪穴状

遺構完掘状況

Pm99　第16号方形竪穴状遺構完掘状況，第17号方

形竪穴状遺構完掘状況，第18号方形竪穴状

遺構完掘状況

㌘軋100　第19号方形竪穴状遺構完掘状況，第35A号

溝完掘状況（1）も（2）

㌘L用1第59号溝完掘状況，第60号溝完掘状況（1主

（2主（3），第62号溝完掘状況，第63号溝完掘

状況，第65号溝完掘状況，第28号井戸跡完

掘状況（1）

㌘LlO2　第28号井戸跡完掘状況（2），第21号地下式痍

完掘状況，第22号地下式痍完掘状況，第23

号地下式境完掘状況ア　第24号地下式痍完掘

状況芦　第25号地下式境完掘状況，第26号地

下式痍完掘状況，第4号ピット群完掘状況

PL103　第5号ピット群完掘状況，第6号ピット群

完掘状況，第120号土坑完掘状況，第723号

土坑完掘状況，第736号土坑遣物出土状況，

第742号土坑完掘状況，第754号土坑完掘状

況，第755号土坑遣物出土状況

PL1掴　第766・769号土坑完掘状況，第775号土坑

完掘状況，第776・777号土坑完掘状況，

第778・785号土坑完掘状況，第781・782

号士坑完掘状況，第788へ790・792・793，

795号土坑完掘状況，第794号土坑完掘状

況，第809号土坑完掘状況

PLlO5　第811号土坑完掘状況，第812号土坑完掘状

況，第814・815号土坑完掘状況，第833号

土坑完掘状況，第900号土坑完掘状況，第

903号土坑完掘状況，第906号土坑完掘状況，

第913号土坑完掘状況

5区

PLlO6　第748号住居跡ピット2遣物出土状況，第

1451号住居跡完掘状況，第1451号住居跡

竃遣物出土状況

PLlO7　第1452号住居跡完掘状況，第1453号住居跡

完掘状況，第1453号住居跡竃完掘状況

PLlO8　第1454号住居跡完掘状況，第1455号住居跡

完掘状況，第1458号住居跡完掘・遣物出土

状況

PLlO9　第1458号住居跡遺物出土状況，第1459号住

居跡完掘状況，第128号掘立柱建物跡完掘

状況

8区

PLHO　第520号住居跡完掘状況，第520号住居跡遺

物出土状況，第520号住居跡竃完掘状況

PLlll　第926号住居跡完掘状況，第931号住居跡遺

物出土状況，第933号住居跡完掘状況

PLl12　第933号住居跡遣物出土状況（1）e（2），第936

号住居跡完掘状況

PLH3　第939。94巨944号住居跡完掘状況，第941

号住居跡遣物出土状況，第945号住居跡完

掘状況

PLH4　第1200号住居跡完掘状況，第1200号住居跡

遣物出土状況（1主（2）

PLH5　第1200号住居跡竃完掘状況，第1201号住居

跡完掘状況，第1201号住居跡竃完掘状況

PLl16　第1202号住居跡完掘状況，第1203号住居跡

完掘状況，第1203号住居跡竃完掘状況

PLl17　第1204号住居跡完掘状況，第1204号住居跡

竃完掘状況，第1207号住居跡完掘状況

PLl18　第1207号住居跡竃完掘状況，第1208つ209

号住居跡完掘状況，第1208号住居跡遣物出

土状況

PLl19　第1208号住居跡竃完掘状況，第1209号住居

跡竃完掘状況，第1209号住居跡遣物出土状

況

PL120　第1210号住居跡完掘状況，第1210号住居跡

竃完掘状況，第1210号住居跡竃遣物出土状

況

PL121第1211号住居跡完掘状況，第1211号住居跡



遺物出土状況（1主初

㌘鉱は　第はH号住居跡竃完掘状況　第は且号住居

跡竃遺物出土状況　第は摘号住居跡完掘状

況

㌘監123　第は摘号住居跡遺物出土状況　第は摘号住

居跡竃遺物出土状況，第1215号住居跡完据

状況

㌘監12　第は蟻号住居跡遺物出土状況　第は蟻号住

居跡竃完掘状況　第は摘号住居跡完掘状況

㌘監125　第1別号住居跡完掘状況　第は摘号住居跡

遺物出土状況　第は摘号住居跡竃完掘状況

㌘監12　第は鋤号住居跡完掘状況　第は翻号住居跡

遺物［一、1十上状況（l「（幻

′i′′　′∴　リ：・ノノ′㍉　㍉年・′一一；∴′十、′、′′　ノ′　‥　′了　了

跡完掘状況芦　第五221号住居跡遺物出土状況

′　ノ二、第　′・′　′ノ　：リ言・′子．・、′′L＿　第　′　′∴

跡竃袖部断割の遺物出土状況　第は2号住

居跡完掘状況

ノ：、∴ノ　′H．′　一・一一：ノ．　．、‥＿　　′　ノ　‘

居跡竃完掘状況　第は器号住居跡完掘状況

㌘監130　第1223号住居跡遺物出土状況夕　第1223号住

居跡竃完掘状況芦　第1223号住居跡竃遺物出

土状況

一！十；言　ニ′　　ノ）言．リ‘告ンノ†．‾仕出ノ∴・・∴・・、′′　′．

122－「1225つ2甘亘月主居跡遺物出上状況，

第1226号住居跡完掘状況

㌘監132　第122号住居跡遣物出土状況　第は邦号住

居跡竃完掘状況　第は27号住居跡完掘状況

㌘監13　第は2号住居跡遺物出土状況　第は2号住

居跡竃完掘状況，第1228号住居跡完掘状況

㌘Ⅲ34　第1228号住居跡遺物出土状況芦　第1228号住

居跡竃完掘状況，第1231号住居跡完掘状況

㌘監135　第1231号住居跡遺物出土状況　第は別号住

居跡竃付近遣物出土状況夕　第1231号住居跡

竃遺物出土状況

Pm136　第1233号住居跡完掘状況，第1233号住居跡

遺物出土状況，第12：買一号住居跡竃完据状況

㌘監137　第1234号住居跡完掘状況，第1234号住居跡

遺物出土状況　第は鋼号住居跡竃遺物出土

状況

㌘Ⅲ38　第1235号住居跡完掘状況，第1235号住居跡

遺物出土状況　第12器号住居跡竃完掘状況

ノ　‖′；」′・ノ；、′ノ′　月′一一′子細、ノ月・∵∴畑、十′　－．ふ

遺物出土状況　第は罰号住居跡竃完掘状況

㌘監摘の　第1238号住居跡の第880号土坑完掘状況，

第1238号住居跡遺物出土状況仕上綾）

㌘監摘鼠　第1239号住居跡完掘状況芦　第1239号住居跡

遺物出土状況汐　第1239号住居跡竃遺物出土

状況

㌘監摘　第は射号住居跡完掘状況　第は射号住居跡

遣物出土状況　第は射号住居跡竃遺物出土

状況

i　．′　ノ　ノ′ノ’′．時′二回上′′．∴日ノ・ノ・∵「・∴リ

遺物出土状況芦　第1243号住居跡完掘状況

㌘監摘　第摘鋸号住居跡完掘状況　第射M号住居跡

遺物出土状況（1主浴

‥　　　ノ　、・．リ∴　　、一、、　′ノ　ー′　′

住居跡完掘状況　第摘掴号住居跡遺物出土

状況

㌘監摘　第摘鵬号住居跡完掘状況　第摘鵬号住居跡

遺物出土状況　第摘鮮号住居跡完掘状況

㌘Ⅲ47　第1408の140981420号住居跡完掘状況夕　第

摘摘号住居跡完掘状況　第射号住居跡遣

物出土状況

㌘監摘　第摘摘号住居跡竃完掘状況，第摘Ⅲ号住居

跡完掘状況，第1射1号住居跡遺物出土状況

（1）

㌘監摘　第根号住居跡遣物出土状況綾）第Ⅲは号

住居跡完掘状況夕　第1射2号住居跡遺物出土

状況

㌘監蟻　第射号住居跡完掘状況，第1射3号住居跡

遺物出土状況，第1413号住居跡竃完掘状況

㌘ml51第1射4号住居跡完掘状況，第1射4つ甘蟻号

住居跡遣物出土状況，第1射4号住居跡竃遺

物出土状況

㌘監蟻　第射号住居跡完掘状況，第招け号住居跡



完掘状況，第1419号住居跡完掘状況

㌘軋153　第1420号住居跡完掘状況，第1421号住居跡

完掘状況，第1421号住居跡遣物出土状況（1）

㌘L154　第1421号住居跡遺物出土状況（2），第1422号

住居跡完掘状況　第摘23号住居跡遺物出土

状況

PL155　第1424号住居跡完掘状況，第1424号住居跡

遺物出土状況，第1424号住居跡竃完掘状況

㌘監156　第1424号住居跡竃遣物出土状況，第1425

A・B号住居跡完掘状況，第1425A呂l住

居跡遣物廿「上状況

㌘監157　第1425Å号住居跡炭化材や炭化物出土状

況，第1425A。B号住居跡竃完掘状況，

第1426号住居跡完掘状況

PL158　第1427号住居跡完掘状況，第1427号住居跡

竃完掘状況　第摘28号住居跡完掘状況

㌘L159　第1428号住居跡遺物出土状況，第1428号住

居跡竃遺物甘土状況，第142t）号住居跡完掘

状況

㌘L160　第1429号住居跡遣物出土状況（1）8（2），第

1429・143（「1432号住居跡完掘状況

PL161第143仕号住居跡竃完掘状況，第主は1号住居

跡完掘状況，第1431号住居跡遣物出土状況

PL162　第1431号住居跡竃完掘状況，第1432号住居

跡完掘状況，第1439号住居跡完掘状況

㌘L163　第1439号住居跡遣物出土状況，第1440号住

居跡完掘状況，第1441号住居跡完掘状況

㌘監164　第1441号住居跡遺物出土状況，第1442号住

居跡完掘状況，第1442号住居跡遺物出土状

況

PL165　第1442号住居跡竃遣物出土状況，第1443号

住居跡完掘状況，第1443号住居跡遣物出土

状況

PL166　第1445A号住居跡完掘状況，第1445A号住

居跡遣物出土状況，第1445A号住居跡竃完

掘状況

P監167　第37号掘立柱建物跡完掘状況，第41号掘立

柱建物跡完掘状況，第44・45号掘立柱建物

跡完掘状況

P監168　第46号掘立柱建物跡完掘状況，第46つ21e

123号掘立柱建物跡完掘状況「第贈号掘立

柱建物跡完据状況

PL169　第70号掘立柱建物跡完掘状況　第m号掘立

柱建物跡完掘状況，第72号掘立柱建物跡完

掘状況

PL170　第73号掘立柱建物跡完掘状況，第74号掘立

柱建物跡完掘状況，第75号掘立柱建物跡完

掘状況

PL171第77号掘立柱建物跡完掘状況，第78号掘立

柱建物跡完掘状況，第79号掘立柱建物跡完

掘状況

Pm172　第鋸号掘立柱建物跡完掘状況，第82号掘立

柱建物跡完掘状況，第83号掘立柱建物跡完

掘状況

PL173　第84号掘立柱建物跡完掘状況，第85号掘立

柱建物跡完掘状況夕　第87号掘立柱建物跡完

掘状況

PL174　第88号掘立柱建物跡完掘状況，第89号掘立

柱建物跡完掘状況，第100号掘立柱建物跡

完掘状況

Pm175　第101号掘立柱建物跡完掘状況，第102号掘

立柱建物跡完掘状況　第用3号掘立柱建物

跡完掘状況

PL176　第104号掘立柱建物跡完掘状況，第105号掘

立柱建物跡完掘状況，第106号掘立柱建物

跡完掘状況

PL177　第107号掘立柱建物跡完掘状況，第108号掘

立柱建物跡完掘状況，第109号掘立柱建物

跡完掘状況

PL178　第110号掘立柱建物跡完掘状況，第1188

127号掘立柱建物跡完掘状況，第119号掘

立柱建物跡完掘状況

PL179　第120号掘立柱建物跡完掘状況，第121号掘

立柱建物跡完掘状況，第123号掘立柱建物

跡完掘状況

PL180　第124号掘立柱建物跡完掘状況，第125・



126号掘立柱建物跡完掘タ　8区遺構群

㌘監181第16号溝完掘状況，第16035怒号溝完掘状

況，第16号溝遺物出土状況（1）e（2主（3）

㌘監182　第35B号溝北側完掘状況，第35B号溝遺物

出土状況（1）つ2）

PL183　第35B号溝遺物出土状況（3）0（4），第35B号

溝覆土堆積状況

㌘L184　第67号溝完掘状況　第鋸号溝完掘状況，第

82号溝完掘状況

㌘軋185　第84号溝遣物出土状況，第86号溝1～3区

完掘状況，第86号溝2　0　3区完掘状況

㌘机86　第30号井戸跡完掘状況，第30号井戸跡遣物

出土状況（1主（2）

㌘ml87　第30号井戸跡馬骨出土状況（1主（2）プ　第30号

井戸跡完掘状況（1主（2），第30号井戸跡遺物

出土状況（1）e（2）

㌘監188　第29号井戸跡完掘状況，第31号井戸跡完掘

状況，第32号井戸跡完据状況

PL189　第690号土坑完掘状況，第834号土坑完掘状

況，第835号土坑完掘状況，第836号土坑完

掘状況，第839号土坑完掘状況，第8410

842号土坑完掘状況，第845号土坑完掘状況，

第846号土坑完掘状況

PL190　第848号土坑完掘状況，第850号土坑完掘状

況，第851号土坑完掘状況，第852号土坑完

掘状況，第853号土坑完掘状況，第855号土

坑完掘状況夕　第856号土坑完掘状況，第857

号土坑完掘状況

PL191第858号土坑完掘状況，第860A o迅号土坑

完掘状況，第861号土坑完掘状況，第862号

土坑完掘状況，第863号土坑完掘状況，第

864号土坑完掘状況，第865号土坑完掘状況夕

第865号土坑遺物出土状況

PL192　第866号士坑完掘状況，第867号土坑完掘状

況，第867号土坑遣物出土状況，第868号土

坑完掘状況，第869号土坑完掘状況，第870

号土坑完掘状況，第871号土坑完掘状況，

第872号土坑完掘状況

PL193　第88主884・886・887号土坑完掘状況，第

881号土坑灰出土状況，第881。88488860

887号土坑遺物出土状況，第885号土坑完掘

状況，第889号土坑完掘状況

PL194　第892号王統完掘状況，第893号土坑完掘状

況，第895号土坑完掘状況，第898号土坑完

掘状況　第粥号土坑完掘状況，第981号土

坑完掘状況　第粥号土坑完掘状軋　第987

号土坑完掘状況

P監195　第989号土坑完掘状況，第991号土坑完掘状

況　第鱒号土坑完掘状立札　第995号土坑完

掘状況　第鱒6号土坑完掘状況，第998号土

坑完掘状況，第999号土坑完掘状況，第

1（）（）0号土瑛二完据状況

㌘Ⅲ96　第1003号士坑完掘状主監　第1006号土坑完掘

状況，第1010号土坑完掘状況，第1013号土

坑完掘状況　第用摘号土坑完掘状況，第

1鋸5号土坑完掘状況　第摘25号土坑完掘状

況　第用錆号遺物出土状況

PL19　第摘27号土坑完掘状主監　第1028号土坑完掘

状況，第1029号土坑完掘状況，第1030号土

坑完掘状況　第用32号土坑完掘状況，第

1037号土坑遺物出土状況，第104巨1042号

土坑完掘状況「第m46A・B号土坑完掘状

況

PL198　第1049号土坑完掘状況，第1051号土坑完掘

状況，第1052号土坑遺物出土状況，第1053

号土坑完掘状況，第1054号土坑完掘状況，

第1055号土坑完掘状況，第1056号土坑完掘

状況　第用61号土坑完掘状況

PL199　第1057号土坑完掘状主監　第1069号土坑完掘

状況，第1079号土坑完掘状況，第1081号土

坑完掘状況，第1082号土坑完掘状況，第

1083号土坑完掘状況，第1084号土坑完掘状

況，第1098号土坑完掘状況

PL200　第1250号土坑完掘状況，第1259号土坑完掘

状況，第1263号土坑完掘状況，第1270号土

坑完掘状況，第1331号土坑完掘状況，第



路路号士坑完掘状況芦　第臓舶号土坑遣物出

目状況，第は宥号目先完据状況

2区

・・　　ノ　′　・ノ、；一‘′．：rl・－：畑　　　′．

構外出主上器

4区

・∴ノ　ノ　．用・；　j′　　‥（言1、日のノ′　：′・

トト器

ノ、．・‘　′：．；　　こ、′了・工一年．・．．

′　一㌧、ニ∴く′：、、賄、‘告　‘ふ、、，　、．一　′・l　つ′Jl

出土上器

I－）L205　第970・971・（）72・97：う・974・975・t）78・

男什号住居跡出l二土器

′！．′′　　　．、．′こ　‘′　こ　　こ・・，こ、′．　－・′一

［l十l二土器

ノ日′　」′言。、　朝！、言．1′　＼′㍉、！．　ノ．　′

跡出土土器

′主ト　′　′：∴　　　　ノ　．h′　＼・ト　・　　，′　ノ

住居跡出目一二器

）：こ′　∴・言．′　　′．′（′　　′，：・′　，‥　一一，・　　－！．

住居跡け主上土器

PL210　第1（）32・1旧4・1（廿「1045・H）48つ04！主

用51号住居跡出土上器
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第凰牽　調　査　経　緯

第且節　調査に至る経緯

茨城県で軋首都圏とつくば研究学園都市を結ぶ常磐新線の早期開通をめざし，常磐新線の建設とそれに伴

う沿線開発に取り組んでいる。

平成6年8月18日，茨城県知事は茨城県教育委員会あてに，常磐新線沿線地域の土地区画整理事業地内にお

ける埋蔵文化財の有無及びその取り扱いについて照会した。これに対して茨城県教育委員会は，平成6年9月

19日から27日にかけて現地踏査を行い，平成7年3月8日，島名・福田坪地区一体型特定土地区画整理事業地

内に熊の山遺跡が所在する旨回答した。同臥茨城県知事から茨城県教育委員会あてに，同事業に係わる熊の

山遺跡の取り扱いについて協議があった。

その結見現状保存が困難であることから，平成7年3月9日，茨城県教育委員会は茨城県知事あてに，熊

の山遺跡を記録保存とする旨回答し，調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

茨城県教育財団は，茨城県から埋蔵文化財発掘調査事業についての委託を受け，平成7年4月1日から熊の

山遺跡の発掘調査を開始した。平成7年度は，17，167謎の調査を終了した。同様に平成8年度は16誹50諺，平

成9年度は33，421豪の調査を実施した。

平成10年度は，当初の調査予定面積は36，親憲であったが，遺構が多数確認されたことから，茨城県と協議

の上　24湖4謎に面積を縮小して調査した。平成は年度は，4，263戒の調査を実施した。

第2節　調　査　経　過

平成10年度の発掘調査は，平成10年4月1日から平成は年3月31］までの1年間にわたって，2・4680

10区を，平成H年度は平成H年4月1日から11月30日の8か月間にわたって，4・5。8区の調査を実施した。

以下，調査経過について，その概要を記述する。

平成10年度

4月　初旬に，現地踏査及び調査器材の搬入補助員雇用事務等発掘調査を開始するための諸準備を行った。

中旬に4区の遺構調査を開始した。用目に茨城県県南都市建設事務所と茨城県教育財団による今後の調査

の打ち合わせを行った。

5月　4月に引き続き，4区の遺構調査を行った。遺構が重複しているため，調査が難航した。

6月　引き続き，4区の遺構調査を行った。9日からは8区南部の遺構調査に入った。中旬から今年度の調査

区になっている当遺跡の北西部及び南部のトレンチによる試掘調査を行い，月末までに終了した。

7月17日までに4区北部の遺構調査が終了した。これまでの調査で遣物が多量に出土し，今後の調査におい

てもさらに多量の遺物が出土することが予想されたため，27日から自動注記機を導入した。引き続き4区

南部と8区南部の遺構調査を行った。

8月　引き続き，4区南部・8区南部の遺構調査を行った。8区は黒色土中に遺構が確認されているため，調

査が難航した。

9月　引き続き，4区南部。8区南部の遺構調査を行った。10日からは10区西部の遺構調査を並行して行った。

一一一一一一1一一一一一一一一



銅目に茨城県県南都市建設事務所　茨城県教育庁文化課と協議を行いタ今後の調査面積の変更が決定した。

摘月　引き続き芦　4区南部。8区南部010区西部の遺構調査を行った。飢目に重塵による表土除去はe8区

の一部夕　用区東部）を開始した。

Ⅲ月　9日に2区の遺構確認をした。膵目に重椀による表土除去を終了した。引き続き4区南部ゆ8区南部の

摘区の遺構調査を行った。今年度の調査区域は竪穴住居跡欝軒　掘立柱建物跡欝棟　土坑髭基など遺構

が多く，また重複が激しいため言期間内に調査を終了することが困難との見通しから対策案の検討を進め，

2蟻に茨城県県南都市建設事務所夕　茨城県教育庁文化課と三者協議を行い芦　その結鼠　調査面積を縮小し

て平成10年度は24，904諺の調査を行うことになった。

12月　引き続き，4区南部。8区南部810区の遺構調査を行った。

1月　引き続き，4区南部・8区南部0用区の遺構調査を行った。中旬には4区南部の調査を終了しタ　調査の

主力は用区に移った。

2月　引き続き営　8区南部と10区の遺構調査を並行して行った。蟻目に　区の遺構調査を開始した。18日に委

託者に対する報告会を行った。20日に現地説明会を実施し，280名の見学者が訪れた。

3月1日から航空写真撮影のため，調査と並行して清掃を行った。4日に航空写真撮影を実施した。その後

補足調査を行い，23日までに遺構調査を終了した。諸帳簿や諸記録の点検，調査区の安全対策を行いヲ　24

日に現場での作業を終了した。

平成11年度

4月　初句にテ　現地踏査及び調査器材の搬入∴補助員雇用事務等発掘調査を開始するための諸準備を行った。

中旬に8区の遺構調査を開始した。ほ目に　熊の山遺跡。島名前野遺跡e島名前野東遺跡の表土除去を含

めた調査区域の境界確認を茨城県県南都市建設事務所と行った。

5月　4月に引き続き，8区の遺構調査を行った。

6月　引き続き8区の遺構調査を行い，4。5区の小グリットを設定した。並行して3日から重機による表土

除去（4e　5区の一部）を開始し，4日に終了した。

7月　引き続き，8区の遺構調査を行った。

8月　引き続き8区の遺構調査を行い，並行して4区西部の一部と5区東部の一部の遺構調査を開始した。

9月　引き続き，46508区の遺構調査を行った。5区の遺構調査は月末までに終了した。摘目に茨城県県

南都市建設事務所と茨城県企画部常磐新線整備推進課つくば用地管理事務軌茨城県教育財団による今後

の調査についての打ち合わせを行った。

相月　引き続き488区の遺構調査を行い，中旬には4区の遺構調査が終了した。12日から航空写真撮影のた

めの清掃を遺構調査と並行して行い，19日に航空写真撮影を実施した。16日に現地説明会を実施しヲ　百数

十名の見学者が訪れた。

H月　月末まで8区の遺構調査を行い，終了した。

12月　6日から10］まで調査区の垂椀による埋め戻し作業及び安全対策を行った。用日には茨城県県南都市建

設事務所とつくば用地管理事務所立ち会いのもと，土地引き渡しを行った。

3月　6日に委託者に対する報告会を，島名前野遺跡を島名前野東遺跡と合わせて実施した。

lll一一一一一2　－－1一一一



了二一・三　′＼：′＿　了　了　二六．三

第温節　地理的環境

熊の山遺跡は，茨城県つくば市大宇島名字道場前路拍替地ほかに所在している。

つくば市はプ茨城県南西部に位置し芦北は真壁君隅野町夕　同郡真壁町言新治郡八郷町に，東は新治郡新治軋

土浦市警　南は牛久市夕　稲敷郡茎崎町，筑波郡伊奈町夕　同郡谷和原相に，西は水海道市夕　結城郡石下町，同郡千

代川村，‾下妻市に接している。

つくば市の地形は，北は茨城県と福島県境にある人湛山から南に伸びる入港山地の南端部に位置する筑波山

を中心とする筑波山塊に接し，東側を東流して霞ヶ浦に流入する桜川と，西端を緩流して利根川に合流する小

異川の低地夕　及びそれらに挟まれたタ　筑波も稲敷台地からなる。筑波や稲敷台地は常総台地の一部で　標高鋪

～25m前後の平坦な台地であり芦花室川夕東谷田川夕西谷田川などの中小河川によってタ浅く開析されている。

この台地は芦　成田層及び竜ヶ崎層と呼ばれる砂層ゆ砂礫層が主体で，その上に板橋層または常総粘土層と呼ば

れる灰白色粘土層（。～。m上　その上に関東ローム層（の。5～285m）が堆積し，最上部は腐植土層となっ

ている。

当遺跡は，筑波研究学園都市の西部を北から南に流れる東谷田川右岸の標高約20mの台地上に立地している。

この台地は東を東谷田川夕　西を西谷田順こ挟まれプ　南東方向に牛久沼付近まで細長く舌状に伸びている。両河

川の沖積低地は芦　主に水田に利用されている。水田との比高は約8mである。調査前の現況は畑であった。

第2節　歴史的環境

つくば市谷田部地区には，東谷田川夕　西谷田川流域の台地上線辺部や中央部とァ　東谷田川支流の蓮沼川右岸

台地上に遺跡が数多く存在している。

旧石器時代についてはタ　つくば市苅間に所在する神田遺跡の調査でタ　ナイフ形石器，尖頭器，スクレーパー

及び剥片が出土している。また，同市太字椒略字新畑に所在する椒崎遺跡ではナイフ形石器と大形剥片がそれ

ぞれ上蕪ずつタ同市太字西栗山字台代畑に所在する西栗山遺跡では尖頭器1点及び細石刃2点が出土している。
さかいまつかいつか　　　や藍だ

縄文時代の遺跡は　境松貝塚0〉　山田遺跡く3〉など中期から後期にかけての遺跡が中心である。境松貝

塚は谷田部地区の代表的な貝塚でありタ　縄文時代中期から後期の土器や石器が出土している。貝類は，オキシ

ジミ，ヤマトシジミタ　ムラサキガ右　シオフキなどで構成されている。山田遺跡からは縄文時代中期から後期

の土器や石器が広範囲にわたって出土しタ　大規模な集落跡の可能性がある。熊の山遺跡周辺では，当遺跡から
しまなまえの　　　　　　Lまなまえのひがし

約1録南下した東谷田川と西谷田川に挟まれた台地の中央部に島名前野遺跡く2〉ヲ　島名前野東遺跡く35〉，さ
いっちょうだ

らに舗m南にタカ　ロ遺跡く22〉芦　一町田遺跡く23〉が確認されている。島名前野東遺跡からは後期の土器，

タカドロ遺跡と一町田遺跡からは中期から後期にかけての遺物が出土しており，小貝川左岸の台地と東谷田川，

西谷田川に挟まれた台地では縄文時代中期から人々の生活が営まれていたと考えられる。

弥生時代の遺跡は，谷田部地区には2か所確認されているが，熊の山遺跡周辺にはない。
しもよこば　　　　おものい　　　　　　せきのだい　　　　　　しもかわらざき

古墳時代の遺跡はタ　下横場古墳群，面の井古墳群く10〉，関の台古墳群く9〉，下河原崎古墳群く12〉などの中

小の古墳群が数多く確認されている。古墳は大半が径7～25mの円墳である。当遺跡周辺では，当遺跡の北側

一一一…一一　3　－－…



しまなくまのやま

に島名熊の山古墳群く17〉，鮮上目皿北に関の台古墳群と関の台遺跡く26〉がある。特に，島名熊の山古墳群は，
やくし

径7～12m，高さ0。5～1昔mの円墳がH基群在している。当遺跡の南東約500mには薬師遺跡く6〉，南東約上5
えのきうち

録には榎内遺跡く7〉がある。平成仕年度の茨境県教育財団の調査によりタ　当遺跡の南約1肋の島名前野遺跡，

島名前野東遺跡にこの時代の遺構が存在することが明らかになった。いずれの遺跡も東谷田川と酋谷田川に挟
みずほり

まれた台地上に位置している。また，東谷田川左岸の台地上には芦　東南東約1録に水城遺跡く28〉，南東約1。5
やぎはし

率に柳橋遺跡く29〉がある。
やたのわかのいらつめ

平安時代は，『和名類発抄』によれば，谷田部地区は河内郡八部郷といい，仁徳天皇の妃八田若郎女のため

八田部を置いた所と言われる。また，島名も『和名類界抄』にある「鴫名郷」に比定されている。

奈良∴平安時代の遺跡はこれまで確認されていなかったが，平成7年度からの茨城県教育財団の調査により，
じんでん　　　　　　　　　　ろくじゅうめ

当遺跡の他に，当遺跡から北東約3随の神田遺跡く30〉，約3。5血の六十日遺跡く36〉，約1短南の島名前野遺跡
にしくりやま　　　　　　ねさき

く2〉，島名前野東遺跡く35〉，約3。5km南の西栗山遺跡く32〉，棍崎遺跡く31〉にこの時代の遺構が存在することが

明らかになった。平安時代末には苅間，谷田部，小野崎などに開発領主が出現したと伝えられており，今後の

調査の成果が期待できる。
つねやすほ　みなみのまき

12世紀後半，常陸西南部をおおう広大な常安保は南野牧とともに村田荘の一部であったが，南野牧の分離

とともに村田荘そのものになり，12世紀末にはさらに下妻澄，田中荘を分出し，八条院領として伝領された。
たいらのなおもと　　　　　　　　　　　　　　　げすしき

谷田部地区の大部分は田中荘域に入る。常安保の開発領主は平直幹と考えられ，下妻澄，相田荘の下司職は
たけよしもと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はったともいえ

下妻広幹に，田中荘の下司職は多気義幹に伝えられたと推測されている。しかしタ　鎌倉幕府の成立後，八田知家
しもつきそうどう　　　　　　　　　　　ほうじょうとくそうけ

の入部により義幹は没落し，田中荘は小田氏の支配下に入る。霜月騒動（1285年）により，一時北条得宗家

の手に移るが，室町時代になりタ　また小田氏の手に戻る。当時芦　小田氏配下の土豪に小野崎の荒井民声　苅間の
おものい　ひらいで

野中瀬氏，島名8南野井の平井手氏がいたと伝えられる。

中世以降の確認された遺跡は城館跡がほとんどであり，熊の山遺跡周辺では北北東へ約2録の位置に平井手
おものいじょうあと

氏の居城と伝えられる南野井城跡が確認されており，当遺跡との関連も考えられる。
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層厚は5へ10cmである。

第3層はタ　明褐色をしたソフトローム層である。層厚は蟻

cmほどで，しまっている。
‘　丁　′　了ハ、∵⊥車；く

第4層は声　明褐色をしたハードローム層である。層厚は3鮎mほどでタ　しまっている。

第5層は，暗褐色の粘土混じりの層である。層厚は3鮎mほどで汐　しまっている。

第6層はタ　にぷい黄橙色をした粘土層である。層厚は摘cmほどでタ　しまっている。

第7層はぎ　黄橙色の砂粒を少量含む粘土層である。層厚は翻cmほどでタ　しまっている。

第8層はタ　明黄橙色の砂粒を大量に含む粘土層である。層序は醐細腰どで芦　硬くしまっている。

遺構はヲ　第2層上面で確認できた。

…lつ）一一



第4図　熊の山遺跡調査区設定図

10　－－



第3節　遺構　と遺物

1　2区の遺構と遺物

（1）竪穴住居跡

①　古墳時代

第1244号住居跡（第5・6図）

位置　調査2区の北部，K15el区。

重複関係　北東部を第1245号住居に掘り込まれている。

規模と平面形　東西軸4．82mと復元され南北軸3．58mが確認できた。南部が調査区域外に延びている。また，

西部は壁の立ち上がりが不明確のため，土層面に表れた覆土の変化と床面のわずかの高低差で東西軸を推定し

た。平面形は方形または長方形と推定される。

主軸方向　N－50　－W

壁　壁高は20cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は確認できなかった。

床　はぼ平坦である。ピットは確認できなかった。

炉　中央部からやや西寄りに設けられている。長径90C皿，短径55C皿の楕円形に焼土が広がり，中央部は深さ35

C皿はど掘り下げられて，焼土ブロックが炉床面を形成している。

A竺＿二三云≡蜃5　月

第5図　第1244号住居跡実測図

6

旦勒7－

11

Ul　　凸l

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　i

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

j i＿＿　　　」



炉土層解説
1暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

2　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
3　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム′」、ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子少量
4　褐　　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック少量，炭化物微量
5　にぷい赤褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック・廃土粒子少量，炭化粒子微量
6　褐　　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

7　暗赤　褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

覆土　8層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色
2　暗褐色
3　暗褐色

4　暗褐色
5　暗褐色
6　暗褐色
7　黒褐色

ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量
ローム小ブロック少量，炭化物微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子微量
ローム小ブロック少量，炭化物・炭化粒子微量
ローム小ブロック少量

8　褐　　色　ローム小ブロック中量，廃土粒子微量

遺物　土師器片104点，須恵器片1点，陶器片1点が出土している。第6図1の土師器用は，中央部からやや

北西寄りの床面から逆位で出土している。2の土師器饗は，中央部からやや北東寄りの床面から出土した破片

と炉内から出土した破片が接合したものである。須恵器片および陶器片は撹乱により混入したものと考えられ

る。

所見　本跡の時期は，出土土器から4世紀後半と考えられる。

0　　　5cm

L二二．」．＿」

第6図　第1244号住居跡出土遺物実測図

第1244号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　10cm

！　　；　　！

図版番号器　種計測値（C血） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第6図 柑 A［10．5］底部からロ緑部にかけての破片。口緑部内面へラナデ，外面パケ目砂粒・赤色粒子 P2001

1
土　師　器

B　　6．0 平底。休部は内攣して立ち上がり，調整。休部内面へラナデ，外面へ明赤褐色 40％

C　　3．4 頚部は「く」の字状に屈曲し，口緑

部は外債する。

ラ削り後ナデ。内・外面赤彩。普通 PL201

2

要

土　師　器

A［19．8］底部から口縁部にかけての破片。口緑部内・外面パケ冨調整。体部砂粒・長石・石英P2002

B［26．5］休部は内攣して立ち上がり，中位内面へラ削り，外面パケ目調整。橙色 45％

C　　5．4 に最大径をもつ。頭部で「く」の

字状に屈曲し，口緑部は外傾する。

体部外面中位へラナデ。 普通 PL201

ーl二三一一



・　．′＼∴　　‥′、、∴、

一　　′　　　　．　∴　　　　ざ

位置　調査2区の北部　監蟻離区。

重複関係　南西部で第は初号住居跡を掘り込んでいる。

．こ∴　′　一′　∴、　．、’・・－′　′′：、、′′．言・ノノ′

ヽ　一一㌧一　　　ふ、、

璧　壁高は8～膵臓で学外傾して立ち上がる。

璧溝　北部が撹乱を受けているため確認できなかったがタそれ以外の壁下において確認できた。規模は上幅摘

～2cm　下幅　～摘cm　深さ約且2cmで芦　断面形はU字形である。

應　ほぼ平坦である。

憲　北壁中央が撹乱を受けておりタ竃は確認できなかった。その他の部分においても竃は確認されなかった。

またタ粘土ブロックなど竃の存在を推測されるようなものも出土していない。

了　　　－′　：∴　‥　一　　　　　　　　・　　　　、r′．、ノ．　、、・∴十　．∴・．ヱ

深さは2娠料である。位置的に出入り田施設に伴うピットと考えられる。

覆豊　川層からなる。ブロック状の堆積状況からタ人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック少鼠　ローム車ブロックを焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ロ…ム車ブロックもローム小ブロック・ロ恥…ム粒子少鼠
炭化物ヂ炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック少量

5　黒褐色　ローム小ブロック少鼠　ローム車ブロック・焼土中ブロッ
ク・炭化粒子微量

6　暗褐色　ローム小ブロック少鼠焼土中ブロック・炭化物微量
7　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
8　褐　色　ローム小ブロック0ローム粒子中農ローム中ブロック微量
9　暗褐色　ローム小ブロック0ローム粒子少量
川　褐　色　「ト一一一∴粒子小品lト∴′トノ17、、′瑠紺：

′　・・・ノ・　　　：　　・　　　－′　　ノ　　・　　　　、′・．、・′・　　　　　′′　′‥、く　の．．ど言

高台付杯はタ西壁際の床面から横位で出土している。2の土師器高台相棒は，1と重なり合って西壁際の床面

から横位で出土している。覆土中から出土した土師器片の太部分は整体部の小片や細片である。陶器片が撹乱

層から出土しているが細片のため器種は不明である。磁器細片と鉄浮は撹乱による混入と考えられる。

所鳳　本跡の時期はタ　出土土器から9世紀後某から摘世紀前葉と考えられる。

′　了；く　二・′．′；：′　′・、．J工．、二十・ノ

随

2

¢　　　21

戦恥　　♂弾　輸　q輸
鞠鞄少

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

。　　　　　　－＿　　＿　　　　　　　＿＿ニ

…つ3　－－－



第8図　第1245号住居跡出土遺物実測図

第1245号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 8 図 高 台 付 杯 A　 15．0 口緑 部一 部欠損 。 平底 。 高台 は 口緑部，体部内面丁寧なヘラ磨き。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 20 0 3

1
土　 師　 器

B　　 5．8 「ハ」の字状に開 く。体部は内轡気 口緑 部外面横 ナデ。体部外面ナデ。 石英 95％

D　　 7．0 味に立ち上が り，口緑 部は軽 く外 高台貼 り付 け後ナデ。内面黒 色処 橙色 P L 20 1

E　 l．1 反する。 理。 普通

2

高 台 付 杯

土　 師　 器

A　 13，4 口緑部 一部 欠損。 平 底。 高台 は 口緑部 ，休部 内面丁寧なヘラ磨 き。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 20 04

B　　 5．5 「ハ」の字状 に開 く。体部 は外傾 し 口緑部外面横ナデ。体部外面ロクロ 白色粒 子 95％

D　　 6．4

E　 l．1

て立ち上が り， 口緑部 にいたる。 ナデ。体部下端 回転へ ラ削 り。高

台貼 り付け後ナデ。内面黒色処理。

にぷい橙色

普通

P L 2 0 1

第1246号住居跡（第9・10図）

位置　調査2区の北部，K14cO区。西コーナー部は調査区域外のため確認できなかった。

重複関係　南コーナー部を第80号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸4．55m，短軸4．25mの方形と推定される。壁の立ち上がりが不明確のため，一部確認でき

た東壁と床面と思われる硬化面の広がりから推定した。

主軸方向　N－420　－W

／

J

旦軽
I

I

I

題

I

I

l

l

l

l

I

＼　　　　　／

一一一一一一一一一細一一一一一一一一一一一一

／　、

／／＼
・　　　　　　　′

ダニ＿／／
呈；

＼

I

I

I

I

I

l

l

I

l

I　　　＼

1

1

I

序・、

第9図　第1246号住居跡実測図
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璧　東部で壁の一部が確認されただけである。壁高は約蟻㌍皿で　外憤して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。中央部と南部が踏み固められている。ピットは確認できなかった。

竃　床面や壁ぜ覆土を精査したが汐　竃やその存在を推定させるようなものは確認できなかった。

覆豊　全体的に覆土は薄ら　～蟻だ皿で　層からなる。特に北西部は薄ら部分的に床面がほぼ露出した状態

で確認された。不連続な堆積状況から芦　人為堆積と考えられる。

土層解説

i　暗褐色　ローム小ブロックのローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量夢　にト∴ム小ブロック微量

3　褐　色　ローム粒子中量タ　ローム小ブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子少量

5　褐　色　ローム粒子中豊

6　褐　色　ローム粒子中豊ブ　ローム中ブロック教義

7　褐　色　ローム粒子中量芦　ローム小ブロック少農

遺物　土師器片飢意　須恵器片鍋息磁器片　意　銑辞　意が出土している。第摘図　の土師器婆は　中央

ノ　　　　・J′′　′′　′′、′　／　ノ′

ある。図嘉しなかった土師器片の太部分は芦　覆土中から出土した婆の休部および底部の小片や細片である。ま

′　　　　　　　　　　　　一　　　、　　　　　　′　′　　、．・　、′ノ∴、；

れる。

所魔　本跡の時期はタ　出土土器から8健紀前半と考えられる。

．、　・／　′　∴　　　　十　　、，、’、ク∴1．・

の　　　　　　　　　　　頂のC悶

』≡≡壷

－　15　－－－



第1246号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 10 図 尭 A ［23．4］ 底部か ら口緑部にかけての破片。平 口緑部内 ・外面横ナデ。体部内面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 2 0 05

1
土　 師　 器

B　 33．5 底。体部は内攣 して立ち上がる。頸 ナデ，外面へ ラ削 り後ナデ，中位 石英 55％

C　　 9．2 部で くびれ，口縁部は外反する。端 か ら下位へ ラ磨 き。体部内面中位 にぷい橙色 P L 2 0 1

部は上方 につ まみ上げられている。 に輪積 み痕。 普通

2

賓

土　 師　 器

A ［2 0．5］ 底部か ら口緑部にかけての破 片。 口緑 部内 ・外 面横 ナデ。休 部内面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 2 00 6

B ［3 5．0］ 平底 。体部は内攣 して立ち上が り， ナデ，外面 中位 か ら下位へラ磨き。 石英 ・赤色粒子 3 5％

C　　 8．6 上位 に最 大径を もつ。頚部で くび 底部へ ラ磨 き。頚部 ・休部 内面下 にぷい赤褐色 P L 20 1

れ，口縁 部は外 反する。 位 に輪積み痕。 普通

（2）溝

第80号溝（第11・13図）

位置　調査2区の北部，K14dO～K14eO区。

重複関係　第1246号住居跡の南西コーナー部を掘り込んでいる。

規模と形状　確認できた長さは5．50m，規模は上幅49～73cm，下幅22～43cm，深さ17～48cmであり，断

面形はU字形をしている。

方向　K14eO区から北西方向（N－100　－W）に，3．5mはど延び，K14dO区で西方向（N－600　－W）

に折れて，調査区域外へ延びている。

覆土　4層からなる。土層断面図中，第3層にローム小ブロックが中量含まれているものの，レンズ状

の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック微量
4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片5点，須恵器片1点が覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器が細片のため判断できない。重複している第1246号住居跡が8世紀前半と考え

られ　それより新しい。比較的浅いことから，区画溝と考えられる。

旦19．4m　　　　　　　　　旦19．2m

第11図　第80号藩士層断面図

（3）遺構外出土遺物

V

0　　　　　　5cm

し＝⊥」

第12図　2区遺構外出土遣物実測図
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2区遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎上 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 12 図 椀 A　 18．5 日録部 。体部一部欠損。 高台は断 日経部か ら体部 内・外 面 ロ ク ロナ 砂粒 P 20 07　　　 60％

1
灰 粕 陶 器

B　　 5．4 面四角形で 「ハ」の字状 に開 く。 デ。底 部高台貼 り付 け 後， ロ クロ 胎土　 灰 白色 P L 20 1

D　　 8．2 体部は内攣気味 に立 ち上が り， 口 ナデ。 日録部 ・体部内面寒由刷毛塗 寒由　灰 オリーブ 黒笹90号窯式並行

E　　 O．7 縁部は外反す る。 り。 良好 宮口窯 カ

図版番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　　 値 ！　 特　　 徴

備　　　　　 考
径 （cm） 孔 （cm） 重　さ （g ）

第12図 2 文 久 永 賓 2．7 0．6 3．3 円体方形。初鋳年1863年 M 2001

図版番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

特　　　　　　 徴 備　　　　　 考
長　 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚　 さ （cm ） 孔　 径 重 量 （g ）

第 12 図 3 不明銅製品 1．7 1．0 0．1 0．7 （2．0） 半球形，上部 に径 7 m mの円孔有 り。 M 2 00 2

表2　2区住居跡一覧表

仕居跡

番　 号
位 置 主軸方向 平 面形

規　 模 （m ）

（長軸 ×短軸）

壁 高

（cm ）
床 面

内　　 部　　 施　　 設

覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　 考

新旧関係（古→新）壁 溝 ピ ット 主柱 穴 出入 ＝ 炉 ・電 貯 蔵穴

1244 K 15el N －5 0－W －
（4．82）×ほ58） 0～20 平坦 － － － － 炉

－
人為 土師器 （柑 ・聾） 本跡→S I1245

1245 K 15d l N －0 0 方　 形 3．15　×　2．90 0 平坦 － 1 － － － －
人為 土師器 （高台付塔） SI 1244→本跡

1246 K 14cO N 4 20－W ［方　 形］ ［4．55］×［4．25］ 0 平坦 － － － － － － －
土 師器 （登） 本跡→SD 80

0　　　　　　　　　　　　　10m

』二七T＝去

一一一一一一一一一一17－－一

第柑図　熊の山遺跡2区遺構全体図



2　4区の遺構と遺物

（1）竪穴住居跡

①　古墳時代

第調号住居跡（第14図）

位置　調査4区の南部，K摘C区。平成7年度と平成用年度の調査区にまたがって位置しており，そのため，

調査も南部は平成7年度，竃を含む北部は平成10年度とタ　両年度にわたった。

重複関係　第21～23号住居に掘り込まれている。

規模と平面形　全体的に第21号住居に掘り込まれているものの，遺存する南・酉弓ヒ壁と東壁の一部からみて，

長軸6。58m言師離日2mの長方形である。

主軸方向　N－210　－W

壁　壁高は20～45cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁の下を巡っており，全局していたと考えられる。上幅14～31cm，下幅3～16cm，深さ5～

10cmで，断面形はU字形である。

床　確認された床面はほぼ平坦でありタ　全体的に踏み固められている。

竃　北壁の中央部からやや北西コーナー寄りを壁外へ49cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。焚口端

部は第21号住居に掘り込まれ　東袖端部も第別号住居跡の西袖部と一部重複している。確認できた範囲は，焚

四部から煙道部まで12cm　両袖部幅はcmである。天井部は崩落しており，竃土層断面図車夕　第巨圭「8層

が粘土粒子・砂粒を比較的多めに含んでいることから，崩落土層と考えられる。第14層は焼土粒子を多量に含

み，赤変硬化していることから，火床部と考えられる。第用層の灰の中から，小動物のものと思われる骨の細

片が検出されている。煙道は，火床面から外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

11暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子・砂粒凋占土粒子微量
2　暗赤褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子の焼土粒子0砂粒少量，炭化材・炭化粒子・粘土粒子微量
3　灰　褐　色　砂粒さ粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム小プロ、ソク・ローム粒子せ炭化粒子微量
4　にぷい赤褐色　砂粒・粘土粒子中量，焼土中ブロックg焼土粒子少量，ローム小ブロックもローム粒子・炭化粒子微量
5　暗　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子・砂粒少量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土小ブロック・粘土粒子微量

6　極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量，ローム小ブロックi焼土中ブロック・炭化物牒占土粒子き砂粒。灰微量
7　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子の粘土粒子・砂粒微量
81暗赤褐色　廃土粒子中量，ローム粒子・炭化物少量，ローム小ブロック・粘土粒子・砂粒微量
9　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量
10　灰　褐　色　灰多量，焼土粒子・炭化粒子Ⅰ砂粒・動物骨細片微量

H　暗赤褐色　焼土粒子。炭化粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量，ローム小ブロック微量
12　暗赤　褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子e粘土粒子・砂粒少量
13　暗赤　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子・廃土小ブロック6焼土粒子を砂粒S粘土粒子少量
14　暗赤　褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量夕　焼土中ブロック少量・ローム粒子微量

ぽtyト　4か所（㌘1～㌘4）。㌘1～㌘3は，平成7年度の調査区で検出されており，主柱穴と考えられる。

南西コーナーからやや中央寄りに位置する㌘射ま，径42cmの円形で，深さ62cmである。規模と配置から主柱穴

と考えられる。

遺物　平成10年度の調査では，土師器148点，土製品1点（支脚）が出土している。第14図の1～5は，いず

れも土師器である。1の杯は，竃西側の北壁際の覆土中層から正位で出土している。2の椀は，竃内と竃の西

側の床面から出土した破片が接合したものである。3の高杯は，北西部の西壁際の覆土中層から正位で出土し

ている。4の高杯は，竃の西袖部の覆土中層から出土している。5の甑は，北西部の覆土中層から破片で出土

している。6の支脚は，竃の東側の床面から出土している。

所見　本跡の南半分は，平成7年度に調査が終了しており，その部分については，『茨城県教育財団文化財調

査報告』第120集を参照されたい。時期は，出土土器から6世紀後半と考えられる。

一一1一一一ll18－－－－1－ll－



④

2m

！　　：　　！

4

第14図　第20号住居跡・出土遣物実測図
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第知音佳屠跡出土遺物観察衷

図版番号　 器　 種 桓測酎 cm）i　 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴 i 撃 宰 攣 機 窺 「 鰐＋ 考

第1寸図　　 林　　 Å ：日．工　 作部から目線部にかけての破片．　 目線部内・外面横ナデ＿　休部外面　砂粒・雲母　　　　 P 引001

つ土師器約4の喜還i：貰窯≡薫曇軍 曹 芸孟霊瀾ナデ0内湾　 警部2
椀　　 A　 蟻．言 体部 の冒縁部一一部欠損。平底。体 打線部内 湖 面横 ナデ。倦 部外 商 砂粒 や雲母 の長石　 ㌘射鵬 祁％

2　土師器鵠 ：鵠 霊荒 立ち上が勘臓幣霊霊 監禁警完謡 競い褐色　　 慧憲志
鮨積み痕を残す0　　　　　　　　　　 ［外離 幡

高　　 林　 A　 砧0　 時高の破片＋林部は内曾気味に辛　 目緑部内 ・外面丁寧なヘラ磨き＋　 砂粒 ・雲母 ・長有　 l当用03

3 序 師器狛 0顧 芸認 諾 監禁 票漂 …豊 浦横位のへラ削瀾 横惰慧 普通　 警謝2

恒響
4　　　　　　　　　　　　　 管

外面横位のヘラ磨 き㍉

軌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 p 引005

5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 柑％

［　　　　　　　　　　　 残す。

囲嫡車 種恒笠m） 測 昔 J 特　 徴 巨 … 摘 「言 二
径　 行m）

酎 4囲再 製 支 卿 i 且588 恒 。 ～′ヰ2 恒 別　 恒 産状で 裾部に段を づ。［
砂粒 の長石　 にぷ 潤 色　 か㌘射輌鼠　鮎％　 P L 飢9

′

．．

調査も南部は平成　年度　竃を含む北部は平成摘年度と　両年度にわたった。

ヘ　　　　　　　　ノ　′　　　　　′　　　　　　　　　　　　′′′　　　　　　　　．　　　　　　　′・

・　′　　　　　　　ノ　・　　　　　　　　　　．・　　′　　　　　′′・　　　　′：ノ′′′′・

ある。

主軸方向　N二げト一一Ⅵ一一’

′′ら′　　　′′　　　　　　　′　′′∴　　　ノ　ー　　′一、　　　：′、．＿′、　　′

′　、′　　　　　　　　　　　′′　　　　　　　　　ノ　ー　　′　ノ′′－′ノ、．‥

両袖部幅Ⅲ髄mである。第霊号住居の竃の北側に検出されている。天井部は崩落してお酌竃丑層断面図中撃

′　　　　　、　　′　　　　　′　　　　　　　ノ　′　　・・　　．　′′　　　：　ノ・・

層は廃土粒子を比較的多　含み　赤変硬化していることから　火床部の土層と考えられる。煙道は　火床商か

ら外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック∴∴ローム粒子中量芦粘土小ブロックぁ粘土粒子8砂粒少鼠焼土中ブロック∵焼土粒子・炭化粒子微量
2　灰　褐　色　粘土粒子車鼠　ローム小ブロックB∴ローム粒子の砂粒少鼠焼土中ブロックも廃土粒子0炭化粒子微量
3　暗赤褐色　ローム粒子か焼土中ブロックや焼土粒子も粘土粒子か砂粒少量，炭化粒子微量
4　極暗赤褐色　焼土粒子中鼠　ローム粒子も廃土小ブロック〃炭化材が炭化粒子を砂粒微量
5　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒中鼠　焼土粒子少鼠　ローム粒子ぜ炭化粒子微量
6　暗　褐　色　ローム小ブロックをローム粒子・炭化粒子の粘土粒子の砂粒少量，焼土中ブロック∵焼土粒子微量
7　暗　褐　色　ロ…ム粒子の炭化粒子も砂粒少鼠　ローム小ブロック∵廃土粒子も粘土粒子微量
8　灰　褐　色　粘土粒子中量，砂粒少鼠　ローム粒子も焼土粒子の炭化粒子e粘土小ブロック微量
9　暗赤褐色　ローム粒子8廃土小ブロックキ廃土粒子0炭化粒子・粘土粒子や砂粒少量タ　ローム小ブロック微量
摘　暗赤　褐色　炭化粒子中量　焼土中ブロックさ焼土粒子少量
は　酪赤褐色　廃土粒子を粘土粒子中農ヲ　廃土粒子や炭化粒子ぜ砂粒少量
12　にぷい赤褐色　廃土粒子夕粘土粒子中量タ　ロ…ム粒子や廃土小ブロックe炭化粒子や砂粒少量
13　暗赤褐色　炭化粒子e粘土粒子中風　ローム粒子e廃土小ブロックを焼土粒子・砂粒少量

一一　20、－



ピット　平成7年度調査区でPl～P3が検出されているが，平成10年度の調査結果から，第22号住居は本跡

上に建て替えした住居跡であることが確認された。Pl～P3は，本跡で付設したものをそのまま第22号住居

跡で利用していたものと考えられるが，第22号住居の方が新しく第22号住居のピットと考えたほうが妥当であ

る。

遺物　平成10年度の調査では，土師器片101点が出土している。第15図1の土師器杯は，北西部の床面から正

位で出土している。

所見　本跡の南半分は，平成7年度に調査が終了しており，その部分については，『茨城県教育財団文化財調

査報告』第120集を参照されたい。時期は，出土土器と重複関係から6世紀後葉から7世紀前葉と考えられる。

0　　　　　　　　　1m

ト　；　」

第15図　第21・22号住居跡実測図，第21号住居跡出土遺物実測図

第21号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　2m

［　1－　－－－1

10cm

」　　　i　　　　！

図版番号器　種計測値（C皿） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第15図 杯 A　14．0口緑部一部欠損。丸底。体部は内口緑部内・外面，休部内面横ナデ。砂粒・雲母・長石P41006

1
土　師　器

B　　3．9 轡気味に立ち上がり，日録部は短体部外面横位のヘラ削り，内面横にぷい赤褐色 95％

く直立する。 ナデ。内・外面黒色処理。 普通 PL202

21－



第鍵号佳腰掛　第蟻0蟻図）

位置　調査　区の南部　監温旺区。平成　年度と平成摘年度の調査区にまたがって位置してお酌　そのため芦

調査も南部は平成　年度　竃を含む北部は平成摘年度と　両年度にわたった。

′、ノ　　　′　　　′　　ノ、′　　　、′－J　′ノ　ノ　　　　　　　　　lJ　　　、　　　　　′＼　　　一

構築した住居跡であることが確認されたことから芦　建て替えの住居跡と考えられる。東部を第23号住居に掘り

込まれている。

規模起平面形　全体的に第23号住居に掘り込まれているものの撃退存する南東も南西を北西壁の一部からみて，

長軸信詔111，短軸う．（）2111の長方形である。

童車由藩陶　N－350　…W

′　　　　　　　－　′　　　　　　　　　′Jヽ　′／　　　　　　・＼J′、　　　　　　′′　　ノ　′

とはできなかった。壁高は鍼～舶cmで　外傾して立ち上がる。

′　　′　　　・′　　　　　　　　　　　′　　　　＿　　　　　ニ　　　′　ノ、、－　′　　　こ　　　　　　　　　　　　一　‘′′

9機で診　断薗形は町字形である。

床　ほぼ平坦でタ　竃の前から中央部にかけて踏み固められている。貼床は185～2撒ほどの厚さである。

竃　北西壁の中央部を壁外へ3振mほど掘り込みタ　砂質粘土で構築されている。規模はタ　焚沼部から煙道部まで

‘′－　　′　　　　　、′‘．．ノ　　　　　′．．・：、′　r′　く　　′′　・　　　＼′　　　ィ、：、′′′　一・㌧

′、　　　　ノ　，　　　　　′　　　　　ノ　　′　′　ノー．‥∴　′　′ノ　言′げ、、＿㌦　　　　　∴′、′

粒子を砂粒を比較的多　含む第摘。ほ～摘層が磯部の土層である。竃の構築を土層断面図からみるとヲ　地山を

掘り込んだ後に廃土を炭化粒子と砂嚢粘土が混じったロームまで埋めた後に火床蘭を作勘　その両脇に粘土粒

子の砂粒を多めに混ぜ込んだローム土の部材を積み上げるように重ねて袖部を構築している。土層断面図車掌

第38m層が焼丑と灰を多く含むことからぎ　火床部と考えられる。煙道は，火床面から外傾して緩やかに立ち

上位炭。大坪部の崩落上層中から，斐片が出上している。

竃土層解説

1　暗　赤　褐　色　廃土粒子中量，ロ…ム粒子も廃土ブロックe炭化粒子p砂粒少量，粘土粒子微量
2　暗　赤　褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量，ローム粒子を焼土中ブロック・砂粒微量
3　灰　褐　色　灰中農，焼土粒子も炭化粒子少量，ローム粒子の廃土小ブロックの砂粒微量

4　にぷい赤褐色　廃土粒子中農，炭化粒子p粘土粒子口砂粒少鼠　ローム粒子さ焼土中ブロック微量
5　黒　褐　色　廃土粒子や炭化粒子少量ブ　ローム粒子微量
6　灰　褐　色　粘土粒子多量，砂粒中量，廃土粒子微量
7　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子0砂粒少量プ　焼土粒子微意
8　灰　褐　色　粘土粒子多量，砂粒中量夕　炭化粒子微量
9　黒　褐　色　ローム粒子の粘土粒子を砂粒微量

摘　褐　　　　色　砂粒多量タ［㌻一ム粒子ダ焼土粒子か粘土粒子少量，焼土ブロックも炭化粒子微量
は　赤　褐　色　焼土中ブロックや焼土粒子多量
接　にぷい褐色　砂粒中量　ローム粒子e焼土中ブロック8廃土粒子の粘土粒子少量，炭化粒子微量

13　極　暗　褐　色　ローム小ブロックeローム粒子e粘土粒子少量，焼土粒子の炭化粒子8砂粒微量
摘　褐　　　　色　砂粒中量ブ　ローム粒子ゆ粘土粒子少量，廃土粒子・炭化粒子微量
15　暗赤褐色　ローム小ブロックeローム粒子ゆ焼土粒子中量，焼土中ブロックの炭化粒子も粘土粒子も砂粒少量
蟻　極　暗褐色　ローム粒子も炭化粒子中量，ローム小ブロックe焼土粒子の粘土粒子も砂粒少量，焼土中ブロック徴選

ばもy睦　　か所津　～㌘射。㌘　～㌘　は　平成　年度調査区では第別号住居跡として検出されているが，

新旧関係から　第霊号住居跡のピットと考えられる。㌘2の西側に位置するP4は径24臓の円形で，深さ32cm

である。位置的に補助柱穴と考えられる。

遺物　平成　年度の調査では　土師器片桐点が出土している。平成摘年度の調査では　土師器鋼点が出土し

ている。第蟻図の　～　は　いずれも土師器である。1の杯はタ　竃の東側の床面から正位で出土している。2

の杯はタ　竃の西側の北壁際から正位で出土している。3の婆片は芦　竃の崩落した天井部の崩落土層から出土し

ている。4の甑はタ　竃の酋袖上部の覆土から破片で出土している。5の甑はタ　北西部の北壁際の覆土中層から

一一一一一一一一一一一一－　22　－－－－－



破片で出土している。

所見　平成7年度に調査が終了している部分については，『茨城県教育財団文化財調査報告』第120集を参照さ

れたい。時期は，出土土器と重複関係から7世紀前半と考えられる。

第16図　第22号住居跡出土遺物実測図

第22号住居跡出土遣物観察表
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図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第16図 杯 A［13．3］休部・口緑部一部欠損。丸底。体口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石・P41007

1
土　師　器

B　　4．5 部は内攣気味に立ち上がり，口縁横位のへラ削り後，ヘラ磨き。内石英 70％
部との境に稜をもつ。口綾部は直両横ナデ後，縦位のへラ磨き。内・にぷい褐色 PL202
立する。 外面黒色処理。 普通

2

珂こ A　15．4 口緑部一部欠損。丸底。休部は内口緑部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・雲母・石英 P41008

土　師　器

B　　3．7 攣して立ち上がり，口線部との境横位のヘラ削り。内面横位のヘラにぷい赤褐色 90％
に稜をもつ。口緑部は直立する。ナデ後，縦位のヘラ磨き。 普通 PL202

聾 A［19．8］休部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・小礫・雲母・P41010

3
土　師　器

B（8．4）体部は内轡して立ち上がり，口緑ナデ。内面横位のヘラナデ後，ナ長石 10％
部は外反する。端部は上方へわず

かにつまみ上げられている。

テP。 にぷい赤褐色

普通

4

甑 A［21月］体部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。体部外面縦砂粒・石英 P41009

土　師　器

B（14．2）体部は内野気味に立ち上がり，口位のヘラ削り。内面横位のヘラナデ黄橙色 30％
緑部は外反する。 後，ナデ。内面に輪積み痕を残す。普通 PL202

5

甑 B（16．8）体部から口緑部の破片。体部は内口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・石英・長石 P41011

土　師　器

C［9月］攣気味に立ち上がり，口緑部は外縦位と斜位のヘラ削り，内面横位にぷい黄橙色 20％
反する。 と斜位のナデ。 普通 PL202

第29号住居跡（第17・18図）

位置　調査4区の南部，KlOh6区。南東部は平成7年度調査区に，南西部は平成10年度調査区に位置している

ため，平成7・10年度の両年度にわたって調査をしている。また約5分の3は，未調査区域に位置している。
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重複関係　南西部を第1013・1014号住居に掘り込まれている。

規模と平面形　確認されたのは南東軸が6．85m，南西軸4．90mである。方形または長方形と考えられる。

主軸方向　N－32。－W

壁　壁高は9～22cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　平成10年度調査区では，壁の下に巡っており，ほぼ全周していたのではないかと推測される。上幅28～

42cm，下幅12～18。皿，深さ5～9cmで，断面形はU字形である。平成10年度調査区では，壁溝中にP3を有し

ているはか，径4～6。mほどの小ピットが，12か所壁に沿うように並ぶことが確認された。壁材を固定した杭

跡ではないかと推測される。

床　ほぼ平坦であり，全体的に踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。南コーナーからやや中央寄りに位置するPlは，径86C皿の円形で，深さ67cm

である。規模と配置から主柱穴の一つと考えられる。南東壁際のほぼ中央に位置するP2は，径68cmの円形で

深さ63。皿である。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。南コーナー部の壁溝中に位置するP3は，

径42。皿の円形で，深さ40cmである。位置的に壁柱穴と考えられる。北東壁際に位置するP4は，上端が一部未

調査区域にかかるため規模が確定できないものの，短径28C皿の楕円形で，深さ46cmである。規模と配置から補

助柱穴ではないかと考えられる。

Pl土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化材・炭化粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
3　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

6　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量

P2土層解説
1暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
3　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，焼土中ブロック微量
4　暗褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック・焼土粒子微量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

7　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
8　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

覆土　3層からなる。壁際からの堆積状況と平成7年度の調査結果から，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

転重丁∴♂，
0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l　‥一一－十一ーー－一一一一」

第17図　第か号住居跡出土遺物実測図

遺物　平成10年度の調査では，土師器片31点が出土している。第

17図1の土師器杯は，南西部の床面から破片で出土したものであ

る。

所見　本跡は中央部から北部にかけての約5分の3が未調査区域

に位置しているため，竃等については確認することができなかっ

た。本跡の南東部については，平成7年度に調査が終了しており，その部分については，『茨城県教育財団文

化財調査報告』第120集を参照されたい。時期は，出土土器から6世紀後半から7世紀前半にかけての古墳時

代後期と考えられる。
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・　　　　　　了ノ　′、

図版番号 器　 種 計測値（cmラi　 音 形 の 特 徴　 ［　 手 法 の 特 徴 i 胎士0色調 さ焼成 備　　　　 考

第鼠8 図 輝 B　目頭
体部から日嫁部にかけての破片。極 嫁部内のタ摘横ナデ。体部夕摘 砂粒・雲母 P 11201・

ユ 目線端部欠損㍉休部は内曾して立　 へラ削り†内面ナデ十　両・外面黒 にぷい褐色 10％

士　 舶　 器 ち上が娠　打線部は短　直立する。色処理。 普通

第臓号住居跡　第摘図）

－　　　　く　　　　　　　　　　ノ　　′　ノ　　　　　　′　′　　　　　・　、′　　！　　　　　　　　　　．　　ノ　′．・

調査も南部は平成　年度　北部は平成摘年度と両年度にわたった。

重複関係　西部を第は号住居に　東部を第mは号住居に　南西部を第3号地下式境に北西部を第緋号溝に掘

年込まれている。

－　　　　　　　　‥′　′　′′′ノ′　　′　　・′、′　∴′　　　′、ノ　　′　　　、　　　．′　　∫‾　′、′シミ　′＼・－　　．

・　　　　　　　　　　　、　　′　J　　　　　　　　　　　　′　　　′　　　　　′　　′　・　・、　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　′′

ことから，方形または長方形と推定される。

豊軸方向　N十は〇　…W

壁　壁高は1－卜用cmで，外使して立丁〕上がる。

壁溝　北壁際から東壁際にかけて検出されている。上幅臓～膵cm　下幅　～　cm　深さ　～　cmで　断面形は

U字形である。

床　ほぼ平坦でタ　中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁中柴部を壁外へ28cmほど掘り込んで診　砂嚢粘土で構築されている。規模は　焚四部から煙道部まで鱒

臓　両袖部幅招cmである。天井部は崩落してお酌　士層断面図中　第　層が粘土粒子や砂粒を多量に含んで

いることから　崩落土と考えられる。袖部は良好に遺存してお酌　内側が火熱を受けて赤変硬化している。ま

たタ　第7層の下面が赤変硬化していることからヲ　火床蘭と考えられる。火床商は，床面から5撒憶ど掘りくぼ

…25…
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第19図　第130号住居跡・出土遺物実測図
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められてタ　浅い皿状を皇している。煙道はタ　火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

義士層解説

1褐　　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロックのローム小ブロック・焼土粒子0粘土粒子・砂粒少量，廃土小ブロックe炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子さ粘土粒子0砂粒中量，ローム小ブロックさ焼土中ブロックも焼土粒子さ炭化粒子少量
3　褐　　　　色　ローム粒子多量，砂粒中量，焼土中ブロック0炭化粒子さ粘土粒子少量，ローム小プロ、ソクか廃土粒子微量
4　暗　赤　褐　色　廃土粒子多量，ローム粒子も廃土小ブロックe炭化粒子0粘土粒子．砂粒少量
5　極暗赤褐色　廃土粒子多量，焼土中ブロック・焼土中ブロック中畳，炭化粒子・粘土粒子の砂粒少鼠　ローム粒子微量
6　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子。焼土粒子少量，炭化粒子微量
7　にぷい赤褐色　廃土小ブロックd砂粒中量，焼土中ブロック・焼土粒子〃粘土粒子少量，炭化粒子微量

8　暗　赤　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子．焼土中ブロック・炭化粒子少量
9　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子0廃土太ブロックゆ炭化粒子凋占土粒子8砂粒少量
10　暗赤　褐　色　廃土粒子多量，焼土中ブロック中量ブ　ローム粒子ま炭化粒子・粘土粒子の砂粒少量，ローム小ブロック微量
は　極　暗　褐　色　ローム粒子さ焼土中ブロックの廃土粒子e砂粒少量，炭化粒子も粘土粒子微量

∴，　　　　　・　　　　　′．　ノ（　′．く　∴′、、‾　′　　　　　　　　　　　　　’′了、

てお酌　主柱穴と考えられる。㌘2ほ芦　南壁中央部の壁際に位置している。第は集では撃　性格不明としてい

るが，位置から判断して，出入り田施設に伴うピットと訂正したい。平成摘年度に調査した㌘3は径48服の円

プ　．1∴　一、一　　　　∴矧、こ．．り　ノ．∴、、、／　　′　．・・二／－　　　　、　　′　　　　′　．ノ、言′　∵′

置することから芦　主柱穴と考えられる。

ピット土層解説

1　黒褐色　にトーム粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子多量，ロトーム小ブロック中量，ローム大ブロックゆローム車ブロック少量

3　極暗褐色　にトーム小ブロックもローム粒子少量，廃土粒子8炭化粒子微量

4　黒褐色　ロー∴ム小ブロックもローム粒子少量

覆豊　7層からなる。ロームブロックを含み芦　ブロック状に堆積していることから芦　人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　にトーム粒子を焼土粒子少量
2　極暗褐色　にトーム小ブロックのローム粒子・焼土粒子少量，ローム中ブロックの炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム小ブロックeローム粒子少鼠　廃土粒子教義

4　暗褐色　ローム粒子中量タ　ローム車ブロックぜローム小ブロックe焼土粒子も炭化粒子少量
5　暗褐色　ローム小ブロックもローム粒子中量，ローム中ブロック少量，ローム大ブロック微量
6　極暗褐色　ローム中ブロックeローム小ブロックqローム粒子e炭化粒子少量
7　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子中量，ローム中ブロックe焼土粒子少量

遺物　今回の調査では　土師器片緋点　須恵器片親点が出土している。第臓図　の土師器杯片と　の土師器捧

片はタ　いずれも竃内の覆土中から出土している。3の須恵器蓋片はタ　㌘2内の覆土中から出土している。図示

した土器はタ　出土位置から，いずれも本跡に伴うものと考えられる。4の砥石は南東部の覆土中から出土して

いる。

所見　時期は，出土土器から，7世紀末葉から8世紀初頭と考えられる。

第臓　号住居跡出土遺物観察衷

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 ！　 手 法 の 特 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 19 図 圭不

土　 師　 器

A ［13．4］ 底部 から日録部 にか けての破片。 目線部 内 ・外面構 ナデ∵休部外面 砂粒 の雲母 P 4 000 4

1 B （2．8） 丸底。体部 は内攣 して立ち上が りタ 横位のヘ ラ削 り，内面横ナデ。 橙色 用％

目線部 に至 る。端部 は直立す る。 普通

林 A ［12適］ 底部か ら目線部 にか けての破片。 ＝縁部内 ・外面横ナデ÷　体部外面 砂粒 ・赤色 粒子 P lO OO 5

2
士　 師　 器

B （3功 丸底。体部は内攣 して立ち上がり， 横位のへ ラ削 り，内面横ナデ。 にぷい橙色 10％

日縁部に至 る。端部内面 に沈線 1 普通

条が巡る。

蓋 A　 H 2．4］ 外周部か ら目線部にかけての破片。 ＝縁部，外 周部内 ・外 面ロクロナ 砂 粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 00（i

3
須　 恵　 器

B （3．0） 外周 部は緩 やかに下降 し，目線 部 デ。 石英 10％

はわずかに外 方に屈 曲する。内面 灰黄色

に短 いかえ りが付 く。 普通

…27…



図版番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　　 値

石　 質 特　　　　　 徴 備　　　　 考長 さ（cm）！幅 （cm） 厚　さ（C汀1） 重 量（g ）

第19図4 砥　　　 石
（5・9） 】 4・5

3ユ （109．5） 凝 灰 岩 直方体。側面4面を砥面とする。中央部薄叛 Q 40002　P L 239

第爛号住居跡（第20図）

位置　調査4区の中央部，狙五g4区。平成9年度の調査区と平成10年度の調査区にまたがって位置している。

そのためタ　調査も竃を含む大半を平成9年度，北西コーナー部を平成10年度と，両年度にわたった。

重複関係　前報告書，第166集では第387号住居跡と重複していると報告されているが，平成10年度調査では確

認できなかった。

規模と平面形　長軸6。28m，短軸6。24mの方形である。

童軸方向　N－60　－W

壁　壁高は54cmでプ　外傾して立ち上がる。

壁溝　壁際を全周している。規模は上幅10～34cm，下幅4～12撒，深さ約6cmで，断面形はU字形を皇してい

る。

床　ほぼ平坦である。

ピ、ソト　5か所（PlへI〕5）。I－）1へI〕4は平成9年度の調査区で検出されている。P5は長径94cm，短径

64cmの楕円形で，深さ56cmである。Pl～㌘3，P5は各コーナー寄りに位置し，規模と配置から主柱穴と考

えられる。㌘射ま，南壁中央部の壁際に位置し，竃と対する位置にあることから，出入り口施設に伴うピット

と考えられる。

P土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック0ローム粒子中量，炭化粒子微量
3　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量、焼土粒子・炭化粒子微量
4　褐　　色　にトーム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

覆土　平成9年度調査では，9層からなる人為堆積と確認されている。

遺物　平成9年度の調査区からは，土師器片956点，須恵器片17点，土製品1点（勾玉），鉄棒1点，撹乱によ

る混入したものと考えられる灰和陶器片1点と陶器片1点が出土している。平成10年度の調査区からは，土師

器片159点，撹乱により混入したとみられる須恵器片5点が出土しており，出土土器の様相は平成9年度と相

違していない。第19図1の土師器杯は，北西コーナー部の覆土中層から出土している。2の土師器杯は，覆土

車から出土している。

所見　本跡の北西コーナー部以外の部分は平成9年度に調査が終了しており，その部分については，『茨城県

教育財団文化財調査報告』第166集を参照されたい。時期は，第166集で報告されていると同様に6世紀後薬か

ら7世紀前葉と考えられる。

一一一l一一一一一28一一一一一一一一一一1
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第20図　第407号住居跡・出土遺物実測図

第407号住居跡出土遺物観察表

2m

ト　　1　－－－－－」

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第20図士不A［13．4］体部から口緑部の破片。休部は内ロ緑部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・雲母・赤色粒P40501

1
土　師　器

B（4．1）攣して立ち上がり，口緑部との填ヘラ削り後，ナデ。内面横ナデ。子 10％

に明瞭な稜をもつ。口緑部は直立

する。

内・外面黒色処理。 にぷい橙色，普通PL202

2

杯

土　師　器

A［13．6］体部から口緑部の破片。体部は内口緑部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・雲母・石英P40502

B（3．6）攣して立ち上がり，口緑部との境ヘラ削り，内面横ナデ。内・外面黒褐色 5％

に明瞭な稜をもつ。口緑部は直立

する。

黒色処理。 普通

－　211－



第翫号佳腰掛　第飢～誤囲う

位置　調査後区の西部学贈g区。

重複関係　本跡が第鱒号住居跡の南東部を掘　込み　南東コーナー部を第粥号住居の第閻号丑坑に　西部

を第野号住居に　北部を第鋸　あ鮮号住居に掘　込まれている。

規模藍平面形　凝軸や関m　短軸。鐸耶臓の方形である。

童儲戊癖竃　李紅∵㌢〉　…W

壁　壁高は蟻～舶CⅢで　外懐して立ち上がる。

、

床　はば平坦であ軋　全体的に踏み固められている。東壁下から欝　に延びる溝鼠と同じ　東壁下から野　の

北部に延びる藩b芦　商壁下から㌘3の北部に延びる溝鑑と同じく北壁藩から㌘複に延びる溝超の魂桑が検出さ

、

憲　北壁の中央部を壁外へ測院政はど掘　込み　砂質粘土で構築されている。規模は　焚関都から煙退部まで

漫摘臓　両袖部幅臓だⅢである。第鮎　も野号住居との重複のため　残存状況が悪い。竃丑層断面図中　第　の

層は粘土小プロッタの粒子　砂粒を比較的多　含むことから　崩落した天井部と考えられる。第　層は焼土

粒子を多墨に含み夢　下部が赤変じていることからタ　火床部と考えられる。煙道はタ　火床面から急な傾斜で立ち

上がる。

憲土層解説
且　暗　赤　褐　色　焼土中ブロック中最戸　ローム粒子を廃土粒子少量
2　暗　赤　褐　色　廃土粒子車靂㍉　仁ト∴長粒寺∴砂粒少量

3　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子ぜ砂粒少量
4　極　暗　褐　色　廃土粒子車鼠　炭化粒子の粘土小ブロックの砂粒少畳
5　灰　褐　色　砂粒多義夕　廃土粒子の炭化粒子を粘土少量

6　暗　赤　褐　色　廃土粒子中農芦　ロ…ム粒子あ炭化粒子も砂粒少最
7　黒　褐　色．炭化粒子中農タ　ロ…ム粒子・廃土粒子少量
8　暗　赤　褐　色　ローム粒子8廃土粒子ウ炭化粒子少量
9　極暗赤褐色　廃土粒子中量夢　ローム粒子を炭化粒子少畳
まをラ　暗　赤　褐　色　ロ…ム粒子中豊芦　廃土粒子ぬ炭化粒子少靂

鰹もy陸　相か所浮　～㌘摘。各コーナーからやや中東寄酎こ位置する㌘　～野　は　上端径別～開cm　下

端径摘～摘腿の円形で　深さ別～鋸鱈mである。規模と配置から主柱穴と考えられる。㌘　e野　は　南壁際の

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

ノ‥　　　　　　　　　　　　′　　　′　　′　　　　　　　　　　ノ　　　　　′

置ずる欝　は　径測臓の円形で　深さ舶¢皿である。規模と配置から補助柱穴と考えられる。壁港内に位置する

㌘　～㌘臓は　径摘～翻¢Ⅲの僧形で　深さ臓～郡㌍皿である。性格は不明である。

Pl～P4土層解説

ヱ　黒褐色　ローム小ブロック中量ク　ローム粒子き炭化粒子少量，廃土粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量芦　ローム小ブロック∵炭化粒子微量
3　黒褐色　ロ…ム粒子少量芦　炭化粒子微量
4　褐　　色　ローム粒子多義
5　灰黄褐色　ローム粒子少鼠　ロ…ム小ブロックも廃土粒子の炭化粒子微量

′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・′

平坦でタ　断面形は「V」形である。

貯蔵穴土層解説

1　黒褐色　にトーム粒子お炭化粒子少量夕　廃土粒子微量

2　褐　色　ローム粒子多量芦　焼土中ブロック少量

3　暗褐色　ローム小ブロック8ローム粒子の炭化粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子0炭化粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子や焼土中ブロックの廃土粒子少量
6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
7　褐　色　ローム粒子多量芦　ローム小ブロック少量
8　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

覆豊　9層からなる。ブロック状の堆積状況から芦　人為堆積と考えられる。

…㍉湖上…
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第21図　第956号住居跡実測図
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土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・廃土粒子・炭化物・炭化粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
6　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
7　暗褐色　ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
8　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

9　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子微量

遺物　土師器片282点，土製品1点（支脚片），石製品1点（臼玉），礫1点が出土している。第22・23図で図

示した土器は，1～15は土師器である。1・2・4の杯，11の椀は，竃東側の床面から集中して，いずれも正

位で出土している。1は，4の上に重なって出土している。3の土師器杯は，竃西袖端部付近の床面から正位

で出土している。5・7の杯は，貯蔵穴の覆土中層から出土した破片が接合したものである。6の杯は，P5

西側の床面から正位で出土している。8の杯と10の鉢は，竃西袖の西側床面から逆位で出土している。9の杯

は，中央部南寄りの覆土下層から出土している。12の高杯は，P5東側の床面から斜位で出土している。13・

14の髪は，北東コーナー部壁際の覆土下層から横位で出土している。15の甑は，北東コーナー部の覆土下層か

ら横位で出土している。16の臼玉は，竃西側の北壁際床面から出土している。支脚は小片である。

所見　本跡の時期は，出土土器から6世紀後半と考えられる。

－32　－1

第22図　第956号住居跡出土遣物実測図（1）



第23図　第956号住居跡出土遺物実測図（2）

第956号住居跡出土遺物観察表

10cm
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色譲巨 焼成 備　　　 考

P 4 10 2 1
第 22 図 林 A　 12．4 目線部一部欠損。平底。底面 は不 日録部 内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・赤色粒

1
土　 師　 器

B　　 5．8 整 円形。体部 は内攣 して立 ち上が 雑 な横位のヘ ラ削 り。内面へ ラナ 子 80％
C　　 7．2 り， 日録部 との境 に明瞭 な稜 をも デ後，へ ラ磨 き。内 ・外面黒色処 橙色 P L 20 2

つ。目線部はほぼ直立する。 理。 普通

2

杯 A　 13．7 日録部一部欠損。平底 。底 面は不 目線 部内 ・外 面横 ナデ。体 部外 面 砂粒 ・小礫 ・雲母 P 41 02 2

土　 師　 器

B　　 5．1 整円形。体部 は内攣 して立 ち上が 雑 なへラ削 り。内面へ ラナデ後 ， にぷ い橙色 90％
C　　 5．1 り，目線部 との境 に明瞭 な稜 をも

つ。 日録部 はわずか に外反す る。

へ ラ磨 き。 内 e外面黒色処理。 普通 P L 2 02

林 A　 13．4 目線部一部欠損。丸底。体部 は内 目線部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・赤色粒 子 P 4 102 3

3
土　 師　 器

B　　 6．5 攣 して立ち上が り，目線部 との境

に明瞭な稜 を もつ。 目線 部はわず

輪積み痕 を残す雑なへ ラ削 り。内 にぷい橙色 80％

面へ ラナデ後，ヘラ磨 き。内 ・外 普通 P L 20 2
かに外反す る。 面黒色処理。

一一∴〕3　－－－－－



図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴　　　　　　 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 22 図 林 A　 14．6 体部 6 日縁部一部欠損。丸底 。体　 口縁 部内 や外商 横ナデ。体 部外商 砂 粒 ㌘射024

B　　 4．1 部 は内攣 して立ち上が り，目線 部 横 位のヘ ラ削 り後，ヘラナデ。 内 黒色 80％

4 土　 師　 器 は短 く内傾す る。　　　　　　　 面へ ラナデ。内 ・外 面黒色処理。 普通 P L 2 02

5

杯 A ［15．4］ 底部 ・休部 ・目線部一部欠損 J 丸　 口縁 部内 ・外面憤ナラ㍉ 体 部外 面 砂粒 P 410 25

B （4．8） 底。体部は内攣 して立ち上が り， 横 位のヘ ラ削 り後，ヘラナデ。 内 橙色 40％

土　 師　 器 口縁部 は短 く直立する。　　　　 商へ ラナデ。内 や外 面黒色処理。 普通 P L 2 02

6

杯 1　 11．9 ロ縁部一部欠損。丸底。体部は内　 目線部内 の外風 体部内南棟ナデ。 砂粒 ・中條 ・長石 ・ P ∴110 26

B　　 4。6 攣 して立 ち上が り，目線部は直立　 体部外両輪積み痕を残 す雑 なへラ 石英 95％

土　 師　 器 す る。　　　　　　　　　　　　 削 り，内面横ナデ。 橙色 ，普通 P L 2 02

7

圭不 A　 13．5 目線部一部欠損。丸底。体部は内　 目線部内 0 夕摘 横ナデ。体 部外面 砂 粒 ・小礫 ・長石 P 410 27

B　　 7．0 攣 して立 ち上が りタ　ロ縁部 との境 輪積み痕 を残す雑なへラ削 り後 学 にぷい褐色 90％

土　 師　 器 に明瞭 な稜 をもつ。目線部はわず

かに外反す る。

へ ラナデ。内面へラナデ後タ　へラ

磨 き。内 も外面黒色処理。

普通 P L 2 03

目線部一部欠損。平底。体部は内　 目線部内 ゆ外面横ナデ。体 部外面 砂粒 ・長石 ・石 英 P 410 28

8

杯 A　 17．8

B　　 4．7 攣 して立 ち上が り，目線部はわず 輪積み痕 を残す雑なヘラ削 り。 内 にぷい橙色 90％

土　 師　 器 C　　 8．2 かに外反す る。　　　　　　　　 面へ ラナデ後，ナデ。内 p夕摘 窯

色処理。

普通 P L 203

目線部一部欠損。平底。体部は内　 日録部内 も外面横ナデ。体 部外 面 砂粒 ・雲母 P 410 29

9

林 Å ［9．9］

B　　 5．4 攣 して立 ち上が り，ロ縁部に至る。 輪積み痕 を残す雑なヘ ラ削 り。内 にぷい橙色 70％

十　 帥　 器 C　　 6．5 面へ ラナデ後，ナデ。底 部に木葉

痕。内面黒色処理。

普通 P L 20ニ1

10

鉢 A　 14．7 目線部一部欠損。平底。体部は内　 口縁部内 e 外面横ナデ。体部外 商 砂粒 ・小 礫 ・雲母 ・ P 41030　　 98％

B　 lO．5 攣気味 に立 ち上が り，目線部に至　 縦位のへ ラ削 り。内面横 位のヘラ 長石 P L 20 3

土　 師　 器 C　　 9．0 る。端部外商 に沈線 1 条 を巡 らさ　 ナデ後，ナデ。 にぷい褐色 二次焼成

れてい る。 普通 外面剥離

椀 A　 ll．5 目線部一部欠損。平底。体部は内　 目線部内 。外面横ナデ。体部外 面 砂粧 ・小礫 ・雲母 ・ P ∠狙03 1　　 粥％

B　　 9。1 攣 して立 ち上が りタ　ロ縁部 との境　 横位のへ ラ削 り。内面へラナデ後， 長石 P L 20ニ3

H 土　 師　 器 C　　 4せ5 に明瞭 な稜 をもつ。目線部はほぼ　 指頭痕 を残すナデ。 にぷい褐色 二次焼成

直立す る。 普通 外面剥離

高　　　 林 A ［14．7］
i

埠 部の破片。杯部 は内攣気味 に立　 目線部内 e外商ナデ。体部外面縦 砂粒 ・中條 ・長石 ㌘4103 2

12 B （5．8） ち上が り， 目線部 との境 に稜 をも　 位のへ ラ削 り。内面へ ラナデ後， にぷい赤褐色 60％

工　 帥　 器 っ。日録部 は外反す る。　　　　 横ナデ。内 ・外商黒色処理。 普通 P L 20 3

第 23 図 嚢 A　 22．4 底 部 の体部 。目線部の一部欠損。　 目線部，頸部内 ・外面横ナデ。体 砂壮 ・雲母 ・長石 ・ P 4103 3

B　 35．1 平底。倒卵形 を皇す る体部か ら， 部外商上位 ナデ，中位以下斜位の 石英 70％

13 士　 師　 器

嚢

C　　 8．5

A　 15．7

頚 部は健やか に くびれて， 目線部 ヘ ラ磨 き。体部内面横位のヘ ラナ にぷい黄橙 色 P L 20 3

は外反す る。端部 は外方へわずか　 デ及 び指頭痕 を残すナデ。輪積 み

につまみ 出されてい る。　　　　　 痕。

底 部 欄 吾臣 日録部の一部欠損。 桓 練乳 鋸 的 ・外面横げ 。体

普通

砂粒 ・雲母 ・長石

体部下半二次焼成

P 4103 4　　 80％

B　 23．1 平底。球形 を呈す る体部か ら，頸 部外面上位 ナデ，中位以下斜位の 赤褐色 P L 20 3
14
土　 師　 器 C　　 8．4 部は緩やか に くびれて， 目線部 は　 ヘ ラ磨 き。体部内両輪積み痕 を残 普通 二次焼成

外 反す る。　　　　　　　　　　 す ナデ。 外面剥離

甑 A　 23．9 頚部か ら目線部 にかけて一部欠損。 目線部 内 。外面横ナデ。体部外面 砂塵 ・長石 ・赤色粒 ㌘4103 5

B　 23．1 無底式。体部 は外傾 して立 ち上が　 上半 ナデ後，丁寧 な縦位のヘ ラナ 子 90％

15 士　 師　 器 C　　 9。2 り，ロ縁部 はわずか に外反す る。 デ。下半横位 のへ ラ削 り。体部内 橙色 P L 20 3

面 ナデ後，輪積み痕 を残す縦位の

ヘ ラ磨 き。

普通

漸 l 券 種 計　　　　　 測　　　　　 値 巨 貿
特　　　　 徴 備　　　　 考

径 （cm）　 孔径（cm）　厚 さ（cm） 重量（g）

第23酎6恒　 玉 （1の l 融） 「ソ ・5 l （0・55） 滑　　 石 扁平な円筒形。灰白色 Q射002　50％　 P L 221

第猶号住居跡（第24・25図）

位置　調査4区西部，∬9i且区。

規模と平面形　長軸6。38m，短軸5潤mの長方形である。

童軸方向　N－130　…W

壁　壁高は28～32cmで，外傾して立ち上がる。

1一一一∴う4　－－1－－－－－－－一一一
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床　ほぼ平坦であ勘　全体的によ　踏み固められている。

竃　北壁の中央部を壁外へ45cmほど掘り込みタ砂嚢粘土で構築されている。規模はタ焚田部から煙道部まで

膵臓　両袖部幅蟻cmである。天井部は崩落してお酌竃土層断面図中　第　0　層が崩落土と考えられる。

第は層は廃土粒子を多義に含み声下部が赤愛していることから，火床部と考えられる。竃の構築はま層断面か

らみるとタ　ハードロームの地山を基礎にしタ礫の少量混じった山砂と粘土を合わせて袖部を構築したと考えら

れる。煙道は資　火床商から緩やかな傾斜で立ち上がる。

竃土層解説

ヱ　暗赤褐色　ローム粒子e焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子。粘土粒子微量

2　赤　褐　色　砂粒中量芦　焼土中ブロックゆ焼土粒子少鼠　ローム粒子・炭化粒子微量
3　にぷい橙色　粘土大ブロック

4　にぷい赤褐色　焼土中ブロック0廃土粒子多量，砂粒中量プ　粘土粒子を炭化粒子微量
5　暗　褐　色　ローム粒子ゆ焼土中ブロック少鼠　にト…ム小ブロック・廃土粒子や炭化粒子微量

6　暗　褐　色　焼土粒子中鼠　ローム粒子の砂粒少鼠　焼土中ブロックe炭化粒子・粘土粒子微量
7　暗　褐　色　砂粒中豊夕　焼土粒子ぜ炭化粒子少量，ローム粒子微量
8　暗　褐　色　ローム粒子や焼土粒子少量，炭化粒子微量
9　にぷい赤褐色．ローム粒子を砂粒中量，粘土粒子少量夕　焼土粒子や炭化粒子微量
摘　暗赤褐色　ローム粒子ぜ廃土小ブロック〃廃土粒子中量ア　砂粒少量，炭化粒子微量

は　暗赤褐色　ロ…ム粒子の廃土小ブロックを焼土粒子0炭化粒子や砂粒少量，ローム小ブロックe粘土粒子微量
没　にぷい赤褐色　焼土粒子多量　砂粒少量，焼土太ブロック微量

13　暗　褐　色　砂粒中鼠　ローム中ブロックきローム小ブロックe焼土粒子少鼠　ロ…ム粒子e炭化粒子微量
14　暗赤褐色　廃土粒子多量芦　焼土中ブロック中量ブ　焼土中ブロック少鼠　ローム粒子0炭化粒子微量
蟻　赤　褐　色　廃土太ブロック・焼土粒子中量ア　砂粒少量タ　ローム粒子や炭化粒子・粘土粒子微量

蟻　灰　褐　色　砂粒中豊，ローム粒子け廃土小ブロックの廃土粒子少量，炭化粒子微量
膵　にぷい赤褐色　ロ…ム小ブロック8ローム粒子の焼土太ブロックも焼土粒子中鼠炭化粒子e砂粒微量
18　にぷい赤褐色　ローム粒子中豊芦　焼土粒子や炭化粒子少量
臓　にぷい赤褐色　粘土粒子多量夕　廃土粒子も砂粒中量，ローム粒子少量
20　暗　褐　色　砂粒申臥　し一一ト一∴粒千・焼十粒J∴粘上粒十・礫′年量
飢　暗　褐　色　粘土小ブロック中農　焼土粒子・粘土粒子少量

22　暗　褐　色　粘土粒子中農，廃土粒子4砂粒少量，焼土中ブロック微量
23　暗　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子も粘土小ブロック微量

′′ノ　　　　ノ　　　　　′　　　ノ　　　　　　．　′　、′　　′　　　　　′　′　′　′　　　　　　　　　　　′

形で　深さ髭～腎臓である。規模と配置から主柱穴と考えられる。商壁際の中央部に位置する㌘　は　径諦cm

の円形で　深さ射cmである。南壁際の中央部に位置する㌘　は　径頴cmのほぼ円形で　深さ蟻cmである。南北

に隣接して位置する㌘50㌘転はタ　位置的に出入り田施設に伴うピットと考えられる。

Pl土層解説

1暗褐色　ローム粒子少豊タ　ローム小ブロックの焼土粒子e炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量プ　焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック少量ブ　ローム粒子・廃土粒子。炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子少量ク　ローム小ブロックも炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム小ブロックぁローム粒子少量，焼土粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック微量
P2土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック6焼土粒子0炭化粒子微量
2　暗褐色　ロ…ム小ブロック0ローム粒子少量，焼土粒子せ炭化粒子微量
3　褐　　色　ローム小ブロックさローム粒子中量芦　焼土粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム太ブロック・炭化粒子微量
P3土層解説

1黒褐色　ローム粒子の炭化粒子少量，ローム中ブロックもローム小ブロック・廃土粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック。廃土粒子も炭化物せ炭化粒子c粘土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロックも焼土粒子の炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム小ブロック∴∴ローム粒子多量
P4土層解説

i　窯褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロックを焼土粒子も炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロックもローーム粒子・粘土粒子少量，廃土粒子も炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子さ粘土粒子少量，焼土粒子微量
4　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・廃土粒子・炭化粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子中量ク　ローム小ブロック少量，廃土粒子の炭化粒子微量

′‾　　　′．．1．′、∴　　／′　　∴′、二　′′′′　　　’一　日√　　ノ　　ノ　′
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第24図　第957号住居跡実測図
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土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
4　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

6　にぷい褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量

遺物　土師器片963点，須恵器片6点，土製品1点（支脚），石製品2点（紡錘車1，砥石1），鉄器1点（鉢），

鉄津1点，礫7点が出土している。第25図1の土師器杯は，P5とP6の問の床面から，逆位でつぶれた状態

で出土している。2の土師器杯は，P5西側の覆土下層から出土した破片とP5付近の覆土中から出土した破

片が接合したものである。3の須恵器は長頸瓶（フラスコ瓶）の破片で，P5とP6の問の床面から出土して

いる。4の須恵器平瓶は，3と同じ位置の床面から斜位で出土している。5の鉢は，南西部の覆土中から出土

している。6の鉄津は，南西コーナー部の覆土下層から出土している。7の紡錘車は，竃東側の北壁際床面か

ら出土している。8の砥石は，南西部の覆土中から出土している。焼土と炭化物は，北西部の西壁際床面から

長径35cm，短径31C血の範囲で出土している。また，礫のうち6点は，二次焼成を受けた雲母片岩が割れたもの

で，中央部の床面と覆土中から出土している。鉄津との関係から小鍛冶の可能性も考えられるものの，詳細は

不明である。土製品は，支脚小片である。

所見　本跡の時期は，出土土器から7世紀前半と考えられる。
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d雫≦≡Sp 5

1′

「「16

第25図　第957号住居跡出土遣物実測図
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第妬　骨佳屠跡出土遺物観察衷

摘 番号　 器　 穫　　 欄 値 毎 ）　　　 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 0色調 8焼成 i 備　　 考

第 2 5 国　 庫 i A は。 僻 0 日縁 部の一部欠損。丸底 。
目線 部内 ・外面，休部内面横ナデこ 砂粒 ・雲母 ・赤色粒　 P 」用3 7

且　 土 師 器 B 4 07　 霊 慧慧豊禁 霊 志 孟宗孟；こ謂 休 部外 面不定方 向のヘ ラ削 i主 子　　　　　　　 80年

にぷい褐色　　　　　 P L 20 3

［の弱 い稜 を巡 らす0 普通

棒　　　 A ［1 ．鋸　 体部 の目線部 の一部 欠損。 丸底。 目線部内 ・外面，休部内面楯ナデ∴ I砂粒 ・霊母　　　　　 P J l B 8

8　 5．0　 休部 は内攣 して立 ち十が り， 目線 休部外面構位のヘ ラ削 り㍉ にぷい褐色　　　　　 70％

2　　 土　 師　 器　　　　　　 部 との境 に綾 をもつ∵　目線部 は直 普通　　　　　　　　　 P L 203

立す る．＝緑部外面 に弱 い 1 条の

稜 を巡 らす。

長　 頭　 瓶　 H　 出柚　 フラス コ長頭瓶の休部十位か ら頭 ロクロ成形の休 部に頭部接合㍉ 砂粒，灰 白色，良好　 P 引 0 30

3　　　　　　　　　　　　　　　 部にかけての破 片。頚部外面中程 頭部か ら休部士半に 1 0％

須　 恵　 器　　　　　　 に 2 条の洗練 を巡 らす。 自然潮 J　　　　　　 P L 20 3

平　　　 瓶　 B　日鋼う 「体部の一一止部 の頸部 の目線 部欠損。 ロクロ成 形㍉　体部下半 回転へ ラ削 砂粒　　　　　　　　　 P l l（＝0

4　　　　　 C　 543　 平底 0 体部 は内攣 して立ち上が りタ り㍉底部 回転へ ラ切 年　 休部 工面 灰 黄色　 普通　　　　 甜％

須　 恵　 器　　　　　　 体部十位 で内傾す る∵休 部工面 は を粘土板 で塞 ぐ。 体 部上半の一部に目 上針は鵬

ドーム状 を呈 している∵ 然劫。

図版番号 器　　 楯
計　　　　　　 測　　　　　　 値

材　　 質
特　 中 備　 考

全 長km）鉱身長k m）鍍身幅昌cm）厚 さkm） 董 射 g ）

第25 図5 鉄 （蛸 i （碩 i （2・3） 舶　 日 織 目 鉄 三角形鉄の鉄身部片。 M 胤　 渕％

図版番号 器　　 楯
計　　　　　 測　　　　　 植 i 材 質 特　 徴　 再　 考

長 径（cm） 短 径（cm） 厚　さ（cm） 重 量（g ）

第25図6 銑　　　 浮 4e2 ！ 2・5 i 温07
1リ．1 鉄 塊状で硬質0 気泡痕少ない。 M 繍鵬　柑％　P L盈l

図鵬 車 種 長さ玩‡ 測 値 巨 質
特　　　　　　　 徴 備　　　　　 考幅 （cm）恒 （cm） 重義 （g ）

第茄図8 砥　 石 恒 も4 且e8 i 摘
15．1 凝 灰　岩 砥画　 面　 中央部が薄　 なっている。 Q 引00∴1 100％　 P L ヱだ

′　＿　．・　′ノ　′J　′J

l・ノ　　　′　　　　　－′　　　　　　′．

：　二　　了　′　　　　．　　　　　，ニ　‾、．ノ

主軸方向　N－り0　－W

壁　壁高は18～25cmで芦　外懐して立ち上がる。

1′　　　　′ノ　．′、′、、　　　、、′　十　六　　　　　、　十′，rラ　　　言　　′、．ノ

床　ほぼ平坦であ勘　全体的によ　踏み固められている。

竃　北壁の中央部を壁外へ鋼cmほど掘　込み　砂嚢粘土で構築されている。規模はタ　焚田部から煙道部まで

臓だm　両袖部幅摘cmである。天井部は崩落してお勘　竃土層断面図や　第　～　層が崩落土と考えられる。

第5層は焼土粒子を多量に含み赤変していることからタ　火床部と考えられる。煙道はタ　火床面から緩やな傾斜

で立ち上がる。

一一一一一：柑1－
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富士層解説

i　黄　褐　色　砂粒多量，粘土粒子中量，ロ…ム粒子や焼土中ブロックを廃土粒子め炭化粒子少量
2　にぷい黄褐色　ローム粒子中量夕　廃土粒子b炭化粒子や粘土粒子e砂粒少量

3　褐　　　　色　ローム粒子や廃土粒子中豊，炭化粒子の砂粒少量
4　にぷい褐色　廃土小ブロックp廃土粒子q炭化粒子中量，ローム粒子せ焼土中ブロックの砂粒少量
5　暗赤　褐　色　焼土粒子多量芦　炭化粒子中量夕　焼土中ブロック少量

－　　　　，′；　′　　、　　‘、　　　　！　　ノ　ノ　、　t．′′l，・′　　－　　　　　　　　′－　ノノ′′、′　こ

′　く　′ノ　∴　　　一言、　　．′、′　　、、′ハ．五′　　－：‥　　、　　二　　ノ　．　　ノ　　　　　　ー．、、′

部に芦　南北に並んで位置する。㌘　ほ径錮cmの円形で　深さ別だ皿である。欝　は径5cmの円形で　深さ摘cmで

、；　　　　　′　　　′　　－ノ　　′、　リ′．、－′　′、　　　　　：

覆豊　7層からなる。レンズ状の堆積状況から撃　自然堆積と考えられる。

土層解説

i　暗褐色　ローム中ブロック0ローム粒子や焼土粒子・炭化粒子少量，砂嚢粘土ブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

3　褐　色　ローム小ブロックもローム粒子中量，焼土粒子が炭化粒子微量

4　褐　色　ローム粒子少量資　にト∴ム小ブロック微量

5　暗褐色　ローム粒子中量

6　暗褐色　ローム粒子か焼土粒子e炭化粒子少量夕　砂粒微量

7　暗褐色　ローム小ブロック中量芦　ローム粒子少量芦　炭化粒子微量

一　　　　　　　、．′・　　　　、‾　．　′．痛　く、　′′　：・．　　　′．、－　　　　　　′、　′ノ　．：′・′　・

出土している。2の土師器婆は，南東部の南壁寄りの床面からつぶれた状態で出土している。

所見　本跡の時期は言土「トト器から7世紀前半と考えられる。

′　　　′′　　′　′　　′　　　　　　　ノ．′′．‘

図版番号器　種　　測億つcm）　　　器　形　の　特　徴
手法の特徴＋「配電掛焼成「備＋考

第鮎図

1

悪　　　A　H5．6〕　体部上位から目線部にかけての破目線部内・外面横ナデ∵　頭部・体　砂粒・雲母・長右　　P引0∴‖

日　日0細　片∵頭部はくびれ，目線部は外反部内面横位のヘラナデ後，ナデ予　にぷい黄褐色　　　　20％

土　師　器　　　　　　　 する。 頭部外面指頭痕を残すナデ．休部　普通　　　　　　　　 PL203

外面縦位のヘラ削り後．ナデ∴

2

悪　　　A　は産　休部上位から目線部にかけての破目線部．頭部内・外面櫨ナデ．体　砂粒・雲母・長有　　P引甘H

工　帥　器I

部外而ナデ∵休部内面横位のヘラ　にぷい橙色　　　　　 20％

ナデ後，指頭痕を残すナデ。　　　普通

′、′、・、　“　－′　言′′　　′　′

位置　調査4区の西部夕　撒9区。

‾‾‾′、一八ノ言　′∴′′′・∴　、．′　∴ノ　‥ノー・．′　′　一七∴・　　　　∫　′　′　日＼ノ、′∴‘・‥′∴　　．ノ　　ノ，　′守‘，

号住居，第5十号溝に掘り込まれている。

規模藍平面形　南東部から南西部までを第粥　の粥　の粥号住居に　北壁と西壁の中央部を第54号溝に掘り込

まれているため規模を確定することは難しい。確認されたのは南北軸3。5のmタ　東西軸3き22mである。

一ノー

壁　確認された壁高はlLトノ27cnlで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南東部から南西部までの重複している部分は，確認できなかった。確認された壁下を巡っている。上幅

12へ32cm，下幅4へ8C臥　深さ6へ■圧Inで，断面形はU字形である。）

床　ほぼ平坦であi主　全体的に踏み固められている。

一一一一一一一一“一一10、－－－



ピlyト　9か所（PlへつP9）。各コーナーからやや中央寄りに位置するPl～P4は，径20～45cmの円形で，

深さ18～21cmである。規模と配置から判断して主柱穴と考えられる。P5とP6は，PlとP2の問に南北に

位置する。㌘5ほ径25cmの円形で，深さ12cmである。㌘6は径35cmの円形で，深さ15cmである。㌘7～P9は，

㌘3とP4の問に南北に位置する。㌘7は径55cmのほぼ円形で，深さ20cmである。P8は径35cmの円形で，深

さ24cmである。P9は径29服の円形で，深さ13cmである。㌘5へつP9とも，補助柱穴の可能性が推測される。

覆丑　6層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
1褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子少量

3　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量
4　褐　色　ローム粒子中量，砂粒微量
5　暗褐色　ローム粒子少量
6　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片223点，須恵器片3息　土製品3点（土玉。球状土錘・株羽目

片）タ　鉄浮1点が出土している。第27図1の土玉は，中央部の覆土中層から出

土している。2の球状土錘は，北西部の覆土下層から出土している。輯羽目

片と鉄浮の小片は，南西部の覆土中から出土している。土師器片e須恵器片

はいずれも細片で，覆土上。中層から出土したものが多い。

所見　竃は検出されなかった。時期は，重複関係から6世紀中葉から後薬と

考えられる。輯羽目片と鉄浮が出土しているものの，焼土も認められず鍛冶

の形跡は検出されなかった。

第28図　第959◎992号住居跡実測図
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第27図　第959号住居跡
出土遺物実測図



第959号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

特　　 徴 胎 士 ・色 調 備　　　　　　 考

径 （cm） 長　 さ （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

第27 図 1 土　　　 玉 0．9 － 1．0 1．1 0．3 1．0 球体，ナデ 柵砂粒 ，黒褐色 D P 410 0 3　 100％　 P L 2 19

2 球 状 土 錘 2．6 ～ 2．7 2．5 0．7 16．3 球体，ナデ 細砂粒，暗褐色 D P 410 04 1 00％　 P L 2 19

第粥号住居跡（第29・30図）

位置　調査4区の西部，K8aO区。

重複関係　本跡が第959号住居跡，第54号掘立柱建物跡の㌘5を掘り込み，第9610964・965号住居に掘り込ま

れている。

規模と平面形　北西コーナー部から西壁の中央部にかけて第961・964号住居に掘り込まれているものの，長軸

2。83m，短軸2。55mの長方形と確認された。

主軸方向　N－100　－W

壁　壁高は1（ト25cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北東コーナー部から南部まで確認された。確認された壁の下を巡っている。上幅14～30cm，下幅5～8

撒，深さ6～10cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦であり，中央部から竃の前にかけて踏み固められている。

竃　北壁の中央部から北西コーナー寄りに，白色の砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部ま

で90cm，両袖部幅90cmである。天井部は崩落しており，竃土層断面図中，第2層が砂粒と粘土粒子を比較的多

く含んでいることから，崩落土層と考えられる。第3層は焼土粒子を中量含み，赤変していることから，火床

部と考えられる。火床部はわずかに赤変している。煙道は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1　にぷい褐色　砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　にぷい赤褐色　粘土粒子中量，焼土中ブロック・砂粒少量，ローム粒子・炭化粒子微量

3　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・砂粒少量，ローム粒子・焼土中ブロック微量
4　灰　褐　色　砂粒多量，粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　1か所。㌘1は径28cmの円形で，深さは14cmである。南壁際のほぼ中央部に位置することから，出入

り口施設に伴うピットと考えられる。

覆並　5層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考

えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子・砂粒微量
3　明褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
4　暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，砂粒微量
5　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片80点が出土している。第29図1の土師器饗は，

竃の火床面直上から，逆位でつぶれた状態で出土している。二

次焼成を受けており，支脚に転用されていたものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から6世紀後某から7世紀前葉

と考えられる。
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第30回　第960号住居跡実測図

第960号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第29図 整 A　lO．9体部一部欠損。平底。休部は球体口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石P41043　95％

1
土　師　器

B　16．1を里し，口緑部はわずかに内傾す縦位のヘラ削り後，ナデ。下端横橙色 PL204

C　　7．0 る。 位のヘラ削り。体部内面へラナデ

後，ナデ。

普通 支脚転用，二次

焼成，外面剥離

第961号住居跡（第31・32図）

位置　調査4区の西部，K8a9区。

重複関係　本跡が第959・960号住居跡を掘り込み，第964号住居・第54号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　南部を第964号住居に掘り込まれており，西部が調査区域外に位置するため遺構全体を調査す

ることができなかった。確認されたのは，東西3．30m，南北1．65mであり，方形または長方形と推測される。

主軸方向　N－7。－W

壁　壁高は40～42cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　確認された壁の下を巡っている。上幅20～28cJn，下幅6～10cm，深さ4～5cmで，断面形はU字形であ

る。

床　はば平坦であり，竃の前面を中心に踏み固められている。

竃　北壁の中央部を壁外へ30C皿はど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで

110C皿，両袖部幅92cmである。天井部は崩落しており，竃土層断面図中，第8・9・12層が粘土粒子・砂粒を

比較的多量に含んでいることから，崩落土層と考えられる。第11層は焼土粒子を中量に含み赤変していること

から，火床部と考えられる。煙道は，火床面から急な傾斜で立ち上がる。

－11：1－－



竃土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　にぷい赤褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
3　赤　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子・砂粒少量，粘土粒子微量
4　にぷい赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
5　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

6　陪　赤　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・砂粒微量

旦

」L

∴
＼∴、⊥∠′2

0　　　　　　　5cm

！　：　［

第31図　第961・964号住居跡実測図，第961号住居跡出土遺物実測図
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7　極暗赤褐色

8　にぷい褐色

9　暗　赤　褐　色

H　暗　赤　褐　色

は　極暗赤褐色
i2　灰　褐　色

廃土粒子き炭化粒子中鼠焼土中ブロックや廃土小プロ、ソグe炭化物の砂粒微量
砂粒中鼠　ローム粒子e粘土粒子少鼠　廃土粒子か炭化物微量
焼土粒子多量，ローム粒子も砂粒少量，炭化物微量
ローム車ブロックe廃土粒子少量夕　炭化粒子微量

廃土粒子車鼠　ローム粒子少鼠　炭化粒子さ粘土粒子・砂粒微量
粘土粒子ゆ砂粒多量，ロ…ム粒子微量

、　ノ　ー′　、　　　′　・、　　－　　‾′、ノ　ノ　．　　　・　．′　一　　　′ミ　　　′　　ラ　ー　　　！

′　　　　　　　　　　′　　　　　　＼　　　・　　　′　　　　　、、　ノ　　ー・；、　、　ノ　′　　‾　　′．、　　、

2とも規模と配置から主柱穴と考えられる。

′　　′　　　　　　　　　′－　　　′　′、／　　ノ　　　ー′　　　　　　　　　　　′　　ノ　　　　ノ　　　　　　ー　　　　　　　′

積と考えられる。

土層解説

i　にぷい褐色　ローム粒子か焼土粒子少量，炭化粒子や砂粒微量
2　赤　褐　色　ローム粒子の焼土粒子さ炭化粒子の砂粒少量

・　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　′ノ　′　　′．　′　　　′　二‘　　　．、　．　　′

ら出土している。2の土師器婆は芦　北西部の覆土下層から出土している。3の鎌はタ北東コーナー部の覆土下

層から出土している。

所鳳　時期は芦　出土遺物と重複関係から7世紀前薬から中葉と考えられる。

‥　‥‥　　′．　　　　一　ケ′∴′、‾

図版番号 器　穫 計測値玩扉

Il（（．針

器　形　の　特　徴

体部下位の破片。体部は外傾気味

手　法　の　特　徴

休部内面横位のヘラナデ後．ナデ、、

胎土の色調0焼成

砂粒・雲母

備　　　考

且 に立ち上がる。 ÷休部外面縦位と斜位のヘラ磨き㍉ 明赤褐色 5％

士　 師　 器 内面に輪積み痕． 普通

婆　　　 B （2，5）　底部から体部下端の破片。平底。 休部内面横位のヘラナデ軋　ナデ． 砂粒・霊母・長有 P lH）・h

2 C ［鋸り 「体部は外傾して立ち上がる。 体部外面斜位のへラ磨き。 にぷい橙色 5％

土　 師　 器 普通

．・′　　　′　　・′　　　′　ノ　く・

′．ハ　　く　　’‘　′こ　く、

規模藍平面形　北部及び西部が調査区域外に位置しているため全容は不明である。南北は。渕mで　東西は

・、′　　ノ′ノ、′ノ、　　′　′・　　　ノ・′　　　′　・ノ　ノ　ノ言上′　′工、ノノ言－■’′　ノ　ノ

主軸方向　N－11ロ　ーⅥ・7

－′　、　、、　　　′了．　′　　．

こ　′1ナノ、′′′・、・′　　／ノ　∴－′、J　　′，へノ′′　、　′　　　′：、、ノ　　ー・，　二　　つ

ある。

床　ほぼ平坦である。

・′　　∴′ノl　　　　：ノ　：、∴－ノ：－　；‥ノ　ノ・・ノ、・；川　′′言立．∴　∴∴、・‥　：＼㍉／∴、、∴！′・之

で　深さはcmである。規模と位置から主柱穴と考えられる。㌘2は，径32粗の円形でタ深さ17cmである。性

格は不明である。

覆豊　5層からなる。レンズ状の堆積状況からタ　自然堆積と考えられる。

…一　一持　一一一…－



土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

5　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片39点，撹乱により混入したとみられる須恵器片1点が出土している。第32図1の土師器杯は，

東壁際の覆土下層から正位で出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から6世紀後半と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト一一一一一一一十一1－‥」

第32図　第963号住居跡・出土遺物実測図

第963号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （C皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第 32 図 杯

土　 師　 器

A　 14．2 底部か ら口緑 部の破 片。 丸底。 体 口緑 部内 ・外面横 ナデ。休部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 4 05 05

1 B　　 4．1 部は内攣 して立ち上が り，ロ緑 部 ヘラ削 り後ナデ，内面 へラ磨 き。 橙色 4 0％

との境 に弱 い稜 を もつ。 内 ・外 面黒色処理。 普通 P L 20 4
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第964号住居跡（第31・33図）

位置　調査4区の西部，K8a9区。

重複関係　第960・961号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　南部から西部にかけて調査区域外に位置するため，遺構全体の調査ができなかった。確認され

た規模は東西軸が3．00m，南北軸が1．85mである。方形または長方形と推測される。

主軸方向　N－50　－W

壁　壁高は最大14cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　確認された北壁から東壁までの壁の下を巡っている。上幅14～24cm，下幅5～7。皿，深さ4～5。皿で，

断面形はU字形である。

床　はぼ平坦であり，竃の付近を中心に踏み固められている。

竃　北壁の中央部を壁外へ20cmはど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで95

C皿，両袖部幅98C皿である。天井部は崩落しており，竃土層断面図中，第2～5層が粘土粒子・砂粒を比較的多

く含んでいることから，崩落土層と考えられる。第6層は焼土粒子を中量含み，赤変していることから，火床

部と考えられる。煙道は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1黒　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　粘土粒子多量，砂粒中量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　にぷい褐色　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
4　暗　褐　色　粘土粒子多量，焼土粒子・粘土小ブロック・砂粒少量，ローム粒子・炭化粒子微量
5　極暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒中量，炭化粒子少量
6　極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

ピット1か所。Plは北東コーナーからやや中央寄りに位置し，径40cmの円形で，深さ55cmである。規模と

位置から，主柱穴の一つと考えられる。

覆土　3層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量
2　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量
3　暗褐色　ローム粒子中量

遺物　土師器片68点が，出土している。第33図1の土師器杯は，竃東袖端部の床面から，逆位で出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器と重複関係から7世紀後半と考えられる。

第33図　第964号住居跡出土遺物実測図

第964号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　5cm

！　：　－」

図版番号器　撞計測値（C血） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第33図 塔 A　lO．7 体部・口緑部一部欠損。丸底。体口縁部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・雲母 P41046

1

土　師　器

B　　3．9 部は内攣して立ち上がり，口緑部ヘラ削り後，ヘラナデ。内面へラにぷい褐色 95％

ほほほ直立する。 ナデ後，ナデ。内・外面黒色処理。普通 PL204

1　47－



第966号住居跡（第34図）

位置　調査4区の西部，K8bO区。

重複関係　北壁際から北東コーナー部にかけて，第965号住居に掘り込まれている。

規模と平面形　第965号住居に掘り込まれ　3分の2ほどが調査区域外に位置するため遺構全体の調査ができ

なかった。確認されたのは，東西2．49m，南北1．15mである。方形または長方形と推測される。

主軸方向　N－190　－W

壁　壁高は10～27C皿で，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁の下を巡っている。上幅20～26cm，下幅8～12cm，深さ6～9C皿で，断面形はU字形であ

る。

床　はば平坦であり，全体的に踏み固められている。

竃　北壁際は第965号住居に掘り込まれており，北壁際から竃の構築材の一部が残存しているだけである。

ピ、ソト　1か所。調査区域外にかかるため，Plは上端の半分しか確認できなかった。Plは上端径43cm，下

端径約14cmの円形で，深さ59cmである。規模と位置から主柱穴の一つと考えられる。

覆土　4層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量
2　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

遺物　土師器片1点が出土している。第34図1の椀は，竃跡の東側の床面から出土したものである。

所見　時期は，出土土器と重複関係から古墳時代後期と考えられる。

第34図　第966号住居跡・出土遺物実測図

第966号住居跡出土遺物観察表

10cm
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図版番号 券　 種 計測値（CⅡl） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　　 考

第34図 椀 A ［10．8］ 体部・ロ緑部一部欠損。平底。体 口緑部内・外面横ナデ。休部外面 砂粒・雲母 P 41048

1
土　 師　 器

B　　 7．6 部は内攣して立ち上がり，口緑部 横位のヘラ削り後，ヘラナデ。内 にぷい褐色 50％

C　　 6．6 は内傾する。 面へラナデ後，放射状のヘラ磨き。

内 ・外面黒色処理。

普通 P L 202

－48



第賎号住居跡（第35～37図）

位置　調査4区の西部タJ9C4区。

重複関係　第50651853854号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸9。射m，短軸9。35mの方形である。

主軸方向　N－11＿0　－W

壁　壁高は35～40cmで，外傾して立ち上がる。

壁満　全周している。規模は上幅15～41cm，下幅5～14cm，深さ約5cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦であり，中央部が特に踏み固められている。

憲　北壁の中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，煙道部の一部が第50号溝に掘り込まれているが，焚

口部から煙道部まで140cmと推定される。両袖部幅は150cmである。天井部は崩落しており，竃土層断面図中，

第5。11層が粘土粒子や砂粒を多く含むことから，崩落土層と考えられる。袖部は粘土粒子を多量に含んだ灰

褐色土で構築されている。火床部は，床面を20cmほど掘りくぼめた後，暗赤褐色土を貼り，造られている。火

床面はタ　火熱を受け赤変硬化している。

竃土層解説
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5

赤　黒　色　ローム粒子・焼土粒子も粘土粒子少量，焼土中ブロックも粘土小ブロック微量

暗　赤　灰　色　焼土粒子e粘土粒子中量，砂粒少量，炭化粒子微量
極暗赤褐色　粘土粒子8砂粒中量，焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・炭化粒子微量

灰
黒
褐　色　粘土粒子多量，砂粒中量，廃土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

褐　色　砂粒中量，焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量
にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子微量
黒　褐　色　砂粒中量，焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
暗　赤　褐　色　砂粒多量，焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子も炭化粒子微量
赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・砂粒中量，粘土粒子少量，炭化粒子微量

灰　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子を砂粒少量，ローム粒子・炭化粒子微量
暗　赤　褐　色　焼土粒子・砂粒中量，ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量
黒　褐　色　炭化粒子・砂粒少量，ローム粒子・焼土粒子も粘土粒子微量
黒　褐　色　粘土粒子中量，砂粒少量，炭化粒子微量

にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒中量，廃土粒子少量，炭化粒子微量
暗　赤　褐　色　焼土粒子・砂粒中量，粘土粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子微量
極　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローーム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量

暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，砂粒少量，炭化粒子・粘土粒子微量
赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
にぷい赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量，焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒微量
暗　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量
暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量
暗　褐　色　ローム粒子少量，砂粒微量

褐　　　　色　ローム粒子中量，廃土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
暗赤　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
灰　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子・砂粒微量

灰　褐　色　粘土粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子・砂粒微量
暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
にぷい褐色　粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子t砂粒微量
灰　褐　色　粘土粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子・砂粒微量
にぷい褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量

褐　　　　色　粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量

ピット　5か所（Pl～P5）。各コーナーから中央部寄りで確認されたPl～P4は，径74～94cmのほぼ円

形で，深さ51～93cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は南壁際の中央部に位置し，長径120

cm，短径78cmの楕円形で，深さ44cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

Pl～P5土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子少量ブ　焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

一一一一一一1－1491－一



5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
6　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロックq Eトーム小ブロック。炭化粒子微量
7　灰褐色　粘土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
8　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

9　黒褐色　焼土中ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
10　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
11極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
12　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

13　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
14　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
15　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
16　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
17　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

18　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

貯蔵穴　竃と東壁の中間のやや竃寄りで確認された。長径H cm　短径84粗の楕円形でタ　深さ約43cmである。

底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。

貯蔵穴土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

3　褐　色　ローム粒子多量

覆土16層からなる。レンズ状の堆積状況から，白然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
5　黒褐色　ローム粒子・廃土粒子e炭化粒子少量
6　黒褐色　ローム小ブロック0ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
7　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
8　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

9　暗褐色　ロ
10　暗褐色　ロ
は　極暗褐色　ロ
12　極暗褐色　ロ

13　極暗褐色　ロ
14　黒褐色　ロ
15　暗褐色　ロ
16　暗褐色　ロ

ーム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
－ム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量
－ム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
－ム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
－ム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

－ム粒子・炭化粒子少量
－ム中ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
－ム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片1742点，土製品上長（支脚），撹乱により混入したとみられる須恵器片36点，陶器片1点が出

土している。そのほとんどが覆土中層や上層から出土しており，本跡の廃絶後に投棄されたものと考えられる。

第36637図に示した土器はいずれも土師器である。1の杯は，南壁際の床面から出土した2片が接合したもの

である。2の杯は，南西コーナー部の覆土下層から出土した数片が接合したものである。3の杯は，西壁際か

ら中央部寄りの覆土下層から出土した数片が接合したものである。4の杯は，南東コーナー部の床面から出土

した2片が接合したものである。5の杯は，南西コーナー部の床面から正位で出土している。6の杯は，南西

コーナー部の覆土中層から出土している。7の杯は，竃東側の壁際の床面と貯蔵穴内から出土した2片が接合

したものである。8の杯は，南壁の中央部寄りの覆土中層から斜位で出土している。9の賓は，南西コーナー

部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。10の婆は，竃正面の床面から出土した破片が接合した

ものである。11の聾は，南西コーナー部の床面から出土した破片が接合したものである。12の聾は，中央部の

床面から横位で出土している。13の支脚は，南東コーナー部の覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から6世紀後半と考えられる。
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第35図　第968号住居跡実測図
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第36回　第968号住居跡出土遺物実測図（1）
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第37図　第968号住居跡出土遺物実測図（2）

第968号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　10cm
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図版番号券　種計測値（CⅡ1）　　　器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴　　　　 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第36図 杯 A　13．4 体部・口緑部一部欠損。丸底。休部口線部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石・P40506

1
土　師　器

B　　3．8 は内攣して立ち上がり，口緑部とヘラ削り後，ナデ。内面横ナデ。石英 90％

の境に弱い稜をもつ。口縁部は内

野する。

内面及び口緑部外面黒色処理。 にぷい赤褐色

普通

PL204

2

杯

土　師　器

B（4．4）体部・口緑部一部欠損。ロ緑端部ロ緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・石英 P40507

欠損。丸底。体部は内攣して立ちヘラ削り後，ナデ。内面横ナデ。にぷい黄橙色 90％

上がり，口緑部との境に稜をもつ。

口緑部は直立する。

内・外面黒色処理。 普通 PL204

3

杯

土　師　器

A　13．6 体部・口緑部一部欠損。丸底。休部口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石 P40508

B　　5．6 は内攣して立ち上がり，口緑部とのヘラ削り，内面横ナデ。内・外面にぷい橙色 85％

境に稜をもつ。口緑部は直立する。黒色処理。 普通 PL204

4

杯

土　師　器

A［14．8］底部からロ緑部の破片。丸底。体部ロ縁部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石・P40509

B　　7．4 は内攣して立ち上がり，口緑部とのヘラ削り後，ヘラ磨き。内面放射石英 80％

境に稜をもつ。口緑部は直立する。状のヘラ磨き。内・外面黒色処理。にぷい黄橙色，普通PL204

5

杯

土　師　器

A　14．4 休部・口緑部一部欠損。丸底。体部ロ緑部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・雲母・長石 P40510

B　　4．4 は内攣して立ち上がり，口緑部とのヘラ削り，内面横ナデ。内・外面にぷい橙色 80％

境に稜をもつ。口緑部は内攣する。黒色処理。 普通 PL204

6

杯

土　師　器

A［13．4］体部・ロ縁部一部欠損。丸底。体部口縁部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母 P40511

B　　4．6 は内野して立ち上がり，口緑部とのへラ削り後，ナデ。内面横ナデ。にぷい黄橙色 70％

境に稜をもつ。口縁部は直立する。内・外面黒色処理。 普通 PL204

7

杯

土　師　器

A　13．2 底部から口緑部の破片。丸底。体部口縁部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・雲母・石英 P40512

B（4．9）は内管して立ち上がり，口緑部とのヘラ削り後，ナデ。内面横ナデ。にぷい褐色 50％

境に稜をもつ。口緑部は内傾する。内・外面黒色処理。 普通 PL204

8

杯

土　師　器

A［14．3］底部から口緑部の破片。丸底。体部口縁部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母 P40513

B　　4．5 は内轡して立ち上がり，口緑部とヘラ削り後，ヘラ磨き。内面横ナにぷい黄橙色 50％

の境に弱い稜をもつ。口緑部は直

立する。

デ。内・外面黒色処理。 普通 PL204

9

嚢

土　師　器

A　22．7 体部・口緑部一部欠損。平底。体口緑部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・雲母・長石・P40514

B　32．6 部は倒卵形を呈し，頚部でくびれ，上位摩滅により調整不明。下位縦石英 80％

C　　9．0 口緑部は緩やかに外反する。 位のヘラ磨き，内面ナデ。 にぷい黄橙色，普通PL204

10

要

土　師　器

A　22．8 休部・口縁部一部欠損。平底。体口緑部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・雲母・長石・P40515

B　31．8 部は倒卵形を重し，頭部でくびれ，上位摩滅により調整不明。下位縦石英 70％

C　　8．0 口緑部は媛やかに外反する。 位のヘラ磨き，内面へラナデ。 にぷい橙色，普通 PL204
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図版番号　 券　 種 桓 測倦 （cm）！　 器 形 の 特 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 。色調 瀾 或 「 満＋ 考

第 36 図　　　 登　　　 A　 22．6　 体部 も目線 部一部欠損。平底。体 目線部内 ・外 面構ナデ㍉休部外面 砂粒 ・雲母 ・長有 ・ P l揖 1（i

l　　　　　　　　 H　 黒．　 部は倒坤 彬を 呈し，目線 部は外反 ヘ ラ磨 き，内面へラナデ∴ 石英　　　　　　　　 70％

土　 師　 器　 C　 9．0　 する。 にぷい橙色，普通　　 P L 黒目

第 37 図　　　 嚢　　　 A　 ユ3．9　 底部か ら打線部 の破 片。丸底。体 目線部 内 ・外面横ナデ∴休部外面 砂粒 ・雲母 ・長有 ・ P JO 5 17

は　　　　　　　　 0　 川．「　 部 は球 彬を皇 し，頭部 で くびれ， 十位 横ナデ，下位へ ラ削 ；「 内面 右奥 ・小礫　　　　　 80％

［土　 師　 器　　　　 打線部 は外反す る0 ヘ ラナデ㍉ にぷい亜橙色，普通

図版番号　 器　　 種
計　　　 測　　　 値

特　　　　　　 徴 胎　 千　　　 色　 調 備　　　　 考
長さk m） 径　 k m） 重量 ね ）

第芳図は　十製支 脚 （15e郎　 恒 や9 し86寸．0十 裾部がわずかに広がる円柱状㍉ 砂粒 ・長有 ・中條，にぷい褐色 り㌘40503　 P L 219

、′、h　　　　　　　言、、く：

位置　調査　区の西部　監鮎区。

′　、1一　　　　　　　′　：．　　′、く・′′　′　　．′　　　′　．l　’　一、－・′　．　　∴・・、，、、・　三　‾′

る。

主軸方向　N－（）0　－∴W

壁　壁高は8～錮臓で芦　外傾して立ち上がる。

r一　′、ノ　′・′　　ノ　　〝、　　′′　　　‥、ノ′　・・　　′、工　　′　ノ、′　′ノー　を′、．′十一・）

る。

床　ほぼ平坦であり，全体的に踏み固められている。

憲　北壁の中央部を壁外へ20cmほど掘り込み芦砂質粘土で構築されている。規模は，焚田部から煙道部まで

臓¢n　両袖部幅且蟻cmである。竃土層断面図中　第　の　層は焼土粒子を多量に含み赤変硬化していることか

らタ　火床部と考えられる。煙道は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がる。

憲土層解説

ユ　赤　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子少量，砂粒微量
2　暗赤褐色　廃土粒子多量，焼土中ブロック少量，炭化粒子0砂粒微量
3　極暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量夕　焼土中ブロック少量
4　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量
5　暗赤褐色　焼土粒子多量才　焼土中ブロックや炭化粒子少量
6　極暗赤褐色　廃土粒子・炭化粒子中量

7　赤　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子中量
8　暗赤褐色　廃土粒子8炭化粒子少量，焼土中ブロック微量

－　　　　　′′′　　、へ　　　／く　′・′　1．1）十．．′二　′′二′・∴’∴：）：′、・、、′．冥、、′∴　′一　言一一

深さ53～6鮎料である。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置する㌘　は　長径鍼cm　短

径猶cmの楕円形で　深さ摘臓である。位置的に出入りロ施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵究　竃東側の北壁際から検出された。長軸78撒夕短軸伽細の隅丸台形で，深さ26臓である。

貯蔵穴土層解説

1暗赤褐色　廃土粒子中豊，炭化粒子少量，ローム小ブロック0ローム粒子〃炭化物微量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量

3　－褐　　　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子0炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物微量
5　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片5点が，出土している。第38図1の婆は，竃内から出土した破片が接合したものである。

所農　本跡は床面の一部が露出した状況で検出されたため，覆土の堆積状況は確認できなかった。時期はタ　出

土土器の傾向と住居跡の形態から6世紀後半と考えられる。

・、一一一一一一一Ml－…一一・一
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第38図　第969号住居跡・出土遺物実測図

第969号住居跡出土遺物観察表

芸事仁

王闇二
0 2m

L＿＿＿⊥」＿＿」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第38図整B（8．5）底部から体部下位の破片。平底。体部内面横位のヘラナデ後，ナデ。砂粒・小礫・長石P41050
1

土　師　器

C［9，9］体部は外傾して立ち上がる。体部外面斜位のヘラ磨き。赤褐色

普通

5％

内面一部剥離

ー55－



第那号住居跡　第渕図）

位置　調査　区の西部汐　形甑区。

重複関係　竃の煙道部から北コーナー部までを第鮮号住居に　東コーナー部を第氾号溝に掘　込まれている。

．、　　’　、　　　、　　　　　′、．三、　′・

主軸方向　N－280　－W

壁　確認された壁の高さは器～渕cmで　外傾して立ち上がる。

‥　′　∴　　　　　　　一′　　　　′　　ノ　′．：l　．∴　　．　　　　　　　‾　　′　　　　　　　　　　＿、

．1　　言、　＿　　　′　　　、　　・　　　′　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

で，断面形はU字形である。

、　　　＼　　　　　　　　　　′　　　　　　′．′　　　　　　　　　　　　　　　　　′

憲　北西壁の中央部に付設されている。第野号住居に煙道部から北東袖部までを掘り込まれているため芦　規

模は不明である。竜王層断面図中　第　層は焼土粒子を中量含み　赤変硬化していることから　火床部と考え

られる。

憲土層解説

且　灰　褐　色　砂粒中豊，ローム粒子の焼土粒子を粘土粒子少量，炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　灰　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロックe焼土粒子の炭化粒子微量
4　にぷい赤褐色　ローム粒子針鼠　砂粒少量　廃土粒子。炭化粒子さ粘土粒子微量

5　灰　褐　色　砂粒中農，ロ…ム粒子や廃土粒子も粘土粒子少量き　炭化粒子微量
6　にぷい赤褐色　ローム粒子6廃土粒子少量ブ　ローム小ブロックや炭化粒子微量
7　にぷい赤褐色　粘土粒子軒鼠　ローム粒子e焼土粒子少量夕　炭化粒子p砂粒微量
8　暗赤褐　色　ローム粒子e焼土粒子を炭化粒子少量，ローム小ブロックも砂粒微量
9　極暗赤褐色　焼土粒子中農，ローム粒子が廃土小ブロック8炭化粒子少量ブ　焼土中ブロック8粘土小ブロック微量

摘　極暗赤褐色　焼土粒子多量夕　砂粒中量夕　粘土粒子少鼠　ローム粒子の炭化粒子微量
ii　暗赤　褐色　ローム粒子も焼土粒子少豊予　ローム車ブロックか炭化粒子微量

l J　　、　′　　　　　　　　；∴二、・・′′　　　′　　　　　　　′　・　；ノ　　　′　′　　　′

′　′　　′　J′　－　′　　　′、　－′　′、　！　　　　　　ノ　　′　　ノ、　－　′　　I　　・・

・′　　　．′ノ′、・　J　　、　ノ　、′ノ　　　　　　　　　’　Iノ　　　′　　　　′　　　　　　　　　′

られる。

覆達　6層からなる。レンズ状の堆積状況から汐　自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒　褐　色　炭化粒子中量グ　ロ…ム小ブロックをローム粒子少量
2　暗褐色　ロ…ム粒子中量，ローム小ブロック8炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロックの炭化粒子微量
4　極　暗　褐　色　ローム粒子の炭化粒子少量

5　褐　色　ローム粒子中農，ローム車ブロック少量
6　暗褐色　ローム粒子少墨㍉　Eト∴左太ブロックを炭化粒子微量

遺物　土師器片飢息　灰粕陶器片　点が出土している。第39図五～5は芦　すべて土師器である。鼠の杯は芦

竃北西側の床面から連位でつぶれた状態で出土している。2の高杯は撃南東壁際の覆土下層から出土している。

′∴・′、　′・ノ　′　　　′′　′　　、′一　　　　，　　ニ　　　　′′′′　　ノ　　　　　　‥　′　′∴、　　′

のである。5の婆は芦　北部の床面と東部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。灰粕陶器は細片

で芦　撹乱により混入したものと考えられる。

所魔　寒路の時期はタ　出土土器と重複関係から6世紀後半と考えられる。

一一一　5（う　…
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第39図　第970号住居跡・出土遺物実測図
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第鮮　号住居跡出土遺物観察衷

図版番号 器　 種 計測倦 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎十 ・色調 ・焼成 I備　　　　 考

第 3 9 図 杯

土　 師　 器

A　 12．8 底部 ・体部 ・＝縁部一部 欠損㍉　平 ＝縁部 内 ・外面 横ナデ√休部外面 砂粒 ・長右 P 射 05 1　 95％

1 B　　 4．4 底。体部 は内攣 して立 ち上が り， ヘ ラ削 り。 内面へ ラナデ胤　 ナデ。 にぷい褐色 P L 20 4

C　　 6．0 目線部 はわずか に内傾す る∴ 底部木葉痕∴　内 ・外面黒色処理√ 普通 内 ・外面剥離

2

高　　　 林

士　 帥　 器

B （6．6） 脚部の破片。脚部 はラッパ状に開 脚部外面縦位のヘ ラ削 り後，ナデ。 砂 粒
i P 棚 5 2

0　日0．3］ く。裾部 は外反す る。 内面横位のヘ ラ削 り∵　裾部内 ・外 灰 黄褐色 30％

面櫨ナデ÷　内 ・外面黒色処理∵ 普通 P L 20 5

3

高　　　 塔

士　 師　 器

B （3．2） 脚部の破片。裾部一部欠損。脚部 ㈲部 ・裾部外面へラ削 り後，ヘラ磨 砂 粒 P ll O5 3

0　 10．9 はラッパ状 に開 く。 き∴　脚部内面へラ削 り㍉裾部内面積 にぷい褐色 2 0％

位のヘ ラ磨 き㍉　内 ・外面黒色処理㍉ 普通 P L 2 05

4

てこ圭ご箋E

土　 師　 器

A　　 6．2 底部 ・休部 ・目線部一部 欠損∴　平 ＝縁部内 ・外面横ナデ㍉体部外面 砂粒 ・長石 ・石英 P 4 10ふ1

B　 12．2 底。体部はやや扁平な球形を皇 し， 中位以上へ ラナデ後，輪積み痕を にぷい橙色 5 0％

C ［6．6］ 目線部は短 く直立する。 残 すナデ。下位縦位のヘラ削 り。

内面へ ラナデ後，指頭 痕を残 すナ

デ。内面に輪積み痕 。

普通 P L 2 0∴1

5

婆

土　 師　 器

Å 〔15」］ 休部か ら＝縁 部にかけての破 片㍉ 目線 部内 ・外 面構ナデ㍉　休部外面 砂粒 ・小礫 ・雲母 ・ P 4 10 55

B （12．7） 休部は内攣 して立ち上が り，＝縁 横位 のヘラ削 年　 内面へラナデ後， 長石， にぷい黄橙色 3 0％

部は外 反する。 輪積 み痕 を残 すナデ。 普通 P L 2 04

∴一‾　∴＼　∴．∴ノー′′く：

位置　調査　区の西部汐　形e区。

重複関係　第5両封帯に掘ll′）込まれている。

規模と平面形　北部及び西部が調査区域外に位置しているため全容は不明である。南北は3言は111，東西は3．2t）

mだけが確認できた。南東コ上…ナ一部が直角であることからタ　方形または長方形と推定される。

主軸方向　N一つ80　－H欄－W

堂　壁高は4の～44cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認できた壁下に巡一）ている。規模は上幅2（1ト35cm，下幅5へ主うcm，深さ約4cmで，断面形はU字形で

ある。

床　ほぼ平坦である。

ぽうつ卜＋2か所（㌘i e㌘2）。㌘1は南東コーナーから中央部寄りに位置しタ　長径45cm，短径32cmの楕円形

で，深さ48cmである。規模と位置から主柱穴と考えられる。P2は長径78cIll，短径47clnの楕円形で，深さ2（うcnl

である。性格は不明である。

覆土　5層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子も炭化粒子少量
2　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子．炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

5・黒褐色　ロ…ム粒子少量

遺物　土師器片3点が出土している。第40図1の土師器杯は，東壁から中央部寄りの床面直上から正位で出土

している。2の土師器杯は，南壁際の覆土下層から正位で出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から7世紀前半と考えられる。

l、一一・一一・58　－1－llll



④

4

∈∈召
第40図　第971号住居跡・出土遺物実測図

第971号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿　」

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l i l

図版番号券　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　考

第40図杯A　ll．5口緑部一部欠損。丸底。体部は内口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・石英P40518

1
土　師　器

B　　4．7管して立ち上がり，口緑部との境へラ削り後，ヘラナデ。内面放射にぷい橙色95％

に稜をもつ。口緑部は直立する。状のヘラ磨き。外面及び口緑部内

面黒色処理。

普通PL204

2

杯

土　師　器

A［11．7］底部から口緑部の破片。丸底。体部口緑部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・雲母・赤色粒P40519

B　　4．0は内野して立ち上がり，口緑部とのヘラ削り後，ナデ。内面横ナデ。子15％

境に稜をもつ。口緑部は直立する。 にぷい黄橙色，普通PL205

第972号住居跡（第41・42図）

位置　調査4区の西部，J9f2区。

重複関係　第970号住居跡を掘り込み，第973号住居，第50・51・54号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　北西コーナー部は，調査区域外のため調査することができなかった。長軸7．62m，短軸6．63m

の長方形である。

主軸方向　N－170　－W

壁　竃東側の北壁を第5「54号溝に，竃西側の北壁を第50号溝に掘り込まれている。確認された壁高は20～72

cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　確認された壁の下を巡っており，全周していると推定できる。上幅20～30C皿，下幅8～14cm，深さ約10

cmで，断面形はU字形である。

床　第973号住居に掘り込まれているものの，残存部分ははぼ平坦であり，全体的に踏み固められている。

竃　北壁の中央部を壁外へ35cmはど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで

136cm，両袖部幅148cmである。天井部は崩落しており，竃土層断面図中，第2～4・9層が粘土粒子・砂粒を

－59



比較的多量に含んでいることから芦崩落士層と考えられる。袖部の内側は炎熱を受けて赤変している。第摘層

は廃土粒子を多量に含み赤愛していることからタ火床部と考えられる。火床部はタ床面を皿状に掘りくぼめて

いる0袖部の構築は夕立層断面からみると芦一部掘り残したハードロームの地山を基礎にしてタ構築材を重ね

るように積み上げて袖部を構築したと考えられる○構築翻意　断面土層車の第2～頴層からわかるよ　に　礫

が少量混じった山砂と粘土を中心柳こしてタローム土を適量混ぜている。煙道は学外儀したのち急な傾斜で立

ち上がる。

竃土層解説

1暗　褐　色lト∴粒千・鳩目J亘・炭化粒J’・・砂粒微量

2　褐　　　色　粘土粒子多鼠廃土粒子や砂粒中鼠礫少鼠廃土小ブロックか炭化粒子微量
3　褐　　　色　廃土粒子の粘土粒子0砂粒少鼠　ローム粒子・炭化粒子微量
4　暗赤褐色　廃土粒子多鼠炭化粒子車鼠砂粒少鼠　ローム粒子微量
5　篠路赤褐色　廃土粒子∵炭化粒子中量，炭化材微量

6　にぷい赤褐色　廃土粒子・粘土粒子中農廃土小ブロックも炭化粒子少量
7　極暗赤褐色　廃土粒子∵炭化粒子中量，炭化材少量

8　褐　　　色　粘土粒子中鼠炭化粒子の砂粒微量

9　灰　褐　色　粘土粒子e砂粒中鼠焼土粒子少鼠　ローム粒子も炭化粒子微量
相　宿赤褐色　焼土粒子あ炭化粒子中鼠　ローム粒子少鼠砂粒微量
11赤　褐　色　埴土粒子中乱　しト∴粒子少量，炭化粒子・砂粒微量
12　にぷい赤褐色　粘土粒子中農廃土粒子や砂粒少鼠炭化粒子微量
13　赤　褐　色　焼土粒子は炭化粒子少鼠焼土中ブロックゎ砂粒微量
且4　暗赤褐色　焼土粒子多鼠炭化粒子少鼠砂粒微量
路　暗赤褐色　焼土粒子∵炭化粒子中量芦砂粒微量

16　赤　褐　色　焼土粒子も砂粒車鼠粘土粒子少鼠炭化粒子微量
膵　極暗赤褐色　廃土粒子中鼠炭化粒子も砂粒少鼠焼土中ブロック微量

摘　極暗赤褐色　焼土粒子多鼠炭化粒子車鼠廃土小ブロックや炭化物0砂粒少鼠粘土粒子微量
ヱ9　にぷい赤褐色　粘土粒子中農焼土粒子や砂粒少鼠焼土中ブロックの焼土中ブロック・炭化粒子微量
20　極暗赤褐色　焼土粒子も炭化粒子中農焼土中ブロックも炭化物少鼠砂粒微量
21暗赤褐色　焼土粒子中鼠廃土小ブロック・炭化粒子少鼠砂粒微量
22　暗　褐　色　ローム粒子も焼土粒子も砂粒微量
23　にぷい褐色　粘土粒子車鼠　砂粒少鼠　焼土粒子微量

24　にぷい赤褐色　粘土粒子も砂粒少鼠　ローム粒子・廃土粒子や炭化粒子微量
25　灰　褐　色　粘土粒子多鼠砂粒少鼠焼土粒子の炭化粒子微量
26　極暗褐色　ローム粒子少鼠焼土中ブロック・焼土粒子の炭化粒子e砂粒微量
27　にぷい赤褐色　焼土粒子中鼠砂粒少鼠粘土粒子微量

28　暗　褐　色　ローム粒子中農砂粒少鼠ローム小ブロックや焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
29　暗赤褐色　焼土粒子中農　ローム粒子少鼠炭化粒子微量

30　暗　褐　色　ローム粒子車鼠　ローム中ブロック・ローム小ブロック∵焼土粒子微量
31灰　褐　色　粘土粒子中鼠　焼土粒子0砂粒少量

、′こら・－ノ・　二、、′ト、ノ　∫lノ　′いノ、ノ、）ノ、ふ二十一′右．ト　′ノ∴′　　∴　′・く1こ、′」′∴・ノ′∴

形でタ深さ55～75cmである0規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置する欝　は長径鋸cm芦

短径錮粗の楕僧形でテその中に深さ錆の粥の舶臓の小ピットがほば南北に並んで検出された。㌘6は径30cmの

つ‾　′′二・一　′′　　′　　′：　′㍉ノ′　′　　　一；′　′・ノ　．　′て．ノノ言、へ　㍉∵　′

際に沿って芦並ぶように位置している0規模は径8cm～22雌のほぼ円形芦深さは浅いもので3撒憶どで㌧ほと

んどのものが摘～錮cmである。位置と配置から壁柱穴と考えられる。

覆遭　7層からなる。レンズ状の堆積状況からタ　自然堆積と考えられる。

土層解説

ま　極暗褐色　ローム小ブロック中鼠　ローム粒子少鼠廃土粒子e炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子車鼠炭化粒子少量，ローム車ブロックぁ焼土粒子微量
3　灰褐色　ローム小ブロックもローム粒子少量芦ローム太ブロックeローム車ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子中量ブローム小ブロック少量，ローム太ブロックeローム車ブロック・焼土粒子0炭化物ゆ炭化粒子微量
5　黒褐色　ローム小ブロックのローム粒子少量，焼土中ブロックe廃土粒子。炭化粒子微量

6　暗褐色　ローム粒子中農ローム小ブロック・炭化粒子少鼠焼土粒子0炭化物・粘土粒子・砂粒微量
7　黒褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック・炭化粒子微量

遺物　土師器鋸86娩須恵器片3娘も土製品3点（支脚片）鉄器　点　鋤先主石製品3点（白玉上鉄浮

上点　陶器片　点が出土している。第射図1の土師器杯片は，北東部の覆土下層から出土している。2の土師

器杯片は，南東コーナー部の床面から出土している。3の須恵器杯蓋片はタ北東部の覆土中層から出土してい

一一、一一一一一つう0　－－－－－－－－－－



る。4の鋤先は，北西部の覆土下層から出土している。5の臼玉は南西部の覆土中から，6の臼玉は北西部壁

溝の床面から，7の臼玉は北西部の覆土中から出土している。支脚片は破損した小片である。鉄樺は小片で，

覆土中から出土している。陶器片は，撹乱により混入したものと考えられる。出土した土器片の多くは，土師

器嚢の破片で，多くが覆土上・中層から出土している。耕作等による撹乱及び流れ込みにより混入したものと

考えられる。

所見　時期は，出土土器から6世紀後薬から7世紀前葉と考えられる。

第41図　第972・973号住居跡；実測図
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第42図　第972・973号住居跡実測図，第972号住居跡出土遺物実測図

第972号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 4 2 図 巧こ A ［13．4］ 休部か ら口緑 部にかけての破片 。

立

ロ緑 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母

灰褐色

P 41 05 6

30％

1
土　 師　 器

B （4．2） 体郡は内督 して止ち上 が り，ロ緑

部 との境 に明確 な稜 を もつ。ロ緑

部はほぼ直立する。

ヘフ削 り後，ヘフナァ。内面へ フ

ナデ後 ，ナデ。

火

普通

O

P L 20 5

2

杯 A ［13．2］ 底 部か ら口緑 部にかけての破 片。 ロ緑 部内 ・外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 P 41 05 7

B　　 4．3 丸底 。体 部は内野 して立 ち上が り， ヘラ削 り後，ヘラナデ。内面へ ラ にぷい黄褐色 30％

土　 師　 器 ロ緑 部 との境 に明確 な稜 を もつ。

口緑 部はやや内傾 する。

ナデ後 ，ナデ。 普通 P L 20 5

3

杯　　　 蓋 A ［9．2］ 天井部か ら口緑 部かけての破 片。 内 ・外 面ロクロナデ。 砂粒 ・長石 P 41 05 8

B　　 3．0 天井部か ら口緑 部にかけて ドーム 灰色 30％

須　 恵　 器 状 を呈 している。 普通 P L 20 5

図版番号 器　　 種

計　　　　　 測　　　　　 値
材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　　　　 考

全長 （cm） 刃幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第 42 図 4 鋤　　　 先 13．0 3．0 0．8 （59．3） 鉄 着柄部一郭欠損。身 （着装部）の差込式。 M 4 10 04　 90％　 P L 22 0

ー62



図版番号　 器
穫 径 玩 打酎 蒜 転用孟 ね 石 質　 特　　 徴　　 備　 考

第七図う　自 玉　 の且　　 6日 IeO　　 e油　 蛇紋岩　 離 な闊 形。衷輔 ちか。酎 －プ灰色　 Q 射拗5 摘 ％ P L霊l

6　　　 日 玉　 もの　　 せ中　 87　 0邦　 蛇紋岩 扁平な欄 形0 表面滑らか0 黒色　 i Q繍 瞞 摘 ％ P L忽且

丁　　　 目 王　 の温　　 0日　 を7　 0飢　 い骨 石 扁平な用 堅 旦 墜　　　　 恒 酢 閥％　 P L 窓鼠

第野号鍾腰掛　第姐の職を舶囲う

ノ　　　　　　　　　　、′　　　　　、

∴　　′　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　ノ・　　　　　　　・　　′

、　　　　　　　　・．　　　、ノ　　　　　　′・・

董卓ぬ方向　N…温風0　…W

壁　壁高は摘～郡臓で　外儀して立ち上がる。

‾　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　′　　　　　’、　・プ′ノ・・′

床　ほぼ平坦であ勘　全体的に踏み固められている。

、′　　　′　′　　′　　　　　　　′　　　ノ　　′∴．

′　　　　　　　　　　　　　　′’・；・：．、く　　　　　　　　∴　′．′・　′　　′

焼土粒子0焼並小プロッタ0炭化粒子を比較的多　含む第摘層の上面が　火床面と考えられる。火床面のほぼ

中転に破損した支脚の下部が遺存している。第　0　層は炭化物の炭化粒子を比較的多　含んでいることから撃

煙道に堆積したま層と推定される。煙道は男　鹿床面から外傾して立ち上がる。

憲土層解説

l　にぷい褐色　粘土粒子中鼠砂粒も焼土粒子の炭化粒子少鼠　ローム粒子。炭化材げ炭化物微量
2　褐　　　色　粘土粒子ず砂粒中農　焼土粒子少量，炭化粒子教義

3　褐　　　色　粘土粒子車鼠砂粒少量もローム粒子や焼土中ブロック∵廃土粒子微量
4　にぷい赤褐色　焼土中ブロック0炭化物少量夕炭化粒子0粘土粒子の砂粒徴選
5　酪赤褐色　焼土粒子や炭化粒子車鼠炭化物少鼠　砂粒微量

6　極暗赤褐色　炭化物車鼠焼土粒子∵炭化粒子少農，粘土粒子や砂粒微量
7　暗赤褐色　廃土小ブロックさ焼土粒子の炭化物中農炭化粒子少量
呂　にぷい褐色　粘土粒子多量診　廃土粒子も炭化粒子徴量
り　裾　　　　邑Iト∴粒戸出㍑　焼‖Jつ‾・つ封ヒ粒十微量
摘　暗赤褐色　廃土粒子e炭化粒子中鼠　焼土中ブロック少農
は　暗　褐　色　ローム粒子中鼠　焼土粒子e炭化粒子少量

12　褐　　　色　焼土粒子が炭化粒子ゆ粘土粒子少豊ク　ローム粒子も砂粒教農
相　にぷい赤褐色　焼土粒子車鼠炭化粒子も粘土粒子を砂粒微量

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ・　′、　　　．

、、’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′ノ′、′ノ　　壬　，、．，′

であ桁位置的に出丸　田施設に伴　ピットと考えられる。欝　は径膵cmの円形で言深さⅢ臓である。㌘7は

′　′　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　J　　　　　一　　　　′　　　　　　　　　　′＼ノ′　ノ

′　　　　ノ　　　ノ　　　′・′　　　　　　　・　．・こ　　　ご　′、′ノ　バ′　一・二　．∴

28雌である。規模と位置から補助柱穴と考えられる。

′　　　　　　　　　　　　′　、′　　′　　　′　　　・・　　　′

土層解説

1黒褐色l‾トー∴粒戸レ品　焼上粒丁一・歳化物・炭化粒子微量

2　極暗褐色　ローム小ブロック中鼠　ローム粒子p焼土粒子・炭化物0炭化粒子少量，ローム中ブロック微量
3　暗褐色　ローム小ブロック6焼土粒子∵炭化粒子中量，ロ…ム太ブロックぜロームやブロックサローム粒子少鼠焼土中ブロック微量

（買　…



遺物　土師器片199点，須恵器片2点，土製品1点（管状土錘），石製品1点（臼玉），炭化種子1点が出土し

ている。第43・44図の1～7は，すべて土師器である。1の杯は，P5付近の覆土下層から逆位で出土してい

る。2の杯は，竃東側の覆土下層から出土した破片と南東コーナー部壁際の覆土下層から出土した破片が接合

したものである。3の杯は，南東部の床面から出土した破片と南東部と南西部の覆土中から出土した破片が接

合したものである。4の杯は，竃東側の覆土下層から出土している。5の聾は，竃南側の覆土下層から出土し

た破片と中央部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。6の賓は，竃西側の床面から出土した破

片と北東コーナー部の壁際の覆土下層から出土した破片が接合したものである。7の嚢は，竃東側の床面から

集中して出土した破片が接合したものである。8の管状土錘は，北西コーナー部の覆土下層から出土している。

9の臼玉は，北東部の覆土下層から出土している。山桃の種子と考えられる炭化種子は，割れた状況で出土し

ている。須恵器片は，寮の体部の細片で，撹乱により混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から7世紀前葉から中葉と考えられる。

第43回　第973号住居跡出土遺物実測図（1）

0　　　　　　　10cm
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0　　　　　　10cm

』二二二謹二二二＝』

第幽閉　第973号住居跡出土遺物実測図（2）

第973号住居跡出土遺物観察表

◎

0　　　2cm

』達＝』

0　　1cm

』二転＝＝＝＝』

図版 番号 器　　 種 計測 値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴

i

手　 法　 の　 特　 徴

i
胎 土 ・色 誘巨 焼 成 備　　　 考

第 43 図 杯 A　 l l．5 目線 部 一 部 欠 損 。 丸 底 。 体 部 は 内 日録 部 内 ・外 面 横 ナ デ。 体 部 外 面 砂 粒 ・赤 色 粒 子 P 4 10 60

1

土　 師　 器

B　　 4 ．4 攣 して 立 ち 上 が り， 目線 部 はわ ず へ ラ削 り。 内面 へ ラ ナデ後 ，ナデ 。 明 赤 褐 色 9 5 ％

か に 内 傾 す る 。 内 ・外 面 黒 色 処 理 。 普 通 P L 2 05

2

ま不 A　 ll ．2 底 部 か ら日録 部 に か けて 一部 欠損。 目 線 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 砂粒 ・長石 ・赤 色 粒 P 4 106 1 ， 7 0 ％

土　 師　 器

B　　 4．4 丸 底 。 体 部 は 内 攣 して立 ち上が り， ヘ ラ削 り。 内 面 へ ラ ナ デ後 ，ナデ。 子 ， に ぷ い赤 褐 色 P L 20 5
口綾 部 は緩 や か に外 反 す る 。 外 面 黒色 処 理 。 普 通 外 面 砥 石 転 用 痕

3

林 A　 12．4 底 部 か ら 目線 部 に か け て の破 片 。 目線 部 内 ・外 面横 ナ デ。 体 部外 面 砂 粒 ・赤 色 粒 子 P 4 1 062

土　 師　 器

B　　 3．7 丸 底 。 体 部 は内 攣 して立 ち上 が り， ヘ ラ 削 り。 内面 へ ラ ナデ観 ナ デ。 にぷ い橙 色 6 0 ％

日 録 部 との 境 に稜 を もつ 。 目線 部

は わ ず か に 内 傾 す る。

内 e 外 面 黒 色 処 理 。 普 通 P L 2 05

4

杯 A　 ll ．6 体 部 か ら目線 部 に か け て の 破 片 。 目 線 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 砂 粒 ・雲 母 ・赤色 凝 P 4 10 63

土　 師　 器

B （ 3 ．8） 丸底 。体 部 は 内 攣 して立 ち上が り， へ ラ削 り。 内 面 へ ラ ナ デ 後 ， 輪 積 子 ， 橙 色 30 ％

目線 部 は わ ず か に 内傾 す る 。 み 痕 を 残 す ナ デ 。 輪積 み 痕 。 普 通 P L 20 5

5

嚢 A　 19．1 底 部 ・体 部 ・口緑 部 の 一 部 欠損 。 日録 部 内 ・外 面横 ナ デ。 体 部外 面 砂 粒 ・小礫 ・雲 母 P 41 064

土　 師　 器

B　 3 1．6 平 底 。 体 部 はや や 長 胴 化 した倒 卵 縦 位 の ヘ ラ磨 き。 内面へ ラナデ後 ， 橙 色 8 0 ％

C　　 5 ．7 形 を皇 し， 頚 部 で くび れ ， 目線 部

は 外 反 す る 。

輪 積 み 痕 を残 す ナ デ。 普 通 P L 2 05

6

嚢 A ［22 ．7］ 底 部 か ら日録 部 に か け て の 破 片 。 目 線 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 砂 粒 ・長 石 ・赤 色粒 P 4 10 65

土　 師　 器

B　 3 4 ．2 平底 。体 部 は 倒 卵 形 を 皇 し， 目 線 上 半 ナ デ ， 下 半 縦 位 の へ ラ磨 き。 子 ， に ぷ い橙 色 30 ％

C　　 9．0 部 は外 反 す る 。 端 部 は 外 上 方 へ わ

ず か につ ま み上 げ られ て い る 。

内 面 へ ラナ デ 後 ， ナ デ 。 普 通 P L 20 5

第 44 図 嚢 A ［28 ．8 ］ 体 部 下 位 か ら 日録 部 に か け て の破 目線 部 内 ・外 面 横 ナ デ。 体 部外 面 砂 粒 ・小 礫 ・雲 母 P 4 106 6

7
土　 師　 器

B （30 ．4 ） 片 。 体 部 は倒 卵 形 を皇 し， 目線 部 ナ デ， 下 位 縦 位 のヘ ラ磨 き。 内面 灰 褐 色 4 0 ％

は外 反 す る。 端 部 は外 方 へ わず か

に つ まみ 出 され て い る。

ヘ ラ ナ デ後 ， 指 頭 痕 を残 す ナ デ。

内 面 に輪 積 み 痕 。

普 通 P L 2 05

図版番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 ！ 特　 徴

胎 士 ・色 調 備　　　　 考
径 （cIn） 長　 さ （cm ） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第 4 4 図 8 管 状 土 錘 1．3 2．7 0．3 3．7 円筒形 ，ナデ。 砂粒 ，暗褐色 D P 4 10 05 10 0％　 P L 2 19

・一一一一一1－1一一一一65　－－－－－1－



図版番号 器　　 種

計　　 測　　 値＋ 上 欄

特　　　　　　　 徴 備　　　　　 考

径 （cm） 口径 （cm） 厚さ（cm） 重量 （g）

第44図9 白　　　 玉 1．4 0．3
恒 ・中 ・2　 滑 石 扁平な隅丸方形．表面凸帖 灰色∵ ヨQ 射008 100％　 P L 221

第野号住居跡（第45。46図）

位置　調査4区の西部，J9机区。

重複関係　西コーナー部を第965号住居にタ　東部を第975号住居の第755号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸5。65m，短軸5。23mの方形である。

主軸方向　N－300　－W

壁　確認された壁高は最大25雌で，外傾して立ち上がる。

壁溝　南東壁の一部を除いて，壁の下を巡っている。上幅12～25cm汐下幅5～9撒，深さ5～9粗で，断面形

はU字形である。

床　ほぼ平坦であり，全体的に踏み固められている。

憲　北西壁の中央部を壁外へ撮mほど掘り込み芦砂質粘土で構築されている。規模は，焚四部から煙道部まで

持。m　両袖部幅113cmである。天井部は崩落しており，竃土層断面図中，第2～6層が粘土粒子を砂粒を比較

的多く含んでいることから，崩落土層と考えられる。第8層は廃土小ブロックの焼土粒子を多く含み声赤愛し

ていることからタ　火床部と考えられる。煙道はプ　火床面から緩やかな傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
11暗　褐　色　ローム粒子中鼠焼土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

2　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子・炭化粒子微量
3　灰　褐　色　砂粒中鼠　ローム粒子も焼土粒子・粘土粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子微量
4　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

5　赤　褐　色　焼土中ブロックサ焼土粒子・砂粒中量，粘土粒子少量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量
6　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，砂粒少量，炭化粒子・粘土粒子微量
7　灰　褐　色　ローム小ブロック・焼土粒子も砂粒少量，ローム粒子・炭化粒子6粘土粒子微量
8　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，砂粒少量，炭化粒子微量
9　にぷい赤褐色　ローム大ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少鼠炭化粒子微量
10　極暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・ローム粒子少鼠焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒微量

11暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量
12　灰　褐　色　ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
i3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子e砂粒少量，焼土中ブロック・粘土粒子微量
14　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック0砂粒少量，炭化粒子微量
15　暗赤褐色　砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子少量，焼土中ブロックF炭化物微量
16　灰　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子・砂粒微量

17　灰　褐　色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒中農焼土中ブロック少鼠　ローム粒子微量

だもソ睦　7か所（Pl～㌘7）。各コーナーからやや中央寄りに位置する㌘1～㌘納ま，径26～56臓のほぼ慨

形でタ深さ47～62。mである。規模と配置から主柱穴と考えられる。南東壁際の中央部に位置する㌘5ほ，径25

。mの円形で，深さ25。皿である。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。P3の南東壁側に位置する

㌘6は，長径40cmの卵形で，深さ4宛mである。㌘3と㌘4の問に位置する欝　は　長径舶cmの卵形で，深さ64

cmである。㌘6・P7は，位置的にP3・㌘4の補助柱穴と考えられる。

貯蔵穴　北コーナー部から検出された。長軸80cm　短軸mcmの隅丸長方形で，深さ39cmである。断面形はタ

「V」形である。

貯蔵穴土層解説

1褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック微量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・粘土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
5　褐　色　ローム粒子多量
6　褐　色　ローム粒子中農　ロ…ム太ブロック・ローム中ブロック・焼土粒子微量

－1－　66　－－－1一一
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第45図　第974・975号住居跡実測図
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第46図　第974・975号住居跡実測図，第974号住居跡出土遺物実測図

10cm
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覆土　9層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。5層は，含有物から竃の崩壊土層と

考えられる。

土層解説
1褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土小ブロック微量

3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
5　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量，炭化粒子・砂粒微量
6　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

7　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
8　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
9　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，ローム大ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片161点，土製品1点（支脚片），陶器片1点が出土している。第46図1の土師器杯は，北部の床

面から正位で出土している。2の土師器婆は，北東部の北壁際の床面からと西部の覆土中から出土した破片が

接合したものである。土製品は，支脚の小片である。陶器片は，撹乱により混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から6世紀後薬と考えられる。

一68
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図版番号　器　種桓測億つcm）　 器形の特徴　　　 手法の特徴 胎士。色調e焼成i 備　　 考

第46回　　 棒＋「Å　招週　日胡摘一部欠損。丸底。体部は内　打線部内8外商横ナデ。体部夕摘砂粒・雲母・長石　　PJlO（汀
1 土師器B 4e8　讐志孟芸孟姜豊 漂㌶ 精 霊 認 ㌢ 璃 棺 にぷい褐色　　　　　 頂％

普通　　　　　　　　 PL205
かに内傾する。

2i士≡器督欝半群濃 砂粒・長有　　　　　P．Ⅲ相にぷい黄橙色　　　10％普通　　　　　　　　PL206外面剥離

第野号住居跡　第舶～媚図）

位置　調査　区の西部汐　形憤区。

′　′、　　　　′　′　　ノ　　′　I　　′　　、＼　　　　　　　　　　　　　　′　　一　′ノ　　　　　′　　　　ハ・ノー、＼t　′′＿

．　　　　　、　・　　　　　′　　　　‥ノ：　ノ

主軸方向　N－1・120　－∴W’

ノ　　　　′　′一一　一　　、　　′

′、・．　　　　′　　・・′　　′　　　－．　、、　：　　，　　　　　　三　　・・主㍉上ノ

′　　′　　　′　　　　　　′／′、Iノ　ー　　′　　一　′　　　　ノ

憲　北壁の中楽部を壁外へ測cmほど据　込み　砂嚢粘土で構築されている。規模は　焚持部から煙道部まで

は¢m　両袖部幅温摘組である。天井部は崩落してお酌　竃土層断面図中　第　0　0　や　層が粘土粒子ゆ砂

粒を比較的多く含んでいることから賢　崩落土層と考えられる。特にタ　第305層は火熱を受けタ　赤愛してゴツ

ゴツしている。第7層は灰を多量に含み，微量の貝殻片が検出された。第4層は焼土粒子を中量含み，赤愛し

ていることから芦　火床部と考えられる。煙道は，火床面から外傾して緩やかに立ち上がる。

還土層解説

i　褐　　　色　ローム粒子の炭化粒子や粘土粒子も砂粒少量，ローム小ブロック。焼土中ブロックも廃土粒子も砂粒微量
2　灰　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子中・炭化粒子8砂粒少量，焼土中ブロック微量

3　明　赤　褐　色　焼土粒子多量，砂粒中量ブ　粘土粒子少量，炭化粒子微量
4　にぷい赤褐色　廃土粒子中量，粘土粒子・砂粒少鼠　炭化粒子微量
5　暗赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中最，粘土粒子少量，炭化粒子微量
6　にぷい赤褐色　焼土粒子e砂粒少農，炭化物も炭化粒子・粘土粒子微量
7　褐　灰　色　灰多量，焼土粒子少量，焼土中ブロックゆ炭化粒子微量

8　灰　赤　色　焼土粒子の砂粒中量ク　ローム粒子少量，廃土小ブロックせ炭化粒子微量
9　暗　赤　褐　色　ローム粒子中量，砂粒少量，焼土粒子の炭化粒子微量
H　黒　褐　色　ローム粒子0焼士粒子e炭化粒子ゆ砂粒0灰少量ア　粘土小ブロック・粘土粒子微量
H　暗赤　褐　色　焼土粒子の炭化粒子0粘土粒子少量，ローム粒子も炭化物微量

12　暗赤褐色　廃土小ブロック・焼土粒子中量，ローム小ブロックのローム粒子e炭化粒子も粘土粒子少量

′　′　ノ　　∴　　　′　′　　　　．　‾・　　　．′　　′′　－　∴　　，　∴rノJこ、′．　∴′号ノ’ノ二、の′　′j

深さ53粗である。性格は不明である。南壁際の中央部に位置する㌘2は長径泌撒「短径鍔臓の楕円形で資　深さ

37粗である。位置的に出入りロ施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵究　南東コーナー部で検出された。長径98撒「短径の潤の楕円形で，深さ35臓である。底部は径憐憫の憫

形である。断面形は，「V▼」形をしている。

貯蔵穴土層解説
1　暗褐色　ローム中ブロック6ローム粒子少量，ローム小ブロックせ焼土粒子も炭化物微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロックさロ∴∴ム小ブロック・焼土粒子も炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中農㍉　ローム小ブロック少量プ　炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

一一一　相　一一一



覆土　7層からなる。ロームブロックが混入するものの，レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　5　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　子・粘土粒子微量
3　褐　色　ローム小ブロック中鼠焼土粒子少量，粘土粒子微量　　6　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
4　極暗褐色　ローム粒子少量，廃土粒子・粘土小ブロック微量　　　　7　暗褐色　ローム粒子中量

遺物　土師器片106点，土製晶3点（支脚片）が出土している。第47図1の土師器杯は，竃東側の覆土下層か

ら出土している。2の土師器杯は，中央部の床面から出土した破片と北西部の覆土中から出土した破片が接合

したものである。3の土師器婆は，竃内から出土した破片と南東部の覆土中から出土した破片が接合したもの

である。中央部の覆土下層から出土している土製支脚片3点は，同一個体と考えられるが，小片のため復元不

可能である。

所見　本跡の時期は，出土土器から7世紀前葉から中葉と考えられる。

蜃轡
0　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿　」

第47図　第975号住居跡出土遺物実測図

第975号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼成 備　　　 考

第 47 図 杯 A　 l l．7 体部 ・口緑部一部欠損。丸底。体 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 P 4 10 69　　 9 0％

1

土　 師　 器

B　　 3．8 部 は内轡 して立 ち上が り， 口緑部 ヘ ラ削 り。 内面へ ラナデ後，ナデ。 にぷい貴橙 色 P L 2 05

に至 る。口緑部 は直立す る。 内 ・外面黒色処理。 普通 外面剥離

2

杯

土　 師　 器

A ［12．0］ 底部か ら口緑部 にか けての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 P 4 107 0

B　　 4．0 丸底。体部は内管 して立ち上がり， ヘ ラ削 り。内面へラナデ後，ヘラ にぷい橙色 40％

口緑 部 との境に稜を もつ。口縁部 磨 き。内面に輪積み痕が残る。内 ・ 普通 P L 20 5

は直立する。 外 面黒色処 理。 外面剥離

3

嚢

土　 師　 器

B （1 7．3） 底部 か ら頚 部にかけての破 片。乎 頚 部内 ・外 面横 ナデ。体 部外 面ナ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 4 10 7 1

C　　 7．8 底。休部 はやや長胴化 した倒卵形。 デ，下半縦位 のヘラ磨 き。 内面へ にぷ い褐色 40％

ラナデ後，指頭痕 を残す ナデ。底

部 1 方向のヘ ラ磨 き。

普通 P L 2 06

丁0－



第評者住居跡　第舶図）
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重複関係　第956号住居跡を掘り込み資南西コーナー部を第寝号溝に掘り込まれている。

′　　　　　′　　　　　　′　　　．－、・　　′り・・手　　′ノ

・、　　：

、、．　′、・・、、　′・、一一、一一　　　　ら

・・　　　’：∴　　′・l　′　∴　二　′′　・ノー′　′、、・j－‘　　　．、、、こ　こ、∴．．．絹

瞑字形である。

床　はば平坦であ勘　㌘　付近から中央部にかけてよ　踏み固められている。

竃　北壁の中央部を壁外へ24cmほど掘り込みタ砂質粘土で構築されている。規模はタ焚田部から煙道部まで

m㌍m　両袖部幅掴cmである。天井部は崩落してお酌竃土層断面図中　第　8　層が粘土粒子さ砂粒を比較

的多く含んでいることからタ崩落土層と考えられる。袖部は比較的良好に遥存してお酌両袖部の内側の第4

層はプ廃土を多義に含み廃土ブロックでゴツゴツしていることから，火熱を受けた燃焼部と考えられる。第58

6層は廃土粒子を多量に含み声赤変硬化していることからタ火床部と考えられる。煙道は，火床癖から外傾し

て立ち上がる。

竃土層解説

i　にぷい褐色　ローム粒子中農，焼土粒子0炭化粒子も砂粒少量

2　褐　　　色　ローム粒子中鼠焼土粒子も粘土粒子e砂粒少鼠炭化粒子微量
3　赤　褐　色　廃土粒子8炭化粒子も砂粒中鼠　ローム粒子や粘土粒子少量
4　暗赤褐色　廃土粒子多量，焼土中ブロックも炭化粒子中鼠　砂粒少量
5　赤　褐　色　焼土粒子多量プ　炭化粒子中豊

6　極暗赤褐色　廃土粒子・炭化粒子多鼠　砂粒少量
7　にぷい赤褐色　焼土粒子0炭化粒子の砂粒少量

8　暗赤褐色　廃土粒子多鼠炭化粒子中量，炭化物0砂粒微量
9　灰　褐　色　砂粒多量，廃土粒子e炭化粒子中豊夕　粘土小ブロック少量
摘　暗赤褐色　焼土粒子の炭化粒子中量，ローム粒子少量

′・・：　ニー　　‥　∴く－　Jl′　′、・ノ　ノ．、．一一　′、・・－　′／：〉　　′　‥′：／．，一′′　ノー　′上

深さ33～舶臓である。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁の中央部に位置する㌘5はタ径32。mのほぼ円

形でタ深さ22cmである。規模と位置から出入り持施設に伴うピットと考えられる。

覆豊　5層からなる。レンズ状の堆積状況からヲ　自然堆積と考えられる。第5層は竃財の流れが堆積したもの

である。

土層解説

1褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロックe焼土粒子．炭化粒子少鼠　焼土中ブロック微量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少鼠焼土中ブロック0焼土粒子さ炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子少鼠焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロックゆ砂粒微量

遺物　土師器風域点　須恵器片　息鉄浮　点が出土している。第舶図　の土師器杯は　南東部やや中央寄り

の覆土中層から横位で出土している。2の土師器杯はタ　中央部やや西壁寄りの覆土下層から出土している。3

の須恵器杯身はタ北西部の覆土中から出土している。4の土師器甑は，竃と北東コーナーの問の北壁際からつ

ぶれた状況で出土した破片と南壁際の中央部から出土した破片が接合したものである。

所農　本跡の時期はタ　出土土器から6世紀後薬から7世紀前菜と考えられる。
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第野　号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色講巨 焼成 備　　　 考

第 4 7 図 捧 A ［H 胡 底部か ら目線部 にかけての破片。 日録部内 。外面横ナデ。体部外面 ・ 砂 粒 ・雲母 P 4 108 1　　 50％
1 B　　 3．5 平底。体部は内攣 して立ち上が り， 底部へ ラ削 り後，ナデ。内面へラ 黒褐色 P L 2 05
土　 師　 器 C　　 6．5 目線部は直立する。 ナデ後，ナデ。内 ・外面黒色処理。 普通 外 面剥 離

2

林 A　 12．4 底部か ら目線 部にかけての破片。 日録 部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 ・長石 ・石英 P 4 10 82

土　 師　 器

B　　 4．3 丸底。体 部は内攣 して立ち上が り， ラ削 り後，ナデ。内面へラナデ後， 明赤褐色 5 0％
目線部 は直立す る。 ナデ；輪積み痕。内 ・外面黒色処理。 普通 P L 20 5

3

林　　　 身 A ［13．2］ 体部か ら受 け部 にか けての破片。 体部 内 ・外面 ロクロナデ。体部外 砂 粒 ・長石 ・石英 P 4 108 4

須　 恵　 器

B （4．2） 体部は内攣 して立 ち上が り，受け 面一部へ ラ削 り痕。 灰色 10％
部 に至る。 良好，体部外面 に自

然紬

4

甑 Å　 2 6．0 体 部 ・日縁 部の一部欠損。無儀式。 目線 部内 ・外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 4 108 3

土　 師　 器

B　 3 0．8 体 部は内攣気 味に立 ち上が り， 日 ナデ，下半縦位 のへ ラ磨 き。内面 にぷい橙色 8 0％
C　 1 2．8 緑部 は外反す る。端部 は上方へつ 指頭痕 を残す ナデ。内面 に輪積み 普通 P L 20 6

まみ上 げられい る。 痕。

第野号住居跡（第49850図）

位置　調査　区の西部，形C区。

重複関係　本跡が第1018号住居跡を掘り込み，南東部を第985号住居に，南西部を第996号住居に掘り込まれて

いる。

規模と平面形　長軸6。14m，短軸6。㈹mの方形である。

主軸方向　N－220　－Wr

壁　壁高は28～40cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　確認された壁下を巡っており，全局していたと考えられる。上幅14～24cm，下幅5～7cm，深さ6～12

cmで，断面形はU字形である。

床　はぼ平坦であり，中央部から竃の前までが踏み固められている。

竃　北壁の中央部で2か所（竃「竃2）確認されている。竃2が北壁中央に位置し，竃1はその西側に隣接

している。竃1は，竃2の西袖部の北壁際を調査したところ，壁外に55cmほどの掘り方だけが検出されたもの

である。土層断面図中の第20層が，竃1の火床部と考えられる。竃1は，竃2に作り替える以前の竃と考えら

れる0竃2は北壁の中央部を壁外へ撮mほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道

部まで126cm，両袖部幅125cmである。天井部は崩落しており，竃土層断面図中，第1～306層が粘土ブロッ

ク。粘土粒子・砂粒を比較的多く含みタ　しまりも強いことから，崩落した天井部の土層と考えられる。東袖部

は射Lを受け，遺存状況が悪い。袖部は，ハードロームの地山を掘り下げ，中央部を火床部として作ったのち，

両脇に粘土と山軌ローム土を混ぜて構築したと考えられる。粘土粒子を多く含む第10～14層が袖部の土層で

ありタ第15～持主22～24層が，ローム質の土に廃土粒子と炭化粒子を含むことから，掘り方の埋土と考えられ

る0第4層は焼土ブロック8焼土粒子を比較的多く含み，赤変していることから，火床部と考えられる。煙道

は火床面から外債した後，急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説

1にぷい褐色　焼土粒子・砂粒中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
2　にぷい赤褐色

3　暗　赤　褐　色

4　暗　赤　褐　色

5　極暗赤褐色
6　灰　褐　色

7　にぷい赤褐色

8　暗　赤　褐　色

焼土粒子中量，ローム粒子・廃土小ブロック・炭化粒子・砂粒少量
焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒少量
焼土粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子中量，砂粒少量
焼土粒子・炭化粒子多量，焼土中ブロック中量，砂粒少量
粘土大ブロック多量，砂粒少量
焼土粒子多量，炭化粒子中量，砂粒少量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
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9　灰　褐　色　粘土粒子中量，廃土粒子・炭化粒子・砂粒少量
10　褐　　　色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子・砂粒少量
11にぷい褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・砂粒微量
12　暗　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
13　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

14　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，炭化粒子・砂粒少量
15　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
16　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少鼠　炭化粒子微量
17　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

18　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量
19　黒　褐　色　焼土粒子・粘土粒子中量，炭化物少量
20　暗赤　褐色　焼土粒子多量
21暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

22　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム中ブロック・ローム粒子・炭化粒子凋占土粒子少量
23　暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
24　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピ～ソト　5か所（Pl～P5）。各コーナーからやや中央寄りに位置するPl～P4は，径60～70cmの円形ま

た卵形で，深さ64～72。mである。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置するP5は長径

106。皿，短径48。皿の楕円形で，中に深さ30cm，33cm，52cmの小ピットが南北に並んで位置している。規模と配

置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

Pl土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量

2　褐　　　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量
3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
P2土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　明　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム大ブロック・ローム小ブロック少量
4　褐　　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック微量
5　にぷい褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
P3土層解説

1　灰　褐　色　粘土太ブロック
2　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
3　灰　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少鼠焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量
4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
5　にぷい褐色　ローム粒子多量，ロ…ム中ブロック少量

6　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
7　褐　　　色　ローム粒子多量
8　黒　褐　色　ローム粒子少量
P4土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子・砂粒中量，ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量
2　黒　褐　色　焼土粒子・砂粒少量，ローム粒子・炭化粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子多量，粘土粒子中量，ローム大ブロック・ローム小ブロック少量
4　にぷい褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　にぷい褐色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
6　にぷい褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

P5土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子凋占土粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム大ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

覆土　24層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　色　ロ

2　灰褐色　ロ
3　暗褐色　ロ
4　黒褐色　ロ
5　暗褐色　ロ

6　黒褐色　ロ
7　暗褐色　ロ
8　暗褐色　ロ
9　暗褐色　ロ

ーム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

－ム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
－ム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・炭化材・炭化粒子微量
－ム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子中量，ローム大ブロック・炭化粒子微量
－ム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック中量，焼土中ブロック少量，炭化粒子微量
－ム小ブロック・ローム粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化粒子少量
－ム小ブロック多量，ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

－ム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子微量
－ム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・焼土粒子少量

10　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

11暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
12　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少鼠炭化粒子微量
13　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，炭化材微量
14　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子中量，廃土小ブロック少量
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15　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
16　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

17　暗褐色　にトーム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒了・少量，ローム大ブロック・炭化粒子微量
18　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
19　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子数量
20　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化材微量
21暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック小量，焼土粒子・炭化粒子微量
22　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

23　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量
24　褐　　色　ローム粒子・ローム大ブロック多量

遺物　土師器片621点，須恵器片4点，陶器片1点が出土している。第50図1の土師器杯は，北東部の覆土中

層と南東部の覆土中から出土した破片が接合したものである。2の土師器餐片は，北西部やや竃寄りの覆土下

層から出土している。3の土師器聾片は，北東部の竃寄りからと覆土中から出土した破片が接合したものであ

る。4の土師器甑片は，竃と北西コーナーの間の北壁際の覆土下層から出土している。須恵器片・陶器片は，

撹乱により混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から7世紀前葉から中葉と考えられる。
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第50図　第979号住居跡・出土遺物実測図

第979号住居跡出土遺物観察表
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図版番号器　種計測値（C皿） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 脇士・色調・焼成備　　　考

第49回 杯

土　師　器

A［11．4］底部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・石英 P41085

1 B　　3．6丸底。体部は内攣して立ち上がり，ヘラ削り後，ナデ。内面へラナデ橙色 30％

口綾部はほぼ直立する。 後，ナデ。内・外面黒色処理。普通 PL205

2

要

土　師　器

A［22．8］頭部から口緑部にかけての破片。ロ緑部，頸部内・外面横ナデ。内砂粒・雲母・長石・P41086

B（7．0）口緑部は外反する。口緑端部は上

方へわずかにつまみ上げられる。

面に指頭痕を残す。 石英

橙色

普通

10％

3

要

土　師　器

A［27．6］頚部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。 砂粒・雲母・長石・P41088

B（5．3）口緑部は外反する。 石英

橙色

普通

5％

PL206

外面砥石転用痕

4

甑

土　師　器

A［20．2］休部上位から口緑部にかけての破ロ緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石・P41087

B（11．0）片。休部は内轡気味に立ち上がり，ナデ，内面へラナデ後，指頭痕を石英 5％

口緑部は外反する。端部は外方へ

つまみ出されている。

残すナデ。 褐色

普通

第980号住居跡（第51図）

位置　調査4区の西部，JlOel区。

規模と平面形　長軸3．44m，短軸3．28mの方形である。

主軸方向　N－200　－W

壁　壁高は23～30cmで，外債して立ち上がる。

一丁6－



壁溝　全周している。上幅18～28cm，下幅6～8C皿，深さ3～6C皿で，断面形はU字形である。

床　はぼ平坦であり，全体的に踏み固められている。

竃　北壁の中央部を壁外へ10cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで58

cm，両袖部幅80cmである。天井部は崩落しており，竃土層断面図中，第2～8層が崩落土層と考えられる。特

に第5・8層は，焼土を多量に含み赤変が激しいことから，直接火熱を受けた部分と考えられる。第9・10層

は焼土粒子を多く含み，赤変硬化していることから，火床部と考えられる。煙道は，火床面から緩やな傾斜で

立ち上がる。

竃土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量
2　灰　褐　色　砂粒多量，焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子少量
3　褐　　　　色　ローム粒子・廃土粒子多量，炭化粒子・砂粒少量
4　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子・砂粒少量
5　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量，ローム粒子・砂粒少量

6　にぷい赤褐色　焼土粒子・砂粒中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
7　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
8　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量，ローム粒子少量
9　暗　赤　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量
10　赤　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子中量，砂粒少量

11暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子中量，砂粒少量

覆土　9層からなる。レンズ状堆積から，自然堆積と考えられる。第9層は竃材の流れと考えられる。

A23．。m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

町1。5。m
L＿＿＿」　」

第51図　第980号住居跡・出土遺物実測図
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覆土土層解説

i　暗褐色　ローム小プロッタのローム粒子中量，ロ…ム中ブロックを廃土粒子教義

2　暗褐色　ロ…ム粒子多量ぎ　ローム小ブロック中畳，ロ…ム太ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中豊

4　暗褐色　ローム粒子多量タ　ローム小ブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子多量ア　ローム小ブロック少量，ロームやブロックp炭化粒子微量

6　褐　　色　ロ…ム粒子中量

7　暗褐色　ロ…ム粒子多量，ローム中ブロックのローム小ブロック少量

S　極暗褐色　ロームやブロックのローム小ブロック‘e Eト…ム粒子中農　ローム太ブロック少量

9　褐　　色　粘土粒子の砂粒多鼠　ロ…ム粒子教義

遺物　土師器片射点　須恵器片　点　土製品　点　支脚射　陶器片　点が出土している。第別図土師器杯は芦

’　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　∴　　′　　　　　　　　　　、：十一

より混入したものと考えられる。

所鳳　本跡の時期は浮　出土土器と当遺跡の住居跡の形状の傾向から7世紀代と考えられる。

ノ　　　　　　ろ

図版番可器　種　 測縮m）　 器形の特徴　　　 手法の特徴 酎再澗機成「佑＋ 考

第50図　　　年　　　 A「日工　休部十位から目線部にかけての破　目線部内・外面櫨ナデ∴休部へラ雲母・赤色粒子　　　 P引0柑

　　　　　　　　　 B　は。釦　片。倦部は内管して立ち上が娠　削　後　ナデ。内面ナデ。 にぷい橙色　　　　　　 5％

十　師　器　　　　　　　 ＝縁部は直立する∴ 普通

′　一

位置　調査∴日大二南西部，K9b3区。

∴・　　　　　′　　′　′

主軸方向　N－1（う0　－W

′　　　　′　　　′′

．’：　　－：　　′．　’　　　　′　、　．　・′’：′．　、．　　．　　．1　　．－【　　・

深さ5へ〔）cnlで，断面形はU字形である。

一　　　．　　　′　　　　　　‥　′、、′　′、．′　．′＼ニ　　′・ノ／・　　′；．

′　・　一．∴・、、、，‥　　　′　′＼、’ノ・′　　、∴′こ／　二　′）・ノー　ノ　　　′ノ、　∴′　j′し・∵－ノ、

′・　　　　．　　　′　　　ノ・・　．′　　ノ　　′　二′1　　′．　　・ノ′！、′　　　′′ノ′　　′

的多　含んでいることから　崩落丑層と考えられる。第4層は廃土粒子を多量に含み声赤愛していることから賢

人恥部と考えられる。煙道は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がる。

憲土層解説
1　暗　′ホ　褐　色lトー∴粒手中駄　鳩目鞍手・砂粒′吊il二、炭化粒子微量
2　灰　褐　色　ローム粒子・砂粒中量き　廃土粒子や炭化粒子の粘土粒子少鼠　廃土小ブロック微量

3　にぷい赤褐色　ローム粒子璃餌減浮∴粘土粒子0砂粒少量資　炭化粒子徽豊
後　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，粘土粒子少量，炭化粒子微量
5　黒　褐　色　焼土粒子や炭化粒子中量ブ　ローム粒子0粘土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック微量
6　橙　　　　色　廃土小ブロックを焼土粒子多量，ローム粒子の粘土粒子少量

7　にぷい赤褐色　ローム粒子c廃土粒子中量，焼土中ブロック9粘土粒子少量，ローム小ブロックe炭化粒子微量
8　にぷい赤褐色　焼土粒子か炭化粒子中量ア　ローム粒子や焼土中ブロックⅠ砂粒少量，粘土粒子微量

‘∴　一　’＿一　、’、　′　　　　　′　ノ・・ノ　、　　′′∴；ノ＿ノ、′　′　′　1く∴′　＼　′．

形で　深さ糾～錮cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置する㌘5は長径35cm芦

、′′′　　′′　　与　　．　・、一一　ノ′　　．〕′㍉　ノー　＝　′′　J′い）　一、ノ　1ノ：′　ら′言・言一　　∴、　′　‾

．′　、、　ノ、‘　′′　．′′　　′、　－∴！′　‾′　ノ　′・．　イ　　ノ′・ら
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④ も

第52図　第981号住居跡実測図

1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　！

Pl土層解説

1黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・砂粒微量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量
3　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，砂粒微量
4　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子少量，砂粒微量
5　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・砂粒微量

6　褐　色　ローム粒子少量，ローム大ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子微量
7　褐　　色　ローム粒子少量，廃土粒子微量
8　暗褐色　ローム粒子少量
P2土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量

2　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

79－
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4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

5　褐　　色　ローム粒子中量
P3土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量
2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
5　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
6　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
7　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量
P4土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・砂粒微量
2　褐　色　ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　褐　色　ローム粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
4　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

5　褐　　色　ローム粒子中量

覆土　6層からなる。覆土が薄いため，堆積状況を確認することは難しいが，壁際の三角堆積から自然堆積と

推定される。第6層は，竃材の流れた層である。

土層解説
1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
6　にぷい褐色　砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量，焼土大ブロック・炭化物微量

遺物　土師器片236点，土製品3点（紡錘車1・支脚片2），鉄器2点（錬・鎌片）が出土している。第53図1

の土師器杯は，竃東側の覆土下層から正位で出土している。第54図2の土師器饗は，北東部北壁際の覆土下層

から出土した破片と，北東部の覆土下層からまとまって出土した破片が接合したものである。第53図3の土師

器婆片は，北東部の床面から出土している。第54図4の紡錘車は，北西部の北壁際の覆土下層から出土してい

る。5の鉢は，中央部の覆土下層から出土している。支脚片2点は，同一個体の小片である。鎌片は，南東部

の覆土下層から出土しているが，極小片である。

所見　本跡の時期は，出土土器から7世紀前半と考えられる。

一80

第53図　第981号住居跡出土遺物実測図（1）
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10cm
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第54図　第981号住居跡出土遺物実測図（2）

第981号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　5cm

l　　；　！

図版番号器　種計測値（C皿） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第53図杯、A［12．8］底部から口縁部にかけての破片。日録部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・赤色粒子 P41090

1
土　師　器

B（4．2）丸底。体部は内攣して立ち上がり，ヘラ削り後，ナデ。，内面へラナ明赤褐色 40％
口緑部との境に稜をもつ。口緑部

はほぼ直立する。

デ後，ナデ。内・外面黒色処理。普通 PL206

第54図嚢 A［24．6］体部中位から口緑部にかけての破口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石P41091

2
土　師　器

B（23．4）片。体部は内轡して立ち上がり，上半ナデ，下半縦位のヘラ磨き。にぷい黄橙色 30％
口縁部は外反する。端部は上方へ内面へラナデ後，輪積み痕を残す普通 PL206
つまみ上げられている。 ナデ。 外面砥石転用痕

第53図 斐 A［24．6］体部上位から口綾部にかけての破口緑部内・外面ナデ。体部外面上砂粒・雲母・長石・P41092

3

土　師　器

B（23．4）片。体部は内野して立ち上がり，位ナデ，内面へラナデ後，指頭痕を石英 20％
口緑部は外反する。 残すナデ。内面に輪積み痕を残す。浅黄橙色，普通 PL206

図版番号器　　種
計　　　　　測　　　　　値I 特　 徴

胎土・色調備　　　　　考
径（cm）厚さ（cm）孔径（cIn）重量（g）

第54図4土製紡錘車3．4 2．2 0，8 （23．7）一部欠乱断面逆台形，上面・側面ナデ。砂粒，暗褐色DP41006　85％　PL219

図版番号器　　種
計　　　　　　　　 測　　　　　　　　 値 I材質

特　　徴備　　　考
全長（cm）鉄身長（cm）鉄身幅（cm）箆被部長（cm）恒被部幅（cm）】厚さ（cm自重量（g）

第54図5 教 （7．4）（2．8）（0．7）（3．0）（0．5）0．2 （3．0）鉄茎部一部欠損。
M41007　60％

PL220

第983号住居跡（第55・56図）

位置　調査4区の西部，K9d3区。

規模と平面形　南西コーナー部は，調査区域外に位置するため確認されなかった。長軸5．34m，短軸4．76mの

長方形である。

主軸方向　N－10　－E

81－



壁　東壁の中央部から南東コーナー部までは耕作による撹乱のため，南西コーナー部は調査区域外に位置する

ため確認されなかった。確認された壁の高さは最大で12cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁の下を巡っている。上幅20～32cm，下幅4～16cm，深さ4～7C皿で，断面形はU字形であ

る。

床　はぼ平坦であり，全体的に踏み固められている。

竃　北壁の中央部を壁外へ12cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで

1m

l　－　十　　一一1
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第55図　第983号住居跡実測図
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′　　　　　　′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　ノ　ー　　　′′　、・・′

ノ　　　　　　　　　　　′′、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、－　　　　　ノ　　ノ

傾斜で立ち上がる。

富士層解説
1暗　赤　灰　色　粘土粒子中農ク　ローム粒子・廃土粒子少墨ぎ　廃土小ブロック0炭化粒子教義

2　極暗赤褐色　廃土粒子や砂粒や遺賢　焼土中ブロック少鼠　ローム粒子0炭化粒子教義
3　にぷい赤褐色　ロ…ム粒子・焼土粒子中豊房　廃土小ブロックを粘土粒子少量
4

5

6

7

灰
暗
赤
赤

赤　色　ローム粒子も廃土粒子少量プ　焼土中ブロック微量

赤　褐　色　ローム粒子多量夕　廃土小ブロック中量プ　砂粒微量

黒
褐

色　ローム粒子eローム小ブロック．廃土粒子少量，炭化粒子微墨

色　廃土粒子多量き　炭化粒子少量夕　廃土小ブロック微量

ピ、ソト　うか所（亙）1へPの。各コーナーからやや中吠雷「）に位置する　－）1′＼一畳当は，径50へ軸互illの円形で，

深さ鋼～翻cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置する㌘　は　長径1摘cm芦

′　　　　′　　ノ　　　　　　　　　　　　　、　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　′′

ピ、ソトと考えられる。

P5土層解説
鼠　極暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロックのローム小ブロック少量

3　褐　　色　ローム粒子中豊タ　ローム小ブロック少量
4　褐　　色　ローム粒子中量芳　ローム小ブロック少量ク　ローム車ブロック微量
5　褐　　色　ローム粒子多量芦　にト…ム小ブロック少量
6　明褐色　ローム粒子多量タ　ローム小ブロック中義，ロ…ム中ブロック少量

・・′　　　　　　．′　　　′′　′　　　ノ、’　！：　ノ　　　∴　　　　　′　′

る。

土層解説

且　にぷい褐色　ローム粒子中量，Eト…ム中ブロックの焼土粒子か炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロ…ム粒子中豊ク　ローム小ブロックの焼土中ブロックゆ炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

1－1吠　褐　色　t‾‾ト∴＿′、粒J’一・焼巨粒丁∴砂粒少量，炭化粒J’・・粘日立「微量

5　暗　褐　色　ローム粒子少量夕　炭化粒子徴義

一　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　′　　　′　　′′　　′　　　　　　　　　′　′　　′　　　　　　　‥　′

婆射ま北東部の覆土中から出立している。陶器鋸も　撹乱によ　混入したものと考えられる。

′ヽ　′′　　　．J l　　　′－　　　　　　′　　　　ノ　　′

へ　　′　′　　　　　　　′　　　　　ノ　ノ　　′′

′　二　　　　　′　　　．ら　∴′　ノ

⑳　　　　　　　　　　　　　　瑠◎C悶』壷

図版番可 器　 種　 測億つcm）　 器 形 の 特徴 手法の特徴　 ！胎士の色調を焼成 備　　　　 考

第嶺図　　　 林　　　 Å「H成　 体部上位から‖縁部にかけての破 目線部内・外面棟ナデ．体部内・砂粒・赤色粒子 Pu0押

H　は．半　 片∵　目線部は言まぼ直立する∴ 外面ナデ十　　　　　　　　　　　　 にぷい黄橙色 5％

士　師　器 普通

2

！

目線部内・外面横ナデ∴ P・11100

5％

一一・一　試　－…



第984号住居跡（第57図）

位置　調査4区の西部，K9C6区。

重複関係　本跡が第990号住居跡を掘り込み，南部を第756・757号土坑に，北東部を第759号土坑に，南西部を

第52号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　南東部と南西部は耕作による撹乱を受け，規模が確定できない。床質とピットの位置から長軸

4．75m，短軸4．55mの方形と推定される。

主軸方向　N－12。－W

壁　南東コーナー部から南西コーナー部にかけては，壁が確認されなかった。壁高は最大で14C皿で，外傾して

立ち上がる。

壁溝　確認された北壁下と西壁下で検出された0上幅12～28cm，下幅4～10cm，深さ4～5cmで，断面形はU

字形である。

竺堪＿〒妄
耕作土

1　　　Sl990

上22．7m　4

第57図　第984号住居跡・出土遺物実測図
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床　耕作によって撹乱を受けた部分を除いてほぼ平坦であり，全体的に踏み固められている。

竃　北壁の中央部を壁外へ20cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで

H cn　両袖部幅98cmである。天井部は崩落しており，竃土層断面図中，第6層が焼土粒子を多量に含み，赤

変硬化していることから，火床部と考えられる。煙道は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1暗赤　褐　色　焼土粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子・砂粒微量
2　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，砂粒微量
3　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム小ブロック少量，砂粒微量
4　にぷい赤褐色　廃土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量

5　褐　　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量
6　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化粒子微量

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは第759号土坑に掘り込まれ，P2は撹乱によって上端の大きさが確定で

きない。北東。南西コーナーからやや中央寄りに位置するPl e P2は，中端径26～32cmのほぼ円形で，深さ

63～70cmである。北西コーナーからやや中央寄りに位置するP3は，長径69cm，短径56cmの楕円形で，深さ64

cmである。Pl～㌘3は，規模と配置から主柱穴と考えられる。南東コーナーからやや中央寄りと南壁際の中

央部は，第7566757号土坑によって掘り込まれているためピットは検出されなかった。

覆達．2層からなる。覆土が薄く，堆積状況は確認できなかった。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム粒子中量

遺物　土師器片41点，須恵器片1点が，土製品主点（支脚片）出土している。第57図1の土師器杯片は，北西

部の覆土中から出土している。須恵器片は撹乱により混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器と重複関係から7世紀代と考えられる。

第984号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 音　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 57 図 杯

土　 師　 器

A ［13．7］ 体部上位か ら目線部にかけての破 目線 部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 P 4 110 1

1 B （3．1） 片。日録部は，直立する。 ヘ ラ削 り。内面ナデ。 にぷい橙色

普通

5 ％

内 ・外面剥離

第開署住居跡（第58～60図）

位置　調査4区の西部，狙Oh且区。

重複関係　北東コーナー部を第994号住居に，西部を第993号住居に，南東コーナー部を第998号住居に，南東

部を第986つ005号住居に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸6．20111，短軸6．10Illの方形である。

室軸方向　N－250　－W

壁　確認された壁高は最大44cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　壁下を全周している。上幅14～24cm，下幅4～10cm，深さ5～10cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦であり，全体的に踏み固められている。

竃　北壁の中央部を壁外へ50cmはど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで

160cm，両袖部幅115cmである。天井部は崩落しており，竃土層断面図中，粘土粒子の砂粒を比較的多く含む第

1～8　つ3層が，崩落土層と考えられる。袖部の残存状況は比較的良好であり，第13～17層が袖部の土層であ

一一一一　85－一一1－ll



る。袖部は粘土の割合を多めにし，山砂とローム土を混ぜた土で構築されている。袖の部材には，焼土粒子・

炭化粒子が比較的多く含まれており，部材の再利用の可能性も考えられる。第12層は焼土粒子を中量含み，赤

変硬化していることから，火床部と考えられる。火床面は，床面から4cmほど皿状に掘りくぼめられている。

煙道はタ　火床面から外傾して立ち上がる。

憲土層解説
1暗　赤　褐　色　砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　灰　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
3　暗　赤　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
4　暗　褐　色　ローム粒子多量，粘土粒子中量，砂粒少量
5　灰　褐　色　ローム粒子・廃土粒子e砂粒中量，粘土粒子少量
6　極暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土大ブロック・焼土中ブロック中量，炭化粒子6砂粒少量
7　暗赤　褐　色　ローム粒子8焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム小ブロック・粘土粒子e砂粒少量，炭化粒子微量
8　にぷい赤褐色　焼土粒子も炭化粒子中量，ロ…ム粒子・砂粒少量
9　暗赤　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子少量
10　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子e炭化粒子少量
11暗　赤　褐　色　ローム粒子・焼土粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土中ブロック少量
12　暗赤　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム中ブロックもローム粒子少量
13　にぷい赤褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
14　暗赤　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子中量
15　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子・砂粒少量
16　暗　赤　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量
17　灰　褐　色　粘土粒子多量，焼土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量，炭化粒子微量

ピット　6か所（PlへP6）。各コーナーからやや中央寄りに位置するPlへP4は，径52へ▼60cnlの円形で，

深さ61～75cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。㌘5と㌘6はタ　南壁際の中央部にほぼ南北に並ん

で位置する。P5は長径61cm，短径32cmの楕円形で，深さ29cmである。P　は長径捕cm　短径約65cmの不定

形で，中に径36服の円形で，深さ36cmのピットを有している。㌘5・㌘6とも規模と位置から，出入りロ施設

に伴うピットと考えられる。

ピlソト6土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
2　極暗褐色　ローム小ブロックもローム粒子少量，炭化粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

5　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
6　褐　　色　ローム粒子多量
7　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

貯蔵穴　竃と北東コーナーの間の北壁際に設けられている。長径103cm，短径84cnlの楕［二男杉で，深さは53cmで

ある。断面形はテ「〕」形である。

貯蔵穴土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

覆丑　9層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，廃土粒子少量
4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
5　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量

6　褐　色　ローム粒子多量，粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
8　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
9　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロックゼ焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

遺物　土師器片1020点，須恵器片2点，耳環1点，石器2点（砥石）が出土している。第59・60図1～4　8　6

～15は，いずれも土師器である。1の杯は，中央部の床面から連位で出土している。2の杯は，竃と北西コー

ナーの問の北壁際の覆土下層から正位で出土している。3の杯は，南東コーナー部寄りの東壁際の壁港内から

連位で出土している。4の杯は，貯蔵穴の底面近くから正位で出土している。5の須恵器杯身は，中央部やや

l一一一一一一一一　86－一一一一一一一一一一
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東壁寄りの覆土中層から破片で出土している。6の高杯は，中央部の覆土下層から出土している。7の壷は，

北西部やや西壁寄りの覆土下層から斜位で出土している。8の壷は，北西部やや竃寄りの覆土下層から出土し

ている。9の饗は，北西部の中央部寄りの床面から逆位で出土している。10の饗は，北西部の床面から正位で

出土している。11の聾は，中央部やや西寄りの床面からつぶれた状態で出土している。12の聾は，中央部の床

面から出土した破片と北東部の覆土中から出土した破片が接合したものである。13の賓は，貯蔵穴と北壁の問

の覆土中層から出土している。14の聾は，中央部やや西壁寄りの覆土下層から出土している。15の手捏土器は，

南西部の覆土下層から正位で出土している。16の耳環は，西壁寄りの覆土中層から出土している。17の砥石は，

南壁際の中央部の壁溝内から出土している。18の砥石は，中央部やや西壁寄りの覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から6世紀後半と考えられる。
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第60図　第987号住居跡出土遺物実測図（2）

第987号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 59 図 杯 A　 13．8 口縁部一部欠損。丸底。体部は内 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 P 4 11 05

1
土　 師　 器

B　　 4．9 攣 して立 ち上が り，口緑部 との境 横位のへ ラ削 り後，ヘ ラ磨 き。内 にぷい橙 色 95％

に明瞭な稜 をもつ。口緑部はわず

かに内傾する。

面へラナデ後，横ナデ。内 ・外面

黒色処理。

普通 P L 20 6

2

杯 B （4．6） 口緑 部，体 部一部欠損 。丸底。体 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部外 面 砂粒 ・小礫 ・長石 P 41 10 6

土　 師　 器

部 は内管 して立ち上 が り，日録部 ヘ ラ削 り後，へ ラナデ。 内面 へラ 黒色 8 0％

との境 に明瞭 な稜 をもつ。 ロ緑部

はわずか に内傾す る。

ナデ後，丁寧 なヘ ラ磨 き。 内 ・外

面黒色処理。

普通 P L 2 06

－　Sp－



図版番号 器　 穫 桓 測縮 m） 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴 胎土 や色調 の焼成 i 備　 考

第 59 図

3

林　　　 Å　 ＝」 底部か ら＝緑部 にかけての破片．　 目線部内 ・外面横ナデ∵休部外面 芸 色　　 鳥 霊 摘7

B　　 4．7 丸底∵休部は内曾 して立ち十が り， ヘ ラ削 り後，ヘ ラナデ∴　内面へラ

十　 帥　 器 目線部は短 く内相する∴　　　　　 ナデ後，ナデ㍉　内 ・外面黒色処理㍉ 普通　　　　　　　　　 P L 2 0（う

4

塔　　　 Å 13。6 休部か ら目線 部かけて一部大損 ∴　 目線 部内 ・外 面横ナデ∵休 部外面 砂粒 ・中條　　　　　 P 引 108

H　 J．3 丸底∴休 部は内曾 して立ち十が り， 構位 のヘラ削 り後，ヘラナデ∴　内 にぷい黄褐色　　　　 60％

十　 師　 器 目線部はほぼ直立する∴　　　　　 面 へラナデ後 †ヘラ磨 き∴輪積み

痕 を残す㍉　内 ・外面黒色 処理∵

普通　　　　　　　　　 P L 2 0（う

5

林　　　 身　 Å　 白二日］ 体 部か ら受 け部 にかけての破片∴　 体部 内 ・外面 ロクロナナ一 正部回 砂粒 ・長石　　　　　 P 各日21

B　 は 噛 体 部は内攣 して立ち上が り，受 け　 転へ ラ削 ；「 灰色　 良好　　　　　 柑％

須　 恵　 器 部 に至 る。 休部外面に 自然軸

高　　　 林　 目　 し6．封 林部底部か ら脚部 にかけての破片∴　 林部内 ・外面 ・脚部外 面縦位のへ 砂粒 ・長石　　　　　 P Jl 胱）

6 D 「1 ．の ㈲ 部はラッパ状 に聞 く㍉　　　　　　 ラ磨 き∴脚部内面横位のヘ ラ削 年 赤褐色　　　　　　　 却％

士　 師　 器 裾部内 ・外面横ナデ㍉外面赤彩 ∵ 普通　　　　　　　　　 P L 2 0（i

壷　　　 Å　 7．1 口縁部一部 欠損J 丸底㍉　やや扇 平　 日縁 部，頸部内 ・外面横ナデ㍉体 砂 粒 ・雲 母　　　　　 P 」．＝10

7
H　　 8．1

士　 師　 器

な球形 を呈する休部か ら，頭部は　 部外 面積位 のヘ ラ削 り後，ヘラ磨 にぷ い橙色　　　　　 95％

緩やかに屈 曲 し，目線 部は外 反す　 き㍉　内面ナデ∵　底部外 面不 定方向

る。　　　　　　　　　　　　　　　 のヘラ削 り。

普通　　　　　　　　 P L 2 0（う

重
壷　　　 Å　 白3．01 休 部か ら目線 部にかけての破片∴　 目線部 ．頸部 内 ・外面櫨 ナデ∴体 砂粒 e 長石 の石英　 序 射Ⅲ

言 R　 L11．51

士　 師　 器

休 部は内攣 して立ち上 が り， ＝縁　 部外面十位縦位 のヘ ラ削 り後，へ にぷい黄橙色　　　　 20％

部は外反す るo　　 i孟誓 霊 警 慨 のヘ ラ削 り 普通　　　　　　　　 P L 20（う

悪　　　 A　 五 1 休部 ・目線部一部 欠損∴平底．体　 目線部内 ・外面横ナデ∴体部外面 砂粒 ・小礫 ・長有　　 P 引」H

8　 17．1 部 はやや扁平 な倒卵彬 を呈し，‖　 中位以上縦位のヘ ラ削 り，下位構 にぷい黄橙色　　　　 70％

9 工　 師　 器　 し　 7．2 縁部 はわずか に外 反す る㍉　　　　 位のヘ ラ削 i主　 両面へ ラナデ後，

輪積み痕 を城すナデ＋　底部は不定

方向のヘ ラ削 りし

普通　　　　　　　　 P L 20γ

！

棄　 ね ］朗 休部 ・目線部1 部欠損．平底．体　 目線 部内 ・外面植ナデ∵休 部縦位 砂 粒 ・中條 ・長有 ・　 P 引1 日

10　　 ナ
8　 17．0

土　 師　 器　 C　 6．8

部は倒卵彬を呈 し，目線 部はわず　 のヘラ削 り，下位横位のヘラ削 りし 有英　　　　　　　　　 70％

かに外反する㍉　　　　　　　　　 内面へラナデ後，輪積 み痕 を残す にぷ い黄橙色　　　　 P L 2 06

ナデ∴底 部は不 定方向のヘラ削 年 普通

楽　　　 Å 〔＝詳 休 部か ら目線部 にかけての破片．　 目線部内 ・外面楯ナデ∴休部縦位の 砂粒 ・長有 ・有英 ・　 P 1 日lJ

Ⅲ B　 は5潮 休 部は倒卵彬 を呈 し，目線部 はわ　 へ ラ削 り∴下位横位のヘ ラ削 り∵内 赤色粒子　　　　　 ・附％

士　 師　 器 すかに外反す る∴　　　　　　　　 面へラナデ後，輪積み痕を残すナデ にぷい黄橙色．普通　 P L 20 6

第曲 図 襲　　　 B （33。9） 休部∵ 部 ・＝縁部 欠損㍉平底㍉体　 頭部内 ・外面棟 ナデ㍉休部外面ナ 砂粒 ・小礫 ・雲母 ・　 P 引 1用

2
C　　 6．8 部 は倒卵彬 を呈し．頭部 は外反す　 デ，下半縦位のヘ ラ磨 き㍉　内面横 長石　　　　　　　　　 60％

1 士　 帥　 器 る∵　　　　　　　　　　　　　　　 位のヘ ラナチ後，ナデ．内面 に輪 浅黄橙色　　　　　　 P L 20 7

積み痕。 普通

婆　　　 A　 H 8．8］ 底部か ら口縁部にかけての破 片∵　 日縁部，頸部内 ・外面横ナデこ体 砂 粒 ・中條 ・雲母 ・　 P 4 「‖て

B　 32．2 底部はわずかに突出する平底．休　 部外 面士半ナデ、 ド半縦位 と斜位 長石 ・石英　　　　　 30％

13 士　 師　 器　 し　 8．5 部は倒卵形を 呈し，目線 部は外反　 のヘラ磨 き㍉　内面横位のヘラナデ 浅黄橙色

聾　　　 Å ［23．2］

する。打線 端部は上方へ わずかに　 後 ，輪積 み痕を残すナデ。底 部木

つ まみ上げ られている。　　　　　 薬療有 り。

休 部か ら目線部 にかけての破片√　 日縁 部，頸部内 ・外面 横ナデ∴体

普通

砂粒 ・中條 ・雲母 ・　 P 引 118

B　 持 ．7） 体 部は扁平な倒卵彬 を呈 し†体部　 部外 面ナデ∵　内面横位 のヘ ラナデ 長石 ・石 英　　　　　 30％
且4 士　 師　 器 と頭部 の境 に緩 い稜 をもつ∵　‖縁　 橡，輪積 み痕 を残す ナデ． 浅黄橙色　　　　　　 P L 2 07

部 は外反す る。 普通　　　　　　　　 外面剥離

第　 図
手 捏 士 器　 A　 6．3 完彬∵底部 はわずか に突 出す る平　 日縁部，体部 内 ・外面輪積み痕 を 砂粒 ・長右　　　　　 P 4．112 0

5 9 B　　 4．0 底千体部か ら外傾 して立ち士が年．巨桟す指ナデ「 にぷい黄橙色　　　　 100％
且5 土　 師　 器幸 二　 朋 口縁部 に辛 る∵　外面凸凹∴ 普通　　　　　　　　 P L 20 6

図版番号 器I　 種
径 k m） 厚 さ k m）； 孔 径 k m） 重 量ね ） 材 質

特　　　　 徴 備　　　　 考

第60図16 耳　　　 環 1．5 ～1．6
0・5 i i・2 ！ 303 「金＋ 鋼 一部鍍金が遺存 M 引008　98％　 P L 221

踊 番号i 器 種 計　　　　　　 測　　　　　　 値 ！石 材 特　 徴　 再　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚さk m） 重量ね）

第郁図膵 砥　　　 石 （7．8） 5．9 3．2 （144．9） 凝灰岩 中央部で害軌 た一部カ。砥面摘　 iQ 射009 40％　 P L 222

摘　　 砥　　　 石 （2e3日 （2・揖　 恒 ・8 （ 3。9） 粘板岩 携帯用緬 の破片0破片の中央部描 乳 棒射鋸の 凱％　 P L 霊2

一一一一　札）一一一一一
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いる。

規模と平面形　南半分が耕作による撹乱を受け，＿Il＿二確な規模の推定は難しいが，ピ、、ノトの配刑と味質から，規

模を推定した。長軸．封）111，短軸圭90111の長方形と推定される。

′　　　　　　′、

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！、・・、　　　　　　　一　′、　、　　　　　′　　　　、　　　　　′

＿　　、＿ノ　　　′l′　　　′′－、　　ノ′　‾

ピ、ソト　信か所（PlへP6㌦）各コ一一十一一一からやや車好奇叫こ位置するPlへP jは，径7（ト80cIllのほぼ円

形で言寒さXト58（・【11である。規模と配置から巨柱穴と考えられる。）P6は塵）」の南側で検出された。径吊（、rllL！）
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はぼ円形で，深さ60cmである。P6をP4が掘り込んでいるので，柱の立て替えの可能性が強いと考えられる。

P2とP3の問に位置するP5は，下端径18cm，深さ14cmで，位置的に補助柱穴と推定される。P3とP5は

第55号溝に掘り込まれて，上端の形が不定形となっている。

遺物　土師器片85点，須恵器片2点，不明鉄製品1点が出土している。第62図1の土師器杯は，覆土中から破

片で出土している。2の土師器椀は，Plの覆土中層から逆位で出土した底部破片と覆土中から出土した破片

が接合したものである。3の甑は，北部と南部の床面から出土した破片が接合したものである。須恵器片・鉄

製品はともに極小片である。

所見　耕作による撹乱のため，覆土が薄く堆積状況は確認できなかった。また，第984号住居，第757号土坑，

第52・55号溝に掘り込まれているため，竃は検出することができなかった。本跡の時期は，出土土器と重複関

係から6世紀後半と考えられる。

毎　7‾‾訝

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿⊥－＿！

第62図　第990号住居跡出土遺物実測図

第990号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （C皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 62 図 杯 A ［13．6］ 体部か ら口緑部 にか けての破片。 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・石英 P 4 112 7

1
土　 師　 器

B （4，4） 丸底。体部 は内攣 して立ち上が り， へ ラ削 り後，ナデ。内面へ ラナデ 黄橙色 10％

口緑部 との境 に明瞭な稜 をもつ。

口緑部はわずかに内傾する。

後，横ナデ。内 ・外面黒色処理。 普通 P L 20 7

2

椀 A ［13．0］ 底 部か ら日録 部にかけての破 片。 口緑 部内 ・外 面横 ナデ。休 部外 面 砂粒 P 4 1 128

土　 師　 器

B　　 8．8 丸底 。休部 は内攣 して立ち上が り， ヘ ラ削 り後 ，ナデ。 内面へラナデ にぷい黄橙色 30％

口縁 部との境 に明瞭な稜 を もつ。

口緑部 は内偵す る。

後，横 ナデ。 内 ・外 面黒色処理。 普通 P L 20 7

3

甑 A ［29．6］ 体部上位か ら口緑部 にか けての破 口緑部内 ・外面横ナ デ。体部外面 砂粒 ・小礫 ・長石 P 4 112 9

土　 師　 器

B （8．7） 片。体部は外傾 して立 ち上が り， 横位 と縦位のヘ ラ削 り後，ナデ。 灰黄褐色 10％

口緑部は外反す る。 内面横 位のヘ ラナデ後，輪積み痕

を残 すナデ。

普通 P L 20 7

第991号住居跡（第63・64図）

位置　調査4区の西部，J9gO区。

重複関係　北西部を第1017号住居・第35A号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸5．86m，短軸5．84mの方形である。

主軸方向　N－200　－W

壁　第35A号清に掘り込まれた部分を除き，確認された。確認された壁の高さは32～38。皿で，外債して立ち上

92－



がる。

－1′　　ノ　　　　　　′　′　　　　　　　′、′　、　　　　′　　　．J′　、　　　　　　　　　一・

深さ6～8¢血で汐　断面形は瞑字形である。

′　′　　　　　　　　一、　　　　′　　　′′　三・′・・　ノ　　　　　′　　　　　　　　一

ノ　　　　・．　　　′　　　　　　　　　　ノ′

′、　　　′　・　　・　′＼∴ノ′　′、　′　　　′　　　　　　．　　　　．　　　　ノ、

ノ　　ー　　′　　　　　′　　　　　l　′ノ　　　　・　　′　／　　　　　　　ノ　　　、．、ノ　′　′

～　0臓も膵層が　崩落土層と考えられる。第　層は焼土粒子を多義に含み芦赤愛していることからタ火床

部と考えられる。煙道は筆　太床面から急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説

l　にぷい褐色　ローム粒子か廃土粒子や炭化粒子・砂粒少量

2　暗赤　褐色　にトーム粒子の焼士粒子e炭化粒子や粘土粒子か砂粒少量
3　にぷい赤褐色　焼土粒子中鼠　ロ∴∴ム粒子e炭化粒子e粘土粒子・砂粒少量
4　暗赤褐色　焼土中ブロックの焼土粒子中農　ローム粒子も炭化粒子の砂粒少量
5　にぷい赤褐色　廃土粒子中量，ローム粒子e炭化粒子p砂粒少量

6　極暗赤褐色　廃土粒子多鼠　ローム粒子も焼土中ブロックぁ炭化粒子少量
7　暗赤　褐色　廃土粒子多量，廃土小ブロック中遺草　焼土中ブロック少量
8　極暗赤褐色　焼土粒子多鼠　炭化粒子中最，ローム粒子ぜ焼土中ブロック少量
9　極暗赤褐色　粘土粒子中量，ローム粒子3焼土粒子の炭化粒子少量
摘　黒　褐　色　廃土粒子ぢ炭化粒子中量　砂粒少量
H　にぷい赤褐色．ローム車ブロックの廃土粒子を炭化粒子少量

は　暗赤褐色　焼土粒子“炭化粒子中量夕　焼土中ブロックや砂粒少量
13　暗　赤　褐　色　砂粒中量，焼土粒子ゆ炭化粒子。粘土粒子少量
摘　極暗褐色　ローム中ブロックをローム小ブロックの炭化粒子少量，焼土粒子微量
は　暗赤　褐　色　廃土粒子多量，炭化粒子0砂粒中農
蟻　極暗赤褐色　焼土粒子中量ラ　炭化粒子少量

膵　にぷい赤褐色　焼土中ブロック∵焼土粒子か炭化粒子中鼠　ローム粒子e粘土粒子e砂粒少量
且8　暗赤褐色　焼土中ブロックも焼土粒子e炭化粒子中鼠　ローム粒子少量
摘　極暗赤褐色　ローム粒子e焼土粒子さ炭化粒子少量
20　にぷい赤褐色　ローム粒子も焼土中ブロックぜ焼土粒子む炭化粒子少量

・　　　　．－　　　　　　・　　′　　・　′　　一・・　′　　′′　一′　　　′．　　　　　　　　　く、、　　　間．・そ

‘　　　・　′　　　　　ノ　ノ　　′　　ニ　　ノ′　′ノ．－∵　′．，、∴′　′、′　　′′　　　了′、′ノ　′．ニ

深さ椚cmである。位置的に出入　田施設に伴　ピッ、と考えられる。㌘3と南壁のほぼ中間に位置する㌘　ほタ

径錆cmの円形で　深さ25臓である。㌘3と㌘4のほぼ中間の西壁寄りに位置する㌘　は　径罰cmのほぼ円形で，

‾　ノ、’　′′　　　　　・　　‘、′　・ノ′　　　　　　　′J′　一㌧　′′　　ノ：　ノ．

・　・′′　　　′　　　　′　　′　　　ノ′　　′く、，‘一　∴′て′　　′∴　　号、　　　∴　　，．

覆豊　7層からなる。レンズ状の堆積状況から芦　自然堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロックもローム粒子少鼠　廃土粒子・炭化粒子教義

2　暗褐色　ローム中ブロックもローム小ブロックeローム粒子少量き　炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量夕　炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中量ブ　ローム小ブロック少量

5　暗褐色　ローム中ブロックq∴ローム小ブロックのローム粒子少量
6　暗褐色　ローム粒子や炭化粒子中農，ローム小ブロックや焼土粒子8砂粒少量
7　褐　　色　ローム粒子・砂粒や最戸　にト∴ム小ブロックも焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片封嵐　須恵器片　点が出土している。第錮図　の土師器杯は　竃西側の覆土下層から正位で

出土している。2の土師器杯射まタ北東コーナー寄りの床面から出土している。3の土師器婆は，竃東袖の北

壁際の床面から横位で出土している。　の土師器婆鋸も　北東コーナー部の壁際の床面から出土している。

所見　本跡の時期は芦　出土土器から7世紀前半と考えられる。

一　男　－
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第63図　第991号住居跡実測図



第64図　第991号住居跡出土遺物実測図

第991号住居跡出土遺物観察表

10cm

図版番号 券　 種 計測値（C皿） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第64図 杯 A　12．0 体部から口縁部にかけての破片。 口緑部内・外面横ナデ。体部外面 砂粒・雲母・長石・ P41130

1
土　師　器

B　　4．9 丸底。体部は内轡して立ち上がり，ヘラ削り後，ナデ。内面へラナデ 赤色粒子 90％

口緑部との境に明瞭な稜をもつ。

口緑部はほぼ直立する。

後，横ナデ。内・外面黒色処理。 にぷい褐色

普通

P L 207

2

杯 A ［13．4］ 体部から口縁部にかけての破片。 ロ緑部内・外面横ナデ。体部外面 砂粒 P41131

土　師　器

B （3．9） 休部は内攣して立ち上がり，ロ緑 ヘラ削り後，ナデ。内面へラナデ にぷい褐色 20％

部との境に明瞭な稜をもつ。日録

部はほぼ直立する。

後，棟ナデ。内・外面黒色処理。 普通 P L 207

3

整 A　16．8 ロ緑部一部欠損。体部は外傾して 口緑部内・外面横ナデ。体部外面 砂粒・雲母・長石・ P41132

土　師　器

B　18．6 立ち上がり，日録部は外反する。 上位へラナデ後，ナデ。下位斜位 石英 90％

C　　8．5 端部は上方へわずかにつまみ上げ のヘラ削り後，横位のヘラ磨き。 灰黄褐色 P L 207

られている。 内面横位のヘラナデ後，輪積み痕

を残すナデ。底部へラナデ。

普通

4

憂 A ［21．8］ 体部上位から口緑部にかけての破 口縁部内・外面横ナデ。休部外面 砂粒・雲母・長石・ P41133

土　 師　器

B （7．6） 片。休部は内野して立ち上がり， ナデ，内面へラナデ後，ナデ。 石英 5％

口縁部は外反する。 にぷい赤褐色，普通 PL 207

第992号住居跡（第28図）

位置　調査4区の西部，J8jO区。

重複関係　本跡が第54号掘立柱建物跡のP8・P9を掘り込み，第959・960・965号住居に掘り込まれている。

規模と平面形　全体的に第959号住居に掘り込まれているため，全容は不明である。確認された規模は，南北

3．30m，東西0．62mである。残存する北東コーナー部と東壁から，方形または長方形と推定される。

主軸方向　N－120　－Wと推定される。

壁　確認された壁の高さは最大16cmで，外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦であり，全体的に踏み固められている。

覆土　3層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗赤色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック微量
2　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
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遺物　土師器鋸6点が出土している。いずれも細片でタ　図示できるものはなかった。

所魔　時期を確定できるような土器は出土していない。重複関係と出土土器の傾向から6世紀後半以前と考え

られる。

．．　　　　　　　　　ノ・∴　∴　く

位置　調査　区の西風狙晦区。

重複関係　第粥号住居跡を掘り込んでいる。

、　　　　　′′　　・．　、　　　　・・l　　　′　　　　　：　・・

′・、

一　一　　　　　　　　　　　・　　　′　ノ　　′　′

‾、′　　′・．　　　′　　　ト　　　ノ、　　　　　、　　－　　　　′　　　　′・′三　　　i　　′

床　ほぼ平坦であ軋　中央部が踏み固められている。

憲　北壁の中央部を壁外へ25cmほど掘り込み芦　砂嚢粘土で構築されている。規模は芦　焚田部から煙道部まで

・・・・：　　　　′′　′　：．・一ノ　　　　‘　　一　・・・　　・、　′、　－：′、′　　　　、′

予の砂粒を比較的多　含んでいることから　崩落土層と考えられる。特に　第　～　の　層は火熱を受け赤変

しぎ　焼土ブロックでゴツゴツしている。袖部は比較的良好に遣存してお酌　両袖端部で袖の補強材と考えられ

る土師器婆の破片が検出されている。竃の構築を土層断面図からみると，ハードロームの地山をわずかにくぼ

む程度に掘り下げ芦　中央部を火床部として作りタ　両脇に粘土と山軌　ローム土を混ぜたま（第鼠8～22層）で袖

部を構築したと考えられる。車でも第鋼の飢層が袖部の中心の部分で言粘土と砂粒を多義に混ぜた部樹である。

灰を多量に含む第　層とその下層である第膵層の境界が　火床面と考えられる。煙道は　火床画から緩やかに

立ち上がる。

憲土層解説
1　にぷい黄褐色　粘土粒子0白色砂粒中鼠　ローム粒子微量

2　褐　　　　色　ローム小ブロック‘ローム粒子中豊，焼土粒子微量
3　暗　褐　色　焼土中ブロック0焼土粒子中量，ローム中ブロック少量
4　にぷい褐色　焼土中ブロック・焼土粒子8粘土粒子中量，ローム粒子0焼土中ブロック少量

5　暗　褐　色　廃土粒子多鼠　焼土中ブロックの焼土中ブロック中鼠　ローム粒子8炭化物・粘土粒子少量
6　灰　褐　色　灰多量ラ　ローム粒子や焼土粒子少量
7　暗　褐　色。Eト∴ム中ブロックもローム粒子多量，焼土粒子も炭化粒子少量
8　にぷい黄褐色　砂粒中農，焼土粒子e粘土粒子少量
9　赤　褐　色　焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子多量

摘　褐　　　　色　焼土粒子中量ラ　ローム粒子の焼土中ブロック少量，炭化粒子微量
は　褐　　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
12　灰　褐　色　焼土粒子も炭化粒子の砂粒少量，ローム粒子微量
13　にぷい赤褐色　ローム粒子e廃土粒子や粘土小ブロック中量，炭化粒子少量，廃土小ブロック微量
14　黒　褐　色　焼土粒子中量夕　炭化粒子・砂粒少量，Eトーム粒子・粘土小ブロック微量

15　灰　褐　色　ローム粒子の粘土粒子少量プ　焼土粒子や炭化粒子微量
16　にぷい赤褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロックぜ焼土粒子や炭化粒子・粘土粒子微量
膵　にぷい赤褐色　廃土粒子さ粘土粒子少量，ローム粒子ウ炭化粒子・砂粒微量
18　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック6焼土粒子・粘土粒子も砂粒少量ク　炭化粒子微量
i9　暗赤　褐　色　ローム粒子8粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子少量プ　炭化粒子微量

20　にぷい褐色　粘土粒子多量，砂粒中豊，ローム粒子少量夕　焼土粒子微量
21灰　褐　色　粘土粒子多量，ローム粒子も砂粒中量，廃土粒子e炭化粒子微量
22　暗　褐　色　ローム小ブロックeローム粒子の粘土粒子多量の砂粒少量，炭化粒子微量
23　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子の粘土粒子や砂粒微量

ノ　　‘、∴・　ノ　′　　′・　′1　　ノl′、ノーー∴・ノ　言　′つ、！：＿一「ら　ニ・′、　ト；／′′J、・．∴「

形で　深さは膵～飢cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置する㌘5は，径20

棚のほぼ慨形で言深さは群雄である。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。竃と北東コーナー部

の間に検出された㌘　は　径諏cmで深さ瞞臓である。位置的に貯蔵穴の可能性を考えて調査したがタ　形状から
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貯蔵穴とは考えられない。性格は不明である。

覆土　6層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
2　黒褐色　ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
5　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
6褐色ローム粒子多量，ローム中プロック少量

遺物　土師器片125点，須恵器片2点，土製品1点（支脚片），陶器片1点が出土している。第66図1の土師器

杯は，南壁際の中央部の覆土下層から斜位で出土している。2と3の土師器聾は，竃の東西袖端部から，まと

まって出土した破片が接合したもので，袖の補強材として使用されていたものと考えられる。支脚片は，小片

である。陶器片は，撹乱により混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から7世紀前半と考えられる。
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第65図　第994号住居跡実測図



；、′　．　　一1　　　　ノ．、．、

第鱒　骨住居跡出土遺物観察衷

図版番可 器　 種 恒 腫 毎 ）i　 器 形 の 特 徴　 ；　 手 法 の 特 徴 鋸 刃 澗 機 成 「 備＋ 考

第66 図　　　 林 A　 は．1　 休部から目線部にかけて一部欠損∴　目線部内 ・外面構ナデ∴休部外面 砂粒 ・雲母　　　　　 P∴111舗

温 8　 4．2　 丸底J 体部は内攣 して立ち上がり， 横位のヘラ削 り後，ヘラナデ∴内 にぷい黄橙色　　　　 75％

土　 師　 器 口縁部は直立する←　　　　　　　 面へラナデ後，横ナデ㍉ 普通　　　　　　　　　 P L 207

嚢 Å 「21．郎　 底部から目線部にかけての破片．　 目線部内 ・外面楯ナデ 休部外面十 砂粒 ・霊母 ・長石　　 P llはγ

B　 蝕　　 平底0 体部は倒卵形を皇し　 打線　 位綻位のヘラ削　 観 へラナ汽 中 橙色　　　　　　　　 30％

工　 師　 器　 　ヾ 7．2　 部は外反する㍉　　　　　　　　　 位以下斜位のヘラ削り橡 へラナナ 普通　　　　　　　　　 P L 207

内面へラナデ後，指頭痕を残すナデ

悪　　　 Å　白7．6］　 休部上位から目線部にかけての破　 目線部内 ・外面櫨ナデ∴体部内 ・ 砂粒 ・雲母・長有　　 P Jl138

3　 土 師 器 B （ ・郎 昌蒜票 完禁 誓 孟宗霊 訟 外商へラナデ後 げ 。 橙色　　　　　　　　　 20％

普通　　　　　　　　　 P L 207
わずかにづまみ上げられている。 i
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が。摘耶拍　東西軸が　ぬ鍼耶抱である。残存する壁と床面から方形または長方形と推定される。

壁　確認されたのはタ　東壁の一部だけである。壁高は凝大嶺職で芦　わずかに外憤して立ち上がる。

壁溝　確認された壁の下を巡っている。上幅　～はcm　下幅　～　cm　深さ　～　¢皿で　断面形はU字形であ

る。

床　ほぼ平坦である。床面を精査したがタ　硬化商とピットは検出されなかった。

所農　本跡は，床面がほとんど露出した状態で検出されタ　遺物も出土していない。時期は，重複関係から6世

紀後半以前と考えられる。

lll　981－ll1－－1



第錮号佳腰跡　第繹囲）

位置　調査　区の西部汐　狙振区。

重複関係　北コ…ナ一部を第鱒号住居に　東コーナー部を第鱒号住居に　西コーナー部を第鱒号住居に掘

i）込まれている。

′　　　　　　　　　　　　　　′

形である。

蓮華由方陶　討∵鍼○　…W

壁　確認された壁高は飢～測組で　外醸して立ち上がる。

′

・一一へつ員、111で，断面形は「拗二で缶る。

床　ほぼ平坦であ勘　全体的に踏み固められている。

憲　北西壁の中央部を壁外へ鏡¢mほど掘　込み　砂質粘土で構築されている。規模は　焚田部から煙道部まで

臓¢m　両袖部幅蟻㌍弧である。天井部は崩落してお酌　竃並層断面図中　粘土粒子の砂粒を比較的多　含む第

～　き　ぬ　層が崩落丑層と考えられる。袖部は比較的良好に遺存してお酌　窮鼠～膵の臓を鋼層が袖部の

丑層である。袖部の構築を丑層断面図からみる軋一部掘堕残したハ㌣守ロームを基礎にし芦山砂と粘土夢ロー

ム土を混ぜた部材で構築している。東袖の中心部から円筒形土器が検出されている。第　層が廃土粒子を多め

に含み芦　赤愛していることから芦　火床部と考えられる。煙道は芦　鬼床面から急な傾斜で立ち上がる。

憲土層解説

皇　灰　褐　色　粘土粒子も砂粒中農芦　焼土粒子も炭化粒子微量

2　にぷい赤褐色　廃土粒子中農ぎ　ローム粒子の炭化粒子の粘土粒子0砂粒少量
3　暗赤　褐　色　焼土粒子多最上炭化粒子少農夕　砂粒教義
4　酪　赤　褐　色　廃土粒子中量夕　炭化粒子0粘土粒子も砂粒少量
5　赤　褐　色　廃土粒子多量芦　炭化粒子少量
6　極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子ザ炭化粒子少量

7　暗赤褐色　粘土粒子車鼠　ロ…ム小ブロックぁローム粒子き廃土粒子0炭化粒子か砂粒少量
S　極暗赤褐色　焼土粒子中量芦　炭化粒子の砂粒少農
9　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量芦　ローム粒子か炭化粒子も砂粒少量
川　路　赤　褐　色　廃土粒子あ炭化粒子中量　ローム粒子少量

は　褐　　　　色　ローム粒子多量夕　砂粒少量，焼土粒子の炭化粒子も粘土粒子微量
は　暗　褐　色　「ト∴＿′′、粒子′損音，鳩目拉丁∴粘‖∴打一徹是

摘　暗赤　褐　色　焼土粒子中量　ロ…ム粒子も炭化粒子凋占土粒子少量
摘　灰　褐　色　粘土小ブロック凋占土粒子多量タ　ロ…ム粒子か焼土粒子少鼠　炭化粒子微量
蟻　灰　褐　色　粘土粒子中量　ローム粒子も廃土粒子少量
摘　灰　褐　色　ローム粒子の粘土粒子少鼠　焼土粒子の炭化粒子微量

1γ　にぷい褐色「「l∴粒戸川品　粘巨拉丁∴砂粒少量，焼十粒千・歳化粒守・微量
摘　褐　　　　色　ローム（地山）
且9　暗　褐　色　ローム小ブロック中量芦　ロ…ム粒子や炭化粒子少量夕　廃土粒子微量
釦　暗　褐　色　ローム粒子中豊　廃土粒子の炭化粒子0砂粒少量

，　　′　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′　　　　′　　　　　　　　　　′ノ　　　′　　　　　　ニ

深さ射～緋臓である。規模と配置から主柱穴と考えられる。南東壁際の中央部に位置する野　は　径錮¢mのは

・・　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　ノ　ー　　′　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　′　　′　　　　′　′　　　　　′　′　‾　　－　　　　・・

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック∴［ト∴揖粒子少量夕　炭化粒子微量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

4　暗　褐　色　にト…ム小ブロック∴・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子多量タ　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一
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所見　本跡の時期は，出土土器と重複関係から6世紀後半と考えられる。

第67図　第998号住居跡・出土遺物実測図

一100－

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　一一　l－　　1

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

0　　　　　　　　　　　　　　10cm
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第998号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 6 7 図 円 筒 土 器 A　 14．7 無底。体部か ら口緑部にかけての 口緑部 ・体部外 面縦位のヘ ラ削 り。 砂粒 P 4 1 150

1
土　 師　 器

B （12．7） 破片。体部は直線的に立ち上がる。 内面に輪積 み痕。 にぷい黄橙色 2 0％

口緑部は内側 に折 り返す ように丸

く収めている。

普通 P L 20 7

内 ・外面煤付着

第1001号住居跡（第68図）

位置　調査4区の南部，KlOg4区。検出されたのは住居跡の南西部であり，大部分が未調査区域に位置する。

規模と平面形　大部分が未調査区域に位置するため，全容は不明である。確認された規模は検出された南東壁

と南西壁から，南西軸が1．30m，南東軸が2．10mである。方形または長方形と推定される。

主軸方向　検出された南東壁と南西壁から，N－320　－Wと推定される。

壁　確認された壁高は最大27cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　確認された壁の下を巡っている。上幅16～22cm，下幅4～7C皿，深さ5cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦である。

覆土　4層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
4　極暗褐色　ローム粒子中量

遺物　土師器高杯1点，土製晶1点（支脚片）が出土している。第68図1の土師器高杯は，南東壁際の床面か

ら斜位で出土している。支脚片は破損した小片である。

所見　本跡の時期は，出土土器と住居跡の主軸方向から6世紀後半と考えられる。

K K

O　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

第68回　第1001号住居跡・出土遺物実測図
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0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！



第臓削号佳屠跡出立遺物観察豪

図版鵬　 霹　 穫 桓測酎 cm）i　 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴＋ 「腱 洩 酢 鋸 備　　　　 考
第錨囲　高　　 塚　 A　は．言 日録部の裾部一部欠損。郷部はハ　打線部内せタ摘桟ナデ。鞘βから　砂粒の長石

P llH吊
山　 神　 の字状に開く∵　林部は内曾して立　脚部外面縦位のへラ削り後，ヘラ　にぷい橙色 80％

†　　 士　柚　器　 H l（＝　　 ち十が上　目線部との境に明瞭な　ナデ∴林部内面不定方向へラ磨き∵　普通 P L208
i　 警 別 線部はわずかに礪 贋 票 警 芸 濃 霊 。の 什面剥離

′

位置　調査　区の西部　監抽区。

重複関係　第摘掴号住居跡を掘り込んでいる。

＼、′　　　′　　　　　　　　　　∴　　　　　　　′ノ　　　　′

董卓癖方向　N一一2（う0】調もノT

壁　壁高は舶～錮臓で　外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁の下を巡ってお酌　全周していると考えられる。強敵絡甑輸認∴㈲幅臓～臓粗芦　深さ6～

摘監皿で　断面形は瞑字形である。

′　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　′．′

る溝娠　同じ　東壁下から㌘錮こ延びる溝だ　酋壁下から欝　に延びる溝誠と㌘臓に延びる溝暖　同じ　西壁

菅から㌘射こ延びる溝　の　条が検出されている。溝鼠～溝　の幅は2～開襟m　深さは蟻～飢監皿で　断面形は

恩J字形または「V」形である。性格は不明である。

満e土層解説

i　暗褐色　ロ…ム粒子少登ヲ　ローム小ブロックの廃土小プロッタ8廃土粒子の炭化物の炭化粒子教義

2　暗褐色　ローム粒子中量タ　ロ…ム小ブロックぉ廃土小ブロック微量

3　褐　色　ローム粒子多量

4　褐　色　ローム粒子少農芦　焼土粒子も炭化粒子微量

5　褐　色　ローム粒子多鼠　炭化粒子微量

6　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量芦　焼土粒子を炭化粒子微量

7　暗褐色　ロ…ム粒子車鼠　ロ…ム小ブロックの炭化粒子微量

8　暗褐色　ローム粒子中農，ローム小ブロック微量

9　褐　色　ローム粒子多義㍉　Eト∴ん小ブロック微量

摘　暗褐色　ローム小ブロック∴∴ローム粒子少還㍉　にト∴ム率ブロックe廃土粒子も炭化粒子微量

Ii　暗褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロックの焼土粒子6炭化財あ炭化粒子微量

12　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

13　暗褐色　ローム粒子少量ぎ　ローム小ブロック微量

摘　黒褐色　ローム粒子少量夕　炭化粒子微量

竃　北西壁の中楽部で　か所　竃　の竃の確認されている。竃且；北西壁中央に位置し　竃　はその東側に

隣接している。こうした位置関係や遺存状況　袖の再利用の状況などから　竃』住居構築時の竃で　それを

廃棄してつくりかえたのが竃2であると考えられる。竃鼠は竃2の北西袖部を調査したところ芦　北商機都側の

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′ノ　　　　　　　′　　　　　　　　　′一

一　′　　　　　　　　　－　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′　　　　　　′′　‥　′′′　′

′　　　　　　　　　　′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1′＼・′　．・　′・ノ十　′

′　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　ノ　・　　　ハ　′、′ノ

′　　　　　′　　　ノ　　　　　　　　‥　　　　　　　′．＿　・′ノ　∴　′　　′‘　　　　　’　　　　，　′

部の土層である。火床部の両脇に粘土を砂やローム土を混ぜ合わせた部材を使いタ　東北の北西の袖がほば均等

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　′′I　′　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　′．′J′′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　′　　　　　　′　l　　　　　　　′　　　′　　　　　′′ノ　／
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ていることから芦火床部と考えられる0火床部下の掘り方を丑層断面図からみる芝芦ハードロームの地山を掘

り下げ芦ロームに焼土粒子と炭化粒予を含む丑を埋立としている。第諏～舶層が該当ずる。第摘層直下の第深

層はぎ火床部を意識して人為的に固められている○煙道はタ火床画から緩やかな傾斜で立ち上がる。

竃

鼠

2

3

空
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豊

竿

8

9

蟻

は

ほ

ほ

摘

蟻

蟻

膵

臓

臓

翻

飢

2

2

2

3

鋼

2
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2

6

2
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2
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2
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測

凱

3

2

3

3

錮

3

5

3

6

3

7

3

8

3
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舶

1土層解説

暗　褐　色

極　暗　褐　色

褐　　　　色

暗　赤　褐　色

暗　褐　色

暗　褐　色

2土層解説

ローム粒子中鼠炭化粒子の粘土粒子少鼠　ローム小ブロックの焼土粒子ゆ砂粒微量
ローム粒子p焼土粒子も砂粒少量「炭化粒子0粘土粒子微量

粘土粒子の砂粒車鼠ローム小ブロック8ローム粒子や廃土粒子少鼠焼土中ブロックe炭化粒子微量
廃土小ブロックを焼土粒子中量芦ローム粒予め粘土粒子あ砂粒少鼠ローム小ブロック8炭化粒子微量
ローム粒子車鼠焼土粒子や砂粒少鼠炭化粒子の粘土粒子微量

ローム粒子車鼠ローム小ブロックや廃土小ブロックや砂粒少鼠焼土粒子ま炭化粒子せ粘土粒子微量

灰　褐　色　粘土粒子・砂粒中鼠廃土粒子少鼠廃土小ブロックの炭化粒子微量
褐　　　色　砂粒中鼠粘土粒子少鼠廃土粒子の炭化粒子微量
吠　褐　色　焼上粒J∴炭化粒千・粘上位J∴砂粒少量

黒　褐　色　砂粒多鼠　ローム粒子の粘土粒子中鼠廃土粒子も炭化粒子微量
暗　褐　色　砂粒多鼠粘土粒子中鼠　ロ…ム粒子少鼠焼土粒子も炭化粒子微量

暗赤褐色　廃土小ブロックも粘土粒子少鼠ローム粒子も廃土粒子の炭化粒子の粘土小ブロック微量
暗赤褐色　粘土粒子や砂粒車鼠焼土粒子の炭化粒子少量
暗赤褐色　廃土粒子車鼠粘土粒子0砂粒の炭化粒子少量

にぷい赤褐色　廃土小ブロックの廃土粒子も炭化粒子0粘土粒子の砂粒少鼠　ローム粒子微量
褐　　　色　ローム粒子も粘土粒子車鼠砂粒や炭化粒子少鼠廃土粒子微量

にぷい赤褐色　焼土粒子の炭化粒子も砂粒少鼠ローム車ブロックeローム小ブロックが焼土中ブロックゆ炭化物微量
黒　褐　色　炭化粒子多鼠　焼土粒子少鼠　砂粒教義
暗赤褐色　廃土粒子多量夕炭化粒子少量，砂粒微量

にぷい赤褐色　焼土粒子の砂粒中鼠粘土粒子少鼠　ローム粒子微量

灰
暗
褐　色　砂粒軽量㍉酪土粒子∵粘土粒子少量タ　ロ…ム粒子微量
赤　褐　色

にぷい赤褐色

暗　赤　褐　色

黒　褐　色

極暗赤褐色
灰　褐　色

灰　褐　色

極　暗　褐　色

暗　褐　色

暗　褐　色

極暗赤褐色
灰　褐　色

褐
褐

粘土粒子q砂粒車鼠　ローム粒子0焼土粒子少量

ローム粒子や砂粒中農焼土粒子せ粘土粒子少鼠　ローム小ブロックや炭化粒子教義
焼上粒子小品　けIl一一∴粒J∴・歳旧し‖・・粘「幸′つ∴砂粒′レ量，；ト∴′ト′十ト「当微量
砂粒小品　焼1斗圧・炭化粒守∴粘‖J′守′レ品lト∴粒J∵微量
炭化粒子多鼠砂粒中鼠廃土粒子少鼠粘土粒子微量
し－ト∴粒j斗一品　焼日量十・対日二粒子・砂粒′嬬葺：言尉ヒ粒子微量

砂粒多鼠粘土粒子車鼠焼土粒子少量，ローム粒子が廃土小ブロックや炭化粒子微量
砂粒中鼠焼土粒子や粘土粒子少鼠　ローム粒子e炭化粒子微量

粘土粒子車鼠ローム粒子e焼土粒子を炭化粒子を粘土小ブロックか砂粒少鼠廃土小ブロック欄化物微量
ロ…ム粒子の焼土粒子ぜ炭化粒子e砂粒少鼠焼土中ブロックを粘土粒子微量
焼土粒子を炭化粒子の砂粒中量，粘土粒子少量

砂粒中鼠廃土粒子も炭化粒子の粘土小ブロック少鼠廃土小ブロック微量
色　ローム粒子中農焼土粒子ず砂粒の粘土粒子少鼠炭化粒子微量
色　ローム（地山）

暗　褐　色　砂粒多鼠焼土粒子ふ粘土粒子車鼠粘土小ブロック少鼠廃土小ブロックめ炭化粒子微量
にぷい赤褐色　焼土粒子か粘土粒子e砂粒中鼠　ローム粒子少量，炭化粒子微量
暗赤褐色　廃土粒子多鼠炭化粒子凋占土粒子0砂粒少鼠粘土小ブロック微量

暗赤褐色　焼土粒子も砂粒中量ブローム粒子p粘土粒子少鼠炭化粒子のローム小ブロック微量
色　ロ…ム粒子多鼠　廃土粒子凋勘蛸持∴砂粒少量

、　　ノ　　　　　　　　′　　一　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　′　′　　　　　′　－

・′　　′・、　′′′　′′・　　　，・　　　′　　∴　　　′．、　∴・．ノ・　　　　．．　、ノ

ノ　　　　　　ノ　　ノ　　　　　　　　　　　′　　　　　′　　　　　・・　　　′／一　　　　　ご　・

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　∴　′　　　ノ　′　　　　′．　・・　　　　　　　　　　　・′

ノ　　　　　二　　′ノ　　′　二・・′　　　　　　′　　′　′・′　　　　、　　　′　ノ

ノ　　　′　　　　　　′・・　　　　　　　　′　　’　　　　′　　′　　；′、二　　　　三　　．　　　　　　　　　・

・　　　　　　　　　　ノ　　　′　子　　′　　′、．・ノノ　・：　　　′・：′．・　、　　′

ノ　ノ　　　　　　　　　　　′ノ　　　　　　　ノ、′l′′ノ・．′　′1　′

′　　’　　∴　　　　　′ノ　′　　′′ノ′　　　′′一　　三　　′・・＼　　′ノ　・　　　　　　．′・
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田施設に伴うピットの補助柱穴と考えられる○貯蔵穴に連続する㌘蟻は　長径腕m　短径挽mの楕円形で　深

さ鵬腿である。貯蔵穴に付随する可敵性が考えられるが　詳細は不明である。壁溝中に位置する㌘膵～㌘霊は芦

、．　　　　　　′　r　　′　　　ノ　　′　　　　　　ノ　ノ　′、′：十　ノ′ノ　′・′．！・ノ　′・′′、′′．′′ノ
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第71図　第1002号住居跡出土遺物実測図（2）

三　　二

亀8　09
0　　　　　　　2cm

l‥　；　」

10

10cm

l j＿＿　　　」

P33～P35は，径10～12cmで，深さ21～26cmである。位置的に竃に付随する柱穴と考えられる。掘り込みの外

側にあり壁に沿ってはば等間隔に並んでいるP36～P62は，径12～19cmのはぼ円形で，深さ13～47cmである。

規模と配置的に屋根材を支える柱の柱穴の可能性が考えられるが，詳細は不明である。

Pl～P4土層解説
1極暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
5　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
6　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量
7　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

8　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック中量
9　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
10　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量

P5土層解説
1極暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

P6土層解説
1極暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

ー1両



貯蔵穴　竃1の西側言ヒ壁際に検出された。長軸135cm，短軸95cmの隅丸長方形で，深さ62。mである。底面は

平坦で，断面形は「V」状である。

貯蔵穴土層解説

1褐　　色　ローム粒子中量，廃土小ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子微量
2

3

黒
黒
褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・廃土小ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子・砂粒微量
褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化材・炭化粒子・砂粒微量

4　暗褐色　ロ…ム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

8　暗褐色　粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
9　褐　　色　ローム粒子中豊，焼土粒子・炭化粒子少量，炭化材微量

覆並　31層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

0

H

1

2

1

3

1

4

1

5

1

6

1

7

1

8

1

9

2

0

2

1

2

2

2

3

2

4

2

5

2

6

2

7

2

8

2

9

3

0

3

1

黒褐色　ローム小ブロック多鼠　ローム粒子．焼土中ブロック・焼土粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量
黒褐色　ローム小ブロック
黒褐色　ローム小ブロック
黒褐色　ローム小ブロック
褐　　色　ローム大ブロック

黒褐色　ローム小ブロック
黒褐色　ローム粒子多量，
極暗褐色　ローム小ブロック
黒褐色　ローム粒子中量，

黒褐色　ローム粒子中量，
暗褐色　ローム粒子中量，

・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化材・炭化粒子少量
・ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
・ローム粒子・焼土粒子中量，ローム大ブロックe炭化粒子微量
・ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
・ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
・ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子微量
ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

褐　　色　ローム大ブロック・ローム粒子多量

極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
黒褐色　ローム小ブロック多鼠　ローム粒子け焼土粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量
黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック・焼土粒子少量
黒褐色　ローム粒子中量，ローム太ブロック・ローム小ブロックe廃土粒子少量

暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子中量，焼土大ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子少鼠炭化材微量
極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量，ローム大ブロック・炭化粒子微量
黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
黒褐色　ローム中ブロック・ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック少量，焼土粒子微量
褐　　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック中量
極暗褐色　ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム小ブロック中量
黒褐色　ローム粒子多量，ローム大ブロック中量，焼土粒子少量

黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒少量
灰褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・砂粒中風焼土粒子少量，ローム大ブロック・炭化粒子e粘土粒子微量
暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量

灰褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック微量
黒褐色　ローム大ブロック・ローム粒子中量，ローム小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
黒褐色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック微量

灰黄褐色　砂粒多量，ローム粒子中量，焼土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック微量。しまりが強く硬質。

遺物　土師器片2269息土製品4点（土玉20支脚片2），石器2点（砥石），須恵器片22点，鉄津6息陶器

片3点，炭化種子主点が出土している。第70・71図1～7はすべて土師器である。1の杯は言ヒ部の北東壁寄

りの床面から正位で出土している。2の杯は，北コーナー部の溝aから破片で出土している。3の杯は，西部

の南西壁寄りの覆土下層から破片で出土している。4の杯は，南西壁際の中央部の覆土下層からで出土した破

片と西部の溝eから出土した破片と南部の覆土中から出土した破片が接合したものである。5の杯は，竃2の

北西側の床面から破片で出土している。6の鉢は，南東壁際の中央部の覆土下層からで出土した破片と西コー

ナーの床面から出土した破片と竃の覆土中から出土した破片が接合したものである。7の賓は，南部の覆土下

層からで出土した破片と中央部の覆土下層から出土した破片と北コーナーから北東壁際の覆土下層にかけて散

乱して出土した破片が接合したものである。8と9の土玉は，それぞれ東部の床面と西部の床面から出土して

いる。10の砥石は，南部の床面から出土している。支脚片と砥石の1点は，共に破損した小片である。須恵器

片0陶器片。小片の鉄浮は，撹乱により混入したものと考えられる。土師器片の多くは，杯。婆のつぶれた細

片であり，接合できるものは少ない。これらは，本跡廃絶後投棄されたものと推測される。
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所鳳　本跡の時期は，出土土器から6世紀後半と考えられる。

第柑鵬号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 k m） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎十 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 70 回 林 A　 14．5 丸底。体部 は内攣 して立ち上が り， 日縁部内 ・外面横ナデ。体部外 面 砂粒 P 4 116 4

1
土　 師　 器

B　　 4．6 目線部 に至 る。目線部 はほぼ直立 横位のヘ ラ削 り後，ヘ ラ磨 き。内 にぷい黄橙 色 10 0％

す る。 面へ ラナデ後，横ナデ。内 e外 面

黒色処理。

普通 P L 20 7

2

林

士　 帥　 器

A　 1 3．1 底部 の目線部の一一部欠損。丸底。 ＝縁部内 ・外面横ナデ㍉体部外 面 砂粒 の長石 ・石 英 P ∴1日（う5

B　　 5．2 体部は内攣 して立ち上が り，目線 ヘ ラ削 り後，へ ラナデ。内面へ ラ にぷい赤褐色 90％

部 との境に稜 をもつ。目線部はほ

ぼ直立する。

ナデ後，横位のナデ。内 0外面 黒

色処理。

普通 P L 20 7

3

林

士　 師　 器

A　 12．6 底部 の体部 0 日縁 部の一部欠損。 目線部内 ・外面横 ナデ。体 部外 商 砂粒 ・雲母 P 4 116 6

B　　 5．4 丸底。体部は内攣 して立ち上が り， へ ラ削 り後，ヘラナデ。 内面へ ラ 褐色 60％

日縁部 との境 に稜 を もつ。目線 部

はほぼ直立する。

ナデ後，不定方向のへラ磨き。内 ・

外面黒色処理。

普通

4

林

士　 柚　 器

A　 13．0 底部 ・体部 ・＝縁部 の一部欠損 こ 口縁 部内 ・外 面横 ナデ⊥休部外面 砂粒 P 4 1 167

B （姐 ） 丸底。体 部は内攣 して立 ち上が り， 横位 のへラ削 り後 ，ヘ ラナデ。 内 にぷい橙色 50％

目線 部 との境 に稜 をもつ。 日縁部

はほぼ直立す る。

面へラナデ後 ，横位 のヘ ラ磨 き。

内 ・外 面黒色処理。

普通 P L 2 08

！

5

林

士　 師　 器

A ［14．2］ 底 部か ら目線部 にか けての破片。 目線 部内 。外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 4 1 168

B　　 3．6 丸底。体部 は内攣 して立ち上が り， 横位 のヘラ削 り後，ヘ ラナデ。 内 にぷい赤褐色 30％

目線部 はほぼ直立す る。 面へ ラナデ後 ，ナデ。内 e外面黒

色処理。

普通 P L 2 08

砥石転用痕

6

鉢

土　 師　 器

A　 19．3 体部 も目線部の一部欠損。平底。 目線部 内 ・外商横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・石英 P 4 1 169

B　　 9．7 体部 は外傾 して立 ち上が り， 目線 ヘ ラ削 り後，ヘ ラ磨 き㍉　内面へ ラ にぷい黄橙色 90％

C　　 7．8 部 に至 る。 ナデ後，へ ラ磨 き。底部外面不定

方向のヘ ラ削 り。

普通

第 71 図

7

嚢

土　 師　 器

A　 1 9．2 体部 の目線部の一部欠損。底部 は 目線部，頸部内 ・外面横ナデ。体 砂粒 e 小磯 。雲母 も P 4 H 7 0

B　 29．1 わずか に突出す る平底。体部はや 部外面上半ナデ後，斜位のヘラ磨 長石・右英 70％

C　　 9．5 や扁平 な倒卵形 を皇 し，頚部は外 き。下半縦位のへ ラ磨 き。内面横 橙色 P L 20 8

反す る。目線端部は上方へわずか

につ まみあげ られている。

位のヘ ラナデ後，指頭痕を残すナ

デ。内面 に輪積み痕。

普通

図版番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 ！ 特　 徴

胎 士 ・ 色 調 備　　　　　　 考

径 （cm） 長さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第71 図 8 上　　　 玉 0．9 0．9 0．3 0．7 円筒形，磨 き。 細砂粒 ，にぷい褐色 D P 4 10 08 10 0％　 P L 21 9

9 士　　　 玉 0．6 0．4 0．1 0．10 扁平な球体，磨 き。 細砂粒 ，黒褐色 D P 4 10 09　 60％

図版番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

石′質 特　　　　　　　 徴 備　　　　　 考
長さ （cm）！幅 （cm）軽 さ （cm） 重量 ね ）

第71図10 砥　　　 石
（1290） ［ 5e9 ［ 2・1 日 132・5）

凝 灰　 岩 砥面4面。中央部が薄 くなっている。 Q 射016　60％　 P L 222

第柑鍼号住居跡（第69。70図）

位置　調査4区の西部，K9C9区。

重複関係　全体的に第1002号住居に，南西コーナー部を第1003号住居に掘り込まれている。

規模と平面形　確認された規模は，南北軸が5。20mで，東西軸は1。60mだけが遺存する西壁と床面から確認さ

れた。平面形は方形または長方形と推定される。

主軸方向　N－110　－W

壁　確認された壁高は6～10cmで，外傾して立ち上がる。
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壁満　確認された壁の下を巡っており，全局していたと推定される。上幅16～2娠払下幅5～6cm，深さ5～

9cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦であり，全体的に踏み固められている。

炉8竃　全体的に第摘鵬号住居に掘　込まれているために，炉の痕跡も竃の痕跡も確認することはできなかっ

た。

覆達．3層からなる。覆土が薄く断定することが難しいが，壁際の三角堆積からプ　自然堆積と推定される。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

遺物　土師器片8点が出土している。すべて婆の体部細片である。

所見　本跡の時期は，重複関係から6世紀後半以前と考えられる。

第柑賎号住居跡（第72図）

位置　調査　区の西部　狙鮎区。検出されたのは北西部だけであり，大部分が調査区域外に位置する。

重複関係　西コーナー部から南西壁にかけて　第用00号住居に掘り込まれている。

規模＆平面形　大部分が調査区域外に位置するため，全容は不明である。確認された規模は検出された北西の

南西壁からタ　南西軸が3。10m　北西軸が。鋼mである。方形または長方形と推定される。

童軸方向　検出された北西を南西壁からタ　Ⅸト㍗圭　一Wと推定される。

壁　確認された壁高は45～52粗で，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁の下を巡っている。上幅18～23撒，下幅5～9撒，深さ5～12cmで，断面形はU字形であ

る。

床　確認された床面はほぼ平坦であり，全体的に踏み固められている。南西壁下からPlの北部に延びる溝a

が検出された。規模は幅14～29cm，深さ14cmで，断面形は「V」形である。性格は不明である。

溝a土層解説

1　にぷい暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，焼土中ブロックpローム小ブロック微量
2　褐　　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
3　褐　　　　　色　ローム粒子中豊，ローム車ブロックヴローム小ブロック少量
4　暗　　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化物微量
5　褐　　　　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

6　暗　　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

ぼり『卜＋2か所（Pl o P2）。北西コーナーからやや中央寄りに位置する㌘1は芦　径45組の円形で，深さ32

雌である。規模と配置から主柱穴の一つと考えられる。北壁際の壁港内に位置する㌘2は，径26cmのほぼ円形

で，深さ15cmである。規模と位置から，壁溝に伴うものと推定される。

覆土　全体的に第1000号住居に掘り込まれているため，わずかな土層断面しか確認できなかった。10層からな

る。レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロックヰローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量

6　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
7　灰褐色　粘土粒子・砂粒・炭化粒子少量，焼土粒子微量

8　暗赤褐色　焼士粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・粘⊥粒子・砂粒微量
9　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量
10　極暗褐色　ローム粒子少量，廃土粒子微量
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遺物　土師器片31点が出土している。ほとんどが，婆の体部細片である。

所見　時期を確定できるような遣物が出土していないものの，重複関係と形状から，古墳時代後期と考えられ

る。

第72図　第柑腕骨住居跡実測図

1
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第柑紺号住居跡（第73・74図）

位置　調査4区の南部，K且Oj2区。北部から南部にかけて調査区域外に位置するため，検出されたのは全体の

2分の1ほどである。

重複関係　竃の北西袖から北西壁の中央部まで，第57号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　確認された規模は，検出された西コーナー部から南西軸が4。20m，北西軸が2。80mである。長

方形と推定される。

主軸方向　N－230　－W

壁　壁高は14へ18cmで，外憤して立ち上がる。

壁溝　西コーナー部を除き，確認された壁の下を巡っている。上幅10～12cm，下幅3～4cm，深さ4cmでタ　断

面形はU字形である。

床　ほぼ平坦であり，全体的に踏み固められている。

竃　北西壁の中央部を壁外へ25cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで

98cm，両袖部幅110cmである。天井部は崩落しており，竃土層断面図中，第1へノ4・7層が崩落土層と考えら

れる。第8層が廃土粒子を多量に含み，赤変硬化していることから，火床部と考えられる。煙道は，火床面か

ら緩やかな傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1　明　褐　色　砂粒多量，粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　にぷい赤褐色　焼土粒子・砂粒中量，粘土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
3　褐　　　　色　粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗　赤　褐　色　焼土粒子少量，ロ…ム粒子・炭化粒子・砂粒微量

5　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子・砂粒少量
6　暗赤　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子・砂粒少量，焼土中ブロック微量
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7　暗赤褐色　焼土粒子多量，砂粒少量，炭化粒子微量
8　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量，焼土中ブロック少量，砂粒微量

覆土　5層からなる。壁際の三角堆積と含有物の特徴から自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
3　極暗褐色　ローム粒子少量

4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片32点が出土している。第73図1の土師器杯は，

北西部の床面から出土した破片が接合したものである。

所見　本跡の時期は，出土土器と隣接する古墳時代後期の住

居跡と主軸方向が一致することから7世紀前葉と考えられ

る。

第74回　第1007号住居跡実測図

第1007号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

」　＿－＿…j i

第73図　第1007号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

ト－I l

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

j　　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第73図 杯 A　13．2 体部から口緑部にかけて一部欠損。口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ砂粒・雲母・長石P41177
1 土　師　器B　　4．8 丸底。体部は内管気味に立ち上がラ削り後，ヘラナデ。内面へラナ灰赤褐色 90％

り，口緑部はわずかに内傾する。デ後，横ナデ。内・外面黒色処理。普通 PL208

第1008号住居跡（第75・76図）

位置　調査4区の西部，JlOf4区。

重複関係　第1010号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　一辺4．90mの方形である。
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主軸虜蘭　李障㍉鮮睾　…W

壁　壁高は凝太舶cmで　外傾して立ち上がる。

′　　　、　′　　　　　　　　′　　　、　：　　　　　　　　　　′　、、　　　　　　　　二　　　　．：

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

′　　′　　　　　　　　　　　　′　　　、　　　　　　′　　　　　　ノ　　　　ノ　　l－

′　　・：　一　ノ′′　　・　、　′　　　　　　　　・・・　く　、　　　　・ノ′　′　　　ノ　ノ　′′　．

㌧′　　　・′．：　′′・′′　！　∴、．　′　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　′．　　　、

多く含む第8へつ6層が袖部の土層である。竃の構築を日啓断面図からふると，火床部は中央部を掘りくぼめた

′　　′　　　　　　　　′．　　　　　　ヽ　　′′　　　′　．　　　　　　　　　　　　　′　　　　　－・′

た部材を重ねるようにして構築している。第γ　つ7層が焼士粒子を比較的に多く含。宣，赤変していることから，

火床部と考えられる。煙道は，火床面から外伍して立ナ　上がる。

義士層解説
1　暗　褐　色　t‾‾トー∴粒子少量、暁上粒子・炭化粒十・秒粒微量

2　暗　赤　褐　色　廃土粒子中量ア　焼土中ブロックる炭化粒子や粘土粒子e砂粒少量
3　暗　赤　褐　色　ローム小ブロックの廃土小ブロックの廃土粒子や炭化粒子サ粘土粒子e砂粒少農
4　暗　赤　褐　色　焼土中ブロックの廃土粒子中量プ　炭化粒子も砂粒少最
5　暗　褐　色　粘土粒子も砂粒少量プ　焼土粒子0炭化粒子微量

6　黒　褐　色　炭化粒子や砂粒少量，焼土粒子微量
7　極暗赤褐色　廃土粒子中農ぎ　ローム粒子の炭化粒子少量
8　にぷい褐色　ロ…ム粒子き砂粒中豊，廃土粒子ゆ粘土粒子少量，廃土小ブロック4炭化粒子微量
9　にぷい赤褐色　ローム粒子も廃土粒子中豊，砂粒少量

用　にぷい黄褐色　ローム粒子中量，廃土粒子も砂粒少量夕　粘土粒子教農
H　にぷい赤褐色　廃土粒子中農　ローム粒子凋土粒子8砂粒少量
且2　暗　赤　褐　色　廃土粒子針鼠　砂粒少量ブ　ローム粒子微量
13　にぷい赤褐色．ローム粒子8廃土粒子中量，廃土小ブロック少量
摘　褐　　　　色　ロ…ム粒子中量　焼土粒子少鼠　炭化粒子微量

蟻　灰　褐　色　ローム粒子多量ク　焼土粒子・粘土粒子0砂粒少鼠　炭化粒子少量
蟻　褐　　　　色　ローム粒子中量芦　焼土粒子少量ア　ローム小ブロック微量
膵　暗　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック少鼠　ローム粒子の炭化粒子微量
皇8　褐　　　　色　ロ∵ム　0掛川

′　′　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　、　　－　′′　　　　　　　　　　　　一　　′　　、

形で　深さ関～関¢mである。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置する㌘　は　長径

′　　・．　　、、′、、　′　ノ　ノ　J′．　　　　　　・t　　　　　　　　　　′′　　　′　′′　　・・

′、　　　　　　　　　ノ　　　　′　′　　　′ノ　1　・　　　・・・　　　‘　　　　　　′∴　　′

と考えられる。

Pl～P6土層解説
且　極暗褐色　ローム中ブロックずローム粒子少量，焼土粒子の炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量プ　炭化粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子多量

4　暗褐色　ローム粒子中量
5　暗褐色　ローム粒子0焼土粒子を炭化粒子少量
6　暗褐色　ローム小ブロックやロ…ム粒子少量，焼土粒子や炭化粒子微量
7　極暗褐色　ローム小ブロックのローム粒子が焼土粒子ぜ炭化粒子少量
8　暗褐色　ローム粒子中農芦　廃土粒子あ炭化粒子微量

覆土14層からなる。プロ、ソク状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

l　暗赤褐色l‾－ト∴′、粒千・焼月号手中駄　炭化粒千′レ品
2　暗褐色　ロトーム粒子中農，ローム小ブロックゆ廃土粒子ず炭化粒

子少量

3　極酪褐色．ローム小ブロックもローム粒子や廃土粒子の炭化粒子少
点し
【、壬T．

4　暗褐色　ローム中ブロック8ローム小ブロックeローム粒子0廃
土粒子の炭化粒子少量

5　暗褐色　ローム小ブロック中農，ローム粒子少量，焼土粒子・炭
化粒子微量

6　暗褐色　ローム小ブロック0ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒
子微量

7　暗褐色　ローム小ブロック中畳，ローム粒子0廃土粒子ゆ炭化粒
子微量

8　暗褐色　ロ…ム粒子・焼土粒子e炭化粒子き砂粒少量
9　褐　　色　ロ…ム粒子中量プ　廃土粒子・炭化粒子の砂粒少量
摘　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子e炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
は　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
12　極暗褐色　にトーム中ブロックeロ…ム小ブロックのローム粒子0炭

化粒子少量
13　褐　　色　ロー∴ム粒子多量，ローム小ブロック0廃土粒子少量声　炭

化粒子微量
14　褐　　色　ローム粒子多義ア　ローム小ブロック中量

一一一　112　－



遺物　土師器片439点，土製晶4点（土玉1・支脚片3），鉄製品1点（刀子），須恵器片6点が出土している。

第76図1の土師器杯は，中央部の覆土下層から逆位で出土している。2の須恵器杯蓋は，南東部の覆土中から

出土している。3の土師器甑は，竃内の覆土から破片で出土している。4の土玉は，竃前の覆土下層から出土

している。5の刀子は，南壁際の中央部の覆土下層から出土している。支脚片は，同一個体の破損した小片で

ある。須恵器片5点は，撹乱により混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から7世紀前葉から中葉と考えられる。

第75図　第1008号住居跡実測図

l一一11：ミ
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第76図　第1008号住居跡出土遺物実測図

第1008号住居跡出土遺物観察表

0　　　　2cm
！：！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第76図 杯

土　師　器

A［11．7］底部から口縁部にかけて一部欠損。ロ緑部内・外面ナデ。体部外面へ砂粒・雲母・長石P41179

1 B　　4．2 丸底。体部は内攣して立ち上がり，ラ削り後，ナデ。内面へラナデ後，にぷい赤褐色 60％

口緑部はわずかに内傾する。 ヘラ磨き。内・外面黒色処理。普通 PL208

2

1不　　　蓋

須　恵　器

A［11．2］天井部から口緑部にかけての破片。内・外面ロクロナデ。 砂粒・黒色粒子 P41187

B（2．5）天井部から口緑部にかけてドーム 灰色 10％

状を呈している。 普通 PL208

3

甑

土　師　器

A［26．2］休部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面ナデ。休部外面ナ砂粒・雲母・長石・P41180

B（13，3）体部は外傾して立ち上がり，口緑

部は外反する。端部は外上方へつ

まみ上げられている。

デ。内面へラナデ後，ナデ。 石英

にぷい橙色

普通

5％

図版番号器　　種
計　　　　　 測　　　　　 値

特　　　　　 徴 胎土・色調 備　　　　　　 考

径（cm）長さ（cIn）孔径（cm）重量（g）

第76図4土　　　玉0．6～0．7 0．4 0．1 0．2 扁平な球体，ナデ。細砂粒，黒褐色 DP41010100％　PL219

図版番号器　　種
計　　　　　　　　 測　　　　　　　　 値

材質 特　　　　 徴 備　　　考

全長（cm）刀身長（cm）身幅（cm）重ね（cm）茎長（C皿）重量（g）

第76図5刀　　　子（11．9） 9．1 1．3 0．4 （2．8）（14．8）鉄茎部一部欠損。棟区有り。
M41014　95％

PL220

第1010号住居跡（第77・78図）

位置　調査4区の西部，JlOe3区。

重複関係　中央部から南東部にかけてを第1008号住居に，北東部を第1009号住居に，煙道部を第1011号住居に

掘り込まれている。

規模と平面形　長軸9．70m，短軸9．20mの方形である。

主軸方向　N－60　－W

壁　壁高は最大30cmで，外債して立ち上がる。

ーlLl
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應　確認された床面は平坦であ勘　全体的によ　踏み固められている。

憲　北壁の中央部を壁外へ鋸症料ほど掘り込みタ　砂嚢粘土で構築されている。規模は声　楽四部から煙道部まで

臓cm　両袖部幅1摘cmである。煙道部の東部を第摘温号住居に　両袖端部を第摘錮号住居に掘　込まれている。

、　．　　′′′　　　　　　　－　：－　　！　　　　　　　　　　　　′　　　－ノ　　　　　　　　′′　′

崩落ま層と考えられる。第8層は焼土粒子を比較的多　含み　赤変硬化していることから芦　火床部と考えられ

る。煙道は芦　火床蘭から緩やかな傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1　暗　赤　褐　色　ローム粒子e焼土粒子の炭化粒子少量
2　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量芦　炭化粒子凋占土粒予め砂粒少量
3　暗　赤　褐色　ロ…ム小ブロックeローム粒子も焼土粒子も炭化粒子の砂粒少量

4　暗　赤　褐　色　廃土粒子中農，炭化粒子ヴ砂粒少量
5　暗　赤　褐　色　廃土粒子中豊，炭化粒子少量
6　暗　赤　褐　色　焼土粒子中農，炭化粒子p砂粒微量
7　にぷい赤褐色　焼土粒子中量ラ　焼土中ブロック少量，炭化粒子微量
8　赤　褐　色　焼土粒子多量夕　廃土小ブロック少量

9　にぷい赤褐色　廃土粒子中量ア　ローム粒子0炭化粒子少量
用　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量夕　廃土小ブロック少量，炭化粒子微量
は　極暗赤褐色　ローム粒子せ廃土粒子の炭化粒子や砂粒少量

ノ　　　　、′′　　　　　　　　一　′　　′　　　　　　　　　ノ　　　ヽ　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′

形で，深さ（′）2へつ惧cIllである。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置する＿）5は，祥樟

（†lIlのほぼ円形で，深さ18（：nlである。圭一）5と南壁の問に位置するP冊とP：圧　P：う1の南側に位置するP：う2は，祥

10へ守恥111のほぼ円形で，深さ1（ト32clllである。P　・一一：用へを－32は，規模と配置的に出入（月丁施設に伴うど、、ノ

トと考えられる。炉　も㌘臓の㌘鼠　は南西部に位置し芦　㌘　～野　は　ほぼ㌘3と欝　の間に位置する。㌘転

へPllは，律2tト42の円形で，深さ21へ71m了亡あり，主柱穴と主柱穴の問または主柱穴と壁の問にあることか

ら，補助柱穴と考えられる。壁際にほぼ規則的な間隔で位置するP12へP27は，径22へ42cnlの円形で言宋さ20

（＼－58cInである。壁柱穴と考えられる。竃の両袖際に位置するP2・P2用土，径1五111つ2eIllのl当形で言宋さ：－う2ぐIn・

引用1である。規模と配置から竃に係わるものと推測されるが，性格は不明である。

P2～P4土層解説

1　褐　色　ローム粒子多量ク　ローム小ブロック少量
2　窯褐色　炭化粒子少量，ローム小ブロックかローム粒子e焼土粒子

微量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

量
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炭化粒子微量

炭化粒子微量

炭化粒子微量

覆土　27層からなる。プロ、ソク状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

丑腰解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14　褐　　色　ローム粒子多量芦　にト…ム小ブロック少量夕　焼土粒子e炭

l　黒褐色　ローム小ブロックヰ∴ローム粒子も炭化粒子少量夕　焼土粒　　　　　　　　化粒子微豊

子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15　暗褐色　にトーム小ブロック∴Eト∴揖隆子少量，廃土粒子も炭化粒

2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　子少量

3　暗褐色　口如∴ム小ブロックぁローム粒子か焼土粒子の炭化粒子少16　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
ト1．

鼠

4　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量，ローム粒子少量

5　黒褐色　ローム粒子か焼土粒子の炭化粒子少量
6　暗褐色　にトーム粒子中農，ローム小ブロック少量
7　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子5炭化粒

子少量

8　暗褐色　ローム車ブロック中量，ローム小ブロックeローム粒子
少量夕　焼土粒子の炭化粒子微量

9　褐　　色　ローム粒子多量，［㌻一ム小ブロック中畳，焼土粒子e炭
化粒子少量

膵　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロックゎローム小ブロック

少量，廃土粒子8炭化粒子微量

18　褐　　色　ローム粒子多量タ　ローム中ブロック少量，廃土粒子を炭

化粒子微量

19　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

20　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子の炭化粒子・砂粒少量

21暗赤褐色　焼土粒子中量ク　ローム粒子・炭化粒子e砂粒少量

22　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロックぜローム粒子も炭化粒

J∴砂粒′レ量

23　暗褐色　ローム粒子0焼土粒子ゆ炭化粒子0砂粒少量
摘　暗褐色　ローム小ブロック0ローーム粒子中量，焼土粒子も炭化　24　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子e炭

物e炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化粒子微量

H　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量　　　　　　　　25　暗赤褐色　ローム粒子p廃土粒子中量，炭化粒子少量
12　暗褐色　にト…ム小ブロックb O Eトーム粒子中量　　　　　　　　　　　26　褐　　色　ローム粒子多量
13　暗褐色　にトーム小ブロックeローム粒子中量，廃土粒子・炭化粒　27　暗褐色　ロトーム小ブロック中畳，ローム粒子e廃土粒子・炭化粒

子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子少量

一　つ1う　ー一・一一
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第77図　第1010号住居跡実測図
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遺物　土師器片636点，土製品7点（支脚片），石製品2点（紡錘車・臼玉），石器2点（砥石），須恵器片10点

が出土している。第78図1～4はいずれも土師器である。1の杯は，P3の覆土中層から斜位で出土している。

2の杯は，南壁際の覆土下層から破片で出土している。3の手捏土器は北西部の覆土中から，4の手捏土器は

北東部の覆土中から出土している。5の紡錘車は，西壁際の覆土下層から出土している。6の臼玉は，北東コー

ナー部の覆土下層から出土している。7の砥石は南西部の覆土中から，8の砥石は北東部の覆土下層から出土

している。土製品7点は，いずれも破損したの支脚の極小片である。須恵器片は，撹乱により混入したものと

考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器と重複関係から6世紀後葉から7世紀前葉と考えられる。

三　二

笥ノ

澗8
L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　！

∴’

囲6』』cm　射勘二」。m
第78図　第1010号住居跡出土遣物実測図

第1010号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 78 図 i不 A ［14．4］ 休部か ら口縁部 にかけて一部欠損。 口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面 砂粒 P 4 11 83

1
土　 師　 器

B　　 4．1 丸底。体部は内轡 して立ち上がり， 横位のヘ ラ削 り。内面へラナデ後， にぷい黄橙色 70％

口緑 部はほぼ直立する。 横ナデ。底部木葉痕。内 ・外面黒

色処理 。

普通 P L 20 8
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図版番号　 器　 種 桓 測酎 cm）i　 器 形 の 特 徴　 ！　 手 法 の 特 徴　 恒 か 機 距 離 つ 壷
考

第78 図　　 年　　 八　つJ証　 底部から目線部にかけての破片∵　 目線部内・外面怖十千十休部外面　 砂粒・雲母　　　　 P l日出

土師器B　やつ温 讐禁畿 謡霊鳥豊 妄農芸孟孟後瀾ナ芸褐色　　 豊鵬
再 縁部は直立する0

手 淫土 器　 Å　白 扇　 底部から打線部にかけての破片。　 目線部内の外商横ナデ。体部外面　 砂粒 の雲母　　　　 ㌘親 鏡

3　土師器警［霊］霊慧完志豊禁霊雷讐蒜鵠 霊篭禁霊 気芸霊ラナ霊い黄酌　 豊鵬
に至 る。

千 捏 士 器　 Å　 0．3　 休部 から目線 部にかけて一部欠損∵　 目線部 内 ・外面構 ナデ∴休 部外面　 砂粒　　　　　　　 P 引高相

土師器鵠：溌 慧芸豊禁豊雷誓認 警誓誓芸孟芸豊 へラナ豊い橙色　　 豊満
に至 る。

図版番具　　＝　　楯
計　　　　　測　　　　　値 恒

三量ニ 備　　　　　考〃ラ 汁 特　　　　　　　　 徴
経 亘扉　 長 さ 五mう 孔径 （cm） 重量 （g ）

那 渦 中 紡 錘 車 3… 可　 摘 断 0・7 日 ・8 蛇 紋 岩 断面逆 台形 ，表面研磨。多数の擦痕有 り。 Q 射01 8　98％　 P L 22 2

噺 i器 種彊 射。m）：隻さkm還 g 石 質　 特　　 徴
備　　　　　 考

那8図6恒　 羞 距服「鋸 i 掴 罰　　滑　　石　扁平な円筒形。暗オリーブ灰色 Q410H）100％　PL黒1

図版番車 種 計　　　　　 測　　　　　 値

と圭二 備　　　　　 考庚
長 さ し用〕 幅 毎 恒 k m） 登射 g ） 寸

那 摘 7 i砥　 石 サバ Iも9 8日　 蟻0日 凝 灰 岩
砥面 2 面。提げ砥。孔径0。3cm の閏孔をもつ。 0 引02 0　 m 0％　 P L ヱだ

中 砥　 石 （9e且） 恒 も中　 や9
棚 功　 凝 灰　 岩 砥面 寸面∴　中央部が薄 くなっている∴ Q 引02 1　 ∴10％　 P L ヱ㌘

＼

位置　調査　区西部プ　錮掴区。

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　．　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　′

′・′　　　′　　　　　　　、　：一　　′

主軸方向　N－（）01－W

壁　壁高は　～摘cmで　外憤して立ち上がる。

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．．、、　．　一、　　　∴　　　二　　ノ′ノ

床　ほぼ平坦であ勘　中央部から北西部にかけてよ　踏み固められている。

′　　ノ　ーノ、　′　　　　　　、．　　　　　　　′ソ∴′　　一　．′：．′、　′　．、′．　ノ　　．′　　　：一一　　‾．

¢m　両袖部幅鮮cmである。天井部は崩落してお娠竃土層断面図中　粘土粒子も砂粒を比較的多く含む第且～

3層が崩落土層と考えられる。第4層は焼土粒子の炭化粒子を比較的多く含み声赤愛していることからタ火床

部と考えられる。煙道は芦　火床癖から緩やかな傾斜で立ち上がる。

憲土層解説

1暗　褐　色　粘土粒子中島　ローム小ブロック・炭化粒子を砂粒少量，焼土粒子微量

2　極暗赤褐色　焼土粒子0粘土粒子中農ク　ローム小ブロック少量，炭化粒子・砂粒微量
3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子を炭化粒子・砂粒少量
4　極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，炭化物少量

ぽ射卜＋2か所（㌘l o㌘2）。竃の東側の壁際に位置するP　は　径邦cmのほぼ円形で，深さ64撒である。

規模と位置から主柱穴の可能性も考えられるが芦　性格は不明である。南壁際の中央部からやや西寄りに位置す

る欝　は　径舶cmの円形で　深さ邦cnである。位置的に出入り田施設に伴うピットと考えられる。

1－1は　‥一一



貯蔵穴　竃と北東コーナーの間に検出されている0長径70cm，短径55cmの楕円形で，深さ31cmである。断面形

は，「〕」状である。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

覆土10層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

5　暗褐色　砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
6　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
7　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
8　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量・焼土粒子微量

9　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
10褐　色ローム粒子多量

遺物　土師器片78点，須恵器片5点，鉄津1点が出土している。第79図1の土師器杯と2の土師器嚢は，竃の

覆土中から破片で出土している0鉄津は，小片である0鉄津・須恵器片は，擦乱により混入したものと考えら

れる。

所見　本跡の時期は，出土土器と重複関係から7世紀前葉ないし中葉と考えられる。

⊆≒ま＝詔1

旦22．6m
．．．．．・・・・・3°‾‾‾‾‾11

「二‾‾‾二三
第79図　第1011号住居跡・出土遺物実測図
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・′　．・　′　　　′1　、、′　ノノン、′、

図版番号券　種　　測億つ盗）　　　器　形　の　特　徴　　　　　　　 手　法　の　特　徴　　　　胎土を色調の焼成　　備　　　考

第79囲咋　　　Å　つ．去　休部上位から目線部にかけての破　目線部内・外面†休部内面性ナデ∵　砂粒・霊母　　　　　 PllI88

l
H　ヱ封　片∵休部は内曾して立ち上がり，　休部外面横位のヘラ削り後†ナデ∴　明赤褐色　　　　　　 5％

士　帥　器　　　　　　 目線部との境に明瞭な彼をいつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

打縁部は直立する0　　　　 ［

2

嚢　　　A　は成　体部上位から打線部にかけての破　打線部内の外面横ナデ。体部外薗　砂粒の雲母　　　　　㌘射摘9

H　L⊥5）　片∵　目線部は外反し　端部は上方　ナデ∵　内面へラナナ軋　ナナ．　　橙色　　　　　　　　 う％

土師器　　　 へつまみ上げられている。　　　　　　　　 i普通　　　 i

、　　　　　　＼

位置　調査　区の西部努　渦紋区。

′′＼・・′　　　′　′′　　　　　　　′

規模と平面形　長軸7．80111，短軸7．7両11の方形である。

主軸方向　N一十’－W

壁　壁高は最大封＿川で，外伍して立辛）上がる。

壁満　堂周している。上幅且～錆cm　下幅　～　cm　深さ　～　cmで　断面形はU字形である。

ノ　　　　　　　　　　　　　′　　　′　′′　　　ノ　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　ノ

′　′　　　′　　　　　　　　　　　　　　′　　　　ノ　　　　　　　　′　　　′′　　　　　、

ユ　　　・．、　　　　　　．　′　　　　　　　、

′　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　ノ　　　　　　　　　　　′　　　　、ノ　　ヽ　　′′　＝

′　　′　J′　　　　　　　　　　－　　′　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　‥　　　　　　ノ、

′　　　　　　ノ　　　　　　　・　’．　　′1　　　　　　　　　　　　　　　　（　　．　　　　　　　　　　・　　．ノ、′　　　′

・′．　　　　　　′　　　　ノ　　　　一°、：　′′　　　　’′　′　　　　　　　　、′　　　　　　　　　／、　∴　　　′

含む第　～摘層である。竃の構築状況を丑層断面図からみると学　地山のハードロームを少しくぼめ芦　中心部分

を火床商として残し芦　その両脇に袖を作っている。多めのローム土に少量の粘土粒子と砂を混ぜた部材を芯

－　　　　　　　　　　　′′　　′′　　　′　　　′　　′　　　　′　　　　′　　　　　　　　　　－、′′　　一　・・　′　′　　1　．

焼丑粒子を比較的多　含み赤変硬化していることからタ　火床部と考えられる。煙道は芦　火床商から緩やかな傾

斜で立ち＿＿i二がる。

還土層解説

i　にぷい赤褐色　廃土粒子中量タ　ローム粒子の炭化粒子や粘土粒子も砂粒少量
コ　暗　′ホ　褐　色　「トー∴粒J∴焼l二粒J’一・歳化粒J∴砂粒！レ量
3　暗　赤　褐　色　廃土粒子多量，炭化粒子中量
4　暗　赤　褐　色　廃土粒子6炭化粒子。砂粒少量
5　にぷい赤褐色　焼土粒子中鼠　ローム粒子や炭化粒子の砂粒少量

6　にぷい赤褐色　焼土粒子る粘土粒子中量夢　ローム粒子の炭化粒子少量
7　酪　赤　褐　色　廃土粒子中量，ローム粒子も炭化粒子や砂粒少量
8　褐　　　　色　にトーム粒子・粘土粒子中量，焼土粒子ぬ炭化粒子の砂粒少量
9　褐　　　　色　ローム粒子中豊夕　砂粒少量，焼土粒子ゆ粘土粒子微量
摘　灰　褐　色　砂粒中量芦　ローム粒子の廃土小ブロック0廃土粒子e粘土粒子少量，炭化粒子微量

は　褐　　　　色　ローム粒子中量　焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子0粘土粒子微量
12　暗　褐　色　にト…ム粒子中鼠　焼土粒子・砂粒少農夕　廃土小ブロック0炭化粒子や粘土粒子微量
13　にぷい褐色　砂粒多量，ローム粒子中量，粘土粒子少量，廃土粒子せ礫微量
摘　赤　褐　色　焼土粒子多量，砂粒中量ブ　ローム粒子や粘土粒子少量，炭化粒子微量
15　赤　褐　色　廃土粒子多量ブ　ローム粒子e砂粒少量，炭化粒子微量

ピ、ソト12か所（P「＼一重）12）。各二＿‾了一十一一一からやや中央寄i）に位置するPつ∵＼Plは，径68へ78Clllのほぼ円

ノ　・′　　　　　　　　　ノ′　　‥　′　・－＿　ノ、．　　′　　′′′：　　′・　　・二　ノ　　　　　　　　　′　　　　　　′ノ

一つ20　－



の円形で　深さ誠cmである。欝　の北側に位置する㌘　は　径鯛¢皿の円形で　深さ飢臓である。欝　の㌘　は夕

規模と配置から出丸　田施設に伴　ピットと考えられる。炉　の東側に位置する㌘　は　径般㌍mのほぼ円形で学

′　　　　′′　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　′′、　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、－

のほぼ円形で　深さ諏¢mである。中央部から㌘　寄　に位置する炉　は　径鍼cmの円形で　深さ摘cmである。

量）8・PリJ二も，規模と配置から補助柱穴と考えられる。南西コーナー部の西壁際に位置するPl用土，径：＿う：う（、111

′　J　　　　　　　　　　　　　　　‾′　　　　　　　　　；　　　　、

－　　　　′　　　　′　　　′　　　　　　　′　　　　　　　　　，　　′　　　′　　＼‥　；、言　　′、

（＿、Inである。且）：うの補助柱穴か溝Zlに什随するものかは，不明である。

Pl・P4土層解説
1　極暗褐色‡‾トー∴′トナロ、、7∵・l∵－∴・’、粒j∴・鳩十粒子・炭化粒子′レ量

2　暗褐色　ローム粒子中農

3　極暗褐色　ローム小ブロック。ローム粒子少量

4　褐　　色　ローム粒子多量芦　ローム小ブロック少量

P2土層解説

l　暗赤褐色　焼日章十中量．l‾ト∴粒J∴炭化粒召ノ星

2　暗褐色　ローム小ブロック中量ク　ローム粒子少量夕　廃土粒予め炭化粒子教義

3　暗褐色　にト…ム粒子車鼠　ローム小ブロック少量

－1　褐　　色　「トー∴小一′・／、lト′　ソ・トト一一一∴粒戸い量

5　褐　　色　ローム粒子多量

P3・P7土層解説
l　黒褐色　ローム小ブロック中鼠　ローム粒子少量

2　暗褐色　ロ…ム小ブロックもローム粒子中豊
3　暗褐色　ローム小ブロックのロ…ム粒子中鼠　廃土粒子せ炭化粒子少量
4　褐　　色　ローム粒子多量タ　ロ…ム小ブロック中豊
5　極暗褐色　ローム粒子む焼土粒子ダ炭化粒子少量
6　暗褐色　ローム粒子中豊賢　ローム小ブロック少量

7　暗褐色　ローム小ブロックさロ…ム粒子中量，焼土粒子や炭化粒子微量
8　極暗褐色　ローム粒子少量芦　焼土粒子e炭化粒子微量
！）暗　褐　色　し十一一∴′ト十日∴リ1′・lトー∴粒J′一中量，iト∵、中、・′“＝、、′ソ′」／、量

P5土層解説

i　黒褐色　ローム車ブロック少量夕　焼土粒子の炭化粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ロ…ム小ブロック中豊
3　暗褐色　ローム粒子少量芦　焼土粒子p炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中豊，ローム小ブロック少量

′．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′．．、、　′　．　　！　．　、　　　　　．　：∴

「V」状である。

覆土1と纏拍亘）なる。ソロ、ソア状の堆積状況から，人為堆積と考え「）れる。

土層解説

鼠　暗褐色　ローム小ブロックのローム粒子を焼土粒子ぢ炭化粒子少量

2　褐　　色　ローム粒子多量ク　ローム中ブロック中畳，廃土粒子e炭化粒子少量

3　極暗褐色＿　ローム粒子中豊タ　ロ…ム車ブロックのローム小ブロック少量

4　暗褐色　ローム小ブロック中墨，ローム中ブロック0ローム粒子の炭化粒子少量夕　焼土粒子微量

5　暗赤褐色　廃土粒子多量，炭化粒子中量ク　ローム粒子少量

6　黒褐色　ローム粒子き焼土粒子㍉炭化粒予少量，ローム小ブロック微量

7　酪赤褐色　焼土粒子中鼠　ローム小ブロックゆローム粒子を炭化粒子少量

8　暗赤褐色　にト…ム粒子の焼土粒子も炭化粒子中農

9　褐　　色　ローム粒子多量芦　ローム中ブロック中登

用　極暗褐色　ローム中ブロック8ローム粒子の焼土粒子も炭化粒子少量

は　褐　　色　ロ…ム粒子多量　ローム中ブロック少量

12　褐　　色　ローム粒子多量，ロ…ム小ブロック中農

13　暗褐色　ローム粒子の焼土粒子・炭化粒子e砂粒少量

14　極暗褐色　ローム粒子p廃土粒子や炭化粒子少量

15　暗褐色　ローム粒子中農　ローム車ブロックな廃土粒子を炭化粒子少量

摘　暗褐色　ローム粒子中農ク　ローム小ブロックe焼土粒子を炭化粒子9砂粒少量

17　′ホ　褐　色　埴土粒‾戸日蓮．l‾－‾ト一一∴粒j’・・炭化粒J∴・砂粒′塙＿呈：

18　暗　褐　色l‾：ト・∴粒子小品　焼十粒子・炭化粒子少量

－121　－



第80図　第1012号住居跡実測図
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第81図　第1012号住居跡出土遺物実測図
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・　　　　　　　　　　　　′・　′　　　、・巨・・J、′∴　．ノ′、、　　′　　　　く

図嘉した土器はタすべて土師器である。鼠の棒はタ北西部の北壁際の壁溝中から斜位で出土している。2の輝

は芦竃の前の覆土下層からつぶれた状態で出土している。3の高郷は撃北西部の覆土下層と竃の覆土中から出

土した破片が接合したものである。複の婆は芦竃の東袖の壁際から正位で出土している。5の婆は芦北東部の

ノ、′　　′lく　　　　　　　　　　　　　　　′′・ノ′ヽノ′′ノ・l、

貯蔵穴内の覆土第温層から破片で出土している。8と9の婆は汐焚田部から西袖端部の覆土車からまとまって

出土している。臓の紡錘車は　西壁際のほば中央部の床面から出土している。支卿は撃破損した小片である。

陶器鋸も　撹乱によ　混入したものと考えられる。

所農　本跡の時期は芦　出土土器から7健紀前薬と考えられる。

・・．・・′　　　　′　　　　′㍉ノ∴て・′、

図版番可 器　 種 桓溺縮 m）i　 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴
胎上・色調 ・焼成 備　　　 考

第＝図　　 時　　 Å 事 81 休部から目線部にかけての祀汗「　 目線部内・外れ 休部内面構ナデ㍉ 砂粒。雲母 P J lm 0
1 土 師 器 狛 4°3） 霊警霊 警羞孟芸孟諾 霊 鵠 空誓 豊 富芸這 削楓 ナデ。 にぷい橙色

普通
i

＝）％

部はほぼ直立する。　　　 ［

林　　 Å 白ヱ」〕 底部から目線部にかけての破片∴　 目線部内・外面横ナラ㍉ 休部外面 砂粒・雲母 P」・1 191

2　　　　　　　　 日　 5．5　 丸底㍉休部は内増して立ち上がり， ヘラ削り軋　 ナデ∴内面へラナデ にぷい橙色 40％

土　 師　 器　　　　　　 目線部に至る。打線部は直立する。 後　 ナデ。

E　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［
普通 P L 208

高　　 林　 H （日．事　 林部底部から脚部にがナての破星　 林部内面放射状のヘラ磨き∴胸部 砂粒 ・雲母・赤色粒 ㌘射鼠92

J　　　　　　　　　　　　 裾部欠損∵脚部はラソ′状 に開く∴　外面縦位のヘラ磨き．内面構位の 千 測％
土　 師 器 i　　 ぎ　　　　　　　　　　 ヘラ削り。タ滴 赤彩。 i橙色夕普通 P L 208

悪　　 Å　 五8　 休部十位から目線部にがナての破　 目線部内 ・外面横ナデ十休部外面 砂粒・小礫 ・霊母・ P 41m 3

4　 土 師 器 B （鵬 語義霊慧霊 等豊子孟孟志雲芸㍊ ㌶ 豊 謡 議 慧 酎 長有

明赤褐色

20％

P L 二200

わずかにづまみ上げられている。 普通

碧　　 Å　 封．　 頭部から目線部にかけての破片∵　 ＝縁部．頭部上位内・外面横ナデ∴ 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P∴H l出

5　　　　　　　 日 （7誹　 目線部は外反し，端部は外方へつ　 頚部下位外面縦位のヘラ削り軋 子 ・長石 10％
士　 柚　 器　　　　　 まみ出されている十　　　　　　 へラナデ．内面へラナデ橡 ナナ にぷい橙色，普通 P L 208

［I　 悪　　 Å　 桔3　 休部から目線部にかけての破年　 目緑部内 ・外面楢ナラ㍉ 休部外面 砂粒・雲母・赤色粒 P 射195

8　　　　　　　　 日　巾．事　 体部は内増して立ち十がり，目線　 斜位のヘラ削り私　 へラナデ㍉内 子 20％
士　 師　 器　　　　　 部は外反する∵　　　　　　　　 面へラナデ私　 ナう㍉ にぷい褐色，普通 P L 208

悪　　 A　 砧1　 休部から‖縁部にかけての破片㍉　 目線部内・外面横ナデ∵休部外面 砂粒・長石 P Jllt補

つ 土 師 器 B O さ郎 讐 摘 形を軋 日縁部離 反　 禁 慧 憲禁 志等謡 三 にぷい橙色

普通
！

礪％

P L二208

ラナデ∴　内面へラナデ後，ナデ∵

悪　　 日　帯出　 底部から頚部にかけての破片∵体　 頭部下位内・外面構ナデ∴体部外 砂粒・小礫 P Jl押7，50％

8　　　　　　　　 し　 8j　 部は倒卵彬を呈する∴　　　　　　 而ナデ，下半縦位のヘラ磨き㍉内面 にぷい赤褐色 P L 208

十　 帥　 器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へラナデ衡 輪積み痕を残すナナ

I
普通 体部内・外面摩滅

悪　　 A　 丑1　 休部から目線部工がナて一部太甘　 目線部．頸部内・外面横ナデ∵体 砂塵 ・雲母 ・長右 ・ P ・日日禍

H　 33．9　 平底∴休部は倒卵形を呈し†＝縁　 部外面上半へラナデ衡　 ナデ∴下 石英 80％

リ　　 土　 師　 器　 し　 8．6　 部は外反する∵端部は上方へわず　 半縦位と斜位のヘラ磨きご内面横 灰褐色 P L 200

かにつまみ上げられている。　　 位のヘラナデ軋　 輪積み痕を残す 普通

ナデ。

図版番号器種 径詩 さkm）：孔径五m）肯前 」石 質i 特　 徴　 備　 考

第 胤 0 紡 錘 車 い せ～ ・中 ．0
0．6 l ・7　 蛇 紋 岩 断面逆繍 表面に研凰 iQ 射鵬2 粥％ P L霊2

l一一一一一1封　一一一一一一
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室軸方向　N…60　…W

壁　確認された壁高は最太摘cmで　外傾して立ち上がる。

′．、　　．：　　　　　　　　　　′、　、　　、、　こ

8cmで汐　断面形はU字形である。

床　確認された床面はほぼ平坦であ勘　㌘　の付近が踏み固められている。

炉ぬ竃　北壁中央部から南壁にかけて第35A号溝に掘り込まれているためタ炉及び竃痕跡は検出されなかった。

・　ノ、　・　′　′、′　　、′、・′、′一一　′　　　こ　　′こ・ノ　　言　ト　、、　　′・j L、．、

′　　　　　　　′ノ　／′

覆豊　は層からなる。ブロック状の堆積状況から芦　人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロックq∴ローム粒子少鼠焼土粒子か炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック8炭化粒子少量
3　黒褐色　ローム小ブロックぜ廃土粒子e炭化粒子少量ク　ローム粒子徴最

4　褐　色　ローム粒子e焼土粒子少鼠　ローム太ブロックもロ山一ム中ブロックや炭化粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子ぬ焼土粒子少墨，ローム小ブロックe炭化粒子微量
6　黒褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック・焼土粒子e炭化粒子微量
7　極暗褐色　ローム小ブロックをローム粒子少量夕　炭化粒子微量

、こく　二‘∴ノ∫・－　ノ．．く

12う　ー－



8　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
9　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

10　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少豊，焼土粒子微量
11黒褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片19点が出土している。時期を確定できるような土器片は検出されなかった。

所見　本跡の時期は，重複関係から古墳時代後期以前と考えられる。

第1024号住居跡（第83図）

位置　調査4区の中央部，Illj2区。

重複関係　北部を第902号土坑に，中央部を第904号土坑に，東部をピット群1のピットにそれぞれ掘り込まれ

ている。

規模と平面形　傾斜地に立地しており，北部が退存していないため全容は不明である。東西軸は3．25mで，南

北軸は2．70mだけが確認できた。南東・南西コーナー部が直角であることや，ピットの配置から，方形と推定

される。

主軸方向　N－70　－W

壁　壁高は6～10cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認できた壁下に巡っている。規模は上幅15～24cm，下幅5～11cm，深さ約6cmで，断面形はU字形で

ある。

床　ほぼ平坦であり，中央部が特に踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は各コーナーから中央部寄りに位置し，径25～30cmの円形で，深

A21．2m

－「「「「‾ヰ・・‥．、

第83図　第1024号住居跡・出土遺物実測図

126

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　　「　　　J

0　　　　　　　　　　　　10cm

←　「　　」
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覆豊　蟻層からなる。ブロック状の堆積状況から　人為堆積と考えられる。

土層解説
l　黒褐色　ロ…ム粒子少鼠　廃土粒子e炭化粒子微量
2　褐　色

3　暗褐色

4　暗褐色

5　暗褐色

6　褐　色

7　褐　色

8　暗褐色

9　暗褐色

の　褐　色

ローム車ブロック0ロ…ム粒子中農

ローム粒子中農　廃土粒子ず炭化粒子教義

：ト一一∴′ト■＝、、′1′・－トー∴粒戸車是

甘∵ム粒子中農夕　焼土中ブロック少量

ロ…ム粒子多鼠　ローム小ブロック中豊

ローム粒子多量

ローム粒子中農　ローム中ブロック少鼠　廃土粒子の炭化粒子微量

ローム中ブロックもローム粒子中農

ロ…ム粒子多量ク　ローム小プロッグ少量

H　褐　色　ローム粒子多量芦　廃土粒子少量

12　暗褐色　ローム小ブロック中最，ローム粒子少量

臓　暗褐色　ローム粒子中豊夕　炭化粒子微量

11褐　色［ト∴′ト一日、、′ソ・lト∴粒」’・中量、暁‖八日’・1人化幸目白放量

蟻　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム中ブロック少量

遺物　土師器風頂軋窺　撹乱によ　混入したとみられる須恵器片軋桑が出漉している。第割勇　の土師器杯は夢

中楽部の床商から出土している。

所農　本跡の時期は浮　出丑土器から6世紀後半と考えられる。

第臓別号住居跡出土遺物観察菱

図版番号 i 器　 種 桓 測縮 m） 音 形 の 特 徴　 「 … 軍 法 の 特 徴∵ 「 葎 嘉 面 前 遠 備　　　 考

第鵬 図　　　 均　　　 A　は 。融 体部から目線部の破片＋休部は内　 目線部内 ・外面怖ナデ∵休部外面　 砂粒 ヰ長有 P J0王†
土 師 器 B は 揖 曾して立ち十が り，目線部との境　 へラ削り軋　 ナデ㍉両面へラ磨き∴　にぷい橙色

に弱い綾をも／つ．目線部は壇 く直　 内 ・外面黒色処理＋　　　　　　　 普通

5％

立する。

第欄調号佳腰掛　第鍼図）

′

重複関係　車嚢部から北部を第摘邦号住居に　北西部を第開号土坑に　南部を第紺号漉坑にタ南東部を第

・　　　′　　　　′′　′・　　′　／　　′ノ

規模藍平面形　長軸や鵬m　短軸。関都臓の方形である。

主軸方向　N一つ㍉　一一一一E

壁　壁高は摘～臓¢血で　外懐して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であ勘　壁際を除き踏み固められている。

憲　出土土器から竃を持つ時期の住居跡と考えられるが　第摘鍋号住居に掘　込まれているため確認できなか

－）た。

－　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　．∴　　　　　　　　、ノ　ノ′、　　　‘′　、　一、二′　　　　∴1′‥

、・・　・ノ　　　　　　‖　’′　　．、　　　　　　　′　′　′．′　　　一　′　　　：′　　　′　　・ニ　・：、′

・・　′′　′　′　　′ノ　　　‘′′　∴．．′　′′）　　′‾・・l、い．＼‘′．　　；ノ∴ご　　：・壬　　∴、′

臓である。位置的に蹴入り田施設に伴うピットと考渡られる。㌘鐘は径3cmの円形で　深さ摘cmである。性格

は不明である。

覆豊　6層からなる。ブロック状の堆積状況から芦　人為堆積と考えられる。

…　ま27…



土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量

2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
4　褐　　色　ローム小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・炭化物少量
5　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

6　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片167点，撹乱により混入したとみられる陶器片8点が出土している。第84図1の土師器杯口綾

部片は東部の床面から，2の土師器椀の休部から口綾部片は南西部の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から6世紀後半と考えられる。

第84図　第1029号住居跡・出土遺物実測図

第1029号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　一一一・十　　　　I

∈＝］　♂，
0　　　　　　　　　　　　　　10cm

」　　　＿＿⊥　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第84図 杯 A［12．3］体部から口緑部の破片。休部は内口緑部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・雲母・石英P40526

1
土　師　器

B（2．6）管して立ち上がり，口緑部との墳ヘラ削り，内面横ナデ。内・外面橙色 5％

に稜をもつ。口緑部はわずかに外

反する。

黒色処理。 普通

2

椀 A［20．8］体部から日録部の破片。体部は内口緑部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・雲母・長石・P40527

土　師　器

B（6．5）噂して立ち上がり，口緑部との墳ヘラ削り。内面横位のヘラナデ。細礫 20％

に段をもつ。口緑部は直立する。 にぷい褐色，普通PL209

ー128－



第1032号住居跡（第85・86図）

位置　調査4区の中央部・JlOi6区0南部の一部は，平成10年度調査区域外にかかっており，未調査である。

重複関係　北東部から南部にかけてを第1030号住居に，竃から北西コーナー部にかけては第1033号住居に掘り

込まれている。

規模と平面形　北東部から南部にかけて第1030号住居に掘り込まれ南壁際は未調査区域に位置するため正確

な規模は確認できない。確認された規模は東西軸が3．50m，南北軸が3．00mである。方形または長方形と考え

られる。

主軸方向　N－60　－E

壁　確認された壁高は20～42cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　確認された壁の下を巡っており，全周していたものと考えられる。上幅12～18cm，下幅4～7cm，深さ

5～8C皿で，断面形はU字形である。

床　遺存する床面はほぼ平坦であり，中央部から竃の付近にかけてよく踏み固められている。

竃　竃は，第1033号住居の床面の下層から検出された。北壁の中央部を壁外へ25。mほど掘り込み，砂質粘土で

構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで103C皿，両袖部幅96cmである。天井部は崩落しており，竃土

層断面図中，第1・3・5層が崩落土層と考えられる。第6層は焼土粒子を多量に含み，赤変していることか

ら，火床部と考えられる。煙道は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がる。

竃土層解説

1暗赤褐色　廃土粒子・炭化粒子中量，焼土中ブロック少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化粒子・灰少量，ローム粒子微量

3　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少鼠　ローム小ブロック・焼土中ブロック微量
4　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

5　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量
6　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，焼土中ブロック微量

第85図　第1032号住居跡実測図



ピット　6か所（Pl～P6）。各コーナーからやや中央寄りに位置するPl～P4は，径20cm～24cmのほぼ

円形で，深さは35cmと55cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。竃の両脇の壁際に位置するP5とP

6は，径25cmと24cmのはぼ円形で，深さはともに25cmである。竃に付随するピットの可能性が考えられる。

遺物　土師器片98点，鉄器1点（鎌），須恵器片1点が出土している。第86図1～5は，いずれも土師器であ

る。1の杯は，竃の東側の床面からつぶれた状態で出土している。2～4の杯は，上から2・3・4の順に正

位で重なって，竃の西側の床面から出土している。5の聾の底部は，2～4の杯と並んで正位で出土している。

6の鎌は，北西部の床面から出土している。須恵器片は，撹乱により混入したものと考えられる。

所見　本跡の覆土は，第1030・1033号住居跡に全体的に掘り込まれているため確認できなかった。時期は，出

土土器から7世紀中葉から後葉と考えられる。

！　戦珍　6

第86図　第1032号住居跡出土遺物実測図

第1032号住居跡出土遣物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第86図 珂こA　ll．8 体部からロ緑部にかけて一部欠損。口縁部内・外面棟ナデ。休部外面横砂粒・雲母・赤色粒P41225

1 B　　4．2 丸底。体部は内野して立ち上がり，位のヘラ削り後，ナデ。内面へラナ子 80％

土　師　器 口緑部は直立する。 デ後，横ナデ。内・外面黒色処理。にぷい赤褐色，普通PL209

2

杯 A　ll．4 口緑部の一部欠損。丸底。体部はロ緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・赤色粒P41226

B　　4．3 内野して立ち上がり，口緑部との横位のへラ削り後，ナデ。内面へ子 95％

土　師　器 境に稜をもつ。日録部は直立する。ラナデ後，横ナデ。内・外面黒色

処理。

黒褐色

普通

PL209

3

杯 A　12．0 口縁部の一部欠損。丸底。体部は口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母 P41227

B　　3．6 内轡して立ち上がり，ロ緑郡との横位のヘラ削り後，ナデ。内面ナ明赤褐色 95％

土　師　器 境に稜をもつ。口緑部はわずかに

外傾する。

デ後，放射状のヘラ磨き。内・外

面黒色処理。

普通 PL209

4

杯 A　12．3 口緑部の一部欠損。丸底。体部は口緑部内・外面，休部横ナデ。体砂粒・雲母 P41228

B　　3．9 内攣して立ち上がり，口緑部は短部外面横位のヘラ削り後，ナデ。赤褐色 90％

土　師　器 く直立する。 内・外面黒色処理。 PL209

5

要 B（8，0）底部から休部下位にかけての破片。体部外面下位縦位と斜位のヘラ削り砂粒・小礫・雲母・P41229

C　　7．2 平底。体部は内野して立ち上がる。後，一部へラ磨き。内面へラナデ施長石 40％

土　師　器 輪積み痕を残すナデ。底部木葉痕。明赤褐色，普通 PL210

ーlJL1



図版番号 器　　 種

計　　　　　 測　　　　　　 値
材　　 質 特　　　　 徴 備　　　　 考

全 長 （C皿） 背 幅 （cm） 刃　幅 （cm） 重 量 （g ）

第86 図 6 鎌 （15．4） 0．4 2．5 （44．8） 鉄 刃部 ・着柄部一部欠損。 M 4102 2　80％　 P L 22 0

第1034号住居跡（第87・88図）

位置　調査4区の西部，J9j9区。

重複関係　竃の煙道部から南西コーナーまでを第35A号溝に，南東コーナーから北西コーナーまでを第59号溝

に掘り込まれている。

規模と平面形　全体的に第35A号溝に掘り込まれているため，全容は不明である。確認された規模は東西軸が

2．28m，南北軸が2．65mで，平面形は方形または長方形と推定される。

主軸方向　N－220　－W

壁　確認された壁高は31～41cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　確認された壁の下を巡っており，全周していたと推定される。上幅8～14cm，下幅3～6cm，深さ4～

7C皿で，断面形はU字形である。

床　遺存する床面はほぼ平坦であり，全体的に踏み固められている。

竃　第35A号溝に掘り込まれているため，東袖部と火床部，煙道部の一部が遺存しているだけである。北壁の

中央部に付設されており，袖の構築材は，砂質粘土である。竃土層断面図中の第5層が，焼土粒子を多量に含

み赤変していることから，火床部と考えられる。煙道は，火床面から緩やかに立ち上がる。

憲土層解説
1褐　　色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　　色　粘土小ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子微量
4　極暗褐色　炭化粒子中量，焼土粒子・砂粒少量，ローム粒子・焼土中ブロック微量
5　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量，焼土小ブロック・灰少量，炭化物・砂粒微量
6　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中農，焼土中ブロック・炭化物・砂粒少量，焼土中ブロック・粘土粒子微量
7　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

8　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量，焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒少量，ローム中ブロック・ローム粒子微量

第87回　第1034号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　1m
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ピット　2か所（Pl・P2）。北東部の東壁寄りに位置するPlは，径28C皿の円形で，深さ13C皿である。南

東部に位置するP2は，上端の一部が第59号溝に掘り込まれているものの，径24cmの円形で，深さ13cmである。

規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。

遺物　土師器片46点，土製品7点（支脚片），須恵器片3点が出土している。第88図の1～6は，すべて土師

器である。1の杯は，北東部の覆土下層から正位で出土している。2の高杯は，南部の覆土中層から破片で出

磯

l‾　∴／

第88図　第1034号住居跡出土遺物実測図
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漉している。3の婆はタ竃の天井部の崩落土中から横位で出土している。壇の登は学　3の婆の下層から破片で

、

甑はタ北東コーナー部の床面から連位で出土している。支卿鋸も　同一個体の破損した小片と考えられる。須

恵器雛も　撹乱によ　温泉したものと考えられる。

′、

から6世紀後薬から7世紀前妻と考えられる。

：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　′

図版番号　器　種桓測鋸だm）i器形の特徴i手法の特徴i胎㌣繍機中備
考

第誓囲i土：：器孟温芸…雲　　　　　　　 曇警：：：
処理。

言高　畑鵠庸㌫怒語意語恋凛裏窓語霊言「碧
士　紬　器　　　　　　 外反する㍉　　　　　　　　　　　 而横位のヘラ磨き∴内面黒色処理．普通

3i士≡器喜築i　　　　　　 i曇警：：：
婆　　Aは威　儀譜下位から打線部にかけての破　打線部内の外面ナデ。体部航海上　砂粒も雲母の長石　㌘姐謂6

4　土師器鋸2908）語義悪霊霊等羞霊霊芸濃嘉雷霊謡禁霊鸞完義認こ豊羞齢黄橙色　警鍵9
へわずかにつまみ上げられている。すナデ。

読∴樟鞘義援憲霞麗窯憲露頂窓㌻霞
づ望み出されている0　　　　　　指頭痕を残すナデ0　　　　　　　 普通

軌　　Å　ご3．†　底部から目線舶二かけて1部欠損＋　十半と十半をそれぞれ成彬し，接　砂粒・霊母・赤色粒　出は88

H　鮎0　無吠式．休部は外徹して立ち十が　合＋接合部内面を砧士帯で補強十　千　　　　　　　　 60％

士　帥　器　し　6．0　　り†目線部は外反する∴
6
i ii＋＋＋　j
ー　　　　　　　　　　 ！デタ一部へラ磨き0

′

位置　調査　区の中央部芦　調は区。

・　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・′　　・′　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

．　　′′　　　　　　　　　　　　　　　　′・′　　　　－

′　　　　　　　　　′　　　　　　　′　′一　・′　　　　　　　　　・　′　ノ　ノ′　ナ　‘

される。

主軸方向　N－50　－Ⅶ・T

壁　傾斜地に立地しているため芦竃から北東コーナー部にかけて遺存していない。遥存している壁高は購～腑

（、rl了で，外醸して立辛）上がる。

′　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　′・　′　　、・・′　　ノ‥　：／ノ、、　、

而形はU字形である。

床　ほぼ平坦であり芦　中央部が特に踏み固められている。

′　　　′　　　′′／　　ノ　　′′　　　　　　　　　　　　　　　　　′　ノ　　　　　、′　　　　ノ　　　　′′

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　′　　　　　　　　　ノ・’　　　′　　　；・′∴、、、、　′　　　・了、

1：買
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第89図　第1037号住居跡・出土遺物実測図
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深さは56～62cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。㌘5e P6は南壁寄りに位置し，P5ほ長径64

cm，短径52cmの楕円形で，深さ35cmである。P6は径55cmの円形で，深さ31cmである。P5・㌘6は位置的に

出入り口施設に伴うピットと考えられる。PHこ隣接してP7があり，径40cmの円形で，深さ21。皿である。P

lの補助柱穴の可能性が考えられる。

Pl～P6土層解説

l　暗褐色　にトーム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量
4　極暗褐色　ローム粒子少量

5　黒褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロックeローム粒子少量
6　黒褐色

7　極暗褐色
8　黒褐色
9　暗赤褐色
10　黒褐色

11暗赤褐色
12　褐　　色

炭化粒子中量，ローム粒子・廃土粒子・炭化物少量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
廃土粒子・炭化粒子少量
焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量

にトム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

覆土　24層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色
2　暗褐色
3　暗褐色
4　極暗褐色

5　暗褐色
6　黒褐色
7　極暗褐色
8　暗褐色

9　黒褐色
10　極暗褐色
11黒褐色
12　暗褐色

ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子少量
ローム粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子少量

ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
ローム粒子少量，焼土粒子0炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

13　黒褐色　ローム粒子少量
14　黒褐色　ローム小ブロックさローム粒子少量

15　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
16　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
17　暗褐色　ローム中ブロック

18　極暗褐色　ローム小ブロック
19　暗褐色　ローム小ブロック
20　暗褐色　ローム小ブロック
21暗褐色　ローム小ブロック

22　暗褐色　ローム小ブロック

ローム粒子少量，炭化物微量
ローム粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子i炭化物少量

ローム粒子・砂粒少量
ローム粒子少量，砂粒微量
ローム粒子・焼土粒子少量

23　黒褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子0焼土粒子・炭化粒子少量
24　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　炭化物微量

遺物　土師器片551点，撹乱により混入したと思われる須恵器片7点が出土している。第89図に示した土器は

すべて土師器である。1の杯は，中央部やや西壁寄りの覆土下層と南西部の覆土下層から出土した破片が接合

したものである。2の杯は，南西コーナー部の覆土下層から逆位で出土している。3の杯片は北東部の覆土下

層から，4の椀片は中央部からやや東寄りの床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から6世紀後半と考えられる。

第且鵬　号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色誘巨 焼成 備　　　 考

第 89 図 杯 A ［1 5．0］ 底部か ら目線部 の破片。丸底。体 口縁部 内 ・外面横 ナデ。体 部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 0 528

1
土　 師　 器

B （各4） 部 は内攣 して立 ち上が り， 目線部 ヘ ラ削 り後，ヘ ラ磨 き。 内面横 ナ 石英 5 0％

との境 に稜 をもつ。 目線部 は直立

す る。

デ。内 ・外面黒色処理。 浅黄橙色，普通 P L 2 09

一一一一一一一一1351…1



図版番号 器　 穫 桓 測酎 cm）！　 器 形 の 特 徴 ！　 手 法 の 特 徴　　 胎土 の色調 の焼成 備　　　 考

第 89 図

2

棒　　　 A ［接 2］ 底部か ら口縁部の破片。丸底。体部 目線部内 ・外面構 ナデ∵休 部外 面　 砂粒 ・雲母 ・長有 ・ P 40 529

B　 4．2　　 は内攣 して立 ち上が り，目線部との ヘ ラ削 り，内面横ナデ∵　内 ・外 面 石英 40％

士　 帥　 器 境 に稜 をもつ。目線部 は直立す る。澤 色処理。 にぷい黄橙 ，普通 P L 2 09

3

捧　　　 A　は舶 ］ 底部か ら日縁部の破片。丸底。体部 目線部内 ・外面横 ナデ．休部外 面　 砂 粒 ・雲母 ・長石 P 405 30

B （3．6） 「ほ内攣 して立ち上が り営　口縁部 と ヘ ラ削 り，内面横 ナデ。　　　　　 橙 色 20％

土　 師　 器　　　　　　 の境に弱い稜 をもつ。日縁部は直

立する。

普通 P L 2 09

目線部内 ・外面碩 ナデ∴休部外 面　 砂粒 ・雲母 ・石英 P 405 3 1

4 ヘ ラ削 り．内面横 ナデつ 内 ・外面　 橙 色 10％

黒色処理 。　　　　　　　　　　　 普通 P L 2 09

∵∴′′∴　了、一了ユ　‘吉・′　く

位置　調査4区の中央部ヲ　狙鞄区。

重複関係　第摘舶号住居跡を掘り込み，南部を第摘贈号住居に　南東部を第1鵬号住居に掘　込まれている。

．、∴・、！・さ，了　∴－ト∴　′、！・・l・．、、．言′．・・壬　∴・・

主軸方向　N一生ド　一一W’

壁　東部から南東部にかけての壁を除きタ　確認された壁高は18～31cmでヲ　外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁下を巡ってお勘上幅膵～凱cm　下幅　～臓m　深さ　～摘cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦であり，全体的によく踏み固められている。竃の袖の両脇に2か所の比較的浅い掘り込み（灰溜

巨灰溜2）が検出されている。東袖側の灰潜　は　長径摘cm　短径87粗の楕僧形でヲ　深さは28cmである。

西袖側の灰溜　は　長径鑓cm　短径閥cmの不定形で　深さは鋼cmである。覆土から，比較的多量の焼土のほか，

粘土粒子e砂粒0灰が確認されていることからタ一時的に焼土の灰を溜めておいた灰潜と考えられる。

灰溜1土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒や灰少鼠炭化材8炭化粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子中鼠廃土小ブロック8砂粒め灰少鼠　ロ…ム粒子・炭化粒子微量

3　暗赤褐色　焼土中ブロックの炭化粒子凋占土中ブロックe砂粒少鼠廃土粒子・炭化財ザ粘土粒子微量
4　にぷい褐色　粘土粒子中鼠廃土小ブロック0焼土粒子e粘土車ブロック凋占土中ブロック少鼠　ローム粒子・炭化材・炭化粒子微量
5　褐　　　色　ローム粒子中量，廃土小ブロック3焼土粒子e粘土小ブロック少量，ローム小ブロックe砂粒微量
6　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子8炭化粒子凋占土中ブロックe砂粒・灰少量，ローム小ブロックe廃土小ブロック・炭化材凋占土

粒子微量
7　褐　　　色　ローム粒子や鼠　ローム小ブロックを廃土小ブロック少鼠焼土粒子の炭化粒子凋占土中ブロック凋占土粒子微量

灰溜2土層解説
1暗赤褐色　廃土粒子中鼠　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化材の炭化粒子を粘土小ブロックe砂粒微量

2　暗　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック少鼠　ローム中ブロックも焼土中ブロック・焼土粒子。炭化粒子微量
3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ロ…ム小ブロック・ローム粒子や炭化粒子少鼠焼土中ブロックか廃土小ブロックも炭化材さ粘土小ブロック

・砂粒・峡微量
4　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

竃　北西壁の中央部を壁外へ29cmほど掘り込んで，砂質粘土で構築されている。規模はヲ焚口部から煙道部ま

で蟻。m　両袖幅H。弧である。天井部は崩落してお酌竃土層断面図中　粘土粒子。砂粒を比較的多く含む第

1も2の5～7層が崩落土層と考えられる。第308層は焼土粒子を多量に含み声赤愛していることから，火

床部と考えられる。煙道は，火床面から緩やかに傾斜して立ち上がる。

憲土層解説
1灰　褐　色　砂粒中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量，ローム小ブロック0炭化粒子・粘土車ブロック微量

2　暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
3　暗赤褐色　焼土中ブロックe廃土粒子中量，炭化粒子・砂粒少量，ローム粒子・灰微量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子も砂粒少鼠　ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子凋占土粒子微量
5　暗　褐　色　Eトーム粒子・砂粒・焼土中ブロック・焼土粒子・砂粒少鼠炭化粒子凋占土中ブロック微量
6　暗赤褐色　廃土粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子微量

7　極暗褐色　廃土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子e粘土小ブロック・粘土粒子も砂粒微量
8　にぷい赤褐色　廃土粒子・灰多鼠　焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒微量
9　にぷい赤褐色　ローム粒子。焼土中ブロックp焼土粒子・炭化粒子e粘土粒子e砂粒少鼠粘土小ブロック微量

一つ：捕　一一一



鰹も捕　蟻か所津　～㌘蟻。各コ…ナ…からやや中東寄　に位置する㌘　～㌘　は　径毀～瞞臓の円形で芦

深さ氾～鋪臓である。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部こ位置する㌘　ほ　径演。血の円形

で　深さ別㌍Ⅲである。規模と配置から出丸　田施設に伴　ピットと考えられる。野鼠と㌘　の間に位置する㌘

・′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

深さ挽mである。野　の㌘　ほ　規模と配置から補助枝先と考えられる。壁際にほぼ規則的に位置する㌘　～

㌘蟻は　径錆～璃cmのほぼ円形で　深さ摘～5臓である。規模と配置から壁経穴と考えられる。そのなかでヲ

㌘臓と㌘臓は　竃の両脇に位置し　竃と関連する可能性も考えられる。

Pl土層解説

温　褐　色　ローム粒子中農芦　ローム小ブロックe廃土粒子少鼠廃土小ブロックの炭化粒子教義
2　暗褐色　ローム粒子中量芦　ローム小ブロックの廃土粒子さ炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少鼠廃土小ブロック∵廃土粒子の炭化材が炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロックぉ焼土中ブロックや廃土粒子教義
5　極暗褐色　ローム粒子や鼠　ローム小ブロックの炭化粒子徴選
6　極暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子8炭化粒子教義

P2土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量ヲ　ローム小ブロックぁ炭化粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子少最評　炭化粒子微量
3　極暗褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロックの廃土粒子も炭化粒子微選
4　極暗褐色こ　Eト∴ん小ブロックのローム粒子中鼠　炭化粒子微量

P3土層解説

豆　極暗褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロックの廃土小ブロックや炭化粒子微量
ご　暗　出色；ト∴粒川一品！ト∴小‾ノ′‾‾＝、、′’・・′′′レ量

3　褐　　色　ローム粒子多量声　ローム小ブロック少鼠　廃土粒子微塵
4　褐　　色　ローム粒子多登芦　ローム小ブロック少鼠　炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子中鼠　ロ…ム小ブロックか炭化粒子微量

P4土層解説

且　褐　色　にト∴ん小プロ、ジグをローム粒子中鼠　ロ…ム車プロッタの廃土粒子の炭化粒子徴最
2　暗褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量グ　焼土粒子の炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中鼠廃土小ブロックの廃土粒予め炭化粒子凋占土中ブロック微量

4　暗褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック∵廃土粒子の炭化粒子微量
5　褐　色　ローム粒子多量ク　ローム小ブロック少鼠　ローム中ブロック教室
6　暗褐色　ローム粒子多量ア　ローム小ブロック少鼠　炭化粒子微量

覆豊　は層からなる。プロッタ状の堆積状況から　太為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子中量芦　炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック∵廃土粒子や炭化粒子少鼠　ローム粒子e粘土小ブロック教義
3　暗褐色　ローム粒子も炭化粒子少鼠　焼土粒子の粘土小ブロック微量
4　極暗褐色　ローム小ブロック6炭化粒子少鼠　ローム粒子ぜ廃土小ブロックか廃土粒子の粘土小ブロック微量
5　暗褐色　ローム小ブロックのローム粒子の焼土粒子の砂粒少鼠　ローム中ブロックe炭化粒子微量

6　黒褐色　ロームやブロックさローム粒子ゆ焼士粒子の炭化粒子ふ粘土粒子少鼠［ト∴左太ブロックを焼土中ブロックふ粘土中ブロック微量
7　暗褐色　ローム粒子中豊，ローム小ブロック∵廃土粒子の炭化粒子少鼠焼土中ブロックの粘土粒子微量
8　暗褐色　甘…ム粒子中還㍉　ローム小ブロックe廃土粒子少鼠炭化粒子あ粘土粒子微叢
9　褐　色　ローム中ブロックさローム粒子中農ラ　廃土粒子少鼠炭化粒子微量
摘　暗褐色　ローム粒子中農　ローム小ブロックや焼土粒子ず炭化粒子少鼠焼土中ブロック微量

は　灰褐色　ローム粒子㍉粘土小ブロック中鼠廃土粒子ま炭化粒子を粘土粒子も砂粒少鼠　ローム小ブロックの廃土小ブロック微量
12　黒褐色　粘土粒子や砂粒中豊野焼土中ブロックp焼土粒子や炭化粒子0粘土小ブロック少鼠　ローム粒子微量

遺物　土師器斉増補盛　土製品　意　支脚上着製品　意　出立お鉄器　意　刀子お須意器片　意が出土して

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　′　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　　′　　　　　　　′

の杯は　中央部やや南西寄　の床面から破片で出漉している。の聾は　北部から竃の南側にかけての覆土

′　　　　　　　　　‥　′　′　ノ　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　・・

ノ　　　　　ノ　　　　　　′一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′　・一　　　　　　　I　　　　　　　　　　ノ

′　　　　　′　　　　　・ノ　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　′

ノ

一一一　は丁



第90図　第1040号住居跡実測図
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第91図　第1040号住居跡・出土遺物実測図

第1040号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 9 1 図 杯 A　 12．2 体部か らロ緑部 にかけて一部欠損。 口線部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 4 124 5

1
土　 師　 器

B　　 4．1 丸底。体部は内野 して立ち上がり， へ ラ削 り後，ナデ。内面ナデ。内 ・ 子 95％

口縁部 との境に明瞭 な稜 をもつ。

口縁部は直立す る。

外面黒色処理。 にぷい橙色

普通

P L 209

2

杯

土　 師　 器

A ［13．4］ 底 部か ら口縁部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面 砂粒 ・雲母 P 4 12 46

B （5．0） 丸底。体部は内管 して立ち上がり， ヘラ削 り後，ナデ。内面ナデ。 明赤褐色 4 5％

口緑 部 との境に稜 をもつ。ロ緑部

は直立する。

普通 P L 2 09

3

杯

土　 師　 器

A　 12．5 底 部か ら口緑部にかけて一部欠損。 口緑部 内 ・外 面横 ナデ。体部外 面 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 4 12 47

B　　 4．1 丸底 。体 部は内攣 して立ち上が り， ヘラ削 り後 ，ナデ。 内面へラナデ 子 6 0％

口緑 部はほぼ直立する。 後，ナデ。 内 ・外面黒色処 理。 赤褐色，普通 P L 2 09

4

嚢

土　 師　 器

B （1 4．7） 底 部か ら体 部下位 にかけての破片。 体 部下位外面縦位 と斜位 のヘラ磨 砂粒 ・雲母 ・長石 P 4 12 48，3 0％

C　 lO．1 平底 。休 部は内轡 して立ち上がる。 き。 内面へ ラナデ後 ，ナデ。 褐色

普通

P L 2 09

外面剥離

5
襲

土　 師　 器

B （3．7） 体部 の破 片。 体部内 ・外面 ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石

にぷい黄褐色，普通

T P 410 17， 5 ％

外面に砥石転用痕

lStト11



図版番号　 器

第出図り　刃

穫 全鋸 。議 長km 身縮 。m 測重ねkm 茎鋸 。 重量施） 材質　 特　 徴
備　　　 考

子 （竺 つ　 m i 持つ　 C摘　 「 榔 i 贈 ） 鉄　 茎部一一瀾欠損0棟区有り。 M 射060　85％
P L 黒0

図版番号　 器
種 針 。雲 厚さ。。m荒 し射 。議 。g）石質　 特　　 徴　　 備　 考

組 国中 王 l．5～le6　 0D6　　 0・4　 107　 滑石　扁平な円筒私 外面一部欠損0暗オリーブ灰色　Q41024 100％　 P L22且

し　ノ　ー　　　　　　・．、　′　　く

、　、　　　　　　　　　　　、

′　ニ＼ノ′　　　　　　　一、ノ　　・′ノ　　　　　ノ　・・‘．一・′ノ　′．．、今緒、－；′・・ノ・

一；　＼　　　　　　′

、．一　　　　　し　一　　　　　・一・　、’’：！′′ソ＿　　　ノ言　′、，、ノノ′十　′シ；、ノ′∫′、．

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・′　　　　こ　′・

′　　　　　　　　l、ノ＼ノ　　　　　′　し　　　　′　′　　′　′、′

′　、・′、－　‥∴　　　　　l′′　′・．、一一一・、　′、、、・　・・．　ラ′　∴

形である。

床　はば平坦である0踏み固められているがタ薪翻こよる削平のため　硬化面は㌘　欄　の付近と南西部に

わずかに遥存するだけである。

－　　　　　′ノ　　　　　、　　　　　　　　′・　　ノ　′　　′　－′　　′　　　　　ノ　　　・：　′二・

ノ′′　　　′　　・　ノ　′　ノ）．′・l　′‘′‘－ト′ノ　′　′’：ごく′（　′　′十　六　′、二、．．二　　　．：

はタ規模と配置から主柱穴と考えられる0南壁際の中央部に位置する㌘3はタ径3cmの円形で　深さはcmであ

、・′　′！′′－　ノ′′ノ　㍉　′て‥∴　′・一言　・ノ　　　ー　′　′、　，！l　言∴ン、′　′

田施設に伴うピットと考えられる。

覆渡　9層からなる0覆土が薄いもののタブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロックe廃土粒子・炭化粒子微量

2　暗赤褐色　焼土粒子中農ローム粒子0炭化粒子少量，ローム小ブロックも焼土中ブロック0炭化物微量
3　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム車ブロック・ローム小ブロックさ焼土粒子も炭化粒子微量

4　暗赤褐色　廃土粒子中農ローム粒子少鼠ローム中ブロック・∴ローム小ブロック・炭化粒子微量
一一　　　　　　　　　　　　　　・　一′一　　　　　　　　　　　・一

6　褐　色　ローム粒子多鼠ローム中ブロック・ローム小ブロックe廃土粒子さ炭化粒子微量
7　暗褐色　ローム粒子車鼠　ローム小ブロックも廃土粒子の炭化粒子微量

8　褐　色　ローム粒子多鼠炭化粒子少鼠ローム車ブロック∴【トム小ブロックも焼土粒子さ炭化材微量
9　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロックぁ廃土粒子さ炭化粒子微量

‥了　し、′、′、∴＼㍉㌧　′、三′、、、！・∴、′ノ　　ー、l′、′′．声－く　ノ　′　∴′．′′J　′一・十′′、

画から破片で出土している。2の土師器高郷と3の土師器婆はタ中央部の床面から破片で出土している。4の

鉄製品はタ西壁際の床面から出土している。須恵器片は，撹乱により混入したものと考えられる。

所魔　本跡の時期はタ出土土器と重複関係から6世紀後半と考えられる。

一一一一1引）一一一一一一
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第94回　第1044号住居跡出土遺物実測図

第1044号住居跡出土遺物観察表

10cm

［二一一一一・l　　　‥」

0　　　　　　　　5cm

ト一・十－＿1

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第94図 杯 B （3．8）底部から口線部にかけての破片。 口緑部内・外面構ナデ。体部外面 砂粒 P41252

1
土　師　器

口緑端部欠損。丸底。休部は内攣 ヘラ削り後，ナデ。内面ナデ。内・橙色 30％

して立ち上がり，口緑部との境に明

瞭な稜をもつ。口緑部は直立する。

外面黒色処理。 普通 P L210

2

高　　　 杯 A ［15．3］ 杯部体部から口縁部にかけての破 口緑部・休部外面ナデ。口緑部・砂粒 P41253

土　師　器

B （5．0） 片。体部は横やかに内攣して立ち 休部内面横位のヘラ磨き。内面黒 赤褐色 5％
上がり，口緑部との境に稜をもつ。

口緑部は外反する。

色処理。外面赤彩。 普通

3

要 A ［15月］体部上位から口綾部にかけての破 口緑部内・外面横ナデ。体部内・砂粒・雲母 P41254

土　師　器

B （8．1）片。体部は内攣して立ち上がり， 外面ナデ。 にぷい褐色 10％

口縁部は外反する。 普通 外面剥離

図版番号 器　　種
計　　　　　 測　　　　　 値 ！材 質

特　　　　　　　　　 徴 備　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第94図4 不　　　 明 （5．2） 0．5 0．5 （5．1） 鉄 端部欠損。棒状。釘又は紡錘の軸部の一部カ M41026　PL220

第1045号住居跡（第92・93・95図）

位置　調査4区の中央部，JlOc5区。

重複関係　第1044号住居跡を掘り込み，南東部を第1046号住居に，南東部の南壁際を第1051号住居に，南東コー

ナーから竃にかけてを第66号溝に，貯蔵穴の南側を第949号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸9．82m，短軸9．68mの方形である。

主軸方向　N－50　－W

壁　壁高は6～35cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅16～25cm，下幅5～10cm，深さ5～8cmで，断面形はU字形である。

床　南東部を第1046号に床面を掘り込まれているものの，確認された床面は平坦であり，全体的によく踏み固

められている。西壁下からP4とPllの間に延びる溝が，1条検出されている。溝は，長さ13．5C皿，幅16cm，

深さ4cmである。断面形は，U字形である。性格は不明である。

竃　北壁の中央部を壁外へ104cmはど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで

205cm，両袖部幅182cmである。火床面までは達していないものの，煙道部の上端をはば東西に第66号溝に掘り

込まれている。天井部は崩落しており，その上部は耕作により削平されている。竃土層断面図中，粘土粒子・

砂粒を比較的多く含む第1～5層が，崩落土層と考えられる。第6・7・17層が，焼土粒子を比較的多く含み

赤変硬化していることから，火床部と考えられる。煙道は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がる。
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毒土層解説

i　にぷい灰褐色　ローム小ブロックもローム粒子せ廃土粒子。炭化粒子の粘土小プロ、ソクe粘土粒子も砂粒少量芦　廃土小プロ、ソグ・炭化材教義
2　黒　褐　色　にト…ム粒子を炭化粒子少量，焼土中ブロックの焼土粒子e炭化材e粘土粒子e砂粒傲農
3　灰　褐　色　砂粒車鼠　粘土粒子少量タ　にトーム粒子8焼土粒子微量
4　暗　赤　褐　色　廃土粒子も粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロックeローム粒子の炭化粒子微量

5　灰　褐　色　砂粒・粘土粒子中量，廃土小ブロック・炭化粒子さ粘土小ブロック少量芦　ローム小ブロック．e Eト一ム粒子の廃土粒子微量
6　暗　赤　褐　色　廃土粒子中豊，廃土小ブロックや炭化粒子e砂粒少量，ローム粒子凋占土粒子教義
7　暗　赤　褐　色　焼土粒子多量，廃土小ブロックゎ粘土粒子e砂粒少量夕　炭化粒子微量
8　暗　褐　色　ローム粒子ヰ廃土粒子凋占土粒子・砂粒少量タ　にト…ム小ブロックせ焼土中ブロックす炭化粒子教義
9　暗赤　褐　色　焼土粒子中農，ローム粒子か焼土中ブロック0廃土小ブロックe砂粒少量プ　炭化粒子凋占土粒子微量
10　褐　　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少農，ローム小ブロックを焼土中ブロックを粘土粒子e砂粒微量

は　篠　路赤褐色　廃土粒子の炭化粒子少量，ローム粒子・焼土中ブロックe炭化材も粘土粒子p砂粒微量
12　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒中量ラ　廃土粒子少量，ローム粒子5炭化粒子微量
i3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロックさ廃土小ブロックも廃土粒子さ炭化粒子．粘土粒子e砂粒微量
摘　暗赤　褐　色　廃土粒子多量夕　砂粒や鼠　ローム粒子お廃土小ブロックや粘土粒子少農タ　ローム小ブロックか炭化粒子微量

15　にぷい赤褐色　焼土粒子も砂粒中量，ローム小ブロック・ローム粒子0粘土粒子少量，炭化粒子微量
16　灰　褐　色　ローム粒子や焼土粒子も砂粒少量ブ　ローム小ブロックe炭化材・粘土粒子微量
膵　にぷい赤褐色　廃土粒子多量夕　廃土小ブロック・炭化粒子や砂粒微量

、：ノ・：　　　　　：′　　′．－　　．ノ　′、　　′、二　一　′‥　－　′・’　　　、・′′一′こ、　∴　∴」．
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の間に位置する㌘　ほ　径栖cmのほば円形で　深さ購cmである。㌘2と㌘3の間に位置する㌘　ほ　長径酎cm芦
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～㌘3は　径または長径が摘～舗cmの円形または楕円形でタ　深さ摘～封組である。規模と配置からに壁柱穴と

考えられる。㌘38と㌘39は竃の両脇に位置することから芦　竃に付随する柱穴の可能性も考えられる。

1・P4土層解説

l　極暗褐色　ローム小ブロックのローム粒子e廃土粒子や炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量
3　極暗褐色　ローム小ブロックもローム粒子少量
4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

5　褐　　色　ローム粒子や最善　ローム中ブロックのローム小ブロック少量

P2・P3土層解説
1　黒褐色　にト…ム小ブロック中量，ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロックゼローム粒子中農

3　暗褐色　ローム小ブロック　0ローム粒子中量，焼土粒子の炭化粒子少量
4　褐　　色　ローム粒子多量，Eトーム小ブロック中量
5　極暗褐色　ローム粒子の焼土粒子e炭化粒子少量
6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

7　暗褐色　ローム小ブロック9ローム粒子中量ア　焼⊥粒子0炭化粒子微量
8　極暗褐色　ローム粒子少量夕　廃土粒子0炭化粒子微量
9　暗褐色　ローム小ブロック・∴ローム粒子中量，ロームやブロック少量

P5土層解説

1　黒褐色　ローム車ブロック少量夕　焼土粒子せ炭化粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
3　暗褐色　ローム粒子少量，廃土粒子の炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
5　褐　　色　ローム粒子多量

P6土層解説

1暗赤褐色　廃土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ロ…ム小ブロック中量，［r一ム粒子少量，焼土粒子を炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中農，ロ…ム小ブロック少量
4　褐　　色　ローム小ブロックやローム粒子中量

5　褐　　色　ローム粒子多量

上目　－



貯蔵究　北東部の北壁際で検出された0南側およそ半分を第94纏土坑に掘り込まれているものの長郷地n汐

短軸振放の隅丸長方形で　深さ舶組である。断面形は，「V」形である。

貯蔵穴土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・廃土小ブロックせ廃土粒子や炭化粒子チ粘土粒子少量
2　褐　色　ロ…ム粒子中鼠　廃土粒子e炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・・ローム粒子・廃土粒子を炭化粒子少量
4　黒褐色　ローム粒子・粘土粒子少鼠廃土粒子e炭化粒子微量

覆豊　23層からなる0ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

；窯　監呂＝霊苧霊謡霊蒜呈完誓言′j、讐禁言：監禁禁写譜吾？、孟詣‡漂漂謂粒子微量
3　にぷい褐色　ローム粒子ぜ廃土粒子の炭化粒子や砂粒少量，ローム小ブロックせ廃土小ブロック・粘土粒子微量

；窯　≡≡≡芸罠董睾蓋蓋芸蓋薫警窯と≡手意蓋蓋善意窯董筆意蓋羞孟豊子義禁警粘土粒子磯
7　暗　褐　色　ローム小ブロック0ロ…ム粒子少鼠

8　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロックも

9　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロックゆ

摘　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロックO

H　褐　　色　ローム粒子多量タ　ローム車ブロック8

12　極暗褐色．仁ト∴ム中ブロック㍉［※∴ム小ブロック

13　暗　褐　色　ローム小ブロック。ローム粒子少鼠

摘　極暗褐色　ローム太ブロックさローム粒子少鼠

15　褐　　　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック0

摘　暗　褐　色　ローム粒子車鼠　ローム車ブロック6

17　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック8

18　暗　褐　色　ローム粒子少量ク　ローム太ブロックの

鼠9　黒　褐　色　にト…ム粒子少最，ローム小ブロックe

20　暗　褐　色　ローム粒子車鼠　ローム中ブロックぜ

廃土小ブロック・廃土粒子サ炭化材や炭化粒子微量
ローム小ブロックさ廃土小ブロック∵廃土粒子微量
廃土粒子・炭化材e炭化粒子微量
廃土粒子6炭化粒子微量

ローム小ブロックの廃土粒子微量

pローム粒子少鼠　廃土粒子8炭化材d炭化粒子微量
廃土粒子の炭化粒子微量

ローム小ブロック㌧つ軽土粒子0炭化粒子微量
廃土粒子微量

ローム小ブロックを焼土粒子ぜ炭化粒子微量
・腫十粒守・・炭化材・炭化粒千微量

ローム中ブロックやローム小ブロック∵廃土粒子6炭化粒子微量
廃土粒子も炭化粒子を粘土粒子微量
ローム小ブロックぁ炭化粒子少量，焼土粒子微量

21褐　　色　ローム粒子多鼠ローム車ブロックのローム小ブロック少鼠廃土粒子サ炭化粒子微量
22　暗　褐　色　ローム粒子少鼠廃土粒子0炭化粒子微量
23　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

－　ノ　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　′　　　　′－　　　′l　　　′　　　　′

2意が出土している。第粥図の　～臓は　すべて土師器である○　鼠の杯はプ南東部の覆土中層から破片で出土

している0　2の杯はタ北西部の覆土下層から正位で出土している。3の杯は，北東部の北壁際の床面から出土

′　′　‘了　　　　‾′　′′・・・′′′、′　一、－　ノ　′′rt　、∴　′　　　′　　‥、′　、吉′ノ・　　′′一

転の杯は㌘㌃付近の床面からタ　7の杯は中央部の覆土下層からタ　の高杯は北西部の覆土下層から芦　9と相の

饗は㌘路の付近の覆土下層から芦いずれも破片で出土している。且のままは　西壁際の中央部の床離ゝら出土

している0臓のままは　南東部の東壁際の壁港内から出土している。臓～蟻のままは　南西部の覆土下層から

出土している。蟻の鎌片は南壁際の覆土下層から出土している。膵の砥石は　北東部の覆土車から出土してい

る。出土している土器片の内訳は　鋳鋼凱息高郷鋸意　藍0甑朋野点で　多　は細片である。須恵器片

の蟻はタ外面にカキ目調整が施された提瓶の細片と考えられタ残りの2点は芦撹乱により混入したものと考

えられる。

所魔　本跡は芦　4区の住居跡のなかで最も広い床面積を有する住居跡である。時期はグ出土土器から6世紀後

薬から7世紀前葉と考えられる。

一一一1右　一一・一一
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第95図　第1045号住居跡出土遺物実測図

第1045号住居跡出土遺物観察表
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第95図 杯 A ［13．0］底部から口緑部にかけての破片。 ロ緑部内・外面横ナデ。体部外面 砂粒・赤色粒子 P41255

1
土　師　器

B　　4．4 丸底。体部は内攣して立ち上がり，横位のヘラ削り後，ヘラナデ。内 橙色 60％

口緑部との境に明瞭な稜をもつ。

ロ緑部は内傾する。

面ナデ。内・外面黒色処理。 普通 P L210

2

杯

土　師　器

A ［12．3］体部から口緑部にかけて一部欠損。口緑部内・外面横ナデ。体部外面 砂粒 P41256

B　　4．2 丸底。体部は内管して立ち上がり，ヘラ削り後，丁寧なヘラナデ。内 にぷい橙色 60％

口緑部との境に稜をもつ。口縁部

は直立する。

面丁寧なヘラ磨き。内・外面黒色

処理。

普通 P L210

3

杯

土　師　器

A　13．2 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内・外面横ナデ。体部外面 砂粒 P41257　40％

B　　3．9 丸底。休部は内攣して立ち上がり，ヘラ削り，内面ナデ。内・外面黒 にぷい褐色 P L210

口緑部は短く直立する。 色処理。 普通 外面剥離

4

杯

土　師　器

A ［12．0］ 体部からロ緑郡にかけての破片。 口緑部内・外面横ナデ。体部外面 砂粒・雲母 P41258

B （4．0） 丸底。体部は内野して立ち上がり，ヘラ削り，内面ナデ。内・外面黒 褐色 25％

ロ緑部との境に稜をもつ。口縁部

は直立する。

色処理。 普通

一146一



図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色諌巨 焼成 備　　　 考

第 95 図 林 A ［14．4］ 底部か ら日録部 にか けての破片。 目線部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂 粒 P 41 259

5
土　 師　 器

B　　 4．2 平底。体部 は内攣 して立ち上が り， ヘ ラ削 り後，ヘ ラナデ。内面ナデ。 褐色 35％

C　　 7．2 目線部 との境に明瞭 な稜 をもつ。

目線部は内傾す る。

内 ・外面黒色処理。 普通 P L 2 10

6

杯 A ［13．9］ 体部か ら目線 部にかけての破 片。 目線 部内 ・外 面，体部内面積ナデ。 砂粒 P 412 60

土　 師　 器

B （3．9） 体 部は内攣 して立ち上 が り，日縁 体 部外面 へラ削 り後 ，ヘ ラナデ。 にぷい橙色 10％

部との境 に明瞭 な稜 を もつ。 目線

部 は直立す る。

内 ・外面黒色処理。 良好

7

杯 A ［13．6］ 体部か ら目線部 にか けての破片。 目線部内 0外面，体部内両横ナデ。 砂 粒 P 4126 1

士　 帥　 器

B （3．5） 体部は内攣 して立 ち上が り，目線 体部外面へ ラ削 り後，へ ラナデ。 にぷい橙色 10％

部は短 く直立す る。 内 0 外面黒色処理。 良好

8

高　　　 林 A ［14．7］ 杯部の破 片。杯部は内攣気味に立 日縁 部内 ・外面，体 部内面横位 の 砂粒 ・赤色粒子 P 412 62

土　 師　 器

B （5．8） ち上が り，目線 部 との境に稜 を も ヘラ磨 き。体部外面へラ削 り。内 ・ 灰黄褐色 10％

つ。口緑部 は外 反する。目線部外

面に 1 条 の沈線 を巡 らしている。

外面黒色処理。 普通

9

嚢 A ［26．4］ 頚部か ら目線部 にかけての破片。 目線部，頸部 内 ・外面横 ナデ。 砂粒 ・雲母 P 4126 3

土　 師　 器

B （5．6） 頚部 は緩やか に くびれ， 目線部 は

外反する。

明赤褐色

普通

5 ％

婆 A ［19．0］ 頚部か ら目線部にかけての破片。 口縁部，頸部内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 412 64

10

土　 師　 器

B （5．2） 目線部は外 反する。 にぷ い黄褐色

普通

5 ％

図版番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 徴

胎 士 ・ 色 調 備　　　　　 考
径 （cm） 長 さ （cfn） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第95図 11 土　　　 玉 1．1 0．8 0．4 1．00 一部欠損。扁平 な球体 細砂粒，黒褐色 D P 4 10 26　 90％

12 土　　　 玉 0．9 0．7 0．2 0．60 扁平な球体。ナデ 細砂粒，黒褐色 D P 4 102 7 100％　 P L 2 19

13 十　　　 玉 0．7 0．6 0．1 0．26 一部欠損。扁平 な球体 細砂粒 ，にぷい黄褐色 D P 4 102 8　 70％　 P L 2 19

14 土　　　 玉 ・中 ・9
0．2 0．33 扁平 な球体。磨 き 繍砂粒 ，黒褐色 D P 4 102 9 100％　 P L 220

15 士　　　 玉 0．8 0．7 0．2 0．55 扁平 な球体。磨 き 細砂粒 ，黒褐色 D P 410 3 0 100％　 P L 2 20

図版番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 i 材 質

特　　　　　　　　 徴 備　　　　　 考
全長（cm）背幅（cm）刃幅（cm）重量（g ）

第95図16 鎌 略0） 0．3 4．0 （34．6） 鉄 着柄部から刃部にかけての破片 M 41027　30％　 P L 220

図版番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 質

特　　　　　 徴 備　　　　　 考
長　さ（cm） 幅 （cIn） 厚　さ（cm） 重 量（g ）

第95図17 砥　　　 石 （射） 4．2 2．3 （56．4） 石 英 斑 岩 破片。砥面 3両 Q 41032　30％　 P L 222

第柑媚考住居跡（第96図）

位置　調査4区の中央部，JlOh7区。

重複関係　南西部を第1033号住居に，西部から竃にかけてを第103981047号住居に言ヒ部を第1054号住居に，

東部を第1066号住居に，東部から南部の南東壁にかけて第3号柵列のP2～P4に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸5．70m，短軸5。52mの方形である。

主軸方向　N－240　－W

壁　確認された壁高は最大40cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全局している。上幅12～20C恥下幅4～8C恥深さ5～7cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦であり，全体的によく踏み固められている。

竃　北西壁の中央部に設けられていたものと考えられるが，第1039010媚号住居に掘り込まれており，わずか

に遣存する粘土粒子と砂粒が確認できただけである。
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ぽもソト　8か所（Pl～㌘8）。各コーナーからやや中央寄りに位置する㌘1～P射ま，径56～72cmのほぼ円

形で，深さ50～66cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。南東壁際の中央部に位置する㌘5は，径42

服の円形で，深さ30cmである。規模と位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。北部の北東壁際に位

置する㌘6は，長径22cm，短径14cmの楕円形で，深さ24cmである。北東壁際の中央部に位置するP7は，径32

臓の円形で，深さ20cmである。南コーナー部に位置するP8は，径27cmの円形で，深さ23cmである。㌘6～㌘

8は，規模と配置から補助柱穴と考えられる。

Pl土層解説
1極暗褐色　ローム粒子中農，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・∴ローム小ブロック・炭化材微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，粘土粒子微量
4　黒褐色　にトーム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
6　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
7　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，Eトーム車ブロック少量

P2土層解説
1褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム車ブロック・焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量
4　褐　　色　ロ…ム粒子多量，ローム小ブロック中量
5　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化材微量
6　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック9炭化粒子微量
7　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

P3土層解説
1褐　　色　ローム粒子多量，
2　暗褐色　にトーム粒子中量，
3　暗褐色　ローム粒子中量，
4　褐　　色　ローム粒子中量，

5　暗褐色　ローム粒子中量，
6　暗褐色　ローム粒子中量，

ローム小ブロック中量，ローム車ブロック微量

ローム小ブロック・炭化粒子微量

ローム小ブロック微量

ローム車ブロック・ローム小ブロック少量

ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・炭化粒子微量

ローム中ブロック0ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

P4土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

6　褐　　色　にトーム粒子多量，ローム小ブロック微量
7　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中鼠　ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

覆並　重複関係が激しく，5層を確認しただけである。堆積状況は判断できない。

土層解説
1褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量
3　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・廃土粒子微量
4　暗褐色　ローム車ブロックeローム小ブロック0ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片159点，須恵器片1点，鉄器1点（鋤先）が出土している。第96図1の土師器杯は，南東壁際

のほぼ中央部の床面から正位で出土している。2の土師器杯は，南部やや北東壁寄りの覆土下層から破片で出

土している。3の土師器椀は，北部の北西壁際の床面から破片で出土している。4の鋤先は，西部の覆土中か

ら出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器と重複関係から6世紀後半と考えられる。
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踊番号　器　種恒順kmラ　　器形の特徴　　　 手法の特徴
胎士・色調・焼成備　　　考

第96図　　杯　　Å12．8　倦部から日録部にかけて一部欠損。南緯部内の外敵体部内商機ナデ。
砂粒・赤色粒子P射273

土師器iB射温讐農芸志芸豊郷外商横位のヘラ削賊げ。暗赤褐色

普通

70％

PL210
i　　　目線部は内傾するC 外面剥離

林　　Å〔日産　休部から目線部にかけての破片十　日緑部内・外面植位のヘラ磨き㍉砂粒 P41274
2　土師器狛3．7）禁警霊警羞芸雷禁書羞差遣慧禁霊禁認鵠鵠品霊黒褐色

普通

川％

立する。　　　　　　　　　　　　 理。

椀　　Å右耳　休部から目線部にかけての破片∴　目線部内・外面構ナデ∵体部内・砂粒・長有・石英P」・1275
3　　　　　　　　 B（5．2）倦部は内攣して立ち上がりタ　ロ嫁　外面ナデ。 橙色 10％
土　師　器　　　　　　部はわずかに外反する。 普通 内・外面剥離

′　　　　　　、

－　　　′　′、一　　′く

∴こ′′　　′　ノ　′∴′　　　　′ノ′・・′　し　∴∴′∴：′ノノノ，｝十、′′、‥′－′、・′∴∴∴′ノ　ーノ．／′′　′′．

掘り込まれている。

′　　　　　　　　　　′　′　　　　　　　　′

主軸方向　N一二げ　－Ⅵ′T

壁　壁高は鋼～舶cmで　外儀して立ち上がる。

壁溝　北コーナー部を除き巡っている。規模は上幅蟻～挽m　下幅　～挽m　深さ約　cmで　断面形はU字形

である。

床　ほぼ平坦であ勘中央部が特に踏み固められている。西部から北部にかけての床面から芦焼土塊及び炭化

′′了　　＼、　　′′

憲　2か所。竃鼠は北西壁の中央部にタ竃2は竃鼠の南西側に隣接して付設されている。竃　は壁外に鮒。nほ

ど掘り込んでいる。袖部や火床部は遺存しておらずタ覆土中には，竃の構築材と思われる粘土粒子や砂粒を含

む層や　焼士粒子や炭化粒子を含む層が腰られた。竃　は壁外に地mほど掘　込みタ砂貿粘土で構築されてい

る。規模は　焚四部から煙道部まで路地　両袖部幅はcmである。袖部内側は火熱を受け赤愛している。天井

部は崩落しており筆立層断面図中言第mわは層が粘土粒子や砂粒を多く含むことから芦崩落土層と考えられる。

火床部は床面を膵臓ほど掘りくぼめた後，暗褐色土を貼り芦造られている。火床商は，火熱を受け赤変硬化し

ている。煙道は外億して緩やかに立ち上がる。袖部の構築柳こは，焼土粒子や炭化粒子が含まれている。この

ことからタ　竃且を廃棄した後，竃2を付設したものと考えられる。

竃1土層解説

1暗　褐　色　粘土粒手中鼠　t一一ト∴′、粒子・焼土粒J二・・炭化粒子少量

2　暗　褐　色　砂粒中鼠　ローム粒子を廃土粒子e炭化粒子6粘土粒子少量
3　暗赤褐色　焼土粒子中鼠　ロ…ム粒子も炭化粒子サ砂粒少量
4　暗　褐　色　ローム粒子8焼土粒子．炭化粒子も砂粒少量
5　黒　褐　色　ローム粒子を廃土粒子e炭化粒子少量
6　篠路赤褐色　廃土粒子の炭化粒子中量，ローム粒子0炭化材少量
7　極暗赤褐色　焼土粒子e炭化粒子中量，ローム粒子少量

8　極暗褐色　焼土粒子0粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
9　暗　褐　色　ローム粒子中量，廃土粒子0炭化粒子少量
10　褐　　　色　ローム粒子多量プ　廃土粒子せ炭化粒子少量
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竃

1

2

3

4

5

6

7

8

9

用

は

は

は

摘

路

用

膵

臓

臓

2

0

飢

2

2

2

3

鋼

2

5

2

6

2土層解説

暗　赤　褐　色

黒　褐　色

暗　赤　褐　色

暗　赤　褐　色

暗　赤　褐　色

にぷい赤褐色

ローム粒子8焼土粒子ゆ炭化粒子・粘土粒子の砂粒少量
炭化粒子多量，廃土粒子中量夕　炭化物少量
焼土中ブロック中量，廃土粒子少量

廃土粒子中農ブ　ローム粒子・焼土中ブロック少量
焼土粒子中農　ローム粒子も炭化粒子さ砂粒少量

廃土粒子を砂粒中農　ローム小ブロックの炭化粒子の粘土粒子少量
にぷい赤褐色　焼土粒子や灰中農　ローム粒子も廃土小ブロック少量
にぷい赤褐色　廃土粒子中量夕　粘土粒子少量

暗　褐　色　ローム粒子e廃土粒子e炭化粒子さ粘土粒子さ砂粒少量

極暗褐色　ローム粒子p焼土粒子。炭化粒子n粘土粒子も砂粒少量

暗赤褐色　焼土粒子多鼠ローム粒子p粘土粒子を砂粒中農焼土中ブロック・炭化粒子け粘土小ブロック少量
暗赤褐色　焼土粒子0砂粒多鼠粘土粒子や鼠廃土小ブロックe炭化粒子少量

暗赤褐色　焼土中ブロック∵廃土粒子車鼠　ローム粒子0炭化物e炭化粒子少量
極暗′ホ椙色iト∴小‾ノ′’［ト′1一′tlト∴粒J一一・焼廿日∴・歳冊立j・粘上粒子′棉‥

暗赤褐色　廃土粒子車鼠炭化粒子の砂粒少量

灰　褐　色　粘土粒子が砂粒中量，ローム粒子・廃土粒子・炭化物・炭化粒子少量
灰　褐　色　粘土粒子多鼠粘土小ブロック中農焼土粒子も炭化粒子少量
篠路赤褐色　ローム粒子e廃土粒子さ炭化粒子少量

にぷい赤褐色　粘土中ブロック・粘土粒子中鼠焼土粒子・炭化粒子少量
暗　褐　色　粘土粒子車鼠　ローム粒子の焼土粒子せ炭化粒子・粘土小ブロック少量
黒　褐　色　焼土粒子の粘土粒子中農　ローム粒子も炭化粒子少量
暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子せ廃土粒子を炭化粒子少量
極　暗　褐　色「トー∴粒子・焼－i二粒子・炭化粒子・粘十粒子′塙を
暗　褐　色「ト∴′、粒子車乱　焼廿′：子・尉ヒ粒ナ微量

暗　褐　色　ローム粒子車鼠　ローム小ブロックの廃土粒子少鼠炭化粒子微量
暗　褐　色　ローム粒子車鼠焼土粒子が炭化粒子少量

‘′　′　　　′　二・、　′　　　こ′、・′　′′　　∴・・、十十′′　′′∴　′、十‥へ′言。。′′′．

形で　深さ舶～腕mである0規模と配置から主柱穴と考えられる。㌘5eP6は南東壁際の中央部に位置しタ

それぞれ街5cmも65cmの円形で学深さ34¢皿の45cmである0位置的に出入り田施設に伴うピットと考えられる。

㌘7は㌘3と㌘魂の中間に位置し　径地皿の円形で深さ紬mである。位置的に補助柱穴と考えられる。㌘8。

′　　／′′　　′　　　　・・　壬　　′‥　　′　　　　　′・・′　　′、′′′　4、－；二　一一　一　′

一　　　′　　　′、　　　　11　∴・、　′．、′．・言‾　∴　′∴′　′。．、，　∴　　′

部は深さ45cmで言北東部は深さ鑓臓である。底面は平坦で，壁は外億して立ち上がる。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ロ…ム小ブロック・ローム粒子も焼土中ブロックe炭化粒子e粘土粒子少量
2　褐　色　ロー∴ム粒子多鼠廃土粒子0炭化粒子・粘土粒子少量
3　極暗褐色　ローム粒子の焼土粒子の炭化粒子も粘土粒子少量
4　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少鼠炭化物微量
5　極暗褐色．ローム粒子・焼土中ブロックe焼土粒子や炭化物少量

覆豊　鋪層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム小▼ゾ「1、、ノ7・「トム粒十・焼十粒子・炭化粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

3　極暗赤褐色　焼土粒子も炭化粒子中農ローム小ブロック・ローム粒子・廃土小ブロックp炭化物少量
4　極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中鼠　ローム小ブロック・ローム粒子少量
5　褐　　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロックも炭化物少量
6　暗赤褐色　廃土粒子の炭化粒子中鼠　ローム粒子．廃土小ブロック・炭化物少量
7　極暗褐色　ローム小ブロックやにトーム粒子・廃土粒子0炭化物少量
8　暗赤褐色　廃土粒子あ炭化粒子中鼠　ローム粒子少量

9　暗　褐　色　ローム小ブロック6ローム粒子・焼土中ブロック∵焼土粒子p炭化粒子少量
用　黒　褐　色　廃土粒子中農　ローム粒子・廃土小ブロックさ炭化物e炭化粒子少量
は　暗　褐　色　ローム小ブロックせローム粒子・焼土粒子少量
12　黒　褐　色　ローム粒子少量，廃土粒子e炭化粒子微量
ま3　黒　褐　色　ローム小ブロックのローム粒子・焼土粒子や炭化粒子少量

14　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少鼠廃土粒子0炭化粒子微量
15　黒　褐　色l‾トー∴粒「少量
16　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

17　黒　褐　色　焼土粒子0炭化粒子中鼠　ローム粒子・焼土中ブロック4炭化物・粘土小ブロック少量
18　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・砂粒少量
19　暗　褐　色　ローム粒子の焼土粒子も炭化粒子・粘土小ブロック0砂粒少量
20　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子8焼土粒子や炭化粒子も粘土小ブロックさ砂粒少量
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第97図　第1049号住居跡実測図
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遺物　土師器片2038点，土製品1点（管状土錘），銅製品1点（耳環），撹乱により混入したとみられる須恵器

片20点が出土している。第98図に示した土器はすべて土師器である。1の杯は，中央部の覆土下層から出土し

た数片が接合したものである。2の杯は南東部の床面から正位で，3の杯は北東部の床面から正位で，4の杯

は西部の覆土中層からそれぞれ出土している。5の杯は，西壁際の覆土中層と中央部やや西寄りの覆土中層か

ら出土した破片が接合したものである。6の高杯は西部の床面から正位で，．7の壷は北東部の覆土下層から逆

位で，8の婆は西部の覆土下層から横位でそれぞれ出土している。9の聾は，竃正面の覆土中層と中央部の覆

土下層から出土した破片が接合したものである。10の嚢は，西部の覆土中層から出土した数片が接合したもの

である。11の管状土錘は，竃の覆土中から出土している。12の耳環は，貯蔵穴の覆土下層から出土している。

所見　本跡は，床面及び覆土下層から焼土塊及び炭化材が確認されていることから，焼失住居と考えられる。

また，出土土器の大部分が，覆土中層や上層から出土しており，焼失後に投棄されたものと考えられる。時期

は，出土土器から6世紀後半と考えられる。

二「‾「l＿

第98図　第1049号住居跡出土遺物実測図
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第摘媚号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 井　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 98 図 杯 A　 13．4 打線 部一部欠損。丸底。体部は内 目線部内 ・外面横 ナデ∵　休部外 面 砂 粒 ・雲母 ・有英 ㌘40 53 5

1 B　　 4．4 攣 して立ち上が り蔓　打線部 との境 ヘ ラ削 り，内面構ナデ∵ 橙色 95％

土　 師　 器 に稜 を もつ十　日縁 部は直立する∵ 普通 P L 2 10

杯 A ［13．0］ 底部 か ら目線部の破片㍉　丸底∴休部 ＝緑部 内 ・外 面櫨 ナデ∴休 部外面 I砂粒 ・雲母 ・長石 ・ ㌘405 36

2 B　　 4．5 ほ内攣 して立ち上が り，目線部との ヘラ削 年　 内面へ ラ磨 き∴ 右英 載％

士　 師　 器 境 に稜 をもつ。 日綾部は直立する。 にぷい橙 色，普通 P L 二210

3

杯

士　 帥　 器

A ［12．0］ 底部か ら口縁部の破片∴丸底㍉休部 口縁部 内 ・外 面横 ナデ㍉体部外面 砂 粒 ・雲母 ・石 英 ㌘40 53 7

B （3．4） は内増 して立 ち上が り，口縁部 との ヘ ラ削 り，内面横ナデ∴　内 ・外面 にぷい黄橙色 40％

境に稜 をもつ。目線部は内偵す る。 黒色処理∴ 普通 P L 2 10

杯 A ［12．8］ 底 部か ら目線部の破片。丸底。体部 目線部内 ・外面横 ナデ㍉休部外面 砂粒 ・雲母 ・長有 ㌘40 538

4 B　　 5．0 は内攣 して立ち上が り，口縁部との ヘ ラ削 り後，ヘラナデ㍉　内面横ナ 灰色 50％

土　 師　 器 境 に稜 を もつ。打線部は直立する。 デ∵　内 ・外 面黒色 処理∵ 普通 P L 2 10

5

杯

士　 帥　 器

Å　 白3．事 底 部か ら目線部の破片。丸底。体部 ‖縁 部内 ・外 面横ナデ㍉休部外面 砂粒 ・雲母 ・石 英 ㌘405 39

B　　 4．0 は内増 して立ち十がり，目線部との ヘ ラ削 り，内面構ナデ∴ 橙 色 50％

境 に稜 をもつ。 打線部は直立する。 普通 P L 2 10

6

高　　　 林

！土　 師　 器

B （5の5）

り ［仕 8］

脚部か ら林部の破片∴　脚部 はラッ

パ状で，裾部で さらに広が る。塔

部は外傾 して 立ち上が る∵

i 。e 摘 発 に摩滅が激 し く晰 －

i　　　　　　　　　 i

砂粒 ・雲母 ・長石 ・

石英

にぷい橙色 ，普通

P LlO封 0

40％

げ L 封の

7

－＝藍で雪ぎ

土　 師　 器

Å　 10．6 休部 の目線 部一部欠損。平底。体 目線部内 ・外面横ナデ㍉頭部縦位 砂I粒 ・長右 ・右英 ・ P lO封1

8　 21．5 部は球形を呈 し，頭部は直立 し， のヘ ラ磨 き∴休部外面丁寧なヘラ 赤 色粒子 95％

C　　 6．6 目線 部は緩 やかに外 反するJ 磨 き。内面横 位のナデ。 浅黄橙色，普通 P L 2 10

嚢 A　 ll．7 目線部 一部 欠損 ㍉平底 ．体 部は球 口縁 部内 ・外 面横ナデ∵休 部外面 砂粒 ・長石 ・赤色粒 P 4 05 42

8 B　 13．5 彬 を皇 し．頭 部で くびれ，目線部 ヘ ラ削 り後 ，ヘラ磨 き． 内面輪桔 子 95％

士　 師　 器 C　　 6。6 は外反す る。 み痕 を成すヘ ラナデ㍉ 橙色，普通 P L 2 10

嚢 A ［18。6］ 休部か ら目線部の破片∴休部 は内 目線部 内 ・外面櫨 ナデ∴体部外面 砂粒 ・長右 ・右奥 ・ ㌘40 54 3

9

土　 師　 器

B （13。7） 攣 して立ち上が り，頭部で くびれ， へ ラ削　 後　 ナデ。内面ナデ。 赤色粒子 15％

目線部は緩やか に外反す る㍉ にぷい橙色 ，普通 P L 2 10

聾 A　 l l．0 休部か ら目線部の破片㍉　休部 は内 目線部内 ・外面横ナヂ＋　頭部外面 砂 粒 ・雲母 ・赤色 粒 P 」・0封1

10 B （5．3） 増 して立ち上が り，頭部でくびれ， ヘラ削 り後，ナデ∵頭部内面及び 子 20％

士　 師　 器 日縁部は短 く外傾 する。 体 部内 ・外 面へ ラナデ∴ 橙色，普通 P L ヱ‖

図版番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 ！ 特　 徴

胎 士 ・色 調 備　　　　 考径 （cm）恒 （cn）孔経 五m）重量 （g ）

第98図m 管 状 工 錘 1・3　 「 m i 鵬
8．1 円筒状，両端はややすぼまる㍉ 砂粒 ・雲母．にぷい褐色 D P 4050！l　P L 220

図版番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 恒

特　　　　　　　　　 徴 備　　　　 考
全長（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重義（g）

第98図12 耳　　　 環 2．6 2．9 0．7 15．9 金　　 銅 環状で開口部を設けている． M 40501　P L 黒1

ふ．J＿∵∵∴∴∵∴　言∴：′こ′　・∴；く．・

位置　調査　区の中央部声調鮎区。

重複関係　第104401045月紺緩鳩溜儀を掘り込み，南部を第臓器号住居に　煙道部の端部を第摘媚号住居に

掘り込まれている。

規模と平面形　長軸。閥m　短軸。細mの方形である。

＼・：ノ∴：、、、’　′、　‥　一．

壁　壁高は13～31cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全局している。上幅15～23cm言下幅4～8撒ダ深さ5～8cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦であり，全体的によく踏み固められている。

一一一一1－つ討　一一一1…



竃　北壁の中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，両袖部幅が107cmで，焚口部から煙道部までの長さ

は煙道部の端部を第1046号住居に掘り込まれているため確認できるだけで88cmである。天井部は崩落しており，

竃土層断面図中，粘土粒子・砂粒を比較的多く含む第1～3層が崩落土層と考えられる。第5層は，焼土粒子

を比較的多く含み赤変硬化していることから，火床部と考えられる。煙道は，火床面から緩やかな傾斜で立ち

上がる。

竃土層解説

1にぷい赤褐色　砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，焼土中ブロック微量
2　暗赤褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
3　暗赤　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，砂粒少量，ローム粒子・粘土粒子微量
4　暗赤褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック・粘土粒子微量
5　赤　褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量，砂粒微量

ピット　5か所（Pl～P5）。各コーナーからやや中央寄りに位置するPl～P4は，径25～33C皿の円形で，

深さ18～39cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置するP5は，長径33C皿，短

径26cmの楕円形で，深さ20cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

1m

5　　　　　3

第99図　第1051号住居跡実測図
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覆遭　仕層からなる。ブロック状の堆積状況からタ人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ロ…ム粒子中量，ローム小ブロック少鼠　ローム中ブロックぁ焼土粒子の炭化財微量
2　暗褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少鼠廃土小ブロックe焼土粒子e炭化粒子微量
3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少鼠焼土粒子き炭化材e炭化粒子微量
4　暗褐色　にト…ム粒子中量，ローム小ブロックも廃土粒子微量

5　極暗褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロックぁ廃土粒子8炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック∵焼土中ブロック㌧つ簸土粒子e炭化粒子微量
7　黒褐色　ローム粒子き炭化粒子少鼠　ローム小ブロックや焼土粒子・炭化材微量

8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少鼠廃土小ブロック∵廃土粒子e炭化粒子微量
9　暗褐色　ローム粒子中量ブ　ローム車ブロックもローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
摘　暗褐色　ローム小ブロック∴汀…ム粒子少鼠　ローム車ブロックサ廃土小プロ、ソクや廃土粒子e炭化材微量

は　暗褐色　ローム粒子や粘土小ブロック少鼠　ロー∴ム小ブロック∵廃土小ブロック。焼土粒子・炭化粒子微量

：　　　′　　ノー　、、　′　ノ　　　、、　　′J　　′、　′　　′、ノ．　　　　　　．　∴′　′　く

且の土師器杯は芦竃東袖端部前の覆土下層から正位で出土している。2の須恵器量は，北西部の覆土下層から

出土した破片が接合したものである。　の土師器婆鋸も　中央部の覆土下層から出土している。4の釘は，北

西部の覆土下層から出土している。5の砥石はタ南西部の覆土中から出土している。出土している土師器片の

ほとんどは婆の体部細片でタ寒路廃絶後に投棄されたものと考えられる。

′、・り　　　′、　　　　′　　　′、．、．、・′、′ノ　　　　∴　′：　　ノ・、！′・　　ノ：　　．

匠
‘　＼′　／′′、′　　　　∴　　　＿一；∴、．′

′．‘‥　′′　二　　シー　　．一’立ノ′ノ′、・、

⑳　　　　芝鑑悶

』藍』

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　特　 徴 手 法 の 特 徴　 恒 比 後爛 欄滅 十滴　 考

第つ00 図 杯 Å　白0．8］ 底部から目線部にかけて一部欠損。 口縁部内・外面櫨ナデ㍉体部外而　 砂粒・雲母・長石　　 Pヰ1276

1 H　　寸．5 丸底．休部は内攣して立ち上がり，ヘラ削　 後　 ナデ。内面ナデ。　 橙色　　　　　　　 腑％

士　 師　 器 目線部はほぼ直立する∵ 普通　　　　　　　　 P L 土日

2

蓋 A　は5．9］ 天井部から目線部にかけての破片。 天井部外面回転へラ削年 外周部・ 砂粒・長石　　　　　 P l1278

B （2．2） 天井部は伏せ皿状で，＝縁部内面 口縁部の内・外面ロクロナデエ　ロ　灰褐色　　　　　　　 50％

須　 恵　 器 には明瞭なかえりがつく∵全体的 クロ日は弱い∵　　　　　　　　　 普通　　　　　　　　 P L 210

にゆがんでいる。

嚢 A ［24．4〕 休部から目線部にかけての破片∵ 目線部内・外面構ナデ．休部外面　 砂粒・雲母・長石　　 P11277

3
土　 師　 器

B ［8朗 休部は内攣して立ち上がり，目線

部は外反する∵端部は外上方へつ

ナデ。内面へラナデ後　 ナデ。　 赤褐色　　　　　　 摘％

普通

まみ上げられている∴

一一15（う　…一一



摘番号 器 種 全離　 幅議 さ行m還 g 材 質　 特　　 徴　　 備　 考

凱0個可　 釣． 日周 つ 料 覇 簿 議 （24・5）　　 鉄　　 両端部欠損。断面方形　　　　　　　　 M棚凱　鋪％　PL霊l

図版番号　 器
種 長さ。 幅 k m）湧忘 行m還 g ） 石 質　 特　　 徴

備　　　　　 考

第川0図5　砥 石 （5・8） ・5　 ・中 綿 ・鶉　 凝 灰 岩 輌 鴫 摘 部が薄くなっている。 i Q 摘 33 40％ P L 222

一′　！　　　＿・ノ　　く

位置　調査　区の中央部夕狙晦区。

ご・言’′t　ノ　′　、、、′ノ′・▲′′′　′′　　し　‥、′ノ　′．′l・′　l′　　′‥　′　′㍉′．′　　・′中　一

∴′．　ノ　′　　′．、

・一　　　　　　・　　　・′　　・・　、、．．く・・′

主軸方向　N一針0　－E

壁　壁高は最大霊㌍皿で　外傾して立ち上がる。

、　′・　‾　　　　－・　′、　、一・・・　　、、　　　．・！′．二　　　三　日

床　はば平坦であ勘全体的によ　踏み固められている。

竃　煙道端部を残し　第摘別号住居に掘　込まれているが　東壁の中央部を壁外へ摘cmほど掘　込み　砂質粘

土で構築されていた。規模はタ火床面と考えられる焼圭の広がりとわずかに遺存する袖部の痕跡から芦焚田部

から煙退部まで錮cm　両袖部幅鍼cmと推定される。煙道は　火床面から緩やかに立ち上がる。

言　：′、　1く　∫　　1′、－）・一了了、′　′・′′∴く′　ノ　ー、号ノ′・、ノ′・ノ鞘j、

深さ4～甑班である。規模と配置から主柱穴と考えられる。西壁際の中央部に位置する㌘5ほ芦長径28撒夕短

′′‘　′′十言、′′　＼・ノ′′　′い　′′　′＼′　′ト・′　‥′　′．　′二　′．′　′

覆並　全体的に第摘別号住居に掘　込まれているため，覆土の一部の堆積状況を確認しただけである。6層か

らなる。含有物の特徴とブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロックザローム粒子少鼠　焼土粒子も炭化粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子少量，［圭一ム車ブロックをローム小ブロックの廃土粒子ぷ炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中農　ローム小ブロック少鼠廃土小ブロック。廃土粒子・炭化材も炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック∵廃土粒子・炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子中鼠　ローム中ブロックかローム小ブロックを焼土粒子・炭化材5炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子中風　ローム小ブロック∵廃土粒子少鼠　ローム中ブロックや焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片375嵐須恵器片23点が出土している。第摘図1と　の土師器寮は　南西部の西壁の覆土下層

から破片で出土している。2の土師器饗はタ北東コーナー部の覆土下層から破片で出土している。出土してい

る土器片の多くは芦　細片であり図示困難である。

所鳳　木鉢の時期は，出土土器と重複関係から7世紀後半と考えられる。

一一一1一一・つ肯Il－1－－－－－・



困，
－　ぽ2

第101図　第1054号住居跡・出土遺物実測図

第1054号住居跡出土遺物観察表

巴．叫l

－　『

図版番号 器　 種 計測値（C血） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第101図 襲

土　 師　器

A ［14．2］ 頚部から口緑部にかけての破片。 口緑部内・外面横ナデ。頚部外面 砂粒・雲母 P41289

1 B （5．8） 休部は内野して立ち上がり，目線

部は外反する。

ナデ，内面へラナデ後，ナデ。 明赤褐色

普通

5 ％

2

要

土　 師　 器

A ［14．2］ 頚部から口縁部にかけての破片。 ロ緑部，頸部内・外面横ナデ。体 砂粒・長石・石英 P41290

B （4．6） 体部は内轡して立ち上がり，口緑

部は外反する。

部外面縦位のヘラ削り，内面ナデ。橙色

普通

10％

3

聾

土　 師　 器

A ［23．6］ 頚部から口緑部にかけての破片。頸 口緑部内・外面横ナデ。頚部外面 砂粒・雲母・長石・ P 41291

B （6．5） 部はくびれ，口緑部は外反する。端

部は外上方へつまみ上げられる。

ナデ，内面へラナデ後，ナデ。 石英

にぷい橙色，普通

5％

158



第柑猶号燵腰掛　第摘　0摘囲う
′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

重複関係　北壁中央部を第粥常並坑に　南部を第粥号士族に　南東部から北東部にかけてを第翻号溝にそれ

ぞれ掘り込まれている。

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′　　　　　　　　　　　　・′　　　　　　′　　　　・・′

ノ、　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′　　　　　　　　－　　　ノ　　　　′

えられるピット　か所が検出されていることから　ほぼ前述規模の方形と推定される。

童儲頗欄　警紅…㌫＞　…W

＼　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′　一　′　　　　　　　　　　　、

て立十）上がる。

′′′　ノ　　　　　l　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′　　　′′　　　　一　　　　　　　　　　　　、　　　I

さ　～摘cmで　断面形は閻字形である。

床　はば平坦で　壁際を除き夢　よ　踏み固められている。

′　　　　　′　　　　　　　′　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

．－

・．　　′　　　　　　　　　　′　　　　、

′　　　　　　　　　　　　　ノ・′　′　　　　　　　　　　　′l　　′l　　　　′′

、　′　　　′、′　　　′．、ノ，、　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　′・　　　　　：．‘　　′

－　　　′　　′　　　　　　′　　　　　　　　　　′　　　　　ノ　　　′

ビ、ソト土層解説

1黒褐色l‾ト∴小一十日、りソ・「1∴′、粒J’l′レ量，埴土粒」’一つ封ヒ物・炭化粒冊立量

2　褐　色　口如∴ム粒子多量ク　ローム小ブロックも炭化粒子微量

！1暗褐色「ト∴粒戸川－11「ト∴′トソ日、日ソ・炭仕斗「自散量

4　褐　色　ローム粒子多量タ　ロ…ム小ブロック微量

5　暗褐色　ローム粒子中農，ローム小ブロック少量ア　焼土粒子微量

6　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック少鼠　ローム中ブロックや炭化粒子教義

－′′　　　一　　　　　　　　　′′　　　　　　　　′　　　　、　、　　　　　′　　　　　　　ノ　　　′′

土層解説

蓬　黒褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロックを焼土中プロッタぁ焼土粒子お炭化物微量
2　褐　色　U…ム粒子多量ク　ローム小プロッグ中量資　廃土粒子0炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック0粘土粒子あ砂粒少量，廃土小ブロックき炭化粒子微量
4　黒褐色．ローム粒子少量，ローム小ブロックの焼土粒子も炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子中鼠　ローム車ブロックeローム小ブロック少鼠焼土中ブロックゆ焼土粒子な炭化物の炭化粒子微量
6　黒褐色　ローム粒子少量タ　ローム小ブロックぁ廃土粒子も炭化粒子微量
7　黒褐色　ローム小ブロックやローム粒子の炭化粒子少鼠　ローム中ブロックの焼土粒子微量
8　暗褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少鼠　ローム中ブロック微量

ノ　　　　　　　　　∴　　ソこ′′ノ、　　－′′′ノ′・‾　　　　　　　　　　′．　．

′　　′て′　　′　年　　′、一　　′　　′　　ノ　　　　　′′′　　　′　ノ・．　′　′．

ノ　′　・′　′　　　′　・・′　ノ、′　ノ　　　ーノ・′・ノ　　ー′　　　　　　　′′　′　　・ノ・ノ′　－　　　　　ノ　C

と西部の床面から出土した破片が接合したものである。3は完形の土師器婆で芦北壁際の床面から横位で出土

している。4ほほば完形の土師器藍でタ　㌘3内の覆土中層から横位で出土している。5の砥石は南壁際の床面

′　　ノ′　ノ　　　′十ノ　　　　　′′′・　．′　　・・ノノ′′‘　　　′‥′　．　　　、

る。

′　　ノ．′′　二　　∴－　　　　　　　・　ノ　′　　、．′　　・、′′　・．C′　　′ノ

′　　　　　′　　′　　・　　　　　　　　　　　　　－　′　　　　　∴．　′　′′ノ

1う（）　－
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第102図　第1055号住居跡・出土遺物実測図
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第頂の3図　第且055号住居跡出土遺物実測図

第且防　音住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色譲巨 焼成 備　　　 考

第 102 図 林 A ［12月］ 底部か ら口縁部 にかけての破片。 目線部内 e外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・赤色粒子 P 4 00 07

1
土　 師　 器

B （3．6） 丸底。体部 は内攣 して立ち上が り， 横位のヘ ラ削 り，内面横ナ デ。内 ・ 灰褐色 10％

目線部 との境 に明瞭 な稜 をもつ。

目線部はわずかに外反す る。

外面黒色処理。 普通

2

嚢 A　 2 3．0 体部一部欠損。平底 。体部は倒卵 日録 部，頚 部内 ・外 面横 ナデ。体 砂 粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 008

土　 師　 器

B　 3 6．2 形を皇 し，頚部 は緩やかにくびれ， 部外 面上半 へラナデ，下半縦位 の 石英 9 0％

C　 l O．9 目線部 は外反す る。 ヘ ラ磨 き， 内面へ ラナデ。 にぷ い橙色，普通 P L 2 1 1

第 103 図 嚢 A　 16．6 体部 ・日録部一部欠損。休部 は倒 口綾部，頚部内 ・外面横 ナデ。体 砂粒 ・雲母 P 4 00 09

3

土　 師　 器

B　 3 1．2 卵形 を皇 し，頚部 は緩やか にくび 部外面縦位のヘ ラ削 り，内面へ ラ にぷい橙色 90％

C　　 8．0 れ，目線部は外反す る。 ナデ。頚部内面に輪積み痕 を残す。 普通 P L 2 11

第 10 2 図 嚢 A　 2 1．2 体部 ・目線 部一部欠損。体部は倒 目線 部，頸 部内 ・外 面横 ナデ。体 砂粒 e 雲母 ・石英 P 40 0 10

4
土　 師　 器

B　 2 4．0 卵 形を皇 し，頚部は緩やかに くび 部外 面縦位 のヘラ削 り，内面ナデ にぷい赤褐色 70％

C　　 9．0 れ，目線部 は外 反する。 後 ，一部縦位 のへラ磨 き。内面に

輪積み痕 を残す。

普通 P L 2 1 1

図版番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

石　 質 特　　　　　　　　 徴 備　　　　　 考
長さ （cm ） 幅 （cIn） 厚さ （cm ）重量 （g ）

第103図5 砥　　　 石 （12．5） 6．4 5．4 （440．5） 凝 灰　 岩 研面4 面。一方が極端に薄く，砥面は扇状。 Q 40003　 P L 222

第柑馴号住居跡（第104つ05図）

位置　調査4区の中央部，拇OfO区。

重複関係　南西部で第1176号住居跡を掘り込み言杷部を第1059号住居に，中央部から南西部を第1060号住居に，

南東部を第1075号住居に言ヒ東コーナー部を第13号方形竪穴状遺構に，北西コーナー部を卸2号方形竪穴状遺

構に，竃東側を第951号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

ー161－



規模と平面形　長軸5．帥m　短軸。摘mの方形である。

主軸方向　N－（10

壁　壁高は9～射臓で，外傾して立ち上がる。

璧溝　全局している。規模は上幅2～邦cm　下幅　～摘cm　深さ約6cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦である。

竃　北壁の中央部を壁外に35cmほど掘り込み，砂嚢粘土で構築されている。一部，第1059号住居に掘り込まれ

ているため，遺存状況は良くない。規模はタ焚口部から煙道部までほcm　両袖部幅85粗である。土層断面図

中学第5。6層は廃土小ブロックや廃土粒子を含みヲ下面が赤変していることから芦下面が火床面と考えられ

る。煙道は，外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　極暗褐色　ローム粒子凋占土粒子少量

3　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量
4　灰　褐　色　砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
5　赤　褐　色　焼土粒子多量
6　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロックp炭化粒子少量
7　暗　褐　色　にトーム粒子。焼土粒子・炭化粒子少量

8　極暗赤褐色　ロ…ム粒子・焼土粒子・炭化粒子や砂粒少量
9　黒　褐　色　焼土粒子e炭化粒子中量
用　極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子を粘土粒子少量
は　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

ぼり薄＋5か所錘　～㌘5）。Pl～㌘4は各コーナーから中央部寄りに位置し，径45～65cmのほぼ円形で，

深さ24～45臓である。規模と配置から主柱穴と考えられる。㌘5は南壁際の中央部に位置し　長径舗cm　短径

欝cmの楕円形で　深さ2cmである。位置的に出入り田施設に伴うピットと考えられる。

Pl～P5土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量

2　極暗褐色　にトーム粒子少量プ　焼土粒子や炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子中量

覆渡10層からなる。ブロック状の堆積状況からヲ人為堆積と考えられる。覆土中層から廃土ブロック及び炭

化材が検出された。出土地点が竃東袖部の正面から北東コーナー部に集中しており，本跡廃絶後に投棄された

ものと考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量プ　焼土中ブロック・焼土粒子e炭化粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
4　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中量，ローム中ブロックⅠ焼土粒子・炭化粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・廃土粒子や炭化粒子少量
6　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中農廃土粒子・炭化粒子少量，焼土中ブロック微量
7　褐　　色　ローム粒子多量
8　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子e炭化粒子少量
9　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少鼠　焼土中ブロック・炭化粒子微量

10　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片457息　須恵器片5息　石製品1点（紡錘車）が出土している。第105図の1～5は土師器であ

る。1の杯は，南東部の床面から正位で出土している。2の杯と3の杯は，いずれも竃東側の覆土下層から正

位で出土している。4の鉢は，竃正面の覆土上層と竃東側の覆土下層から出土した破片が接合したものである。

5の婆は，竃内の覆土上層から出土した破片が接合したものである。6の紡錘車は，東壁際の覆土下層から出

土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から6世紀後半と考えられる。

1－－一一一一つ621一一一一lll－1



第104図　第1061号住居跡実測図
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第105図　第1061号住居跡出土遺物実測図

第1061号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 10 5 図 杯

土　 師　 器

A　 12．2 口縁部一部欠損。丸底。休部は内 ロ緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・石英 P 40 56 7

1 B　　 5．5 攣 して立 ち上が り，口縁部 との境 ヘ ラ削 り後，ナデ。内面丁寧なへ 浅黄橙色 95％

に稜 をもつ。口緑部は直立する。 ラ磨 き。 普通 P L 2 11

2

杯

土　 師　 器

A　 12．9 口緑部一部欠損。丸底。体部は内 ロ緑部内 ・外面横ナデ。休 部外 面 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 40 568

B　　 5．1 轡 して立 ち上が り，口緑部 との境 ヘ ラ削 り。内面横ナデ。 内 ・外 面 子 90％

に稜を もつ。口緑部はわずかに外

傾 して立ち上がる。

黒色処理。 にぷい褐色

普通

P L 2 11

3

杯

土　 師　 器

A　 13．1 体部 ・ロ縁部・一一一一部欠損。丸底。体 部 口緑 部内 ・外 面横 ナデ。休 部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 405 69

B　　 4．2 は内攣 して立ち上が り，口緑 部 と ヘラ削 り，内面横 ナデ。 内 ・外面 橙色 85％

の境 に弱 い稜を もつ。口緑部は直

立する。

黒色処理。 普通 P L 2 1 1

4

鉢

土　 師　 器

A　 20．0 休部 ・口緑 部一部欠損 。平底。体 口縁 部内 ・外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・石英 P 4 05 70

B　 lO．8 部は内攣 して立ち上が り，口緑部 縦位 のヘ ラ削 り後 ，横位のヘ ラ削 橙色 7 0％

C　 l1．2 はわず かに外 傾す る。 り。 内面へ ラ磨 き。底部木葉痕。 普通 P L 2 1 1

5

要

土　 師　 器

A ［14．7］ 底部か ら口緑部の破片。平底。体部 口緑部内 ・外面横 ナデ。休部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 05 7 1

B　 2 2．5 は内攣 して立 ち上が り，頚部で く ヘ ラ削 り後，へ ラ磨 き。内面へ ラ 石英 4 5％

C　　 8．4 びれ， 日録部 は緩やかに外反する。 ナデ。 にぷい黄橙色，普通 P L 2 1 1

凶版番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

材質 特　　　　　 徴 胎 土 ・色 調 備　　　　　 考
径 （cIu） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g）

第 10 5図 6 紡　 錘　 車 4．8 3．0 0．8 58．5 土製 断面逆台形。外面へラ削 り。 砂粒 ・長石 ・石英，橙色 D P 40505　 98％　 P L 222

ー164－



′

位置　調査　区の中央部資狙独区。

重複関係　第摘開号住居跡を掘　込み　北西部を第摘寝号住居に　南東部を第瞞号掘立柱建物の㌘　に　南西

コーナーの壁を第邦号井戸に掘　込まれている。

工　　　　　　　′　′

主軸虜欄　祭主∵鮮l　⊥W

璧　壁高は摘～緋㌍Ⅲで　外懐して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅臓～腕m　下幅　～　¢m　深さ　～　¢血で　断面形は閻字形である。

應　ほぼ平坦であ勘　中央部から竃の前にかけてよ　踏み固められている。

／　　′　　　　　　　　　′　　′・　　　　　　′　　′・　　　　　　　　　　　′　1　．

′　　　　　　　′　　　　　　′ン　　　　　　　　　ー　′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　′　′′　ノ

、：　　′　，　　　　　　　　　　　　　　　　．　　．　　　　　．．　　．・　　　　′

火床部と考えられる。煙遠はタ　火床画から外懐して立ち上がる。火床薗直上からは芦　土製支卿が横位で出土し

ている。

竃土層解説

l　暗　褐　色　ローム中ブロック6ローム粒子や粘土小ブロックも粘土粒子や砂粒少鼠　ローム小ブロックも廃土粒子も炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ローム小ブロックゆローム粒子や粘土小ブロックせ粘土粒子の砂粒少鼠廃土小ブロック0焼土粒子e炭化物あ炭化粒子微量
3　灰　褐　色　粘土粒子中農汐　ローム粒子も焼土粒子8砂粒少鼠　炭化粒子教義
1

1

！

い

γ

J

！

リ

付

目

は

〓

1

・

1

1

∴

圧

「

＝

待

極暗褐色　粘土粒子中量タ　ローム粒子も焼土粒子の砂粒e炭化粒子少鼠　焼土中ブロック微量
にぷい褐色　粘土粒子中豊芦　粘土小ブロックも砂粒少鼠　ローム粒子ゆ焼土中ブロックを焼土粒子あ炭化粒子微量
暗赤褐色　ローム粒子さ焼土中ブロックや廃土粒子0炭化粒子も粘土粒子も砂粒少量
極暗褐色　ローム粒子や粘土粒子な砂粒少量，焼土粒子も炭化粒子微量
黒　褐　色lト∴粒J’・・焼日立十・歳化睾つ∵粘上粒十日古　砂粒微量
暗赤褐色　廃土粒子多鼠炭化粒子か粘土粒子か砂粒少鼠　ローム粒子や炭化物凋占土中ブロック教義
暗赤褐色　焼土粒子中鼠　ローム粒子か粘土粒子さ砂粒少量夕　炭化粒子微量
暗赤褐色
褐　　　色

黒　褐　色

灰　褐　色

極暗褐色
暗　褐　色

廃土粒子多鼠　ローム粒子め炭化粒子8砂粒少鼠　粘土粒子微量
ローム粒子の粘土粒子も砂粒少農夕　廃土粒子・炭化粒子微量
ロ…ム粒子も粘土粒子も砂粒少量芦　ローム小ブロック8廃土粒子も炭化材・炭化粒子微量
ローム粒子を焼土粒子e炭化粒子も粘土粒子0砂粒少量プ　粘土小ブロック微量
炭化粒子少量普　ローム粒子の焼土中ブロックe焼土粒子e粘土粒子ぬ砂粒微量
ローム粒子0焼土粒子p炭化粒子さ粘土粒子を砂粒少鼠　ローム小ブロック0炭化材教義

明褐灰色　灰多量，貝殻片微量
暗赤灰褐色　焼圭粒子を灰中量，焼土中ブロックを炭化粒子微量

′　　　　　　　′　　　　′　　　　　　　′　　　・′　　　　一　　　　　　　　　′　　　′

深さ消～鵬cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置する欝　は　長径錆¢m　短

′－　　∫　　　　　　　　　′　′　′　．　　　　，′・ご　′　ノ　　　　　　　．′

′　′　　　　　　　′　　　ノJ　　′　　　　　　′　　一．　　　ノ′　　　′　′′

土層解説
1　暗　出　色；ト・∴粒J‾一小品l「－∴小十日㍉ソ微量

2　黒褐色　ローム粒子中鼠　炭化粒子少鼠　ローム小ブロックの焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量ク　ローム中ブロック∴∴ローム小ブロック0廃土粒子8炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子少量学　ローム小ブロックの廃土小ブロックぁ焼土粒子4炭化粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子を炭化粒子微量
（ミ　黒褐色l‾ト∴′トノ‾tト・・、叫一品，tlト∴粒j’・′レ品　焼‖1′．十・歳化材・炭化粒召微量
「　黒褐色「ト∴粒「少品　目－…一∴中一ノ十！、‥ソ・焼‖∴「「・歳侶こ日用紺：

8　黒褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック0焼土粒子や炭化財や炭化粒子微量
9　黒褐色
川　暗　褐　色

11黒　褐　色
12　黒褐色
13　黒褐色
11黒　褐　色

ローム小ブロック

ローム粒子中量ブ

ローム粒子少量芳

ローム中ブロック

：「l∴粒十′レ品

；「一∴粒J‾・′レ量，

・「「一∴粒子′レ肛
ローム車ブロック
ローム中ブロック
・［‾‾トl∴粒ナ小品

ローム小ブロック
ローム小ブロック

ローム太ブロックせローム車ブロックの焼土粒子ゆ炭化粒子微量
ローム小ブロック少量，炭化粒子も粘土小ブロック微量
ローム小ブロックの焼土粒子の炭化材・炭化粒子の粘土小ブロック微量
ローム小ブロックも焼土粒子や炭化粒子微量
廃土粒子を炭化粒子e粘土粒子微量
焼土中ブロックも焼土粒子c炭化材も炭化粒子も粘土粒子微量

摘　黒褐色　ローム小ブロックかローム粒子少量夕　焼土粒子の炭化粒子微量
蟻　暗褐色　ローム粒子多量ブ　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
膵　黒褐色　ローム小ブロックせローム粒子・炭化粒子少量，廃土小ブロックや廃土粒子微量
18　暗褐色　ローム粒子中農　廃土粒子・炭化材e炭化粒子微量
19　暗褐色　ローム粒子中量ク　ローム小ブロック少量ブ　ローム車ブロック微量
鋼　暗赤褐色　ローム粒子ゆ廃土小ブロック0廃土粒子少量，炭化粒子微量
21暗赤褐色　廃土粒子中豊ク　ローム粒子や廃土小ブロックの炭化材・炭化粒子微量
22　褐　色　ロー∴ム小ブロック0ローム粒子車鼠　ローム中ブロック少鼠　焼土中ブロック∵廃土粒子e炭化粒子8粘土粒子微量

一一1桁　‥
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第106図　第1063号住居跡実測図
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遺物　土師器片429点，須恵器片18点，土製品1点（支脚）が出土している。第107図1～6はすべて土師器で

ある。1の杯は，南東部の床面と中央部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。2の杯は，南壁

際の中央部の覆土下層から破片で出土している。3の杯は，南部から南西部にかけての覆土下層から出土した

破片が接合したものである。4の高杯は北西部の北壁際の覆土下層から，5の高杯は南西部の覆土下層から，

それぞれ破片で出土している。6の饗は，北西部の覆土下層から破片で出土している。7の須恵器提瓶は，東

壁際の中央部の覆土中層から出土している。8の支脚は，火床面直上から横位で出土している。残りの須恵器

片は細片であり，胎土・器形から判断して，撹乱により混入したものである。

所見　本跡の時期は，出土土器から7世紀前葉と考えられる。

二二憂∴：

第107図　第1063号住居跡出土遺物実測図

第1063号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cIn） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 107 図 杯 A ［13．7］ 休部か ら口縁部 にか けての破片。 ロ緑部 内 ・外面横ナ デ。体部外面 砂粒 P 4 129 5
1

土　 師　 器

B （3．6） 体部 は内管 して立 ち上が り，口緑 ヘ ラ削 り後，ナデ。内面不定方向 にぷい黄橙色 40％

部 に至 る。 のヘ ラ磨 き。 普通 P L 2 11

ー167－



図版番号　 器　 種 桓測酎 cm）i　 音 形 の 特 徴　　　 手 法 の 特 徴　 i 始まの色調の焼成　 備　 考

誓図土器告l芸‥雲攫 慈攣≡蓋蓋…慈 窯蓋警車≡睾≡≡慈恵蓋蓋軍票恩慧色i羞㌶頴6
林　　 Å 圧 ．去　 休部か ら目線部 にかけての破片㍉　 目線部内 ・外面横ナデ∵休部外面　 砂 粒　　　　　　　 P 引 即γ

J　　　　　　　 H （5．中　 休部は内曾 して立ち十が リ，‖緑　 へ ラ肖出）軋 ナデ∵内面ナデ＋内 ・ 工ぷい橙色　　　　 30％

土　 師　 器　　　　　　 部に至 る。　　　　　　　　　　 外商黒色処理 0　　　　　　　　 普通　　　　　　　 P L 飢l

高　　 林　 A　 は．主　 脚部十位 か ら林 部にが ナての破片∴　 目線 部内面へ ラ磨 き，外面植ナナ　 砂 粒 ・霊母 ・長有　　 出 は08

4 ，土師器雲は：雲潤雷羞讐慧冒禁票芸濃悪霊：霊 讐霊雷讐憲義認孟内面の票色　　 豊飢且
ずか に外反す る。

高　　 塚　 迅＋　 潮　 解部の破片0 裾部欠損0 脚部はラッ　 郷部外面舵位のへラ削　 操　 舵位　 砂粒 e 長石　　　　 ㌘射頴9　 灘％

5　　　　　　　　 日　L L 1〕 バ状に開 く十　　　　　　　　　　 のへ ラ磨 き㍉内面横位のヘ ラ削 年　 にぷい橙色　　　　　 P L 2 日

士　 師　 器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 外面赤彩 ㍉　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　 外 面剥 離

登　　 Å 豆は 1 頭 部か ら目線 部にかけての破片∴　 目線 乱 頭部 両 ・外面 横ナデ∴　　 砂塵 ・雲母 ・長石　　 P lは00

h　　　　　　　　 H （棚 十　 日縁部 は外 反 し、端 部は外 十方へ　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい黄樟色　　　 10％

士　 帥　 器　　　　　　 つ まみ 出されている∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　 P L ヱ＝

提　　 瓶　 蓋＋ 茄が郎　 体部の破片。傭譜 は扁平 な球体 を　 倦部内南 口クロナデ。体部外面会　 砂粒 の長石 の石英　　 ㌘4且30温

須恵器　 里する○　　　 禁豊 状のカ鞘掛 施さ蓋鰐 慧潤色 蓋義 石転蠣

図版番車 種 長さ慧） 径㌢現車 笠玩）
特　　　　　 徴 胎　士　　　 色　調 備　　　　　 考

［
墜 軸 塑 墜 中 予 年 目 摘 「料 裾部が開く円柱状∴　ナデ 砂粒・長石・赤色粒千言こぶい橙色 H P引01（う　頂％　PLヱ狛

欝帽錮号経腰跡　第臓　の摘図）

．　　　　　　　　　　　　′　　ノ・・　　　　　　′　　　　　　　　　　　　′′了、．′‘‾　　　　一　、．

重複関係　南西部から北東部にかけて第猶号掘立柱建物の㌘　～㌘臓に　北東部を第鮒号掘立柱建物の欝　に

掘り込まれている。

l　　　・′　　　　　　　　　′

主軸方向　N－170　－W

壁　壁高は摘～舶cmで　外傾して立ち上がる。

′＼′　、′．．・・、、　　　　　、　　　　　、一言′・ラ∴、ノ　　）′ノ、

．　′　　　　　　　′、‘、　　　∴い　′　　　．　一

叢　焚関都の火床商から東袖にかけて　第猶号掘立柱建物の欝　に掘　込まれているため芦竃の覆土は確認さ

れなかった。北壁の中央部を壁外へ禦臓ほど掘　込み　砂質粘土で構築されている。規模は　遺存する焚田部

・　　　　‾　　　　・′　′ノ・　′　　　　ノ・・　l j　　′ヽ　　　　ノ′一．′　一　　　　　　′・

′　　　　　　　′　　ノ　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　・・　　　　　　　　′ノ　　　　　　′　、

形で　深さ鍼～翻cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置する㌘5はタ径25cm

のほぼ円形でタ深さ3旋料である。位置的に出入り田施設に伴うピットと考えられる。北東部の北壁から東壁際

ノ、′　′∴：′　　′　　′．・：　　′．　　′′′　　ノ　　′　、言　　　∴　＝　・、′　　，′、

覆羞　蟻層からなる。ブロック状の堆積状況から掌　人為堆積と考えられる。

－　168　－－一一‥－
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第108図　第1064号住居跡実測図
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土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中フロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化材・炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・廃土粒子・炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック少量，ローム中ブロック・廃土粒子・炭化粒子微量
7　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
8　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，廃土粒子・炭化粒子微量
9　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
10　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック微量

11黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化材微量
12　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
13　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子微

量
14　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土ブロック少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子微量

15　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片455点，土製品13点（支脚片）が出土している。第109図1～8は，すべて土師器である。1～

5の杯は，北東部の北壁際の床面からまとまって出土している。2と3が正位で重なり，それに1が横位で被

る状態で出土している。4・5は1～3の西側に隣接して4が5に横位で被る状態で出土している。6の杯は，

西袖部付近の床面から正位で出土している。7の嚢は南西部の床面から，8の聾は北東部の床面から，それぞ

れつぶれた状態で出土している。支脚は同一個体の小片と考えられるが，復元不可能である。

所見　壁柱穴は東側の壁際から検出されており，地山が西部から東部にかけて緩い傾斜になっていることを意

識して作られたと考えられる。本跡の時期は，出土土器から7世紀中葉と考えられる。

囁

第109図　第1064号住居跡出土遺物実測図

第1064号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cIu） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　　 考

第 109 図 杯 A　 ll．2 口緑端 部の一部欠損。丸底。体部 口緑 部内 ・外 面，体部内面積ナデ。 砂粒 ・雲母 P 4 1302

1
土　 師　 器

B　　 4．4 は内攣 して立 ち上が り，口緑部 と 体 部外 面横位 のヘラ削 り後 ，ヘラ にぷい褐色 98％

の境に稜 をもつ。口緑 部はほぼ直

立する。

ナデ。内 ・外 面黒色処理。 普通 P L 212

ー170－



図版番号　 器　 橙 桓踊 ∈cn）i　 音 形 の 特 徴　 ［　 手 法 の 特 徴＋ 「魁 欄新 郎 中　 條 考

酎冒9固i土≡転 塾 竺 澄 撃 箪 津
杯　　　 A　 仕5　 日緑端部ノ）1 部 欠損∵丸底∴休 部　 ‖緑部内 ・外面，休部内面構ナデ∴　砂粒　　　　　　　 P 引3出

J　　　　　　　　 H　 3．7　 は両曾 して立 ち十が り， 目線部 は　 休部外面構位のヘ ラ削 り後，ヘラ　 褐色　　　　　　　 貯％

土　 師 器　　　　 短 く内傾する。　　　　　 ナデ。内 も外面黒色処理0　　　 普通　　　　 げ ほ 2

後　 棒　は且豊；冒慧讐雷警冒妄警票票も㌢警遠雷慧完慧票慧遠雷票漂芸；票票禁凛霊　　 孟㌶305
士　 師　 器　　　　　　 壇く再伸守る∵　　　　　　　　　 ナデ＋内・外面黒色処理∴　　　　 普通　　　　　　　　 P L 2は

棒　　　 A　 は　　 完彩。丸底。体部は内攣して立ち　 打線部内の外商横ナデ。体部 摘　 砂粒の雲母の赤色粒　 ㌘射灘6

土 師 器 B　 も　 上が娠 臓 は短 直立する。 慧讐冒；芸霊，り霊霊 孟苧墓も慧 孟色　　　 禁票 且2

黒色処理㍉　　　　　　　　　　　　 普通

棒　 A　 は。 極 緑端部の一部欠損。丸底。体部 打線部内の夕摘 ，僻 的商横ナデ。 砂粒 の雲母　 ’p棚 の7

h　　　　　　　　 H　 ィ．G　 は内轡して立ち上がり，目線部との　 休部外面横位のヘラ削l「 内・外　 にぷい橙色　　　　　 梱％

士　 帥　 器　　　　　　 境に稜をもつ∵　‖緑部は直立する㍉　面黒色処理∴　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　　 P L Jは

I
磐　　　 A　 は．5　 休部から‖縁部にかけて一部大損∴　目線部内・外面横ナデ∴休部外面　 砂塵 ・長有　　　　　 P引308

7　土師器警温孟雷　雲霊芸濃霊慧豊孟孟慧；篭溜禁這霊禁這孟‡霊霊慧　　　 警飢温
i　　　　　　　　 めている0　　　　　　　　 部本葉痕0

悪　　　 A 13．5　 休部 ・口緑部 の　 一部 欠損⊥平底∴　 目線部 内 ・外れ　 体部内面構ナデ∴　 砂骨 ・長右 ・赤色粒　 P 引30 0

土師器警且芸溌 慧禁誓孟孟霊芸濃鍔 豊賢半横げ 下欄位の　ぷい橙色　　 警飢2
み上げられて折るo　　　　 i　　　　　　　　　　 普通　　　　 ！

′　　　　　　　　　　′

ノ’’　1　ノ　　ノ、．　　′、，′

重複関係　南西部を第摘別号住居に掘　込まれている。

′　　／　　　－　′　・・

主軸方向　N－〔）0　－E

璧　壁高は　～野cmで　外傾して立ち上がる。

、　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　ー・・　　　　　　　　　　　　　　　　弓　　　　　子　，．．

床　ほぼ平坦であ勘　㌘　付近から竃の前にかけてよ　踏み固められている。

、　，　ノ　：′′　　ノ　′　　　　　　　　　　　　　′．・

：　　　′　　　　ノ　　　′　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　′　　　′　′

含む第　～　層が　崩落土層と考えられる。第　層が焼土粒子を比較的多　含み　赤変硬化していることか

・′′、　　ノ　　　′　．、．　・　　ノ　′、　′．′！ノ　　’′、　　、．　　′

義士層解説

i　暗褐色　ローム粒子中量ラ　焼土粒子少量y　ローム中ブロックもローム小ブロックを炭化粒子・粘土粒子の砂粒微量
2　灰褐色　ローム粒子の焼土中ブロックむ焼土粒子の粘土粒子や砂粒少量，ローム小ブロック微量

3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化材も炭化粒子の粘土粒子・砂粒微量
4　暗赤褐色　廃土粒子中量，砂粒少量ブ　ローム粒子も廃土ブロックや炭化材・炭化粒子凋占土粒子微量
5　褐　　色　にト…ム粒子き焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化材も炭化粒子0粘土小ブロック微量
6　暗赤褐色　廃土粒子8炭化粒子中農，焼土中ブロック少量，ローム粒子0炭化材・粘土粒子の砂粒微量

7　暗赤褐色　焼土粒子多量グ　炭化粒子少量，ローム粒子や焼土ブロックの粘土粒子も砂粒教義

、Jノ1、　　′　′　　一′．、・′！この・．、′！′・／ノ．　　　∴；く：′　1，十　日′‥．－　′1．′・′チ・‾　、

、．、ノ　′　　　　・’’　　　　　′　　　　・‘′′　　，′　　　　　ノ　　・ク　　　　　　　　　　′　′　　　　　　・・

′、、′　．　′　　　　ノ　　　　　　′二　　　′／．
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覆土12層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子中量
6　暗褐色　ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
7　極暗褐色　ローム粒子少量，廃土粒子・炭化粒子微量

8　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
9　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

10　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量
11暗褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
12　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化材・炭化粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l－一　一十－一一“」

第110図　第1067号住居跡出土遺物実測図

旦22カm

一重寧夢「‾‾‾
4

第111図　第1067号住居跡実測図

第1067号住居跡出土遺物観察表

遺物　土師器片60点，須恵器片2点，灰粕陶器片1点が出土

している。第110図の土師器聾は，中央部のやや西壁寄りの

床面から破片で出土している。須恵器片・灰粕陶器片は細片

であり，撹乱により混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器と重複関係から古墳後期の7

世紀前葉ないし中葉と考えられる。

0　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

0　　　　　　　1m

L＿＿＿＿⊥＿＿＿」

図版番号器　種計測値（C皿）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第110図要A［16．8］口緑部の破片。口緑部は外反する。口緑部内・外面横ナデ。 砂粒・雲母・長石P41316

1 土　師　器B（5．3） 褐色，普通 5％
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位置　調査　区の中央部芦狙航区。

重複関係　酎酵号住居跡を掘り込み，西壁の中央部を那号掘立柱建物の机と第翻号掘立柱建物欝　に掘

り込まれている。

規模起平面形　長郷。62mタ短師。32mの方形である。
ノ

壁　壁高は最太邦cmで　外債して立ち上がる。

、　ノ＼・、　・！一一、ノ・・、・・　、　′、十・二1・・1言、言、′、′′

床　ほぼ平坦であ勘　㌘　付近から竃の前にかけてよく踏み固められている。

憲　北壁の中央部を壁外へ52cmほど掘り込みタ砂質粘土で構築されている。規模はタ焚四部から煙道部まで

且2cm　両袖部幅臓cmである。天井部は崩落してお軋竃土層断面図中夕廃土粒子e粘土粒子さ砂粒を比較的

多く含む第2～8層がタ崩落土層と考えられる。第　の摘層が焼土粒子か灰を比較的多く含み赤愛しているこ

とから芦　火床部と考えられる。煙道はタ　火床蘭から外傾して立ち上がる。

憲土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子も焼土粒子少鼠　ローム小ブロックも焼土中ブロック0炭化材る炭化粒子も砂粒微量
2　にぷい赤褐色　焼土粒子中鼠　ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少鼠砂粒微量

3　極暗褐色　ローム粒子や焼土粒子p炭化粒子少鼠　ローム小ブロックe砂粒微量
4　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化材0炭化粒子．砂粒微量
5　暗　褐　色　ローム粒子e焼土粒子・炭化粒子さ砂粒少量，ローム小ブロックの粘土粒子微量
6　黒　褐　色　ローム粒子も炭化粒子少鼠　焼土粒子。砂粒微量

7　暗赤褐色　ローム粒子・廃土小ブロック∵焼土粒子の炭化粒子を粘土粒子の砂粒少量
8　にぷい赤褐色・ローム粒子・焼土中ブロック。焼土粒子・粘土粒子・砂粒少鼠炭化粒子微量
9　にぷい赤褐色　焼土粒子中農焼土中ブロックe炭化粒子e灰少鼠　ローム粒子・粘土粒子e砂粒微量
用　赤　褐　色　焼土粒子多鼠　焼土中ブロック・炭化粒子少量

は　極暗赤褐色　焼土粒子中鼠ローム小ブロックぁローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少鼠炭化物も粘土粒子微量
12　にぷい赤褐色　焼土粒子多鼠ローム小プロップのにト∴ム粒子8焼土中ブロック・砂粒少鼠炭化粒子？粘土粒子微量
13　にぷい赤褐色　廃土粒子多鼠焼土中ブロック中鼠炭化粒子も粘土粒子少鼠砂粒微量
14　暗赤褐色　焼土中ブロック∵廃土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子8炭化粒子・砂粒微量
15　黒　褐　色　ローム粒子p焼土粒子も炭化粒子少量

了′　、∴、立　∴l・′－「㌦一・、．．′′十，′、′　：、∴∫‘；　：・J．′ノ′　　　　ご　　一：・こ　ノ∵　一、‥．、ノリー・′・

と位置から出入り口に伴うピットと考えられる。

覆豊12層からなる。ブロック状の堆積状況からタ人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム中ブロックやローム小ブロックか焼土粒子・炭化粒子微量
2・黒　褐　色　ローム粒子中農　ローム小ブロックさ焼土粒子も炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロックめ廃土小ブロック0焼土粒子凋紺頭上炭化粒子微量
4　極暗赤褐色　廃土粒子中量，ローム粒子e炭化粒子少量，ロ…ム小ブロック微量
5　黒　褐　色　ローム粒子少量，廃土粒子を炭化粒子微量

6　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロックを焼土粒子か炭化材p炭化物〃炭化粒子微量

7　暗　褐　色　ローム粒子中鼠焼土粒子e炭化粒子少鼠ローム中ブロックeローム小ブロック・廃土小ブロック微量
8　黒　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
9　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

10　暗　褐　色　ローム粒子・炭化材中鼠焼土粒子少鼠粘土太ブロック・砂粒微量
H　黒　褐　色　ローム粒子少鼠　廃土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
12　黒　褐　色　ローム粒子・粘土粒子p砂粒少鼠　焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片別息土製品　点（支脚）タ鉄器上長（刀子）須恵器鋸点が出土している。第m2図1～4

はすべて土師器である。Iの杯は，竃内から出土した破片が接合したものである。2の杯は北東部やや中央部

寄りの覆土下層から，3の婆は北東部の東壁際の覆土下層からタ　4の甑は南部から南西部にかけての覆土下層

からタそれぞれ破片で出土している。5の刀子はタ竃内から出土している。支脚は破損した小片である。須恵

器榊も　撹乱によ　混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から7世紀中葉ないし後業と考えられる。

1－－、、、－－つ六、－－－－－－…－
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第112図　第1074号住居跡・出土遺物実測図
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第相関号住居跡出土遺物観察表

図版番号　 券　 種　 計測億つcm）i　 器 形 の 特 徴　　　 手 法 の 特 徴
胎士 ・色調 ・焼成 備　　　 考

P 4 13 6 1
酎 ヱ2 図　　 杯　　 A ［昔 7日 底部か ら目線 部にかけての破 片。 目線 部か 外 商，体部内南棟ナデ。 砂粒 ・雲母

1　　　　　　　 B　 4・0　 丸底。体 部は内攣 して立ち上が り， 体 部外 面へラ削 り。 橙色 80％
士　 師　 器 日録部 は短 く直立す る。 普通 P L 2 12

埠　　　 A ［12．1］ 体部か ら目線部 にか けての破片。 目線部内両横 ナデ。外面横ナデ後， 砂粒 ・雲母 P 4 136 2
2　 土 師 器 B （4・0） 体部は内攣 して立 ち上が り，目線　 横位のへ ラ磨 き。体部外面へ ラ削 灰 黄褐 色 20％

部 に至る。目線部はわずかに外傾　 り軋　 ナデ。内面放射状のへラ磨

す る。　　　　　　　　　　　 き，黒色処理。

普通

3

襲　　 A ［2 1・3］ 体 部か ら目線 部にかけての破片0　 日嫁 部内 ・外 面横 ナデ。体 部外面 砂粒　　　　　　　　 P 4 13 63

B （1 9・0） 体 部は内攣 して立 ち上が り，目線　 縦位 のヘラ削 り胤 へ ラナデ。内 にぷい橙色　　　　　 30％

土　 師　 器　　　　　 部 は外反す る。　　　　　　　 商横位 のへ ラナデ。 普通 P L 2 12

外面煤付着

P 射364
甑　　 A　 2 3・0　 底部か ら目線部にかけての破片。 目線部内面横ナデ胤 横 位のヘラ 砂粒 ・長石

B　 2 4・1　 無底式○体部は外傾 して立ち上が　 磨 き。外 面横 ナデ。体 部外 面上位 にぷい黄橙色 30％
土　 師　 器　 C lO．3　 り，目線 部はわずかに外 反する。 縦位 のへラ削 り，下半斜位 のへ ラ 普通 P L 2 12

4

！

削 り。 内面 へラナデ後 ，雑 な綻位

のヘ ラ磨 き。体部下半で上下別作

りの器体 を接合 し，粘土帯で補強

してい る。

外面煤付着

図版番号 器　　 種
計　　　　　　　　 測　　　　　　　　 値

材質 特　　　　 徴 備　　　　 考
全長 （cm）刀身長 （cm）身幅 （cm） 重ね （cm） 茎長 （cm） 重量 （g ）

第112図5 刀　　　 子 （9．4） （4・2） ！ 1．2
0．4 （5．2）　 （6．9） 鉄 刀身部 0茎部端部欠損。 M 41048　期％　 P L 221

第相関号住居跡（第m3月14図）

位置　調査4区の中央乱調蝮区。

重複関係　第106且0107681併号住居跡を掘り込み，南西部を第107躇住居に，南東部を雛077号住居に掘り

込まれている。

規模と平面形　長軸4。68m，短軸4。60mの方形である。

主軸方向　N－170　－W

壁　壁高は最大36cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南東部の東壁際は第贈号住居に床面まで掘り込まれているため確認できなかったが，それ以外は壁下

をめぐっており，全周していたと考えられる。上幅14～27cm，下幅4～柑撒，深さ4～6cmで，断面形はU字

形である。

床　ほぼ平坦であり，㌘6付近から竃の前にかけてよく踏み固められている。

竃　北壁の中央部を壁外へ27cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚日部から煙道部まで

137cm，両袖部幅145cmである。天井部は崩落しておりタ竃土層断面図中，粘土粒子・砂粒を比較的多く含む第

2～13層が崩落土層と考えられる。袖部は比較的良好に遣存しており，粘土粒子・砂粒とローム土を比較的多

く含む第23～27・29～31層が袖部の土層である。第14つ5・21。22層は，焼土粒子・灰を比較的多く含み赤変

していることからタ火床部と考えられる。火床面と袖部の下層の第28層は，掘り方の埋土と考えられる。煙道

は，火床面から外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，粘土粒子微量
2　にぷい赤褐色　廃土粒子中量，粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子・炭化粒子微量
3　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子・粘土粒子微量

4　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子つ尭土中ブロック・炭化粒子・砂粒微量
5　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒少量，ローム粒子・粘土粒子微量
6　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量，炭化粒子微量

1－一つ75▼一一一



7　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
8　にぷい赤褐色　焼土粒子中鼠焼土中ブロック・灰少量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒微量
9　灰　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子・粘土粒子微量

10　暗　褐　色　ローム粒子中鼠砂粒少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子・粘土粒子微量
11にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
12　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量，ローム粒子・粘土粒子微量
13　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子・砂粒微量

14　極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化材・炭化粒子・灰少量，ローム小ブロック・粘土粒子・砂粒微量
15　にぷい赤褐色　灰多量，焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
16　陪赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
17　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量，ローム小ブロック・炭化粒子・砂粒少量
18　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子・砂粒微量

19　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化材微量
20　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中鼠焼土中ブロック・炭化材・灰少鼠　ローム粒子・砂粒微量
21にぷい赤褐色　灰多量，焼土粒子・炭化粒子少量，焼土中ブロック微量
22　暗赤褐色　焼土粒子多鼠　ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒微量
23　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，砂粒中量，粘土粒子少量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子微量

24　褐　　　色　砂粒中量，ローム粒子・粘土粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子微量
25　暗　褐　色　ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
26　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・砂粒少量，ローム小ブロックt炭化粒子・粘土粒子微量
27　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少鼠粘土粒子微量

28　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子・砂粒微量
29　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒少量，ローム小ブロック凋占土粒子微量
30　灰　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
31暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒凋占土粒子少鼠　ローム小ブロック・粘土小ブロック微量

ピット　21か所（Pl～P21）。各コーナーからやや中央寄りに位置するPl～P4は，径22～32cmのほぼ円

形で，深さ41～60cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置するP5は，長径31

。m，短径20。mの楕円形で，深さ19cmである。同じく南壁際の中央部に位置するP6は，長径28cm，短径21cmの

楕円形で，深さ8cmである。㌘5・］P6は，規模と配置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。壁際の

壁溝中に位置するP7～㌘21は，径7～16cmの円形で，深さ8～30cmである。規模と配置から壁柱穴と考えら

れる。

覆土10層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，焼土中ブロック微量
2　暗　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック微量
3　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　黒　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量
5　黒　褐　色　ローム小ブロック中鼠　ローム中ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
6　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
7　極暗赤褐色　焼土中ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量，ローム小ブロック微量
8　にぷい褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

9　黒　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
10　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量

遺物　土師器片509息須恵器片30息土製品2点（紡錘軋支脚片）が出土している。第日図1～4は須恵

器，5は土師器である。1の杯は北東部の東壁際の覆土中層から正位で，2の杯は北東部の床面から連位で，

それぞれ出土している。3の杯は竃の西側の覆土下層から，4の蓋は覆土中から，5の婆は竃の上部の覆土か

ら，それぞれ破片で出土している。6の紡錘車は，西壁際の覆土中層から出土している。支脚は破損した小片

である。出土している土器片の多くは，土師器賓の体部細片が370点を超え，その他の土器片も細片が多い。

これらの土器片は覆土上層からまとまって出土していることから，本跡廃絶時または廃絶後に投棄されたもの

と考えられる。

所見　本跡の時期は，重複関係と1・2の須恵器杯が本跡に伴う遺物と考えられることから7世紀末葉から8

世紀初頭と考えられる。
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第113図　第1075・1076号住居跡実測図
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第114図　第1075・1076号住居跡実測図，第1075号住居跡出土遺物実測図

第1075号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 1 14 図 杯 A　　 9．5 口緑部一部欠損。丸みをおびた平 口緑 部，体 部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・長石 P 41 366

1 B　　 4．7 底。休 部は外 傾 して立ち上が り， 底 部回転へラ切 り後 ，ナデ。 灰色 95％

須　 恵　 器 C　　 5．8 口緑部に至る。 普通 P L 212

2

杯 A　　 9．9 完形。 丸みをおびた平底 。体部は ロ緑 部，体 部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・長石 P 41 367

B　　 3．8 外傾 して立ち上が り，口緑 部に至 底 部回転へラ切 り痕 を残す 回転へ 灰色 10 0％

須　 恵　 器 C　　 6．4 ．る。 ラ削 り。 普通 P L 212
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図版番号　 器　 種 計測酎 cm）i 器 形 の 特 徴　 「 ∵ ㌢ 法 の 特 料 … 丁 蔽 薫 蒸 焼成 「 備＋ 考

第日」図　　　 杯 Å　吊 鉦　 底部から目線部にかけての石射「 辛　 目縁乱　 体部内・外面ロクロナデ∵　砂粒 ・長石　　　　 P J13心

3 H　 l．3　 底∴休部は外陣して立ち十がり，‖　 休部上端 ・底部回転へラ削り乱　 にぷい萬橙色　　　 30％

須　 恵　 器 C ［ 。幻　 緑部に至る。端部は丸　 収めている。 ナデ。　　　　　　　　　　　　 普通

蓋 Å ［1506］ 外周部から打線部にかけての破片。 外周部 の打線部の内 ∵姓離 タロ　 砂粒 の長石　　　　 ㌘射詣9

4　 須 恵 器
目　し2着　 外周部はドーム状を呈し†目線端　 ナデ∴ロクロ日は弱い∴　　　　　 黄灰色　　　　　　 5％

部は丸く収めている∴　目線部内面　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

に退化したかえりが付く㍉

聾 A　は ．7］ 体部上位から＝縁部にかけての破　 目線部内・外面横ナデ㍉休部外面　 砂粒 ・雲母 ・長石　　 P寸13応

5　 「土　 師 器
B （8誹　 片㍉休部は内攣して立ち上がり，　 ナデ∵内面へラナデ軋　 ナデ∴　　 にぷい褐色　　　　 10％

目線部は外反する㍉端部は外方へ　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

わずかにつまみ出されている．

図版番号　 器　　種
計　　　　　 測　　　　　 値 「 浮 ’言 「 言 議

備　　　　 考
径 （cm）厚さ（cm）i乱射 cm）重量（g）

酎 ；隼 製紡錘車
寸．8 2．5 0．り 55．7

認 警 0 独楽乳 上面あ側 砂粒磯 粒子 褐色 りP射鋸．9　鋸％
P L220

′　　　　　　　　′　　　　　　　t

．ノ、・・く　′　　′　′　　　‥：こ

重複関係　北壁の中央部から北東部にかけてを第臓腑の摘鋸号住居に　南西部を第摘鋸号住居に　中央部から

南東部にかけてを第相関号住居に掘　込まれている。

．　　　　　　　　　　′　　′　　　　　　　′　‥　　　　　　、　　．′　　．　　　′ノ　三．

方形と考えられる。

主軸方向　N－80　－－Ⅵ′丁

一・、∴lと、ノ′．、′ノ　′∴　　′．∴．．

！．．↑　′　′　－　′′　′．、′‾　　′・∴　・′　ノ　′　、・・　　　　　　∴　　′、、　‾　　′・1、．ク

る。

床　ほぼ平坦でありタ　㌘4付近から中央部にかけてよく踏み固められている。

′′′‥　　　・．、て．　ノ・∵㍉　ノーー′．、．ノ　∴′し．　　　　∴　日当′．．－　ノ′　　′・・　′く　ノ′

・　ノ　ノ∴、，′プ　：・、　′、′j′ノ，ノノ＿′　‥・．′ノ　ー′・′、一′∴・1　ノ′．′、．、．∴∴＼・′′　′、′：‥・　　ら

嶺はプ長径34cmタ短径25cmの楕円形でタ深さ28雌である。規模と位置から出入り田に伴うピットと考えられる。

覆羞　摘層からなる。ブロック状の堆積状況からタ　人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中農　ローム小ブロックe焼土粒子e炭化粒子少鼠　廃土小ブロック微量
2　暗　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子ず焼土粒子少量，ローム小ブロック微量
3　黒　褐　色

1黒　褐　色

5　黒　褐　色

（i　黒　褐　色

γ　極暗′ホ褐色

8　にぷい褐色

（）黒　褐　色

川　黒　褐　色

r‾‾二J－ム粒子少鼠　焼土粒子・炭化粒子微量

ローム小ブロック中畳，ローム粒子も炭化粒子少鼠　ローム車ブロックも焼土粒子微量

ローム小ブロック中農　ローム車ブロック少量，ローム粒子0焼土粒子げ炭化粒子微量
ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子も炭化粒子微量

焼土中ブロック中農　ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子ゆ砂粒少鼠　ローム小ブロック微量
ローム粒子中量，にトーム太ブロック．焼土粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック中墨，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
焼千二粒子・炭化粒J‾’一′塙ごi：，ローーム′トプロ、ソソ・ローム粒J二微量

遺物　土師器片黒点　須恵器片　点が出土している。第且膵図　～　はすべて土師器である。Iの杯はプ北西

部の覆土下層から連位で出土している。2の杯は，北西部の西壁際の床面と中央部の覆土下層から出土した破

片が接合したものである。3の高杯はタ南西部の西壁際の覆土下層から斜位で出土している。後の婆は，西壁

際の覆土下層と㌘鼠の付近の床面から出土した破片が接合したものである。5の婆は芦南西部の覆土下層から

－…一一一一一・つ告I1－－－‥



破片で出土している。須恵器片は撹乱により混入したものと考えられる。

所見　本跡は北壁の中央部から北東部・南西部まで掘り込まれているため，竃は検出されなかった。時期は，

出土土器と重複関係から6世紀後半と考えられる。

第115図　第1076号住居跡出土遺物実測図

第1076号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 1 15図 杯 A　 13．0 底部外面，体部か ら口緑部 にかけ 口緑部 内 ・外面，体部内両横ナデ。 砂粒 ・雲母 P 4 137 1

1
土　 師　 器

B　　 4，9 て一部欠損。丸底。体部 は内野 し 体部外面へ ラ削 り後，ナデ。内 ・ 灰黄色 8 0％

て立ち上が り，口縁部 との境に明

瞭 な稜を もつ。口緑部は内傾する。

外面黒色処理。 普通 P L 2 12

2

杯 A　 14．6 体部か ら口緑 部にかけて一部欠現 。 口緑 部外面横 ナデ。口緑部 ・体 部 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 13 72

土　 師　 器

B　　 5．0 体部は内轡 して立ち上 が り，ロ緑 内面横 ナデ後 ，横位 のヘラ磨 き。 石英 7 0％

部に至る。 ロ緑 部はわず かに内傾 休部外 面へラ削 り後 ，ナデ。 内 ・ 明褐灰色 P L 2 12

する。 外面黒色処理。 普通

高　　　 杯 A　 20．5 脚部上位か ら杯部 にかけての破片。 口緑部内 ・外面横位のヘ ラ磨 き， 砂粒 P 4 13．7 3

3
土　 師　 器

B （10．1） 脚部上位 は円柱状で，杯部 は内攣 杯部内 ・外面横位 と斜位のヘ ラ磨 にぷい赤褐 色 50％

ぎみ に立ち上が る。日録部はわず

か に外反する。

き。脚部縦位のヘ ラ削 り。内面黒

色処理。

普通

4

碧 A　 18．4 体部か ら口緑 部にかけての破 片。 日録 部内 ・外面横 ナデ。休 部外 面 砂粒 ・長石 ・赤色粒 P 4 13 74

土　 師　 器

B （2 2．6） 体 部は内攣 して立ち上が り，口緑 上半輪積 み痕を残す ナデ，下半縦 子 4 0％

部は外 反す る。 位 のヘラ削 り。 内面横位 のヘ ラナ

デ後，指頭痕 を残す ナデ。

にぷい褐色

普通

5

聾 A ［22．4］ 体部上位か ら口緑部 にかけての破 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・雲母 P 4 137 5

土　 師　 器

B （9．2） 片。体部は内攣 して立ち上が り，

口緑部は外反する。端部はわずか

に上方へつ まみ上げ られている。

ナデ，内面 に輪積み痕 を残すナデ。 にぷい褐色

普通

5 ％

lSO－



第帽開署経應跡　第胴や温膵図）

、
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童車鮎蜘鞠＋飼∴㌶鰐・∴隊

壁　壁高は最太媚臓で　外億して立ち上がる。

壁満　堂周している0上幅臓～腕m　下幅　～　腿　深さ　～　cmで　断面形は瞑字形である。

應　ほぼ平坦であ勘全体的によ　踏み固められている。

′　　　　　　　　　　　　　′　　ノ　　　　　　　　　′　　　　′、

㌍皿である0煙道部は第摘花号住居に掘　込まれている○天井部は崩落してお酌竃土層断面図軌粘土粒子の

′　　　　　　　　　　　　　　　　　‥・　・‥　　′　　　　　　　　　　　　′

－　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′、　　　　　　　　　　　　　　′

と推定される。

憲土層解説

、

2　にぷい褐色　砂粒中鼠ローム粒子0廃土粒子の粘土小ブロックは粘土粒予少鼠炭化粒子微量
3　黒　褐　色　焼土粒子も粘土粒子や砂粒少鼠　ローム粒子も炭化粒子微量
4　にぷい赤褐色　焼土粒子の炭化粒子ギ砂粒を粘土粒子少鼠　ローム小ブロックめローム粒子微量

5　灰　褐　色　粘土粒子や砂粒中農粘土小ブロック少鼠ローム粒子ゑ焼土中ブロックe廃土粒子も炭化材の炭化粒子微量
6　暗赤褐色　焼土粒子多鼠廃土小ブロック中鼠炭化粒子少義，ローム小ブロック教義

7　にぷい赤褐色　廃土小ブロック∵廃土粒子も炭化粒子わ砂粒も灰少量グ粘土粒子微量
8　灰　褐　色　粘土粒予車鼠　ローム小ブロックや炭化粒子微量

9　にぷい褐色　粘土粒子多鼠砂粒中鼠粘土小ブロック少鼠　ローム粒子e焼土粒子の炭化粒子倣墨
摘　暗　褐　色　ローム粒子を焼土粒子の炭化粒子少鼠　ローム小ブロック微量

は　黒　褐　色　ローム粒予め炭化粒子少鼠焼土中ブロック∵廃土粒子0粘土粒子を砂粒微量
鼠2　暗　褐　色　ローム粒子少量，酪土粒子∵炭化財の炭化粒子や粘土粒子0秒載微量

は　暗　褐　色　ローム粒子が廃土粒子㍉粘土粒子も砂粒少鼠ローム小ブロック8廃土小ブロックe炭化粒子微量
摘　暗赤褐色　ローム小ブロックeロ…ム粒子も廃土小ブロック∵隊士粒子を炭化粒予少鼠粘土粒子の砂粒徽義

′
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土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　暗褐色
4　黒褐色
5　黒褐色
6　黒褐色
7　暗褐色
8　褐　色
9　黒褐色
10　黒褐色
11暗褐色
12　暗褐色
13　暗褐色
14　黒褐色
15　黒褐色
16　暗褐色
17　暗褐色
18　黒褐色
19　暗褐色
20　暗褐色
21黒褐色
22　暗褐色
23　黒褐色
24　黒褐色
25　暗褐色

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子傲量

ローム粒子・廃土粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子微量
ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
ローム粒子少量，ローム小ブロック・廃土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
ロ

ロ

ロ

ロ

［コ

ロ

にコ

ロ

ロ

ロ

ロ

l「

ロ

ーム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
－ム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
－ム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量
－ム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
－ム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
－ム粒子少量，ローム小ブロック・焼士粒子・炭化材・炭化粒子微量

－ム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，焼土中ブロック・炭化材・粘土粒子微量
－ム粒子・粘土小ブロック少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
－ム粒子少量，ローム小ブロック・廃土小ブロック・炭化粒子微量
－ム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

－ム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
－ム粒子少量，ローム小ブロック・炭化材微量
－ム中ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

遺物　土師器片729点，須恵器片2点，土製品1点（土玉）が出土している。第117図1～6はすべて土師器で

ある01の杯は中央部やや西壁寄りの床面から逆位で，2の杯は竃の東側の床面から正位で，3の杯は北西部

の覆土下層から破片で，それぞれ出土している。4の須恵器杯蓋は，北西部の覆土中層から破片で出土してい

る0　5の高杯は・南西部の覆土中層から破片で出土している。6の賓は，竃の東側の覆土下層と中央部から南

西部にかけての覆土中層から出土した破片が接合したものである。7の賓は，中央部から南西部にかけての覆

土中層から破片で出土している。8の土玉は，竃手前の覆土中から出土している。出土している土師器片の多

くは，藍の体部の細片であり，住居が廃棄されたおり投棄されたものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から6世紀後葉から7世紀前葉と考えられる。

覇警　ノ

第117図　第1078号住居跡出土遺物実測図
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図版番号　 洋　 種　 計測酎 cmラ　　　 器　形　の　特　徴　　　　　　 手　法　の　特　徴　　　　 胎土の色調の焼成　　 備 考

酎；7㌦≡音声雲

2

i　　　　　　　　　 …色処理。　　　　　　　 普通　　　　 ［

3鍔督軍機寮罪障簿
4　　　　　　　 i曇曇：：：

いるc　　　　　　　　 i
高　 塚雲；霊 歴 の破片0脚部はラ湖 二開票霊票票漂 孟義持票讐 豊 、霊粒子　 孟㌶謂5

土 師器i　 i　　　　　　　　 i商機ナデ0外面黒色処理。　 宴普通　　　　 げほ4

言　肇竪　忠霊恕詣豊㌫㌶浣忠霊譜忠恕曾悪霊壷吾碧
土　 師　 器　　　　　　 部は外圧する0　　　　　　　　　　 ナデ後　 ナデ0　　　　　　　　　 普通　　　　　　　　 P L飢2

i

7土≡器趨遽萱撃堅匿窒窒郵霹「寵
図版中 転 毒議 高 畠 特　 徴i胎土の色調i 備　 考
第鼠膵図8　土 王恒 の7　 恒 e5　　 0温　 い ・頴　 扁平な球体 げ 。 i綿砂粒，黒褐色

H P・11021 10（）％　 P L二だ0

′　　　　　　　　　∵

ノ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′、

′　　′・・　　　　　′　　　　－　　、　　　′′

。＼、・′　ノ′3、．′

室車由方向　Nl－158　－－も鶏・’

、‾　　∴

′　′　　　　′・、、′：：′　　　．′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・

閻字形である。
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床部と考えられる。煙道は診　火床商から外傾して立ち上がる。

完土層解説

i　黒　褐　色　ローム粒子の粘土小ブロックを粘土粒子も砂粒少量き　ローム小ブロックの廃土小ブロックe焼土粒子8炭化粒子微量
2　極暗赤褐色　廃土粒子少量タ　ローム粒子も廃土小ブロックも炭化粒子・砂粒微量
3　暗赤　褐　色　廃土粒子中量ア　ローム粒子の廃土小ブロックぁ炭化粒子少量房　粘土粒子の砂粒微量
4　酪赤　褐　色　廃土小ブロックの廃土粒子中量芦　炭化粒子の灰少鼠　ローム粒子p炭化財微量
5　灰　褐　色　灰多量，ローム粒子を廃土小ブロックゥ焼ま粒子の炭化粒子少鼠　炭化材微量
6　暗　赤　褐　色　廃土粒子多農学　廃土小ブロックを炭化粒子き灰少量

－　18・－主



7　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，炭化材・砂粒微量
8　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

9　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，焼土中ブロック少量，ローム小ブロック・炭化粒子㍗占土粒子・砂粒微量
10　灰　褐　色　灰中量，焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子・焼土中ブロック数量

11褐　灰　色　灰中量，炭化粒子・粘土粒子少量・ローム小ブロック・ローム粒子・廃土小ブロック・焼土粒子・砂粒微量

ピット　5か所（Pl～P5）0各コーナーからやや中央寄りに位置するPl～P4は，径32～42cmのはぼ円

形で，深さ38～48cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央部に位置するP5は，径32。皿

のほぼ円形で，深さ31cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・廃土粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼上粒子・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子少鼠ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片311点，須恵器片4点，鉄器3点（刀子片，鉄，紀尾），石器1点（砥石），炭化種子1点が出

土している0第119図1の土師器杯は，北東部の覆土下層から破片で出土している。2の土師器杯は，中央部

の覆土下層から出土している。3の土師器杯は，中央部やや南西コーナー寄りの覆土中層から正位で出土して

第118図　第1079号住居跡実測図
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いる。4の須恵器杯蓋は，北東部の覆土中層から破片で出土している。5の須恵器長頸瓶は，中央部の覆土中

層から破片で出土している。6の刀子片は，覆土中とP4の覆土中から出土している。7と8の錬及び紀尾は，

中央部覆土下層から出土している。9の砥石は，竃の覆土上層から出土している。炭化種子1点は，中央部の

覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から7世紀後半と考えられる。

lI

二正三二三≡王立＝
l I

ー　　8

第119図　第1079号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　 種 計測値（cI〕） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　　 考

第119図 杯 A ［11．8］ 底部から口緑部にかけての破片。 口緑部内・外面横位のヘラ磨き。 砂粒 ・雲母 P41389

1 B （3．9） 丸底。休部は内野して立ち上がり， 体部外面へラ削り後，ヘラ磨き。 にぷい赤褐色 40％

土　 師　 器 口緑部は外傾する。 内面横ナデ後，ヘラ磨き。 普通 P L 213

2

杯 A　 lO．5 底部から口緑部にかけての破片。 口緑部内・外面，体部内両横ナデ。 砂粒 ・雲母・赤色粒 P41390

B　　 4．2 丸底。体部は内攣して立ち上がり， 体部外面へラ削り後，ナデ。内面 子 30％

土　 師　 器 口緑部は短く直立する。 黒色処理。 にぷい赤褐色，普通

－186



図版番号　 券　 種 桓 測縮 項 ＋ 器 形 の 特 徴　 ！　 手 法 の 特 徴　 i 胎土 の色調 0焼成
備　　　 考

第119図　　 林　　 1　 7．0　 休部から目線部にかすて一部欠損∴　目線部外面横位のヘラ磨き∴目線　 砂粒・霊母 P 41392
3　 土 師 器 B 304 悪霊慧警慧豊‡芸ア上がり 目線 霊義β怨 讐 議 禁 誓 鵠 い黄橙色 i90％

P L 213
［　　　　　　　　　　　 内面黒色処理o　　　　 i

一
杯　　 意　 八　つ・川〕　 外周部から＝緑部にかけての破片∵　外周甘　 目線部内・外面ロクロナ　 砂粒 ㌘41393

4　　　　　　　　 B （4．0） ドーム状を皇し，目線端部は丸く　 デ。　　　　　　　　　　　　　 灰色 5％
須　 恵　 器　　　　　　 収めている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

長　 瀬　 瓶　 H （10強　 肩部から頭部にかけての破片∴肩　 頸乱　 体部内・外面ロクロナヂ∴　 砂粒・長右 P 41396
二　　　　　　　　　　　 部に 1条の沈線を巡らし，休部十　 外面に自然粧　　　　　　　　 褐吠色 30％
〇　 須　 恵　 器　　　　 位は低く内儀する。頚部は屈曲しタ　　　　　　　　　　　　 普通

P L 213

やや外傾して立ち上がる。

図版番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

特　　　　 徴
［

備　　　　 考！全長（cm）刀身長（cm）身幅k扉　 重ねk m）
I 材質

茎長（cm） 重量施）［

第1用図6 刀　　　 子
（7・5） 日 203） 」 墾 」 」 畢 つ■ 料 1 1 料 丁 頂

刀身部き茎部十取納札 M 」・1052　50％　 P L黒†

図版番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

材質
特　 徴 i 備　 考

！
全抽 極 地 i箆舶長軸 舶縮壷　長（cm）茎幅（cm）厚さ（cm）i重量（g）

第119図7 鉄 （鵬 ‖ 郎 ）巨 バ 0・5 日痛 掴 桓 朝 （7．3） 鉄 簸身部㈲ 部楓 長施つ M 4鼠053 80％ P L221

図版番号
器 種 長さkm） 幅 。。m）；厚さkm） 重射 g） 材質　 特　 徴　　 備　 考

第119図
8

錠　 尾上　 巨 9　 日　 目 ・鼠　 鉄

図版番号 器　　 楯
計　　　　　 測　　　　　 値 石 可　 特　 徴

備　　　　 考
長　さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ毎 ）　 登 射 g）

第119図9 砥　　　 右 （14．4）
（ll・4） ！ 501

は60．0
砂　 岩 i板状の破片，砥面2 面。

Q 射035　25％　 P L 222

∴　‥′　′’い　ノ　′∴　′、・ノ∴く・

位置　調査　区の中央部，胴は区。

重複関係　北東部を第摘髭号住居に　北西部コーナー部を第摘符号住居に　南西部を第相関号住居に掘　込ま

れている。

規模起平面形　長軸6。50mr短軸軋舗mの方形である。

主軸方向　N－601∴W

璧　壁高は最大で猶臓で，外傾して立ち上がる。

壁溝　全局している。上幅膵～霊cm　下幅　～　cm　深さ　～摘cmで　断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦であり，全体的に踏み固められている。西壁下から中央部に延びる溝aと㌘4の付近に延びる溝

bの2条が検出されている。溝鼠の溝bの規模は，それぞれ幅蟻組と膵臓，壁溝からの長さ且膵cmとB cm　深

さ8服と用cmで　断面形はともにU字形である。溝鼠は　溝中に径　～1cmのほぼ円形で　深さは～臓cmの小

ピ、ソトを有している。性格は不明である。

竃　北壁の中央部を壁外へ50cmほど掘り込みタ　砂質粘土で構築されている。規模はタ　焚口部から煙道部まで

136cm　両袖部幅はcmである。天井部は崩落しており，竃土層断面図軌　粘土粒子の砂粒を比較的多く含む第

五～5日「つ順路㍉　崩儀した天井部の土層と考えられる。第6層が焼土を比較的多く含み赤愛していること

からタ　火床部と考えられる。煙道は芦　火床面から外憤して立ち上がる。

一187…



竃土層解説
1　にぷい赤褐色　砂粒多鼠　粘土粒子中量，粘土小プロ、ソク少量
2　極暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
3　極暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，焼土大ブロック・粘土粒子・砂粒微量
4　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量，ローム粒子・粘土粒子微量

5　赤　褐　色　粘土大ブロック・焼土粒子・砂粒中量，炭化粒子少量
6　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量，焼土中ブロック微量
7　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
8　褐　灰　色　砂粒多量，粘土粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
9　にぷい橙色　粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子・炭化粒子微量

10　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
H　暗　褐　色　砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，ローム粒子・焼土中ブロック微量

ピもソト10か所（㌘1～PlO）。北東コーナーからやや中央寄りに位置する㌘1は，長径71cm，短径52cmの不

整楕円形で，深さ68cmである。南東コーナーからやや中央寄りに位置する㌘2は，長径74cm，短径60cmの楕円

形で，深さ83cmである。南西弓ヒ西コーナーからやや中央寄りに位置する㌘3とP4は，それぞれ径64cmと75

cmのほぼ円形で，深さ77cmと70cmである。PlへつP4は，規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際の中央

部に位置するP5と㌘6は，それぞれ長径56cmと44cm，短径44cmと34cmの楕円形で，深さ37cmと31cmである。

規模と位置から出入りロに伴うピットと考えられる。北東コーナー部に位置するP7と㌘8，Plと㌘2の問

にあるP9，㌘2の東側にあるPlOは，径26～47cmの円形で，深さ18～33cmである。規模と位置から補助柱穴

と考えられる。

覆並　40層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。
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黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
黒　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・ローム粒子・炭化材微量
極暗褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・炭化材・粘土小ブロック微量
黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化材・炭化粒子・粘土粒子微量
極暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子少量，ローム中ブロック・炭化材微量

暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子・炭化材・灰塊少量，ローム小ブロック微量
極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，灰少量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化材微量
極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・炭化材・灰少量，ローム中ブロック・焼土中ブロック微量
暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子・灰少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・炭化材微量
黒　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・炭化材・灰塊少量，ローム小ブロック微量
黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化材微量
極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・灰塊少量，ローム小ブロック・炭化材微量
暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子i焼土中ブロックま炭化材ウ炭化粒子少量，ローム小ブロック・灰塊微量
黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック微量

黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子凋占土粒子微量
黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土小ブロック少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子微量
暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量
黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子・粘土小ブロック微量

黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化材微量
暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子・ローム中ブロック微量
暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化材微量
極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・炭化材微量
黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，粘土小ブロック微量
暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・炭化材微量
暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量

黒　褐　色　ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量
暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・廃土小ブロック・炭化粒子・灰塊少量，炭化材微量。しまりが強く硬質。
暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化材・炭化粒子微量
暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
暗′ホ褐色

黒　褐　色

暗赤褐色
暗　褐　色

黒　褐　色

暗　褐　色

焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・炭化材・炭化粒子・灰塊少量，粘土粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック少量，ローム中ブロック・炭化材
微量
焼土粒子多量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量，炭化材微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子少量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化材微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

一一一つ88…一一一一一一一
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遺物　土師器片2459点，須恵器片5点，土製品4点（土玉3，支脚片），石製晶1点（臼玉），鉄器1点（錬），

炭化種子4点，馬歯3本が出土している。第123・124図1～8・10～15はすべて土師器である。1の杯は，北

西部のやや中央部寄りの覆土下層から出土した破片が接合したものである。2と5の杯は，北西コーナーの北

壁寄りから逆位と正位で出土している。3の杯は，北西コーナーの西壁寄りの覆土中層から正位で出土してい

る。4の杯は，北西部の覆土中層と北西部の西壁際の覆土上層から出土した破片が接合したものである。6の

杯は南東コーナー部の壁際の覆土下層から正位で，7の杯は西部の中央部の覆土下層から正位で，8の杯は煙

道部から横位で，それぞれ出土している。9の須恵器杯身片は，竃の西袖手前の覆土中層から出土している。

10の高杯は，南東コーナーの床面から破片で出土している。11の高杯は，北西部の床面と北西コーナーの西壁

際の覆土中層から出土した破片が接合したものである。12の聾は，北西部の覆土下層と竃手前の覆土中層から

出土した破片が接合したものである。13の甑は，南東コーナー部から南壁際の中央部にかけて出土した破片が

接合したものである。14の手捏土器は南東部のやや中央寄りの覆土下層から逆位で，15の手捏土器は中央部の

覆土下層から正位で，それぞれ出土している。16～18の土玉は，それぞれ北西部の北壁際の覆土下層，南東部

の覆土下層，P5付近の床面から出土している。19の臼玉は，西壁際の中央部の床面から出土している。支脚

は破損しており，図示不可能である。炭化種子は竃手前の覆土下層から2点，南西部の南壁際の覆土中層から

1点，北西部の西壁際の覆土下層から1点が，それぞれ出土している。馬歯3本は，ほぼ中央部の覆土下層か

ら出土している。須恵器片4点はいずれも細片であり，うち3点は撹乱により混入したものと考えられる。

所見　本跡は，2400点を越える土師器片が出土しているが，そのほとんどが破片である。器種の内訳は，土師

器杯768点，高杯14点，聾・甑1663点であり，古墳時代後期の様相を呈している。覆土には，比較的多量の焼

土・炭化材・炭化物が含まれるはか，灰塊・馬歯・炭化種子等も検出されている。地形的にも，ロームの地山

が最も低く，黒色土が広がる谷部となっており，短期間ではあるが，土器片や灰・焼土を投棄した土器・灰捨

て場となっていたことが推測できる。時期は，出土土器と重複関係から7世紀前半と考えられる。

、　／’
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図版番号 器　 種 計測値（CⅢ） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第121図 杯 A　ll．6 休部から口綾部にかけて一部欠損。口縁部内・外面横ナデ。体部外面 砂粒・赤色粒子 P41397

1

土　師　器

B　　4．5 丸底。体部は内轡して立ち上がり，ヘラ削り後，ナデ。内面へラナデ にぷい橙色 80％

口縁部との境に稜をもつ。口緑部

は直立する。

後，横ナデ。 普通 P L213

2

杯 A　13．1 ロ緑部一部欠損。丸底。休部は内 口緑部内・外面横ナデ。体部外面 砂粒 P41398

土　師　器

B　　4．6 攣して立ち上がり，口緑部との境 ヘラ削り後，ナデ。内面横ナデ後，浅黄橙色 95％

に稜をもつ。口緑部は直立する。 不定方向のヘラ磨き。 普通 P L213

3

杯 A ［12．4］体部から口線部にかけて一部欠損。口緑部内・外面横ナデ。体部外面 砂粒・雲母 P41399

土　師　器

B　　4．3 丸底。休部は内攣して立ち上がり，ヘラ削り後，ナデ。内面へラナデ 黒褐色 50％

口緑部との境に明瞭な稜をもつ。

口緑部は内偵する。

後，横ナデ。内・外面黒色処理。 普通 P L214

4

杯 A　13．0 口縁部一部欠損。丸底。体部は内 口緑部内・外面，体部内面構ナデ。砂粒 P41400

土　師　器

B　　4．5 管して立ち上がり，口縁部との境 体部外面へラ削り後，ヘラナデ。 にぷい褐色 80％

に明瞭な稜をもつ。口綾部はほぼ

直立する。

普通 P L214

5

杯 A ［13．1］休部から口綾部にかけて一部欠損。口緑部内・外面，体部内面横ナデ。砂粒・雲母 P41401

土　師　器

B　　4．4 丸底。体部は内攣して立ち上がり，体部外面へラ削り後，ナデ。内・にぷい橙色 80％

口緑部との境に稜をもつ。口緑部

はほぼ直立する。

外面黒色処理。 普通 P L214

外面剥離

6

杯 A　13．2 体部から口緑部にかけて一部欠損。口緑部内・外面横ナデ。体部外面 砂粒 P41402

土　師　器

B　　3．9 丸底。体部は内攣して立ち上がり，ヘラ削り。内面へラナデ後，横ナ

デ。

にぷい赤褐色 70％

口縁部は短く直立する。 普通 P L214

7

杯 A　13．3 休部から口緑部にかけて一部欠損。口縁部内・外面横ナデ。体部外面 砂粒 P41403

土　師　器

B　　4．1 丸底。体部は内轡して立ち上がり，ヘラ削り。内面へラナデ後，横ナ 灰褐色 60％

口緑部は短く直立する。 デ。内・外面黒色処理。 普通 P L214

－191－



図版番号　 器　 種 桓 測鋸 cm）i　 器 形 の 特 徴　 ！　 手 法 の 特 徴 胎士 ・色調 ・焼成
［

備　　　 考

第121国　　　 庫　　　 A ［ヱ2．5］ 「体部か ら目線部にかけて一部欠損。 目線 部内 の外 面横 ナデ。体部外薗 I砂粒 P ・＝1 011

8　　　　　　　　 B　 5．4　 平底。体部は内攣 して立ち上が り， 輪積 み痕 を残 すナデ。 内面へラナ にぷい黄褐色 70％

土　 師　 器　 C　 5。5　 日嫁 部は短 く直立する。　　　　　 デ後 ，横 ナデ。 内 の外面黒色処理。 普通 P L エ＝

臼　　 杵　　　 身　 A　 H ．0〕　 体 部か ら受 け部にかけての破片√　 目線部，体部 内 ・外面ロクロナデ． 砂粒 P 4ユ39 4

B　 上猶う 「体部 は内攣 して立 ち上が り普　受 け 灰色 10％

須　 恵　 器　　　　　　 部 に至 る。 普通 P L 2ヱ3

10　　 高　　　 林　 Å　 川．告　 林部の破片㍉林部 は内攣 ぎみふ二立　 目線部内 ・外面横位ナデ∴林部外 砂 粒 ・雲母 ・長右 ・ P ・仕附5

B （5廿　 ち上が り，＝縁部 との境 に綾 をも　 面横位のヘ ラ削 り後，ナデ，内面 石英 15％

工　 師　 器　　　　　　 つ∴目線部は外 反す る∵　　　　　 ヘラナデ後，ナデご内面黒色処理√ 明赤褐色 P L 2 日

普通 一部外面剥離

第工2 回　 高　　　 林 目　し5．小　 柳部下半の破 片㍉脚部はラ ッパ状　 脚部外面縦位 のヘラ削 り，内面構 砂 粒 P J llO（i

Ⅲ 0 12．8　 に開 く∵　　　　　　　　　　　　 位 のヘ ラ削 年 裾部外面 積ナデ， にぷい褐色 20％

土　 師　 器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 内面横 ナデ後、横位 のヘ ラ磨 きご 普通 P L 2 14

外面黒色処理。

且　　　　 整　　　 A　は ・現　 俸部か ら湖 にかけての破片。　 日縁部内 瀾 横ナ デ。体部夕摘 砂粒 ・雲母 P 引＝07

H （m 5う　 休部 は内増 して立ち十が り，目線　 横位のヘ ラ磨 き，内面ナデ㍉ 橙色 10％

土　 師　 器　　　　　　　 部 は外反す る。 普通

13　　　　 甑　　　 Å ［21末　 底部か ら口縁部 にかけての破片∴　 目線 部内 ・外面横 ナデ㌔休部外 面 砂 粒 ・長 石 P 」十108

B 19．3　 無慮式。体部 は内攣気 味 に立 ち上 中位 以上 縦位のヘラ削 り，下位 構 にぷ い橙色 40％

十　 師　 器　 し 「仕0」　 が り，目線 部は外反する「端部は 位 のヘラ削 i「 内面横位 のヘラナ 普通 P L 2 1：1

丸 く収 めている㍉ デ後，輪積 み痕 を残 すナデ。

第L H 図　 千 捏 士 器 A ［6．2］ 「塔形。体部から打線部にかけて一部 目線部，体部 内 ・外面指 ナデ∵外 砂粒 ・長石 P 引＝09

且4 B　 5．5　 欠損。丸底気味の平底。体部か ら内　 面凸 凹。内 の外面黒色処理。 灰褐色 70％

土　 師　 器 攣気味に立ち上が り，目線部に至る。 普通 P L 2 14

15　　 ミニチ∴ア土器 A　 7．2　 杯彬∴底部か ら目線部 にか けての ‖緑部．体 部内 ・外 面指ナデ後， 砂粒 ・長石 P t＝IO

B　 4．6　 破片。平底。体部 はわずか に外傾 縦位 と積位のヘ ラ磨 き㍉　内 ・外面 灰褐色 50％

［土　 師　 器 C　 5。8　　 して立ち上が りタ　ロ縁部に至る。 黒色処 理。 普通 P L 2 14

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 植 巨 …

胎士・色調 備　　　　 考径 （cm）恒 さ （cm）
孔径 （cm）重量 （g ）

第且22図1尋
土　　　 工 1．6、・1．7 1．8 0．5 4．1 球体，表面ナデ 細砂粒，褐色 D P 41022 100％　 P L 220

17 球 状 士錘 3．1～382 2．7 0．7 27．8 球体，表面磨き 細砂粒．にぷい褐色 D P 41023 100％　 P L220

18 士　　　 玉 0．p 1．7 0．1 1．1 蔑形に近い。ナデ調整。表面滑らか。 細砂粒，異色 D P 41024 100％　 P L220

図版番号！券 種 計　　　　　　 測　　　　　　 値
特　　　　 徴 備　　　　 考

径 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）
石　 材

第且22酎 尋白　 玉
1．5 0．7 0．2 2．8 滑　　 石 扁平な円筒形。表面凸軋 未調整カ。暗灰色 Q引036 100％　 P L黒2

．∵．一　…　＿．　∴J：・∴．く′

位置　調査二日車：の北東部，Hlld7区。

重複関係　北部で第m椚号住居跡を掘り込んでいる。南部を第m輌号住居に，南東部を第m鋸号住居に掘り込

まれている。

規模と平面形　長軸5。33m，短軸4。93mの方形である。

室軸方向　出入り口に伴う施設が検出されずタ　竃が2か所付設されているため，遺存状態から竃2を本跡の構

築時の竃と推定し，竃2を通る軸線を主軸と判断した。この軸線の方位はタ　N…30　一正である。

壁　壁高は48～50組で，外債して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　2か所（竃巨竃2）。竃1は，西壁中央部を壁外に31cmほど掘り込んで，砂質粘土で構築されている。

規模は，焚口部から煙道部まで膵臓　両袖部幅はcmである。天井部は崩落しておりタ　竃土層断面図車掌　第4

層が粘土粒子を多義に含んでいることからタ　崩落土と考えられる。またタ　第9層は焼士ブロックや灰を含み，

l1－192　－－－…一一1
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第123図　第1102号住居跡実測図（1）
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第124図　第1102号住居跡実測図（2）

下面が赤変硬化していることから，火床面と考えられる。火床面は，床面から5cmはど掘りくぼめられ，浅い

皿状を呈している。煙道は，火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。竃2は，北壁中央部に付設されており，

壁外への掘り込みは5cmほどである。袖部の遺存状態が悪く，両袖部ともに痕跡が確認できただけである。火

床面は，床面と同じ高さの平坦面を使用しており，火熱を受けて赤変している。煙道は，火床部から階段状に

立ち上がる。竃の遣存状態から，竃2の破棄後，竃1を付設したと考えられる。

竃1土層解説

1褐　　　色　ローム粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，砂粒少量
3　にぷい赤褐色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・粘

土小ブロック少量
4　にぷい黄褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・砂粒微量

5　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・粘土粒子少量
6　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，粘土粒子少量，ローム粒

子・焼土中ブロック・焼土中ブロック微量
7　にぷい赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム

粒子微量

8　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中鼠　ローム粒子・焼土中ブロ
ック少量

9　灰　褐　色　炭化粒子・灰中量，ローム小ブロック・ローム粒
子・焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子少
＿巨L

申

10　黒　褐　色　廃土粒子・粘土粒子少量，炭化粒千・秒粒微量

竃2土層解説
1　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム

小ブロック・砂粒微量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，
ローム大ブロック・炭化粒子微量

3　にぷい褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，廃土粒子・
炭化粒子・砂粒微量

4　暗赤褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量
5　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物少

量

6　にぷい赤褐色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭
化物少量

7　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック少量，砂粒微量

8　暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・砂粒微量

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径48～59cmのはぼ円形で，深さ44～61cmである。いずれも各コー

ナー寄りに位置することから，主柱穴と考えられる。

覆土　5層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・炭化物少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
2　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物微量
3　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
4　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，ローム小ブロック微量
5　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

遺物　土師器片192点，須恵器片1点，鉄器1点（鋲），石製品1点（臼玉），撹乱により混入した須恵器片8

点が出土している。第125図1の土師器杯の底部からロ縁部片は，南西部の覆土中から出土している。他の土

器と時期差がないことから，本跡に伴う可能性が高い。2の土師器聾の口綾部片は，竃1内の覆土下層から出

土している。3の須恵器蓋は，長頸壷に対応するものと考えられ東壁寄りの覆土下層から出土している。4

の鉄鉢は，北部の床面から出土している。5の臼玉は，東壁際の覆土中層から出土している。2～5の遺物は，

出土位置から，いずれも本跡に伴うと考えられる。

一194



所農　本跡はタ　竃の作り替えが行われ，廃絶時には西壁に竃を有していたと考えられる。時期は，出土土器か

ら，7世紀代と考えられる。
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第帽　図　第及川号住居跡出土遺物実測図

第且川　音住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第且2 5図 林

土　 師　 器

A ［1芝5］ 底 部か ら目線部 にかけての破片。 目線 部内 ・外商横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 ㌘4 00 18

1 B　　 3．2 丸底。体部 は内攣 して立ち上が り，

目線部 は直立す る。

ヘ ラ削 り後 ，ナデ，内面横 ナデ。 子

にぷい橙色，普通

15％

2

襲

土　 師　 器

A ［2 4．0］ 体部から口縁部にかけての破片。体 目線部，頸部 内 ・外面櫨 ナデ．体 砂粒 ・雲母 ・長有 ・ P 4 00 20

B （8．2） 部は内攣して立ち上が り，頚部は緩

やかに屈 曲し，目線部は外反する。

部外面 ナデタ　内面へ ラナデ。 石英

橙色，普通

ユ0％

3

壷　　　 蓋

須　 恵　 器

A ［8．8］ つ まみ ・日録部 ・かえ り一部欠損。 天井部， 目線部内 。外面 ロクロナ 砂粒 8 長石 P 40 0 19

B （3の 天井部は ドーム状 を皇 し，目線部 デ。つ まみ ・か え り貼 り付け後， 灰色 70％

F （2．4）

G （0．8）

内面 に長いか え りが付 く。 ロクロナデ。 普通

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 ！材質

特　　　　 徴 備　　　　 考
全長（cm）箆被部長（cm）箆被部酌 m）茎長（cm）

茎幅（cm‥ 厚さ（cm）
重量（g ）

第125図 4 鉄 賂 9） （6．6） 0」 （2．3） 0．3 （0．3） （6．9） 鉄 鉄身部欠損，辣状関 M 40005　 P L 221

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 巨 材

特　　　　　 徴 備　　　　 考
径 （cm） 厚　 さ（cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第125図 5 白　　　 玉 1．8 0．7 0．3 3．2 滑石 剥離面無詞監 青灰色，片側穿孔 Q 40004 100％　 P L 221

第醐悶号住居跡（第126・127図）

位置　調査4区の北東部，Hllb7区。

重複関係　南西部を第1102号住居に掘り込まれている。

規模た平面形　北部が調査区域外へ延びているため，全容は不明である。東西軸は8。66mで，南北軸は4。55m

だけが確認できた。南東コーナーと南西コーナーが直角であることからタ　方形または長方形と推測される。

室軸方向　N－80　－E

壁　壁高は38～48cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　確認された壁際を巡っている。上幅12～14cm，下幅6～9cm，深さ8～10cmで，断面形はU字形である。

一つ951……



床　ほぼ平坦で，壁際を除き，よく踏み固められている。

ぼり『卜＋6か所（㌘1～㌘6）。㌘1は径73cmのほぼ円形，深さ66cmで，㌘2は径65cmのほぼ円形，深さ5宛m

である。それぞれ南東コーナー寄り，南西コーナー寄りに位置することから，主柱穴と考えられる。㌘3は長

径6cm　短径猶cmの楕円形　深さ38cmでタ　㌘4は長径44cm，短径31cmの楕円形声　深さ26租である。いずれも南

壁中央部の壁際に位置しプ住居の主軸線上に並ぶことから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。㌘5は芦

長径89cm，短径71cmの楕円形，深さ70cmで，㌘1の北側上粥mの距離に位置する。Plと㌘5は住居の主軸方

向と同じ線上に並ぶものの，住居の規模に対して間隔が狭すぎることから，補助柱穴と考えられる。㌘6は径

52cmほどの円形，深さ54cmで，㌘1と㌘2を結ぶ線上に位置することから芦　補助柱穴と考えられる。

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　焼土粒子少量，ローム中ブロック・ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片2舶点　土製品　点（管玉』紡錘車自責　撹乱により混入した須恵器片6点，陶器片4点が出

土している。第127図1の土師器杯はタ　中央部の覆土中層から破片の状態で出土している。出土位置から，本

跡廃絶後に投棄されたものと考えられる。2の土師器杯は，南壁際とP3の東側の床面から出土した破片が接

合したものである。3の土師器杯の目線部片は，南西コーナー部の覆土下層から出土している。4の土師器聾

の日録部片は，中央部の覆土下層及び中層から出土した破片が接合したものである。5の土師器聾の目線部片

はタ　㌘5の東側の覆土下層から出土したものである。6の土製管玉は，㌘4の覆土上層から出土している。2

～6は，出土位置から本跡に伴うものと考えられる。7の土製紡錘車は，覆土車から出土している。

所魔　時期は，出土土器からタ　6世紀後半と考えられる。

第瑠26図　第思川3号住居跡実測図
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第127図　第1103号住居跡出土遺物実測図

第1103号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　2cm

！　：　［

図版番号器　種計測値（C皿） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第127図 杯 A　13．8底部から口緑部にかけての破片。口緑部外面横位のヘラ磨き，内面砂粒・雲母・石英P40021

1

土　師　器

B　　4．6丸底。体部は内攣して立ち上がり，横ナデ。休部外面横位のヘラ削り，にぷい橙色 70％

口緑部との境に稜をもつ。ロ緑部

は内傾する。

内面放射状のへラ磨き。内・外面

黒色処理。

普通

2

杯 A［14．2］底部から口緑部にかけての破片。口縁部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石・P40022

土　師　器

B　　4．0丸底。体部は内暫して立ち上がり，

口緑部との境に稜をもつ。口縁部

は直立する。

横位のヘラ削り，内面ナデ。石英

明赤褐色

普通

60％

3

杯 A［12．8］体部から日録部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・赤色粒子 P40023

土　師　器

B（4．3）体部は内攣して立ち上がり，口緑横位のヘラ削り．内面横ナデ。内・にぷい橙色 30％

部との境に明瞭な稜をもつ。口緑

部は内傾する。

外面黒色処理。 普通

4

嚢 A［21．1］体部から口緑部にかけての破片。体口緑部，頸部内・外面横ナデ。体砂粒・雲母・赤色粒P40024

土　師　器

B（11．4）部は内野して立ち上がり，頚部は緩部外面縦位のヘラ削り，内面横位子 25％

やかに屈曲し，口緑部は外反する。のヘラナデ。 にぷい橙色，普通PL213

5

要 A［21．4］体部から口緑部にかけての破片。口緑部，頚部内・外面横ナデ。体砂粒・雲母・長石・P40025

土　師　器

B（9．5）休部は内攣して立ち上がり，口緑部内・外面横位のヘラナデ。休部石英 5％

部は外反する。端部は外上方へわ

ずかにつまみ上げられている。

内面に輪積み痕を残す。 橙色

普通
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